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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　１．『目覚め』




　だれかに見られている──その感覚は、自分を自覚した途と端たんたちまち全身を襲おそう。

　歩いていようが走っていようが寝ていようが食べていようが、ふと手を休めて立ち止まり、自分の内面と向き合う機会ができてしまうと、たちまち心が語りかけてくる。おまえは見られているぞ、と。アレはおまえを見ているぞ、と。そうともアレはおまえに目をつけていて、チャンスがあればすぐにでも飛び掛かってやろうと待っている。しかもアレは怒っている。青あお筋すじを立てて怒っている。おまえがここでは場ば違ちがいだから。場違いなやつが空気も読めずにこんなところで大きな顔して歩いているから。だからアレは待っている。おまえに飛び掛り、その柔らかな肉を引き裂くチャンスを。白い肌はだに牙きばを突き立て、血をあふれ出させるチャンスを──

　ああ、でも、あたしは好きで、望んでこんなところにいるんじゃないのに。

　どうして？　なぜあたしはここにいるの？　あたしじゃなければいけなかったの？

　低血圧の人間は朝に弱い、というのは結局のところ、温かい布ふ団とんやほおにやさしい枕まくらの生みだす幻げん想そうにすぎない。少なくとも山やま本もと美み里さとについて言うなら、彼女は自じ他た共に認める低血圧で朝はなかなか起きられないはずだったが、その朝は、鼻び腔こうに生なま臭ぐさい吐と息いきを感じついでざらっと鼻の頭を舐なめられた次の瞬しゆん間かんには目を覚まして文字どおり、飛び起きていた。覚かく醒せいと同時にだれかに見られているという感覚は急速に失せ、忘れ去られ、美里は身体からだを起こして鼻を撫なで、混乱のまま周囲を見渡す。……え？　え？　いまの何？　ここはどこ？　あたしはどうしてこんなところに？　まだ蒼あおい朝の光に包まれて、だんだんと思い出してくる──

（そうだ、ここは……日ひ炉ろ理り坂ざかと和わ歌か丘おかの境さかいの、山のなか……）

　座り込んだまま、首をめぐらし、周囲を探す。

　かたわらで、美里がはねのけてしまったバスタオルがもぞもぞ動き、やがて美里を起こした生臭い息とやすりのような舌の持ち主が、ゆっくり姿を現わしてくる。まだ小さな子供の猫はタオルのなかから出てくると、何事もなかったかのように落ち着き払い、あたかも昨日の夜からそうしてましたと言わんばかりに自分の身体を舐めはじめる。

　──森のなか。

　自然の、ただなか。

　突とつ如じよ襲った孤こ独どく感かんに、美里は灯を求めるように、周囲を見渡す。

　が、自分の横に寝ていたはずの存在は、それこそ抱きつくようにして一緒に寝ていたはずの存在は、影も形もない。葉のよく茂った木々と美里の腰ほどまである草やぶは、美里の姿を隠かくすと同時に外の様よう子すもうかがわせない。心臓が高鳴りはじめるのを感じ、美里は裸はだかの足に地面を踏みしめ立ち上がる。その動作に、毛づくろいをしていた子猫がばっと跳ね、美里との間に距離を置く。だがすぐまた毛づくろいを再開する。美里のことなど知らぬげに。もっとも頭に立った三角形の二つの耳の片方は、しっかりと美み里さとの側に向けられていたが。

　どきどきしだす胸を押さえて、美里は視線をめぐらした。

　首を動かし、無意識に、その顔を風の吹いてくる方向に向ける。

　そして鼻で大気を吸い込む──においをかぐ。自覚せず。森のなかにいるうちに、そういう動物的な行動がいつの間にか身についてしまっていることに、美里はまだ気づいていない。

　かすかに感じた血のにおいに、美里はそっと、音を立てないようゆっくりと、そちらに向かって歩き出す。一人を自覚していると突とつ然ぜん感じられてくる『だれかに見張られているような感覚』に半なかば恐きよう慌こうを覚えつつ。

　捜し求めた少女の姿はすぐに、見つかった。

　美里のもとから少し離れた、わずかに開けた木々の間に、舞まい原ばるサクラは立っていた。

　足元に猫を数匹ひき従えて、キャミソールにフレアパンツという半はん裸らに近い姿のまま、表情に静かな予よ兆ちようをたたえて何かをじっと待っている。まつげの長い、緊きん張ちようにあふれて厳おごそかに美しいその横顔に一いつ瞬しゆん見みとれ、眺ながめ入り、一拍遅おくれで美里は気づく。サクラが片手に何かを持っているのを。

（あれは、あたしのブラ？　いや違う、いまはもう──）

　サクラの右手が、ひゅい、と動いた。

　手首のわずかな動きだけで、サクラが右手に持っているものがぶんぶんと円を描きはじめる。

　それは二日前まで美里のブラジャー、だったものであり、しかしいまはおそるべき兵器──投とう石せき器き。柔らかな胸を包むのが目的のはずのカップにはいまや硬く無ぶ骨こつな石が収まり、ひゅんひゅんと振り回されることで生じる遠えん心しん力が石におそるべき加速と衝しよう撃げきを持たせる。ふと、美里が思い出すのは小学生のころ、バケツに水を入れたままぐるぐる回して遊んだときのこと。遠心力の働きにより、バケツの水は逆さになってもこぼれなかった。だが記き憶おくに鮮明なのは水がこぼれなかったことではなく、どうやってこの振り回したバケツをとめようか、と悩んだことだった。振り回すのは簡単だったがそれを止めるのは小学一年には難しかった。遠心力は明らかに自分の力を超えたものであり、制御できるものではなかった。少なくとも当時はだれも、美里はもちろん一緒に遊んでいた男子たちも、一滴の水もこぼさずにバケツをとめることはできなかった。だが、サクラは違う。サクラは見事に投石器を、遠心力を制御する。バケツのように止める必要のないそれを、思うままにぶっ放しても大丈夫であるそれを、遠えん慮りよ仮か借しやくなく見事に的まとにぶち当てられる。試しに、と美里が宙に投げた木片に、サクラは百ひやつ発ばつ百ひやく中ちゆうで石を当ててみせた。石を当てられた木片は、空中で木こっ端ば微み塵じんとなった。その破壊力とサクラの腕うで前まえに、美里は全身に鳥とり肌はだが立つのを覚えた。それが使われる目的を思い。

　そしていま、サクラはそれを振り回している。

　手首ではなく、ひじから腕を動かしてスリングをまわし、その目は何かを見つめている。下着だけのその姿は、サクラの身体からだの動きをよく伝える。全身の緊張、しかし硬さを感じさせないなめらかさ、しなやかさ。もはや手に持ったスリングだけではなく身体からだ全部が一個の兵器になったかのような統一された機能美びの持つ優ゆう雅がさ、流りゆう麗れいさ、しかしそのすべての目的は──

「──サクラ！」

　サクラの手から石が放たれる、と思った瞬しゆん間かん、美み里さとはほとんど叫んでいた。

　同時に、ざさっという音が、サクラの見ていた方角から上がる。

　何かが走っていくような音。

　思わず声を出してしまったことに心臓をどきどきさせつつ、美里はおどおどと、サクラを見た。

　サクラはしばらく美里に横顔を見せ、茂みをながめていたが、やがて右手にまわしていたスリングをひゅっ、と地面に落とすように振った。

　たちまち遠えん心しん力を失って、ブラのカップから石がぽとりと転げて落ちる。

　ゆっくりと首を回したサクラに、美里は思わずたじろいだ。

　邪じや魔ましたことを責められるのではないかと思い。

　だが、サクラは美里に微笑ほほえみかけ、言った。

「おはよう。山やま本もとさん。よく眠れた？」

「……う、うん。おはよう。サク……」

　美里がみなまで言うより早く、茂みの向こうでぎゃっ、という声が聞こえて。

　サクラの足もとにいた猫たちが、一いつ斉せいに、走り出し、やぶの向こうに消えていく──

「自分たちで、つかまえたみたいだ。やるね」

　サクラは笑うと、美里を見、その表情に何を見たのか、首を振る。

「心配しなくていいよ？　あたしたちの分は、もう獲とってあるから」

　美里は、何も言わなかった。

　森のなかでの生活は、こうして二日目の朝を迎えた。




　　　　◆




　寝ね汗あせと朝あさ露つゆに湿ったバスタオルを適当な木の枝に干すと、美里は腰を下ろした。

　サクラは変わらず下着姿すがたのまま、大きな岩のそばにかがんで身体の陰で何か（おそらく食事の準備）をしている。ちなみに美里もショーツにＴシャツだけという格かつ好こうのまま、平たい石に腰掛けている。両者とも服を着ていないのは、着替えがないからではなく『食事』で汚さないように。だから美里は半はん裸らのまま、同じく半裸のサクラをながめる。血の臭いを感じつつ。サクラは基本的に、獲え物ものを捕まえるところとか、獲物を解かい体たいするところとかを、美里に見せようとはしない。そして、卑ひ怯きようかも、と思いつつ、美里も見ようとはしない。それでもやはり、どうしても、音や臭いは流れてくる。石を使って肉をつぶし、骨を砕く音や、あまりに生なま臭ぐさい血の臭いなどは伝わってくる。もっとも、血の臭いにはすぐなれる。臭しゆう覚かくはあっという間に順じゆん応のうする。空気のように感じなくなる。そうでなければ脳が疲れて生きていけなくなるから。

　背後のがさっという音に、美み里さとはびくっと振り返った。

　が、草むらをざわざわ揺らして出てきたのは小さな猫。

　さきほど美里を起こしたのとは別の、ぶち模も様ようのその猫は、緊きん張ちようが解け脱だつ力りよくした美里のそばに近づいて、美里の足にわき腹をこすりつけてくる。反射的に手を伸ばし、美里はその知らない猫の背中をなでる。たちまちごろごろ言い出すぶち模様を持つ猫は、首に首くび輪わをつけている。

　臭いに誘われでもしたか。

　その猫を皮切りに、少しずつ、周囲のやぶから出てくる猫たち。

　気がつくといつの間にか、たくさんの猫が集まっている。低てい木ぼくのしたに、木の脇に、さらには木の枝のうえ。さっき美里を起こした子猫はもちろん、昨日きのう見かけた猫もいれば、明らかに新顔の猫もいる。こちらを見ているものもいれば、われ関せずとあくびをしているものもいる。そんな猫たちを一、二、三、と数えかけ、美里はふう、とため息をつく。数えてどうなるわけでもない、にもかかわらず気がつくと数を数えてしまう神しん経けい質しつな自分の状態を自覚して。

　見かけただけでも十数匹──この森には、なぜか猫が多い。

　それも野の良ら猫ねこだけではなく、首輪をした、あきらかに飼い猫と分かるきれいな猫もいて、だいたい森に猫がすんでいるなんて聞いたこともなく（もっとも森には猫は住んでいない、と聞いた覚えもないが）、だから美里は、この猫たちもあたしとサクラみたいに、和わ歌か丘おかから、吸きゆう血けつ鬼きから逃れてきたのかもしれない、と思う。人間に飼われるペットのなかでも猫は比較的自由だから、逃げようと思えばすぐに逃げられる、だから逃げてきたのかも。そう考えると、つながれた犬やかごに入った小鳥なんかはかわいそう。……でもやっぱり、猫や犬にも吸血鬼というのは脅きよう威いなのだろうか。吸血鬼は、犬や猫の血も吸ったりするのだろうか。いや、違う。そうじゃない、たぶんその逆で、吸血鬼は、きっと猫や犬には関心がないんだ。かわいがったりしないんだ。『ザ・ワン』の世界に、猫は必要ないから。だからきっと──

　ざわざわと音がして、真正面の茂みから、今度は真白い猫が現われた。

　紅あかい首輪の白猫は、美里のまえまで歩いて来ると、背中を撫なでられごろごろ言っているぶち猫を一いち瞥べつしたのち、なぜか美里にわざわざ背を向け座る。何をするでもなく、ただ背中を見せて座っている、何かすねているような白猫の様よう子すに美里は思わず笑みを見せる。

　美里には感じられない風にゆれ、かすかに聞こえる葉は擦ずれの音。

　目のまえに座った白猫が、背中をこちらに向けたまま、しっぽを地面に打ち付ける。

　いやなことでもあったのか、抗こう議ぎでもするかのようにぱたんぱたんと地面をたたく。ぶち猫の背中を撫でながら、その柔らかな毛並みを手のひらに味わいながら、美里はただそれをながめる。無意識に、心のなかでカウントしつつ。

　尻尾しつぽを打ち付ける音を、七回ほど数えたころ、

「お待たせ！　山やま本もとさん！　もういいよ！」

　サクラの声に、美み里さとは猫を撫ななでるのをやめ、顔を上げた。

　サクラが、先ほどまでテーブル代わりに使っていた岩に腰掛け、口をもぐもぐさせながら美里に手招きしているのが見える。口をもぐもぐ動かしながらぽんぽんと自分のよこをたたくサクラに、美里はのろのろ、立ち上がる。そしてゆっくり、歩を進める。心を落ち着かせるように。ふと、慣れたはずの血のにおいがよみがえり、胃がざわめく。だがそれが嫌けん悪おによるものかそれともその逆の現げん象しようなのか、いまの美里にはわからない。

　ゆっくりと、サクラのとなりに腰掛ける。

　微び妙みように視線を外しつつ、美里はサクラの顔を見る。もぐもぐと揺れる口もとに視線を取られ、思わずごくんとのどがなる。そんな自分が信じられない。だが顔をそむけるよりさきにサクラが両手を合わせて、「んんんんうん！」と鼻から抜ける声を出す。それで美里も不ふ承しよう不ぶ承しよう、手を合わせ、たぶんサクラが言ったのと同じ言葉を言う。

「……いただきます」

　──サクラの手が、美里の肩に当てられる。

　近づいてくる、つやつやとした唇くちびると、そしてサクラの柑かん橘きつ系けいを思わせる清せい涼りような、でもどこか甘い体臭。信じられないことに、それはシャンプーや香水ではなくサクラの生きの体臭。舞まい原ばる家の姫ひめ君ぎみとして小さなころから手足に香料をすりこまれているうちに、そんな体臭になってしまったらしい、そのことについて考えるたび、美里は背せ筋すじに寒いものを覚える。なぜなら、ホテルにいたころはただ「ああいいにおいだな」と思っていたサクラの体臭は、血を得ることでまったく別物に変わるから。さらに鮮せん烈れつなものとなるから。そう、サクラの体臭は、血のなかでこそその本ほん領りようを発はつ揮きするように思える。あたかも血に包まれることを前ぜん提ていとしたにおいであるかのように、血のにおいのなかに溶け、血への嫌悪を薄れさせると同時にサクラの存在そのものを際きわ立だたせる。こう言い替えれば伝わりやすいだろうか、たとえるなら、普段はただのにおいであるサクラの体臭は血のなかでは何か特殊な『フェロモン』に変わる。もちろん、美里はフェロモンというのがどういうにおいがするのか知らないが、しかし感覚的に、そう感じる。肌はだで。その臭しゆう覚かくで、フェロモンのような何かに自分が包まれていくのを感じる。

　逆らえない、抗あらがいがたいサクラの体臭に包まれ、もはや血のにおいも忘れて陶とう然ぜんとなるなか。

（……あ……）

　重ねられる、唇。

　そして送り込まれてくる、サクラの咀そ嚼しやくによってほとんどペーストとなった『生なま肉にく』。

　口こう内ないのものを移し終え、そっと、サクラの顔が離れる。
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　気がつくと閉じてしまっていた目を開き、美里はサクラが微笑ほほえんでこちらを見ているのに気づいて思わずほおを赤らめる。うつむいて、そしてみずからも咀嚼をはじめる。サクラの口内でじゅうぶんに嚙かみ砕かれていたそれは、そのまま飲み込んでもよさそうな感じだったが、それでも最低三十回は咀そ嚼しやくしろと言われている。大事なのは吞み込むことではなく、よく咀嚼し、唾だ液えきを分ぶん泌びつすることなのだと。咀嚼すればするほど脳は『食事モード』に移行して、唾液を分泌すればするほどおなかが痛くなったりユルくなったりする確かく率りつが減るのだと。

　何しろ食べているのは、どういう形であれ『生なま肉にく』なのだ。

　火による加工のされていない、どんな菌きんやら虫やらがいるか分からない、

　サクラが森のなかから『自分』で『獲とって』きた、正しよう真しん正しよう銘めいの、『生肉』──

　美み里さとは素直に咀嚼する。ほとんど甘あま味み、かすかに苦にが味みのあるそれを。肉の味と草の味、そしてサクラの唾液のまざったその『食糧』を、よく嚙かみ、そして飲みこんでいく。しかし食べれば食べるほど、せりあがるのは胃に沈みこむ重しのような空くう腹ふく感かん──

　サクラのうれしそうな声。

「おいしい？」

「……うん」

　よかった、とうなずいて、次の肉にく片へんを口のなかに放り込み、どこから採ってきたのかやけに鮮せん烈れつな緑色をした葉っぱと一緒に再びもぐもぐしはじめるサクラ。

「──んっ」

　促うながす声に、近づいてくる顔に、やっぱり目を閉じてしまい、美里はサクラの唇くちびるを受け入れる。サクラの舌と自分の舌がふれ、美里は自分が舌を伸ばして肉片が来るのを待っていたことに気づいて恥ずかしさを覚える。ああ、なんて意い地じ汚い、サクラはどう思っただろう、いやそのまえにこの情景、はたから見たらどう見えるだろう。いやいやそもそもそのまえに、自分のこの変へん容ようぶりはどうなんだ？　最初のうちは、そんなこと気にする余よ裕ゆうさえなかったのに。ただただ嫌けん悪おと不快と屈くつ辱じよくに身をこわばらせていただけなのに。だが、サクラは拒きよ絶ぜつを許さなかった。一度吐はいてしまったときは、吐いたものを食べさせられた。そのときサクラはこう言った。

「気持ちに負けちゃだめ！　毒とかならともかく、気持ちに負けて吐いちゃダメ！」

　それからずっと、こうして口移しで食べさせられ、そしていまは、もう嫌悪すら感じない。平然とそれを受け入れ、舌を伸ばし、味を感じる余裕さえある。肉にく本来の甘みや、におい消し代わりの葉っぱの苦にが味みや、そしてさくらの唾だ液えきのなめらかささえ感じる余裕ができている。

　そもそも空腹を感じるなんて。食べたいって、思うなんて。

　たった一日なのに、自分のこの順じゆん応のうぶりは、どうだろう。

　今回のは、最初の物より固形の割合が大きかった。

　それをゆっくり嚙かみ潰つぶし、咀そ嚼しやくして、のどの奥へと送り込む。いま、自分は確かに食事をしているんだという充足感を覚えつつ。食事──それは味わうためでも日に三度の習慣でもなく、生きるための、行為。生きていくための、戦い。ゆっくりと、口こう内ないのものを咀嚼して、ごくん、ごくん、とのどを鳴らしつつふと思うのは、最近、唾液がたくさんでるようになったなあ、ということ。以前と比べて明らかに、多く、早く、唾液が分ぶん泌びされるようになった。まるで胃い袋ぶくろと口が消化を競い合ってでもいるみたいに。口が食べ物を口のなかだけで消化しようとでもしているみたいに。これがサクラのいう『食事モード』というものだろうか。唾液には殺さつ菌きん作用があるとサクラは言っていたが、野生動物の生なま肉にくなんていう危険極まりないしろものを食べるため、身体からだが唾液の分ぶん泌びつ量を増やしてくれているのだろうか。このままいけば、いつかはサクラに口移ししてもらわなくても自分で生肉を食べられるようになるのか？（そしてそれはいいことなのか？）いま現在、サクラにわざわざ口移しで食べさせてもらっているのは、生肉を『殺菌』するためである。何しろ野生動物の生肉というものは、寄き生せい虫ちゆうやらその卵やらがくっついている可能性のあるとても危険なしろものであり、下へ手たすればおなかをこわすだけではなく致ち命めい的な病気を引き起こす可能性があるのだから。だからまえもって、サクラの唾液に『殺菌』してもらっているわけだが──

　信じられないことに、サクラ自身は人一いち倍ばい唾液の殺菌作用や消化能力が強いらしく、生なま水みずを飲んだり生肉をそのまま食べる程度のこどなどまったく平気らしい。

「何しろあたしお嬢じようさまだし、小さいころから、毒とか飲まされて慣らされているからね。ええと、つまり毒どく殺さつ対策に、ってことなんだけど。だからとにかく、そのへんのばい菌や虫なんかへえちゃらなんだ！　おまけに、おなかに『虫』も飼っているしね！」

　そう教えられたのが一昨日おとといの夜。

　そのときはじめて、美み里さとはサクラに口移しで『何か』を吞みこまされた。

　サクラの言によれば、サクラがおなかで飼っているという『虫』──『虫』というのはたとえで、大腸菌きんとか善ぜん玉だま菌とかのことだと思うのだが、というより思いたいのだが──を吞みこまされたらしく、そして実際なんらかの効果はあったらしく、次の日の昼までしばらくおなかがごろごろ騒がしかったことを別にして、いまのところ生なま肉にくでおなかをこわすようなことにはなっていない。下げ痢りになるようなこともない。はじめてノネズミの生肉を食べさせられたときには、これは絶対おなかがくだる、何かの病気になって動けなくなる（いやいっそ死んでしまいたい！）と覚かく悟ごをしたが、結局こうしてぴんぴんしているし、生肉にも慣れてきている。

　──だからこそ、それが怖い。

　どんどん慣れていくことが。自分が変わっていくことが。

　あてられる、サクラの唇くちびる。

　柔らかい舌の感かん触しよくとともに、送りこまれてくる唾だ液えきと肉にく片へん。たとえ人一倍殺さつ菌きん作用が強かろうが唾液は唾液、舌は舌、舌に当たるその感触は、行為の意図がなんであれ──生きるため、なんていう立りつ派ぱな目的のためであれ──年とし頃ごろの美み里さとには何か性的な感じがして、サクラの顔を見られなくなる。気がつくと目を閉じてしまっている自分、触れる舌に快さを感じる自分が恥ずかしくなり、サクラがこんなにかわいくなかったら、もっと不ぶ細さい工くだったらあたしもこれほどうろたえたりはしないんだろうな、とか思ったりもする。

　だって、確かに、サクラは同性から見てもかわいいし、それにいまのこの状況──

「──山やま本もとさん？　どうかした？」

　サクラの声に、ごくん、と口のなかのものを嚥えん下かして、美里は答えた。

「え？　別に？」

　そう？　ならいいけど、とうなずいて、んー、と顔を近づけてくるサクラ。

　目を閉じ、素直にそれを待ち──

　──ちゆっ。

　ただ触れただけで、何も送り込まずに離れていった唇に、美里はぼんやり目を開いた。

　首をかしげ、言う。

「……あれ？」

　にゃはは、とサクラが笑う。

「へへー、キスしちゃった」

「……は、あ？」

「だって山本さん、かわいいんだもん。目なんか閉じて待ってるところ。……昨日はあんなに意い地じ悪わるだったのに、今日はとっても素直だにゃ！　ねぇ山本さん、今日は機き嫌げんいい？　もうあたしのこと、怒ってない？」

「べ、別に、最初から怒ってなんか」

　何が起こっているのか分からず戸と惑まどい、つぶやくように答えた美里に、本当？　よかった！　とサクラが顔に笑みを浮かべる。

「あのね、山やま本もとさん。あたし、本当はね、昨日から、ずっと、怖かったんだ。いやがること無理やりさせて、山本さん怒らせて、嫌われたんじゃないかと思って。昨日はほとんど、口も聞いてくれなかったし」

「……それは……」

「山本さん、大事な友だちだから、嫌われたくないけど、でも、最初にきちんとやらないと、いざというとき、大変なことになるから。だから、あたし、山本さんに嫌われても、食べ物のこととか、ちゃんとやっておかないと、って思って……

　だから、今日の山本さん、とってもうれしい！」

　輝くようなサクラの笑顔に、しかし胸を締め付けられて、美み里さとはあらためて思い出す。

　自分はサクラを守るために、和わ歌か丘おかを逃れてこの森にやって来たのだということを。そのくせに、この森に入ってきたときからサクラのことなどほとんど考えず、自分はどうなるのだろうということばかりを考えていたということを。ヒスを起こしてふさぎこみ、その間、ずっとそばにいてくれたサクラの気持ちを考えもしなかったということを。

「……ごめんね、サクラ。……あたし……」

　思わず言いかけ、せきをして、美里は口く調ちようを軽く言い直す。

「いやいや、サクラ」

「え？」

「……まぁ、あたしも人間だしさ、機き嫌げん悪かったりおとなげなかったりすることもあるけど、基本っていうか、根っこのところでサクラを嫌ったりはしないから、さ」

「本当に？」

「うん。本当に。絶対に。だからそんな心配しないで。嫌ったりなんかしないから……

　昨日はあたし、アレだったけど、ごめんね、もう、大丈夫だから。……今日から一緒にがんばろ！」

「おー！」

「前向きに、元気を出してがんばるぞ！　生なま肉にくだって食べるぞ！　草だって、虫でも平気で食べちゃうぞ！」

「おー！　……本当？　もしも食べられるなら、あのね、虫ってね、とっても」

「……ごめん、言いすぎた。お願い、虫は、虫だけは、勘かん弁べんして……」

　ええ虫だっておいしいのになあ、なんてつぶやくサクラにため息をつき、美里は脇に置いてあった葉っぱを取り上げ口に放りこむ。ちなみにそれは食べるためのものではなく、生肉を食べたあとに生じる口のなかの粘つきと口こう臭しゆうを消すためのものだそうで、しばらく嚙かんだらあとは吐き出す。もっとも、吐き出さなくても結局別のところから消化されずに出てくるが。

　ぺっ、と行ぎよう儀ぎ悪くも藪やぶのなかに口のなかのものを吐き出したあと、美里は岩に載せられた他の野や草そうを見た。

「んで、ええと、肉はもう終わりよね？　こちらの草は？　食べるの？　彩いろどり？」

「もちろん食べるの。これはね、ここの茎くきだけ。……こっちはね、知ってる？　これがヒルガオ。アサガオは食べられないけどヒルガオは食べられるんだから不ふ思し議ぎだね。ここんところを引っこ抜いてかじるの。んで、これはね、根っこのところの丸いのを、皮むいて──」

「ああやめて。いっぺんに言われても分かんないよ。あたしにはどれも同じに見える──

　……本当に、こんなの、よく知っているよね。サクラ」

「へへ。何しろあたしはみークルのまえに園芸部、だからね。じゃあ、まずは食べやすい、ツユクサから。ええと、あまり水が使えなかったから、じゃりってしても我慢してね──」

　アクぬきのされていない、おそらく寸すん前ぜんに摘つんだばかりであろう野草を平然と口へと運んでいくサクラに、そのまえに食べられる野草、なんてものを知っているサクラに感かん嘆たんのまなざしを送りつつ、美み里さともサクラに習って野草をついばむ。本当に、すごいなあ、野草の知識といいスリングの使い方といい、園芸部というのは文科系ではなく体育会系けい、実じつ践せん的な部活なんだなあ、なんて思いつつ。

　本当に、入部を誘われたとき、断っといてよかった。

　いや、むしろ入っておくべきだったのか？

　吸きゆう血けつ鬼きにとって、これは大きな誤ご算さんだろう。

　サクラが、山のなかでも食べるものには困らない、というのは。

　お嬢じようさまであるにもかかわらず（いや、サクラの言葉を聞いていると、むしろお嬢さまだからこそ、という気がしてくるが）、野草にくわしく、それどころかウサギやネズミを捕まえ、さばき、あまつさえ生のまま食べてしまえるというのは──

「……あんたって、本当に、いまさらだけど、本当に、野や生せい児じだったんだなあ……」

「え？」

「ううん。なんでもない」

　サクラは肩をすくめると、野草をシャリシャリ齧かじりつつ、まだ手に持っていた肉を次々と、やぶに向かって放っていく。集まってきた猫たちにえさを与える。なぜだろう、サクラは、猫たちがこんなに集まっていることを不ふ思し議ぎに思っていないようだ。まぁ、サクラがえさを与えているからこそ、猫がこんなに集まってきているのだろうけど。サクラといれば、えさがもらえる、そう思うからこそ、この猫たちは集まってきていて──

（そうだ、サクラと一緒なら、きっと──）

　──がさっという音が、背後の木立から響ひびいた。

　緊きん張ちように思わず身体からだを硬くして、美み里さとは背後を振り返り、灰色のしっぽが藪やぶのなかへと消えていくのを見つけた。

　食事を済ませた野の良ら猫ねこが、もう（しばらくは）ここには用はない、と出て行ったのだろう、もちろんそうに決まっている。それ以外にありえない。吸きゆう血けつ鬼きや人じん狼ろうや、何かがこちらを見張っている、なんてはずがない。そもそも追つい跡せき者なら、見張るようなことなどせずにすぐにもサクラを捕まえに来るはずだから。だから見張られる、ということなんてありえない。

　いま、感じているこの何かに見られているような感覚は、自分の弱い心が生み出す幻げん覚かくに過ぎないと美み里さとは思う。

　気のせいに怯おびえているだけだと思う。

　でも──

「山やま本もとさん？」

「……え？　ううん。なんでもない。これ、意外といけるね」

　美里は笑い、サクラが言うところの花も葉も茎くきも食べられるというツユクサという草を取り、手に取ると柔らかく折れる野草をかじる。他の草花に比べてそれほど苦にがくないそれを舌で味わい嚥えん下かして、サクラに笑みを浮かべてみせる。

　──だが、やはり。

　見張られているという感覚は、依い然ぜんとして、消えなかった。







　　　２．『ハチ』




　ぶぅんぶぅん、とハチが飛んでいる、眠気を誘うその音を、美里は石に腰掛けて、聞いていた。

　自分をこんな茂みに取り残してどこかに行った、サクラをじっと、貝のように黙りこくって待ちながら。

　ぼおっと視線をさまよわせつつ、前方を、そしてときどきかたわらの茂みをながめる。

　座った美里の姿を隠かくしてあまりあるその草やぶには、紫むらさき色や桃もも色のラッパ状の花が咲いているのだが、その花の名を美里は知らない。心のなかではツツジかキキョウ、かもしれない、と思っているのだが、どうにも確かく証しようがなく、そもそもツツジとかキキョウというのが花の名前かどうかも分からず、でもサクラに聞くのもなんとなく恥ずかしく、聞けないでいる。

　女のくせに、なんて思うのは男女差さ別べつなのだろうけど、

　そうは思ってもなぜか、美里は女の自分が花の名前が分からないのが恥ずかしい。

　でも、一いち応おう女の子だけれど、今日まで花なんかに興味を持ったことがないのが山やま本もと美里。

　そんな花より夏の甲こう子し園えんでも見ていたい（できればこっそりビール片手に！）のが山本美里。それはどうにも変えられない。

　美里の足もとにも、花弁がいくつか落ちている。

　それは美み里さとが、花の蜜みつを吸ったあと。

　花はな房ぶさをうまくさやから抜き取り、後ろからちゅうっと吸うとわずかに甘い蜜が吸えるという、サクラの教えにしたがったもの。

　さらに美里の周囲には、花びらにまぎれてハチも数匹ひき落ちている。

　生きて歩いているのもいれば、ひっくり返っているものもいる。美里は気づいていないが、アリにたかられているものもいて、それらもほとんど美里の仕し業わざ。

　サクラは美里に、ミツバチのつかまえ方を教えてくれた。

　それはかなり強ごう引いんな方法で、やり方は簡単、花にとまっているハチに、花ごとデコピンをかませばいい。

　そうすると、ハチはしばらく飛べなくなる。

　そのハチの、羽をおさえる。

　うまく押さえれば刺されることはない──下へ手たすると刺されてしまうけど。

　そう、ハチは刺す。

　ミツバチの針はふだんはおなかのなかにあり、刺すときはさやからすべるように飛び出してくる。針のさきにはとげがあり、いったん刺さるとそれがひっかかるため抜けなくなる。そのために、刺したハチは針ごと内ない臓ぞうを引きちぎられ、あとは死んでしまうしかないという。

　それでも、ハチは刺す。みずからの死と引き換えに、本能の命じるままに。

　ハチをつかまえることは、美里にも驚くほど簡単にできた。

　美里のデコピンで、ハチは驚くほど簡単につかまえられた。

　こつは、指をあてるかあてないかで撃うちはなすこと。

　かするぐらいの感じでやると、ハチはショックでおとなしくなる。そこをつかまえればいい。

　自分がミツバチをつかまえる、なんてこと、想像もしたことなかった美里は、ひょいひょいつかまえられることがうれしくてたまらずおもしろがってそれをした。ハチへの恐怖がなくなると、デコピンをしなくても直じかにつかまえることができるようになった。おそらく、教えてくれた本人がここにいないという、一人でこんなところに取り残されていることのストレスもあったのだろう、美里は夢む中ちゆうになってそれをした。そして気がつくと、足もとには落ちたハチたちがたくさん転がっていた。小さなハチには人間の指は大きく強く、当たり所が悪いとたとえ美里にその気がなくともその一いち撃げきで足が折れ羽がもげ動けなくなる。そうやって落ちたハチたちは、美里の周囲でくつろいでいる猫たちのいいおもちゃとなる。最初のうちは気がつかなかったが、刺されたのだろうかぎゃっという猫の鳴き声に美里ははじめて地面に気づき、ハチたちが転がっているのに気づき、自分が作り上げた惨さん状じように気づいてやめた。

　それからずっと、美里はただ風景だけをながめていた。

　いま、足もとで猫が走り、美里ははっとして、ぼおっとしていた状態から戻る。

　地面を見ると、猫が前足でハチをおさえている。

　猫は、しばらくすると足を放すが、ハチが歩き出すとすぐに前足を伸ばす。

　そうした猫の反応は、別におなかが空すいているから、というわけではない。

　ハチを食べようとしているわけではなく、ただ単に動くものはおさえようとする習しゆう性せいのせいか、さもなくばおもしろいから、に過ぎない。猫たちのなかには、口にくわえたハチをわざわざ美み里さとのまえに持ってきたりするものもいて、そういうときはほめてあげて、それが猫にはおもしろいから、とサクラに言われているのだが、死に掛けたハチを目のまえに持ってこられても、正しよう直じき美里はほめる気になれない。

　死にかけさせたのが自分だとすればなおさら。

　美里とサクラの食事のおこぼれにじゅうぶんありつけている（だから猫は自分たちと一緒にいるのだろうと美里は思っている）猫たちは、ハチを食べたりはしない。

　でも嬉き々きとして、猫はハチを殺さつ戮りくしてまわる。

　ハチだけではない──美里はもう十二回、トカゲを捕まえてきた猫をなでてやっている。そしてそのトカゲをにがしてやっている。トカゲ以外にも、なんかゴキブリの親しん戚せきみたいな虫やらなんやら──そういうのはほとんど死んでいて、美里が手ずから逃がす手間は省はぶけていたが──そのたびに、猫はやはり、どんなにかわいい外見をしていようとも肉食の狩人かりうどなのだなとあらためて美里は思う。何しろ猫たちが生なま臭ぐさくも赤い口をあけ生なま肉にくをむさぼるさまを見ているのだから今さら何をかいわんや、と。

　そして美里は、さきほどぼおっとしながら考えていたことを思い出す。それは、




（『ザ・ワン』が世界を支配すれば、世界から争いが消える──）ということ。




『ザ・ワン』は、ただ血を少量吸うことだけで生きていける。

　血を吸うだけ──獲え物ものを殺す必要はない。

　でも人間は、食べなければいけない。そのためには、獲物を殺さなければならない。どちらが罪深いかといえば、それは確かに人間のほうだろうと美里は思う。ハチを虐ぎやく殺さつしまくった美里は思う。あのとき、公園に六人集つどい『ザ・ワン』に対して戦い（そう言えるほどのものかどうかは分からないけれど）を挑むことを決意した、あのとき、あの本のような顔をした牧師は言った。これは生せい存ぞん競争だと。善ぜん悪あく正せい邪じやいいも悪いも関係ない、生存を賭かけた戦いだと。だからたとえ人間が吸きゆう血けつ鬼きより罪深い存在だとしても、戦ってもいいのだと。そうしなければ人間は生き残れずに絶ぜつ滅めつしてしまうのだから。でも、美里が聞きたかったのは、本当はそんな言葉じゃなかった。人間のほうが吸血鬼よりもましな存在なのだと、だから生き残ってもいいのだと、そう言ってほしかった。だって、悪いやつが悪いやつなのになんの罰も受けずに生きていてもいいなんて、そんなの許していいのか？　悪いやつらは滅んで善人がちゃんと生き残る、それが正しい世界じゃないのか？　それは青あお臭くさい、子供っぽい考え方なのかもしれない。きっと頭のいい人なら、いくらでも反論を考えつけるのだろう。でも美み里さとには反論できない。だからずっと、美里はそのことを考えていた。やっぱり人間が滅びるべきなのだろうかと。もちろんそんなの、美里の一いち存ぞんで決められることじゃないけれど。

　──ただ、いまは、少しだけ、美里は違う方向を見ている。

　美里の視界に入り込んできた猫が、足もとにゴキブリみたいな虫をおく。コオロギじゃないかと思うのだが（コオロギは小学生のころ、友達が飼っているのを見たことあった）コオロギにしては羽がないその虫の息いき絶たえた姿をながめ、猫の頭をなでてやりつつ、美里は思う。どこかで聞いたことのある、『動物は必要以上の殺しはしない』という言葉、あれはうそだったんだなと。現にいま、この猫たちは必要のない殺さつ戮りくを行なっているのだから。それも、おそらくは自分たちの楽しみのために。人間にはまだ自制する心があるが、猫にはそれもないのだから。

　ならば猫は、人間より罪深い存在なのか？

『ザ・ワン』の理り屈くつで言えば、食べるためどころか楽しみのために必要のない殺しをする猫は、明らかに罪深い存在となるだろう。

　だが美里にはそうは思えない。猫が罪つみ深ぶかい存在だとは思えない。

　少なくとも、気がつくとハチを大たい量りよう虐ぎやく殺さつしていた自分ほどひどい存在だとは思わない。だから、猫は罪深い存在だから滅ぼしてしまえ、なんて言うやつがいたらそいつこそ狂人だと思う。たとえ理屈的にはそいつのほうが正しかったとしても、感覚的に、そいつは間違っていると思う。そしてそれと同様に、人間は悪だから滅んだほうがいい、とかいうのは間違っているのかもしれなくて、いやそのまえに、猫を悪だと思えないのと同じく理屈ではどうだろうと感覚的に、やっぱり『ザ・ワン』は『なぜか』悪だと思う自分がいて──

（だったら、それで、それだけでいいのかもしれない。それだけで、あたしは、あたしたちは、戦ってもいいのかもしれない。たとえ人間のほうが理屈的には悪だとしても──）

　悪だと感じるから、悪だと思う、なんて、稚ち拙せつな、子供のような、そして好こう戦せん的な考えかただなぁと自じ虐ぎやくする。それは危険な考え方、かもしれない。けれどもそれは間違いなく、山やま本もと美里が自分の力で見つけた答え。牧師や海かい藤どうさんやエレナや『ザ・ワン』から押しつけられた答えではない、自分自身が自分の経験と思し考こうのなかで見つけ出した、自分だけの答え。それは自分だけの言葉であり、自分の力で生み出した、だからこそ納なつ得とくでき、自分の心に誇りを持ってかかげられる、価か値ちのある宝。

　──そう思い、はあ、と息をついたその瞬しゆん間かんこそ、それまでがんばるがんばると、戦う戦うと繰り返すだけ繰り返していた山やま本もと美里という少女に、本当に戦う準備のできた瞬間だった。




　　　　◆




　がさっ、と後ろで茂みの揺れる音に、美里は全身を固まらせ、凍りついた。

　緊きん張ちようのあまりに何もできずに固まった、美み里さとの背中に声がかかる。

「お待たせ！　あれ？　びっくりさせちゃった？」

「……び、びっくりさせちゃった、じゃないわよ！　何よ脅おどかして！　だいたいサクラ、分かっているの？　あたしたち、追われているんだよ？　隠かくれているんだよ？　なのに、書置きだけ残していきなり消えて、そのくせいきなり現われるなんて──」

「ごめんごめんごめんなさい。だってジバチがいたんだもん──」

　サクラの残した『ハチの巣まで行ってくる！　ここで待ってて！』というメモをつきつけ息もつかずにまくし立ててくる美里の剣けん幕まくに、うわぁ、と肩を縮めつつ、でも何もなかったでしょ？　とサクラはあたりを見渡した。

　そういう問題じゃない！　と美里はなおも肩を怒らせつつ、周囲を見回す──当然、地面の惨さん状じようにも気がついただろう──サクラに、無表情をつくってそっけなく、告白する。

「……あたし、ハチを集団虐殺ジエノサイドしちゃった」

「うわあ、なんてことを」

　サクラは大おお仰ぎように嘆なげいて空を見上げ、しばらく待ち、笑う。

「……うん。生せい態たい系は狂ってないみたい。だったらいいよ。気にしないで」

「えええ？」

「な、何？」

「……それだけ？　いいの？　セイタイケイ？　が狂わなきゃ、殺しても」

「うん。そう。なんで？」

「だってこのまえの、金魚すくいのときは、食べないものをつかまえちゃだめって怒ってたじゃない」

　サクラは首を振る。

「あれは、あの金魚が『弱じやく者しや』だったからだよ。でもハチは違うから」

「……なんで？　ハチだって、こんなに簡単に、あたしに……」

「……山やま本もとさん、これぐらいのことで自分がハチに勝ったと思っているんなら、それって甘いよ？　ハチって、……ええと、社会性昆こん虫ちゆう？　だから、働きバチをこれだけ殺したくらいじゃびくともしないんだから」

「……社会性昆虫？」

「コロニー、とかつくってね、群れ全体で一匹の生物みたいに動くの」

　サクラの説明に、ハチのイメージと『ザ・ワン』の姿が重なり、美里は嫌けん悪おを覚えた。

「集団で一匹？　そういうのって、生き物って言えるわけ？」

「言えるよう。人間だって」

「あー。もういい。やめて。やっぱり、そんな話は聞きたくない」

「そう？　とにかくね、虫って本当はすっごく強いんだから。知ってる？　何も知らない宇宙人がこの星を見たら、ここは虫が支配する星だと思うんだって。それぐらい、地球って人間よりも虫のほうが数が多くて、繁はん栄えいしているんだよ？　だから山やま本もとさん。これぐらいのことでハチに勝ったと思っちゃだめだよ」

「べ、別にそんなこと思っちゃいないけど……」

　なんとなく自分が傲ごう慢まんな人間なんだと言われているような気がして、口く調ちようを濁にごし、美み里さとは話題を変えるようにしてたずねる。

「それで？　あたしをこんなところに一人取り残したりして、そこまでして見つけたかったミツバチの巣は見つかったわけ？」

「うう。だからぁ、ミツバチじゃなくて、ジバチだってば！　日ひ炉ろ理り坂ざかのミツバチは全部養よう蜂ほうだから、巣は養蜂場にしかないし」

「へぇ？」

「でもジバチの巣は見つけられたよ。ちゃんと仕掛けてきたから、明日はおいしいの食べられるからね！　だからもう、許してよぉ……」

「……（ごくん）」

　明日には、ハチミツが──気がつくと、口内に唾だ液えきがあふれていることに気づき、美里は顔を赤くして、そっと、気づかれないよう唾液を飲み込む。そして、すぐまえにごはんを食べ終わったばかりなのにもうおなかが空すいている自分に、食欲のわいている自分の変化に驚く。おなかの『虫』のせいだろうか、ああ、あたしは確かに食欲旺おう盛せいに、そして図ず太ぶとくなってきている。いまだに風の音に怯おびえたり、何かに見られているような気がしたり、自分がここにいるのは場ば違ちがいのような気はしているけど、確かに何かに慣れてきている。

　──そしてそれはいいことなのか？

　……とにかくさ、と照れ隠かくしのようにそっけなく、美里は言った。

「あのさ、サクラ、いまみたいに、いきなり飛び出していくのはやめてよ。忘れないで。あたしたちは追われて隠れているんだっていうこと」

「わかってるわかってる。大丈夫だって！」

「……本当に、わかってる？」

「うん！　大丈夫！　それより、山本さんのほうは大丈夫？　おなかのほうはなんともない？」ジト目をつくる。「……ちゃんと、トイレは済ませた？」

「……ええ。済ませましたとも。あんたがわけのわからないツボをついてくれたおかげでね。まさか一人で取り残されるとも思わなかったし、しっかりきばりましたとも。ああ、こら、うそ？　やだ、見にいくな！　血もなんも変わったものは出なかった！　出てないから！」

「……本気でぶった……健康管理は大事なのに……」

　頭をおさえて同情を誘うかのように上うわ目め遣づかいに美里を見つめ、でも効果ないと分かるやあっけらかんと立ち直り、たずねるサクラ。

「筋きん肉にく痛つうは？」

「……まぁ、ふしぶしキテルけど、大丈夫だと思うけど。……なんで？」

「あのね。……山やま本もとさんの調子がいいなら、今日は、場所を移動しようと思うの」

「──ええっ？」

　──サクラの言葉に、美み里さとの身体からだが凍りつく。

　美里の動どう揺ようを察したのか、なんでもないよ、と言葉を続けるサクラ。

「大丈夫。それほど遠くはないから、山本さんの足でも夕方までには余よ裕ゆうでつくよ」

「ど、ど、……だって、どこに行こうって言うの？　サクラ、くどいようだけど分かっている？　あたしたち、隠かくれていないといけないんだよ？　なのにそんな、ひょこひょこ出歩いたりしたら……」

「だって山本さん。ここにいたら……」

　サクラは美里のかたわらのリュックサックを取り上げ、水が半分ほど入った五〇〇mlのペットボトルを取り出し見せた。

「ほら。水がどんどんなくなっちゃう」

「でも、だって、水はまだ、あと三日はそれでもたせられるって」

「うん。もつよ。でもね、それからさきはどうするの？　三日が過ぎたら、もう朝あさ露つゆとか、葉っぱの水気だけじゃ間に合わないよ。それに山本さん、身体からだ拭ふきたいとか、洗濯したいとか言ってたでしょ？」

「……それは、あの、あたしのわがままで」

「違うよ！　わがままじゃないよ！　そうじゃなくてね、水が残っているうちにちゃんとした水みず場ばを探さないといけないってこと。水がなくなってから探すんじゃ遅いの。水のたくわえがあるうちに、しっかりした水源を確保しないと、三日後じゃ、洗濯する気力もないよ」

「……で、でも……」

　美里はそっと首を伸ばし、辺りをながめた。

　どういう自然の悪戯いたずらか、それともサクラが何か細さい工くしてくれたのか、この場所はじつにきれいにやぶと低てい木ぼくが重なって、なかにいる美里とサクラの姿を隠してくれている。ここでじっと息を潜ひそめていれば、たとえ人より敏感な臭しゆう覚かくと聴ちよう覚かくをもつ人じん狼ろうからでも隠れていられそうな気がする（そう信じたいだけかもしれないが）。しかし、天てん然ねんの隠れ家であるここを出て、出歩けば、見つかる確かく率りつはぐんとあがる。森だって、ずっとこんなに隠れやすいやぶや低木ばかりではないだろう。見晴らしのいいところだってあるだろう。

　出歩けば、見つかる可能性は確実に高くなってしまうのだ──

（それに、無理して水場にいかなくても、三日以内に、助けがくるかもしれないし──）

　頭を振って考えをまとめ、美里はサクラに、言った。

「あのさ、サクラ。何度も言うけど、あたしたちはまず、見つからないことを考えないといけないと思うの。だったら、下へ手たに出歩くより──」

「大丈夫！　あたしを信じて！　絶対見つからないから！」

「そりゃ、サクラはそう思っていても、もしもってことはあるし、それに……ねぇ、サクラ。生きるために欠かせない三つのものって、何か、分かる？」

「簡単！　食欲性欲睡すい眠みん欲よく！」

「違う！　衣・食・住！　衣食住よ衣食住！　あのね、サクラ、あたしたち人間にはね、その三つが必要なの。それで、いまのあたしたちには、衣は……」

　自分たちの身体からだをつつむ、草くさ臭くさい長なが袖そでのシャツとズボンを見る。

「ほら、一いち応おう服を着ているし、軽けい装そうだけど、まだ夏だからしばらくは大丈夫だと思うし。そして食は、サクラが野や草そうとかくわしいし、あたしもお肉、文もん句く言わずに食べてるでしょ？　でね、住は、これが一番大事なんだけど、いまいるこの場所って、隠かくれ続けるのには理想的な場所だと思うんだ」

　怪け訝げんそうに周囲を見渡すサクラ。

「……そう？　……水もないのに？」

「だからぁ、大事なのは隠れること！　……とにかく、いまのあたしたちには、衣食住がそろっているのよ。とくに住が、理想的。でも下手に場所を移したら、衣食はともかく、住がそろわないかもしれない。水みず場ばはあっても隠れられるようなところがないかもしれない。だったら、下手に場所を移るよりも、まずここに隠れ続けることを前ぜん提ていにしたほうが……」

「でも、いくら衣食住がそろっていても、水がなくなったらそもそも生きていけないよ？」

「……だから、それは、何か、別の……とにかく！　あたしたちはね、まず隠れることを考えないといけないって言ってるの！」

　美み里さとの突然の大声に、周囲にだべっていた猫たちの耳がいっせいにこちらに向けられる。

　しかし動じることなく、サクラは美里に向かって言う。

「だからぁ、大丈夫だって。山やま本もとさん。あたしにまかせて？　見つからないよう水場までつれていってあげるから。それにさ、水場のほうにもきっと、理想的な住の場所があるよ！」

「でも、ないかもしれないじゃない」

「そのときは、あたしがつくるよ。なんならここまで戻ってきたっていいし」

「……」返答に窮きゆうし、

　そうだ、と手を打つ美里。

「サクラ、まえにこの森にきたことあるわけ？」

「ううん？　はじめてだけど？」

「じゃあ、どうして水場のあるとこ分かるのよ。そもそも水場なんてどこにもないかもしれないじゃない。サクラだって知っているでしょ？　日ひ炉ろ理り坂ざかには川が流れていないのよ？」

　そう、日炉理坂には川がない。

　四し方ほうを山に囲まれしかも川がない、という特殊で過か酷こくな環かん境きようが、日ひ炉ろ理り坂ざかの特とく異いな土地柄がらを生み出した、そのことは、日炉理坂に住むだれもが知っている。和わ歌か丘おか側の森ならともかく、日炉理坂側がわのこちらの森には川そのものが流れていない。そのことを承しよう知ちで、美み里さとはサクラとこちらの森に逃げてきたのだ。川があるほうに逃げるという選択肢しもあったのだが、たとえ川がないというデメリットがあったとしても、舞まい原ばる家のお膝ひざ元もとであるこちらの森なら、たとえ森に逃げたのがばれたとしても吸きゆう血けつ鬼きが大だい規模な捜そう索さくを行なえないだろうと踏んだから。基本的に舞原家の敷地であり立ち入り禁止である森に人数を送れば、舞原家の注意を喚かん起きするのは避けられないだろうし、舞原家に隠かくれて事を行なっている吸血鬼にとってそれは一番避さけたいことだろうから。

「そうよ、だいたい、そもそも水みず場ばなんてないかもしれないでしょう？」

　畳たたみ掛ける美み里さとの言葉に、しかしサクラはあっさり首を振る。

「そんなことないよ。川はないけど、山はちゃんと水持っているよ。だから森がこんなに元気なんだし、山に囲まれ川のないこんな日炉理坂でも昔の人は生きてこられたんだから」

「それは……じゃあ、サクラのいう水場って、湧わき水みたいなの？　それこそ、場所も知らないのにどうやって探すわけ？　いくら湧き水ったって、そのへんにひょんひょん湧いているもんじゃないでしょ？」

「大丈夫だって。そりゃ、この森はじめてだけど、湧き水なんて、地ち勢せいでだいたい分かるから！　さっきぱぱっと見てきたし、近づけばだいたい分かるって！　大丈夫、まかせて！」

（……ああ、またこれだ……）

　サクラの根こん拠きよのない、しかし自信たっぷりの『大丈夫、まかせて！』に、美里は頭をかかえこむ。

　この、水場を見つけられるという自信、そもそも追つい跡せき者に見つからないだろうというサクラの自信、そのすさまじい自信に根こん拠きよがほとんどないために（いや、むしろサクラのたくましさ、なんて根拠があるために）、はじめから議論にならないでいる。

　一いつ瞬しゆん、美里はサクラにすべてを話してしまおうか、なんて考える。

　自分たちを探しているのはサクラが考えているような普通の人間ではなく、人じん狼ろうというとんでもない存在であり、吸血鬼という怪物であり、和歌丘と日炉理坂の存そん亡ぼうはいまやサクラの行ゆく方えにかかっているということを。サクラがつかまってしまえば、もはや和歌丘は打つ手がなくなり、日炉理坂、ひいては世界まで危険にさらしてしまうかもしれないということを。そのことを理解してくれさえすれば、サクラももっと慎しん重ちように行動してくれるかもしれない──

（ああ、でもダメだ。すべてを話してしまったら、サクラはきっと、自分から吸血鬼に立ち向かおうとするだろう。舞原家の当とう主しゆとして）

（でも敵は、サクラが、ただ舞原家の当主だというだけで勝てる相手じゃないんだ。状況が整っていないいま、サクラにそんなことさせるわけにはいかないんだ──）

　黙りこんだ美み里さとに、わざとらしく腰に手をあて、サクラが言う。

「……山やま本もとさん。もしかして、疑っているの？　あたしにそんなことできないって」

「……だって」

「信用ないなぁ。あたしって、頼れない？　じゃあ、聞いたことない？　舞まい原ばる家の伝説とか」

「……舞原家の伝説？」

「うん。舞原家の成り立ちの伝説」

　美里が知らないと見て、サクラはうなずき、話し出した。

「むかしむかし、あるところに、っていうかこの土地に、双ふた子ごの娘を連れた母親が、やってきたの。でもね、何しろ四し方ほうを山で閉ざされ川のない土地、日ひ炉ろ理り坂ざか、土地はすごく飢うえていて、その土地の人たちには余よ所そ者ものを受け入れる余よ裕ゆうがなかった。折しもその時期は長く日照りが続いていて、人々は本当に、すごく飢えて苦しんでいた。もともと双子っていうのは縁えん起ぎのいいもんじゃなくてね、だから日炉理坂の人たちは、その母親を殺して双子を奪い、山の神さまに生いけ贄にえとして差し出しちゃったの」

「ええ？」

「まぁ、ただの伝説だけどね。とにかく、日炉理坂の人間たちは双子を山の神さまに、生贄として捧ささげた。でもね……

　生贄に差し出された双子のうち、姉のほうはとても頭のいい子だった。

　その姉は神を一目見て、それが蛇へびの化け身しんであることを見抜いたの。厳しい旅でいろいろなものを見てきていた姉は、蛇の習しゆう性せいをよく知っていた。山の神が生いき餌えしか食べない蛇であることを見抜いた双子の姉は、自分の首に小こ刀がたなを当て、言ったの。

『もしもあなたが妹を助けてくれるなら、私はあなたに生きたまま食べられよう。だが妹も食べるというなら、私たちはみずから死を選ぶ。生餌でなくなる。あなたは何も食べられない』

　すると、日炉理坂の山の主ぬしである蛇へび神がみは、こう答えた。

『もしもおまえが本当に、われに生きたまま食われると言うなら、妹は助けてやろう。わが土地をおまえの妹にやり、何なに不自由なく暮らせるようにしてやろう』

　そんな約束が、交わされて──

　そして双子の姉は、本当に、その身体からだの最後の一いつ片ぺんが溶かされ終えるまで、生き続けてみせた。生きて食われて、みせた」

「……うわぁ……」

「まさに、うわぁ、だね。だからね、食われ終わる最後の瞬しゆん間かんまで苦しみに耐え、約束を守ってみせた双子の姉にさすがの蛇神もうわぁってなって、その巨体をすっごく震わせて、そんで、残された妹にこう言ったの。

『むしろわれこそ、ぬしが姉に食われたり。われこれよりぬしが姉とならん──』

　言葉とともに蛇へび神がみは真白い羽根を持つ鶴になって、空に昇り、ひとしきり舞まいを舞ったのち、飛び去った。気がつくと、妹の横に姉が倒れていて、しかもその姉は不ふ思し議ぎな力を持つようになった。どんな日照りの年にも山に入れば水を見つけ、どんな飢き饉きんの年にも山に入れば食べ物を得る──

　帰ってきた双ふた子ごの姉妹に日ひ炉ろ理り坂ざかの人はだれも逆らえず、双子は舞まい原ばる家の祖そとなった。

　これがね、いまも伝わる舞原家の成り立ちの伝説」

「……はじめて聞いた……」

「あれ？　人に言っちゃいけなかったのかな？　でも正月とか、毎年神じん社じやでこのお話の舞を奉ほう納のうしているんだけど。……とにかくさ、これは単なる伝説だけど、こんな話を聞くと、その舞原家のお嬢じようのあたしって、なんかすごいって思わない？　あたしだって双子の姉だよ？　神しん秘ぴ的！　とか、感じない？」

「……ま、まぁ、自分で言わなければ、少しは……」

「それにね、この話は伝説だけど、舞原家の祖っていうのは本当に、山のなかで水を見つけるのがうまい人だったんだよ？　だからこそ、川とかなくて水の足りない日炉理坂でえらくなれたんだし、うちのお山にはいまでも、竜りゆう神じんの泉がまつってあるし。……あたしはね、そういう人の子し孫そんなんだから、もともと山で水を見つける才能があるんだ！」

「……」

「それにね、才能だけじゃないんだよ！　ちゃんと経験もあるし、鍛きたえてもいるし」

「……き、鍛えている？」

「だってあたし、そうなりたくてなったわけじゃないけど、こんな伝説のある舞原家のお嬢さまだからね。舞原家は日炉理坂の責任者で、あたしとハナちゃんは舞原家のお嬢さまだから、つまりあたしたちが舞原家で、あたしたちが日炉理坂なの。あたしたちの肩には、日炉理坂に住むたくさんの人たちに対する責任があるって教えられてきた。だからあたしもハナちゃんも、いろいろたくさん勉強してきた──まぁ、お互い得え手て不ふ得え手て、あるんだけど。それでね、あたしはいろんなサバイバルを教えられた」

「……サバイバルを」繰り返す美み里さとに、

　そう、サバイバル、とうなずくサクラ。

「だって、あたしたちが死んじゃったら、舞原家も、日炉理坂も死んじゃうから。逆に言えば、あたしたちが無事なら日炉理坂も無事だから。だから、何があっても生き残れるように、そしてハナちゃんを守れるように、ってね」

「……すご」

「それでね、たとえばね、どっかの国が日炉理坂に攻め入ってきて、それであたしたちが避ひ難なんするのが遅れたら、あたしたちは近くの森のなかに逃げこみ助けを待つことになっているの。この森も、舞原家の裏にある森も、そのためにつくられた隠かくれるための森なんだよ？」

「か、隠かくれるための？　ここも？」

「うん。ここも。だから山やま本もとさん、あたしはここで隠れて生きるすべをちゃんと知っているから、安心して？　そもそもこの森は、そういうふうにできているんだし。だからしーあいえーでもえむあいろくでもかーげーべーでも、たとえどんなやつに追いかけられたって、あたしたちは見つからないから。そしてあたしは間違いなく、水みず場ばを見つけられるから。だから山本さん、あたしと一緒にいれば絶対、大丈夫なの。分かった？」

　サクラの勢いに、思わずうなずいてしまう、美み里さと。

「……うん……」

　そう、よかった、とうなずいて、サクラはほっ、と息を吐き、長い話で渇かわいた唇くちびるを、舐なめる。

　その妙みように獣けものらしい、しかし色気のある動作と、そしてそれまで聞いていた話の効果に圧倒されて、美里はごくり、とつばを飲み込む。

　緊きん張ちようしている自分を感じる。

　たとえ単なる伝説にしても、サクラの話した物語には、何かすさまじい力があった。

　この森やサクラのサバイバル術についても、いったいどこまで本当か、それともいつもの（そして美里を安心させるための）サクラのホラなのかよく分からなかったが、それでも美里はサクラの言葉に威い圧あつされていた。

　もちろん、サクラの話は大部分、誇こ張ちようされているのだろう。

　だが、言葉の奥から確かに、圧倒的に、サクラの強大な自信が感じられる。隠かくれていられるという自信、水場を見つけられるという自信、自分の力に対する絶対的な自信を。美里の反論を許さない、まさしく強きよう者しやの自信を。

　──そして何よりすさまじいのは、

　美里自じ身しんが話を聞いているうちに、サクラの言葉を信じてしまっていることだ。

　サクラが水場を見つけられるだろうということを。隠れ続けていられるだろうということを、心の底から疑問も持たず信じられるということだ。

　サクラの根こん拠きよのない言葉を、気がつくと、信じてしまっている自分──

「──！」

　何者かの視線を感じ、それも嘲ちよう笑しようの視線を感じ、美里は背後を振り返った。

　もちろん、揺れる木こ立だち以外の何も見えない。

　突然ドキドキしだした心臓に胸を押さえた美里に、サクラが心配そうに言う。

「やっぱり、外を出歩くのはこわい？　どうしても、ここにいたい？」

「……」

「……あのね、どうしてもって言うんなら、山本さん、ここで待っていてもいいけど……あたし一人で探してきてもいいけど……」

「──だめ！　それはダメ！　それだけは、絶対──」

　美み里さとはサクラの草の匂においのする長なが袖そでのシャツにほとんどすがりつき、声を上げる。

　ほっとした表情を浮かべて、うん、とサクラがうなずく。

「よかった。あたしもさ、山やま本もとさん残していくの心配だもん。やっぱり一緒にいたいよね！」

「……し、心配……」

「じゃあ、一緒に行こうね！　大丈夫！　あたしといれば、安全だから！　楽しいから！　絶対に、水みず場ばまでつれていってあげるからね！」

「……」

　じゃあ、用意をするからね、とサクラはリュックのそばにかがみこみ、準備をはじめる。

　そのかたわらで、美里はそっと、自分の肩を抱く。

　冷気を浴びでもしたかのように身体からだを震わせ、ふと、振り返る。重なるやぶの向こうの闇やみをじっと見る。そこに何かがいるとでも、言うように。何かにあざ笑われているように、その唇くちびるをきつく嚙かみ締めて。

　これから、この隠かくれ場所を出て、見つかるかもしれない外へと出て行く──

　──何かを言ったサクラの声に、美里はあわてて注意をそちらに向けた。

「え？　ごめん。いま、なんて？」

「あのね、山本さん。もしも怖いんだったらね、あたしのことを見てて。あたしの言葉を聞いていて。あたしにくっついて、匂いかいでればいいよ。そうすればすぐ、怖くなくなるから」

「……」

「でもま、それだけじゃアレみたいだから、ちょっと荒あら療りよう治じといこうかな」

「……え？」

　にまぁ、っと笑ったサクラの顔に、美里は思わず腰が引けるのを覚え。

　──数分後。

「んみゃあああああああ──」

　隠れている人間が出したとは思えない、辺りはばからぬ悲鳴が一いつ瞬しゆん森を揺るがし、しかしあっという間に搔かき消えた。

　あとに残った静せい寂じやくのなか、猫たちは、思い思いに立ち上がり、

　自然の本能の命じるままに、歩き出した。







　　　３．『敵』




　舞まい原ばる家がなぜ日ひ炉ろ理り坂ざかを支配するようになったのか、知るものはいない。

　一説には八百年といわれているが、おそらくそのまえから舞原家はあった。いつのころからか気がつくと、舞原家は日炉理坂を支配していた。四し方ほうを山に囲まれしかも川がないという厳きびしい風土、さらには政治的にも軍事的にもなんら戦せん略りやく的価か値ちのない土地として、世界から用よう無なしと切り離され忘れられていた昔から、舞原家は日炉理坂を支配していた。集しゆう権けんを推おし進めようとした中央がこの辺へん鄙びな土地に軍を向けたとき、立ち向かったのは舞原家だった。戦国の世をうまく切り抜け、独立を守り通し、戦後復ふつ興こうのどさくさにおいて『情報の整合』と『闇やみの銀行』の役割を果たすことで日本に現在のような『ほとんど独立した地方自治』を認めさせたのも、舞原家の力だった（ちなみにそのとき舞原家は永えい世せい中立国としてすさまじい歴史を持つ『傭よう兵へいの国スイス』を手本としたといわれ、その際の指針が現在においても実行されている）。

　舞原家の成り立ちについて、当家は黙して語らず、記録もなく、正確なところを知るすべはない。

　ただ、四方を山に囲まれ川がないという厳しい環かん境きようながら、日炉理坂の人々は確かに生き抜き、そして、自じ治ちを勝ち得続つづけてきた。『ザ・ワン』が戦いの場に選んだのはそういう土地であり、戦いの相手に選んだ舞原家は、その土地をいつのころからか支配していた家いえ柄がらであり、

　舞原咲さ杳くらというのは、そういう家の、そうした血を持つ姫ひめ君ぎみだった。




　　　　◆




　昼もすぎ、

　太陽は天の頂点をとうに越え、日光に暖められた大地がそろそろ冷えるのを開始しようかというころ、美み里さととサクラの二人は、周囲に猫を数匹ひき従えて。山の斜面を四つんばいになって登っていた。

　日は傾きをはじめたとはいえ、地面は午前中にじゅうぶん熱を吸収しており、それにより暖められた大気はまだまだ暑かった。

　いかに木陰の多い森のなかとはいえ、夏からのがれることはできない。

　日が高くなるにしたがって、森の朝の冷えた空気が、夏の暑しよ気きにおされて影へとこもる。おもしろいのは影と日なたの温度差で、日光の照っているところは確かに暑いのだが、影かげ場ばはまるで別世界のようにひんやりしている。風が吹くと、影場から冷たい空気が流れてきて、暑さの中に冷気が混じるその温度差が長なが袖そでのシャツとパンツに包まれ火ほ照てった身体からだになんとも心地いい。色気のない長袖のシャツとズボンは夏には合わない格かつ好こうだが、森のなかでは草葉や枝から柔らかい肌はだを守ってくれる、このうえなく正しい服装。森のなかではどんな小さな傷でも命取りになりかねない。それでもやっぱり暑さはこたえる──四つんばいの格かつ好こうのまま歩きつつ、少しでも風を入れようと、ほとんど無意識に美み里さとは襟えりをつまんで胸もとを開く。するとたちまちうちにこもった熱気と汗と虫む除しよけの草の汁のにおいが混じりあい、生々しいにおいが立ち昇る。自分の身体からだが発するそんなにおいに美里はわれに返って恥ずかしくなるが、でも影から漂うひんやりとした冷気のもたらす快さには打ち勝てず、胸もとをつかんでパタパタとする。

　ついさっきまで囲むようにしてついてきていた十数匹ひきの猫たちも、どこかで暑しよ気きを避けているのだろうか、影かげ場ばを歩く二匹ほどを残して姿を消している。食事時になればまた集まってくるのだろうか、なんて薄はく情じような、なんて思わないでもないが、よく考えると猫が犬のように付き従うほうがおかしいわけで──

（──でも猫たちは、付き従っている──）

　ただ木々の並ぶ斜面を抜けると、山は再び草むらを取り戻すようになった。

　が、斜面は絶えることはなく、丈たけの短い草に覆おおわれた地面は確実な傾斜を四つんばいに這はう手足に伝え、いま自分が山を登っていることを思い出させる。傾斜は、ゆるいものからときには四十度近い角度になることもあった。四十度を超えるものは、もはや傾斜ではなく壁だった。それでもサクラは登れるところではそこをそのまま登っていったし、美里もなんの文もん句くも言うことなく、それに続いていっていた。

　そして再び、木々がただ並ぶだけの黒い地面が露ろ出しゆつした地ち勢せいへと入る。

　やはり変わらず、四つんばいで。

　目のまえにサクラのお尻が揺れるのを、ながめつつ。

　いま、美里は軽い興こう奮ふんに包まれて、サクラのお尻をながめている。内ない心しん飛び掛かりたいと思っている。それはもちろん性的なものではない（いや、それがないとは言い切れないが）。いまの美里の望みは、目のまえを四つんばいで歩くサクラのお尻に飛び掛り、サクラをひっくりかえしてのしかかり、そののどに歯を立てること。吸きゆう血けつ鬼きのようにではなく、そう、まさしく『猫』のように。サクラを組み伏せ打ち倒し、そのおなかを露出させたい。圧倒し、自分の力を味あわせたい。そうでなければ逆でもいい。サクラに押さえ込まれ、あらためて服ふく従じゆうさせられたい。サクラの力をこの身体に感じたい──

（これって、猫の気持ちなのかな）周囲を歩いている猫たちを見る。（あなたたちも、こんな気持ちを感じているの？　……ていうか、あたし、大丈夫か？　あたし本当に、正気？）

　──そう、

　美里とサクラはいま、四つんばいになって、猫のまねをしていたりする。

　サクラの言うところの『猫ごっこ』をやっている。もう高校生、ほとんど大人おとなであるにもかかわらず、サクラはともかく美里まで、猫ごっこなんて遊びに没ぼつ頭とうしている。もはや朝から感じている自分を見張る視線なんて気にならず、猫の真ま似ね事ごとをしている。ときどきわれに返って、いまの自分は正気なのかと、森の圧力に耐えかねてプッツン切れちゃったんじゃないかと怖くなるほど夢む中ちゆうになって。いまの自分はまともなのか？　それともこの状況に順じゆん応のうしすぎておかしくなったか？　ときどき自分にそう問いかけてみるが当然ながら返事はない。そもそも頭がおかしくなっているのなら、自分に聞いたって正しい答えが返ってくるはずがないけれど。

　まぁ、おかしくなっていたって、かまわない。

　それがこの森を生き抜く助けとなるのなら、それでサクラの足手まといにならずにすむのなら、むしろ望むところと言ってもいい。

　だから美み里さとはことさら自分の行動を疑うようなことはせず、むしろみずから積極的に、猫になりきろうとしてサクラのあとをついていく。

　サクラが立ち止まり、かたわらの何かを見ているのに気づき、

　美里はにゃあ、と言いかけて、口を閉ざした。

　猫のまねをしてはじめて気づいたが、猫という生き物はめったなことでは鳴かない。

　少なくとも美里の周りにいる猫たちは、まったく、と言っていいほど声を出さない。そう言えば、野生動物の鳴き声ってあまり知らないなぁ、自然のなかでは声ってあんまり出すべきじゃないのかも、敵や獲え物ものに見つかっちゃうし、となんか妙みように納なつ得とくして、そんな自分の考えに妙に興こう奮ふんを覚え、美里も声を出さないようにしている。そして実際、わざわざ声に出さなくともなんとなく、意思は伝わる。とまろうとか、休もうだとか、遊ぼうだとか、目やちょっとした仕し草ぐさだけで、サクラのそうした気持ちは伝わるし、自分の気持ちも伝えられる。だから美里はサクラに声をかけようとはせず、ただそちらのほうに近づいていく。

　サクラは、まえにある木を見つめていた。

　何かに引っかかれたのか、皮がむけたようになっている木を。

　でも、美里はそんなの気にも留めない。

　サクラがじっと木の皮のむけた部分をながめているのを見た瞬しゆん間かん、美里はもう何も考えず『隙すき有り！』とばかりにサクラに向かって飛び掛かる。背中からドンとのしかかり、むにゅっとサクラの胸を抱き、腹を抱き、巻き込むように横に転がる。サクラの身体からだをおなかに乗せるようにして仰あお向むけになり、すぐさま体勢を入れ替えようとする。が、サクラはあわてた様よう子すもなく、美里のうえで身体を反転、あっという間に体勢逆ぎやく転てん、美里はサクラに押さえこまれてもがく。ああもう、もっと柔道の授業まじめに受けてりゃよかった、なんて思いつつ、美里はしばらくじたばたするが、サクラの押さえは微び動どうだにせず、結局無む理りとあきらめ力を抜く。美里の抵抗がなくなったのを確かめて、サクラはゆっくり身体を起こし、美里に向かって笑いかける。同時にわき腹をくすぐられ、美里は身体をくねらせる。

（……ああ、やっぱり勝てないなぁ……）

　心地よい脱だつ力りよく感──快感に身をゆだねつつ、美里はとろんとした目でサクラを見上げていた。

　が、サクラが歩き出したため、不ふ承しよう不ぶ承しよう、身体を起こした。

　ふと、サクラが見ていた木を見る。

　樹木は下部に引っかいたような跡があり、表ひよう皮ひがぎざぎざにめくれている。

　そしてなぜか、ところどころに土がついている。まるでこすりつけたみたいに。

　ふと、美み里さとは、めくれてできた木の皮のささらに、針のようなものが挟まっているのに気づき、手を伸ばし、引き抜いてみた。

（……なんだろ、これ）

　最初に思い出したのは、学校で使う掃除道具の、室内用のホウキの毛。

　枯かれ葉は色をした、優に十センチはあるそれは、まさしくホウキの毛にそっくり。ただホウキの毛よりはるかに硬く、肌はだに当てればそのまま刺さってしまいそう。

（……これは──動物の、毛？）

　よく見ると、ほかにも何本か木の皮に挟まっている。

（……ヤマアラシとか、ハリネズミとか？　この森、そんなのもいるのかな？）

（それとも、まさか──）一いつ瞬しゆん、人じん狼ろうの毛かなと考えかけ──

「疲れてない？　山やま本もとさん」

　サクラの声、それも人じん語ごにびっくりして、美里はそちらを見た。

　人間みたいに座りなおしてニコニコとこちらを見ているサクラの姿に、ちょっと？　それってルール違い反はんじゃない？　自分で決めたくせに、と口を尖とがらし、そんな自分の反応に突然われに返って恥ずかしくなり、美里も身体からだを起こして座りなおす。なに？　と口を開いて、自分のにごった声に驚きごほんごほんとせきをしたあと言い直す。

「……なに？　もう休憩するの？　ちょっと休憩多くない？　もう昼もすぎたのに、こんな調子で夕方までに水みず場ばにつくわけ？」

「大丈夫だって。あのね、山本さんががんばってくれているから、思ったよりも早く進めているの。……だから、逆に心配なんだけど、無理してない？　身体はどう？　筋きん肉にく痛つうは？」

「いくらなんでもこんなに早くは来ないわよ」

　それでも、美里はおとなしく、サクラの手の動きに従い足を伸ばす。

　ふくらはぎからふとももへと、施ほどこされてくるサクラの力強いマッサージに、はふう、と息を吐いて地面に寝ね転ころぶ。背中に感じる硬い感かん触しよくに、さきほどのことが思い出される──




「──猫ごっこ？」




　お昼前、いざ、水場を捜しに旅立たん、としようとしたとき、サクラがその言葉を言って。

　怪け訝げんな顔をして聞き返した美里に、サクラはうん、とうなずいた。

「そう、猫ごっこをしながらいくの。猫になりきって！」

「……ね、猫ごっこ……」

　一いつ瞬しゆん、まえにホテルでサクラと交わした会話を思い出し、美み里さとはあわてて首を振り、勘かん弁べんしてよ高校生にもなってそんな──と言いかけた。

　が、それよりさきにサクラが言う。

「ねー、お願い、猫ごっこしようよ！　絶対おもしろいからあ！　山やま本もとさんも、もう怖いことなくなるって。猫のまねをしていればね、影だけの追つい跡せき者なんて怖くないって」

「影だけじゃない！　あたしたちは本当に、追われているの！」

「それはそうかもしれないけど、でも山本さんがさっきから怖がっているのは、全部気のせい、風にうごめく枯かれ尾お花はなでしょ？　ねぇ、猫ごっこしたら、そんなの気にならなくなるって」

「……でも、……猫ごっこって……」

　それでも乗り気でない美里の様よう子すに、力強くうなずくサクラ。

「うん、分かった！　やっぱり山本さんには、まだ野性分ぶんが足りてないんだ！」

「や、野性分？　そ、そりゃだれだって、あんたにくらべれば」

「ううん！　山本さんにはもっと必要！　そのためにも、猫ごっこ！」

　声をひそめ、美里の耳にそっとささやく。

「あのね、山本さん。なんであたしが山本さんに、お肉も食べさせている分わかる？　ただ生きるだけなら野や草そうだけでもいいのに、危険な生なま肉にくなんか食べさせているのか」

「……ちょっと待って。あたしなんか急に怒りたくなってきたんだけど怒ってもいい？」

「聞いて。こんな森とかで生活するときいちばん気をつけなきゃいけないのはね、病気なんだよ？　ちょっとした傷、ちょっとした感かん染せん、それがここでは生命いのちとりになるんだ」

「……それはそうだろうけど。じゃあ、肉にく食たべていると病気にならないっていうの？　むしろそっちのほうが病気になりそうだけど」

　うそだぁ、と頭を振った美里に、そうじゃないの、とサクラも首を振って続ける。

「あのね山本さん。生き物は、身体からだに『防衛力』っていうのを持ってるの。身体に入ってきた異い物ぶつをやっつける力。自己を防衛する力。異物を利用してより強くなろうとする力。たとえばね、人間は、基本的に、生活していくうえでさまざまな菌きんに侵されてる。どんな健康な人も、身体のなかに病気の菌を持っている。なのに病気にならないのは、身体の持つ『防衛力』がそれをおさえつけているから。山本さんも、身体のなかに風か邪ぜの菌とかいろいろ持っているけど、でも病気になっていないのは、山本さんの『防衛力』がそれをおさえているから」

「……へぇ。防衛力」

「抵てい抗こう力、って言ってもいい。でもね、その『防衛力』は、ちょっとしたことで弱くなるの。年取ることでも弱くなるし、ストレス下でも弱くなる。病気やけがのせいで弱くなったりもして、そうなるとね、もう病びよう原げんに対して抵抗できなくなって、病気になりやすくそして回復しにくくなっちゃって──

　そして『防衛力』は、くわしい原理は忘れたけど、心がくじけても弱くなっちゃうんだ」

「……心が？」

　そう、心が、とうなずくサクラ。

「心が『もうダメだー』とか思っちゃうと、身体からだもそう思っちゃうんだよ。そうするとね、身体は別のモードに切り替わって、『防衛力』も弱くなる。『防衛力』が弱くなると病気になりやすくなる。町ではそれもいいけど、ここで病気になったら、それは本当にやばいんだから。でもね、きつい状態でも、山やま本もとさんの心さえ『がんばるぞ！』って思うことができたら、山本さんの身体もね、ちゃんとそれに応えてくれる。もちろん、栄養とかエネルギーとか、元もと手では必要だけど、絶対に、山本さんの身体はそれに応えてくれる。モードが変わり、適てき応おう力や抵抗力──『防衛力』が強くなる。そうなったら、少々の病気なんて気合で治せるし、ううん、そもそも病気になんてならないよ？　だからあたし、ここで生きていくために、まず山本さんの心に目覚めてもらいたいの。本能とか、野性とか、『自分はここでもやれるんだ！』って心に。

　──そのための、お肉なんだよ？」

「……お肉が？」

「そう。知らない？　お肉を食べるとね、身体が好こう戦せん的になるの。野性に目覚めるの。逆に、お野菜ばかり食べていると、おとなしくなっちゃう。悟さとり開いちゃう。だって、お肉を食べる動物は、攻撃的じゃないとお肉つかまえられないでしょ？　草そう食しよく動物が好戦的だったらすぐに食べられちゃうでしょ？　……もう、うそじゃないよう、必要な食べ物によって性格が変わるのは、生き物が上じよう手ずに生きていくための当たりまえ、なんだから」

「……なんとなく、分かるような、丸めこまれているような……？」

「もう、だいたい、山本さんが証しよう拠こじゃない。昨日はぜんぜん元気なくて、ろくにお話してくれなかったのに、昨日お肉を食べたから、ほら、今日はこんなに元気！　あぐれっしぶ！　素直にごはん食べてくれたし！」

「アグレッシブって……これは、別に、だから昨日は、ショックが大きすぎただけで……女の子二人でこんな森のなか、隠かくれていられるわけがない、って思って……」

「でもいまは？　違うでしょ？　なんとかやっていけるかなって思えてるでしょう？　それはね、心が元気になったからなんだよ。そして心が元気になれたのは、昨日、無理して、吐いたものまでおなかに入れて、ちゃんとごはんを食べて消しよう化か吸収したからなんだよ？　身体がそれを力にしてくれたから、心ががんばれるようになったんだ！」

「……まぁ、確かに……」

　起きたときからけっこうおなか空すいてたし、朝から食欲あったし……となんとなくもうなずいてしまう美み里さとの耳に、たたみかけるようなサクラの言葉が届く。

「だからね、いまこそ、猫ごっこ！　自分から動物の真ま似ねして、心の野性を手に入れるの！　そうすればもう大丈夫！　何も心配することなく、この森でやっていけるって！

　だから、ね？　猫ごっこ、しようよ！　ねぇー！」

　サクラの一いつ所しよ懸けん命めいの懇こん願がんに、というかおねだりの様よう子すに、根こん負まけし、むしろ笑いをこらえ、大きくため息をついたのち、美み里さとはうなずいた。

「……それで、具体的には何したらいいわけ？」

「簡単！　ただ猫のまね！　まぁ、たまには立ってもいいけど、基本的には四本足で歩くの。そしてね、もちろん人の言葉をしゃべっちゃだめ。しゃべっていいのは猫ねこ語ごだけ！」

「……猫語って……あんた、自分の年、分かってる？」

「もう！　こういうのってね、演じきらないとダメ！　恥ずかしがっちゃダメなの！　いい？　分かった？　あたしがスタート！　って言ったら、猫の鳴きまね以外はダメだからね！」

「……にゃ、にゃあ、ね……でもずっと、四つんばい？」

「ちゃんと休みは取るから。そのときは、人間に戻ってもいいから」

「……うん。分かった」

　本当？　じゃあ決まり！　とその表情を輝かせたサクラの様子に、美里は心が軽くなるのを覚え、思った。サクラがこんなに喜んでくれるなら、まぁいいか、猫の真ま似ねぐらい。どうせほかにはだれも見ていないんだし、……もちろん、この朝から見られているような気のせいの視線をのぞいては、だが──

　──なんて思っていたのが甘かった。

　じゃあ山やま本もとさん。準備はいい？　とうれしそうな声でたずねてきたサクラに、ええええはいはい、いつでもどうぞ、と余よ裕ゆうを見せて答えた美里だったが、

「じゃあ、山本さん。いくからね！　──はい！　スタート！」

　と号ごう令れいがかかった瞬しゆん間かん、全身が驚きに凍りついた。それまで猫の鳴きまねのひとつもサービスすれば満足してくれるかな、なんて余裕しゃくしゃく考えていた美里の頭のなかは、号令後ごのサクラの表情に一いつ瞬しゆんにして真っ白になり、何も考えられなくなった。号令が終わったとたん、サクラは四つんばい、まさしく獣けものの体勢になり、その顔から表情を消して美里を見た。見た？　いいや違う、それはまさしくうかがっていた。感情の感じられない瞳で、美里の隙すきをうかがっていた。その表情のあまりの異い様ようさに、美里が猫ごっこのことなど完全に忘れて思わずサクラ、と口を開きかけたその瞬間、サクラの身体からだがぐん、と沈み、次の瞬間宙ちゆうを舞った。もはや獣なのか人なのかさえ判はん別べつできないその存在が襲おそい掛かってくるのを、美里は茫ぼう然ぜん自じ失しつでただながめた。何が起きているのか分からずに、ただぼぉっと立ち尽くし、次の瞬間には飛び込んできたサクラに下からすくわれ天地がひっくり返って、硬い地面を背中に感じ、思わず声を上げて──

「んみゃあああああああ──」でもすぐに、悲鳴は消える。

　──サクラにのどもとを嚙かまれ、血の気とともにのどの奥へと引いていく。

　のどもとに感じる歯の感かん触しよく。

　わずかだが、確かに力もこもっている。

　自分のか細いのどなど、一いつ瞬しゆんにして嚙かみちぎられそうな、力。

「……さ、にゃ」なんとか言いかけた瞬しゆん間かんのどを嚙まれ、再び美み里さとの口から言葉が消えた。

　出なくなる。

　感じるのは、本能的な、恐怖。

　いや、サクラが自分ののどを嚙みちぎったりしないことは分かっている。

　分かってはいるのだが──

　ふと、のどから歯の感かん触しよくが、消えた。

　のどのあたりが涼しくなった。

　が、美里が身体からだを動かした瞬間、すぐにそれは戻ってくる。しばらくするとまたなくなるが、ぴくりとでもしたとたんに歯がのどへと押し当てられる。

　少しずつ、力をこめられて。

（──ああ──）なぜだか、分かる。

　サクラが、動くなと、言っている。

　ピクリとも、歯は向むかうな、と。文字どおり。

（ど、どうしちゃったのよ、サクラ──）

　美里は仰あお向むけに転がったまま、ついに抵てい抗こうをあきらめた。

　のどもとにサクラの息を感じつつ、いったい何が起きているんだろうと思う。

　愚ぐ図ずなあたしに、じつはサクラも怒ってた？

　あるいは、突然頭あたまがおかしくなった？

　それとも──これが、猫ごっこ？

　身体中を緊きん張ちようにカチカチに固めつつ、美里はただ、時を待つ。サクラが自分ののどを嚙みちぎるとは思わないけれど、なぜか身体が動かない──まるで本能に支配されているかのように、身体の奥からの根源的な指し令れいのままに、微び動どうだにせず時を待つ。サクラに許してもらえる時を。ふと思い出したのは、ヘビににらまれたカエルという言葉──

　のどをくすぐっていた、サクラの息が消え。

　視界にサクラの顔が入った。

　が、美里を見下ろすその目つきに、美里はまだ、動けない。

　少しでも動いたら、またのど笛に嚙みつかれるであろうことを悟さとって。

　サクラはしばらく感情の消えた瞳で美里の顔を見つめていたが、美里がもはや動かないことを確信したのだろう、頭を振り、美里の視界から消えた。

　それでもしばらく待っていると、

　突然、腹部に生なま暖かいものを感じた。

（……うわ、うわ、うわぁ……）

　肌はだに当たる風を感じ、おなかをまくられたのに気づいて、美み里さとはかすかに身体からだを震ふるわせた。

　それでも動こうとしないのは、唐とう突とつに、稲いな妻ずまのように理解したから。

　確かテレビか本かで見た気がする──それが猫だったかは覚えていないが、動物にとっておなかを出して見せるというのは、負けを認めるポーズであり、服ふく従じゆうのポーズであり、相手を認めるゼスチュアなのだ。そしてサクラは美里に、それを求めているのだ。どちらがどちらに従うか、ということについて。これからはじまる移動のなか、だれが先頭に立つリーダーなのかということについて。いやもっと単純に、ただ野生の掟おきての命じるままに、群れの順位を定めるために。

　へそに感じる、息の感かん触しよく。

　あらためて、のどに当てられた歯の感触を思い出す。それがいま、おなかにある──これは確かに、なんて無防備な状態だろう、と美里は他ひ人と事ごとのように、思う。生命を相手の牙きばにゆだねた、まさしく服従の証あかし──それは屈くつ辱じよく的なことのはずなのに、なぜだろう、美里は悔しさを覚えない。むしろ奇き妙みような快感と、そして身を震わせるような感かん慨がいがある。組み伏せられ、無理やり負けを認めさせられているにもかかわらず、そこには確かに奇妙な喜びがある。まるでサクラと一体になったかのような、自分の何かが認められたかのような、自分という存在が何かの大事な一部であることを確認してもらっているような、充足のある感覚──

　──無防備な、時間。

　どれほどのときがたったのか──

　しばらくして、サクラの息が、腹部から消えた。

　ただ上を見上げたままだった美里の視界に、サクラの姿が戻ってくる。

　微笑ほほえんでいるその顔に、美里は野生の『儀ぎ式しき』が終わったことを知る。

　のろのろと、身体を起こそうとすると、サクラが寄り添い身体で手伝ってくれる。

　ついさっきまでのどに嚙かみつこうとしていたことなど忘れたかのように、親しげに温かい身体を摺すり寄せながら。

　何も言わずにただ微笑んで、美里をながめてくるサクラ。

　突然恥はずかしさがこみ上げてきて、サクラの瞳に耐え切れず、美里はサクラの視線をくぐり、甘えるようにその首くび筋すじに鼻をうずめる。まさしく猫のふるまいで。たちまちのぼってくるサクラの体臭をひとしきり堪たん能のうしたのち、美里はそっと、顔を離す。

　サクラにちゅっ、とほっぺたにキスされて、

　自分もそれを、サクラのほおにお返しする。

　親しん愛あいと、服従の心を込めて。

（……うわ、やだ、あたし……何やってんのよ）

　ふと自分を取り戻し、あわてて美里は、飛びすさるようにサクラから離れた。

　サクラはただ笑って美里を見ると、首を振り、美里に背を向け歩きはじめた。

　美み里さとに何も聞かずに、しかしついてくることを疑いもせず。

　どくん、と美里の心臓は、高鳴った。

　突然、目のまえをお尻を振りながら歩く存在が、よく知っているはずの存在が、自分の知らない強きよう者しやの姿へと変わる。そう、強者。それは何よりも、頼りになる存在。何よりも強い、自分を、自分たちを、その群れを率ひきいてくれるもの。胸のうちから湧わき上がる興こう奮ふんに打ち震えつつ、美里は悟さとる。野生において、なぜ動物が群れをつくるのか。なぜ群れのリーダーにほとんど絶対的に服従するのか。その答えがここにある。文字どおり肌はだで体感できる。ああ、と思う。ああ、あたしは一人じゃない。あたしにはサクラがいて、そして何も心配する必要はない。サクラは確かにあたしのリーダーで、そしてあたしを必要としてくれている。サクラといれば大丈夫だ。サクラと一緒にいさえすれば、何もかも、大丈夫だ。もう悩む必要はない──

（うわ、これってなんか危険だ）

（──しっかりしろ、あたし！　山やま本もと美里！　しっかり自分を保て──！）




「……山本さん？」




　サクラの声に、美里は記き憶おくのふちから自分を取り戻し、マッサージをしてくれているサクラをじっと見た。

「どうしたの？」

「……いや……あの、さっきの……猫ごっこのこと、考えて」

　サクラの表情が、くもる。

「ひょっとして、気にいらなかった？　猫ごっこ、おもしろくない？　いやになった？　でも、でもでも、何も怖くはなかったでしょう？」

「まぁ、ね」

　猫の真ま似ねをするのに夢む中ちゆうで、しかもずっと、興奮してて。

　思い出す、猫の真似をして地面を四つんばいに歩いていた自分。隙すきあらばサクラに飛び掛かり、リーダーの座を奪おう、なんて見せかけながらじゃれかかっていっていた自分。恥ずかしさに顔が赤くなり、美里はサクラから顔をそむけてしまう。ああ、なんて自分は、高校生とは思えない、恥ずかしいことを。でも、でも本当に恥ずかしいのは、怖いのは……

「……ねぇ、サクラ。……変なこと言うけど、笑わないで、聞いて？」

　前置きをして、大きく息を吸いこんで、さりげなく、冗じよう談だんめかして、美里は言った。

「あたしの頭、大丈夫かな？」

「──え？」

「……だってこんな状況に、あまりに早く順じゆん応のうしてるし、……生なま肉にくなんか口移しで食べて、こんな世界でおなかが空すいて、……猫ごっこなんかにあんなにはまって……」

「……猫ごっこ、おもしろくなかった？」

「ううん。おもしろかった。……だから、だから……さ、あたしの頭、大丈夫かな？　あたしまだ、正気なのかな？　もしかして、あたし──」

　サクラはしばらく、美み里さとを見ていた。

　美里の、冗じよう談だんを気取った、でもほとんど泣き笑いの表情に、何を見たのか、まず真剣な顔になり、次に笑って、言う。

「……ねぇ山やま本もとさん。あたしを見て？」

「え？」

「確かにこれって、異常な状況かもしれないけど、あたしたちも異常っぽいかもしれないけれど、ねぇ山本さん。あたしを見て？　あたし、いつものサクラと違う？　いつもの、学校で会っているあたしと違う？　いつもと違う？」

「……それは……」

　確かにこの森で、美里はサクラの知らない面、変わった一面をたくさん見た。

　意外に物知りなところや、信じられないたくましさや、……人間離ばなれした一面。

　それだけじゃない、ウサギを殺し、解体し、食べたりできる一面。それが必要なら他人に口移しでものを食べさせることを少しもためらわないような、やさしくて、頼りがいがあって、でも少し怖かったりする別の面──

　だが、いつものサクラと違うか、と問われれば、美里はそうは思わなかった。

　サクラが新たに見せた一面の、しかしその奥にはやっぱりいつものサクラがいた。無む邪じや気きで、パワフルで、能のう天てん気きで、意い地じ悪わるで、野性と知性が同居する、単純かつ複雑ないつものサクラがちゃんといた。だから美里は、ううん、とかぶりを振って答えた。

「……いつもと一緒だよ。サクラは。こんなとこでも、いつもとぜんぜん変わらない」

「じゃあ、山本さんも大丈夫だよ」サクラは笑って、肯定する。

「山本さんといつも一緒の、いつもと一緒のあたしが断言してあげる。……確かにさ、いつもよりちょっと迷ったり、悩んだり、はっちゃけてみたりしてるけど、でも山本さんもやっぱりいつもの山本さんだよ。やさしくて、お世せ話わ好きで、まじめで、むっつりえっちで、ツッコまずにはいられない、あたしの大好きな山本さん──」

「……む、ちょっと待って？　む、む、むっつりえっち？」

「うん。そう。委員長の顔の下にいるむっつりえっちさん。だって山本さんさっきからあたしに飛び掛かってくるたびに、変なとこ触っていくじゃない」

「そ、それはほら、アレよ！　弱じやく者しやなりのわざよ。あんたを組み敷くのに効果的だから……」

「組み敷くだって！　やっぱりえっちだ！　山本さんはむっつりえっちだぁ！」

　あははー、と笑うサクラにあのねぇ、と抗こう議ぎの声を上げ、美里は大きくため息をつく。

　しかしため息の量に反はん比例するかのように、心のなかに立ち込めていたもやもやは確かに少なくなっている。いつもと変わらないサクラに保証してもらい、心が軽くなっている。別になんの裏づけがあるわけでもない、気休めかもしれないサクラの言葉に。

　それでさ、山やま本もとさん、とサクラがおずおずと、聞く。

「……まだ、猫ごっこ続けてくれる？　……それとも、もう……？」

　美み里さとは笑って、答えた。

「いいよ。まだ続けてあげる。あんたに組み敷かれっぱなしっていやだからね。……どう、少しはあたしの野性分ぶん、目覚めた？」

「いいやぁ、まだだね！　もっと続けないとだめ！」

　そう言うサクラのうれしそうな表情に、美里は微笑ほほえんで、思う。

　そうだ。たとえ頭がおかしくなりかけてようが、かまわない。

　サクラが一緒にいてくれるなら、サクラが、あたしは変わっていない、いつもと同じと断言してくれるなら、あたしはそれを信じるだけだ。そして、自分がするべきことをするだけだ。

　この森に、サクラと隠かくれ続けるために、必要なことをするだけだ──

　じゃあ、そろそろ出発するにゃん！　そう言って、サクラは地面に手をついて、歩き出した。

　美里ももちろん四つんばいになり、あとへと続く。

　急速に、自分のなかに高まるものを感じつつ、サクラのよこに寄り添っていく。

　猫の真ま似ねをはじめた美里はもはや、何かが自分を見ているような視線のことなど忘れていた。頭のなかから切り捨てていた。それと同時に、さきほど木の皮に刺さっているのを見つけた動物の毛のようなもののことも、すっかり忘れてしまっていた。

　頭のなかはただ猫ごっこのことだけでいっぱいになり、

　美里は、サクラと一緒に歩いていった。




　──そしてそれは、夕暮れの寸すん前ぜんについに到着した、水みず場ばのそばで待っていた。




　　　　◆




「山本さんは、タヌキは好きかにゃ？」

「……た、タヌキ？　……いやそれは、分からないにゃ。……でもまぁ、ここまできたら、毒を食らわば皿までで、食べてみたい気もするにゃあ」

「じゃあ、明日の昼にでもつかまえて、ごちそうするにゃ！」

「わぁええとううんそれはやっぱり遠えん慮りよしたいにゃ……わ？　大変にゃ！」

「どうしたにゃ？」

「サクりゃん、あたしキツネの姿は思い出せるけど、タヌキって想像できないにゃ！　にゃんかよくある人形みたいなタヌキしか出てこないにゃあ！」

「……アライグマなら、分かるかにゃ？」

「……ああ、うん。なんかアニメチックにゃけど」

「それをもっと濃い色にして、目の周りを黒くしたらタヌキになるにゃん。あのにゃん、日ひ炉ろ理り坂ざかのタヌキって、おいしいにゃんよ！　獲とれたてだと臭みもないし──」

　それがいい変化かどうかはともかく、美み里さとが環かん境きように順じゆん応のうしもはや羞しゆう恥ち心しんもなく自然ににゃんにゃん言えるようになったころ（というか自分で『話しちゃいけない』とルールを決めておきながら、サクラはおしゃべりするのをやめられなかった）、日は赤く染まり、夕暮れ時を迎えた。

　もうすぐ日は落ちるだろう。が、まだ水みず場ばらしき雰ふん囲い気きはない。

　にもかかわらず、美里のなかに水場にたどり着けないのではないだろうかという不安はない。何よりも、サクラの堂々とした足取りがそれを感じさせない。ここまで、サクラの足取りにはわずかのためらいもなかった。少しの躊ちゆう躇ちよも見せず、自信たっぷりに、サクラは道しるべのない、道すらない山面を登り、曲がり、進んでいった。だから美里も、なんの疑問も持たずにそれに続いた。ときどき猫ごっこのことを思い出し、サクラに向かって飛び掛かるチャンスをうかがいつつ。とは言っても下へ手たに転がると下まで落ちていきそうな斜面や、地面に何があるか分からないような草むらではさすがの美里もそんなことをする気はなかったが。

　聞こえてくる、サクラの声。

「ああでも、おいしそうでも、山やま本もとにゃんはタヌキに近寄っちゃダメにゃんよ。というか野生動物はみんな、近寄っちゃダメにゃ。野生の動物は、みんな毒を持っているからにゃ」

「毒？　野生動物みんにゃに？」

「にゃん。正確には、雑ざつ菌きん？　動物って手を洗わにゃいから、爪にそういうのがたまっているにゃん。口のなかも雑菌でいっぱいにゃん。だからちょっとひっかかれただけで、そこから病気になっちゃうにゃん。ええとにゃ、ハショーフーみたいな感かん染せん症しようとか」

「……へぇ。ハショウフウ。……ハショウフウって毒にゃんか？」

「毒にゃん」

　ふと興きよう味みを覚え、美里は問う。

「……でも具体的に、毒ってなんにゃ？」

　抽ちゆう象しよう的な質問だったが、サクラは惑まどうことなく答える。

「……ええとにゃ、あたし的には、量……かにゃ」

「──量？」

「なんだって、適量なら身体からだにいいにゃ、過ぎれば毒になるにゃ。身体に必要な物質でも多すぎると害になるにゃ、害のある毒でも適量なら薬になるにゃ。だから、この世のものはなんでも毒になる可能性があるんにゃけど、それでも生き物は、それから離れられないにゃん。生きるってにゃあ、物質を交換することだから──

　あたしはにゃ、生命の歴史って、毒との戦いだと思っているにゃん」

「これまた壮そう大だいな話になりそうですにゃ。サクりゃん」

「いや本当にゃ、山やま本もとにゃん。知らにゃい？　生命に対する最初の毒は、酸素にゃん」

「へぇ？　……酸素って、空気の？　あたしたちが吸ってるにゃ？」

「そうにゃ。あたしたちは、空気を吸って酸素を取り込みエネルギーに換えるにゃ。でもにゃ、最初の生命──バクテリアにとって、酸素って猛もう毒どくだったにゃん。……バクテリアって習ったにゃん？　まだ地球に海しかなかったときは、酸素なんてなかったにゃ。でも、海から大地ができて、くわしくは忘れたにゃんけど、大地が空をつくるとにゃ、太陽の光が海に当たるようになって、水と光と二に酸さん化か炭素から酸素をつくりだすバクテリアが現われたにゃん。酸素はなんでも酸化させるとんでもない猛毒で、ＤＮＡ、つまり遺い伝でん子しの本体も破壊するもんにゃから、それまで酸素を吸わずに生きてきたバクテリアたちはたちまち絶ぜつ滅めつの危機に追いやられたにゃん」

「……へぇ。にゃんにゃん」

「でもにゃ、にゃんにゃん。古いバクテリアたちは絶滅しなかったにゃん。まず、猛毒の酸素を逆に利用してエネルギーにするバクテリアが現われはじめたにゃん。そして、身を寄せ合い、共きよう生せいし、身体からだを大きくし、ＤＮＡをひとつにまとめて身体の奥に隠かくして守ろうとするバクテリアが現われたんにゃ。……ええとにゃ、真しん核かく生物っていうやつにゃ」

「……確か、生物で習ったにゃ。……ええと、核を持ってる細さい胞ぼう？」

「そうにゃ。でにゃ、やがて真核生物は酸素をエネルギーに換えるバクテリアまで体内に取り込んで、共生し、いまの生物のもとをつくったにゃん。ええと、ミトコンドリア、だったかにゃ。それと共生しているから、生物は猛毒であるはずの酸素をエネルギーにできるようになったにゃ。酸素と紫し外がい線せんからＤＮＡを守り、保存し、次代に伝えるために、バクテリアたちは一人ぼっちから共生を選び、いろいろなものを身にまとうようになって、いまのかたちになったにゃん。猛毒の酸素に抵抗するための適てき応おうと共生、それがいまのあたしたち、にゃんよ」

「……ふにゃあ。まじめな話、でもにゃんにゃんにゃん」

「……そしていまでも、酸素はやっぱり毒にゃんよ？　活かつ性せい酸素って聞いたことにゃい？」

「……ああ、なんか聞いたことあるにゃ。運動すると出る、とか……」

「運動しなくても出るけどにゃ。人は呼吸し酸素からエネルギーを得るたびに、活性酸素っていう毒も得ているにゃん。それは細胞をこわしてＤＮＡを傷つけてしまうにゃんけど、生命は生きている限り、それから逃れることはできないにゃ。エネルギーを得られる代わりに毒をも得る。生命とは物質交こう換かんであり、何事にも代だい償しようが要求される。それはもう、システムにゃん。生きていくためのシステム。細胞のレベルでも、あたしたちのレベルでも」

　サクラの口がようやく閉じ、代わりに美み里さとがはぁぁ、と息を吐く。

「サクラって、よく知っているにゃあ、そんにゃこと。学校のテストはいつも赤点すれすれのくせに」

「だって学校のテストはめんどいにゃん。答えたくなるような問題って少ないしにゃ。赤点さえとらなきゃいいにゃ。でも、こういう知識はにゃ、心で理解していれば心構えが違ってくるにゃ。ハナちゃんいわく、『生きるための有効な武器』ってやつだにゃあ」

「……なるほどにゃあ……」

（生きるための武器、か……）

　確かにサクラは、生きる、ということをしっかり考えている。

　食べ物についても心構えについても、いちいち生きる、という芯しんが通っているような気がする。

　たとえばサクラの、この森に来てあらためて見せ付けられた運動能力は、決してサクラが身体からだを鍛きたえて得たものではない。信じられない話だが、サクラ自身は身体をとくには鍛えていない。少なくともサクラの二にの腕うでには力こぶなんてないし、それにサクラは胸が大きい。本当かどうかは知らないが、身体を鍛えていると筋肉が張って胸があまり育たない、と美み里さとは聞いたことがある。もしもそれが本当なら、身体を鍛えていたらサクラの胸がそんなに大きくなるはずがない。

　ではなぜ、身体を鍛えていないサクラがこんなに運動できるのか。

「……でも、身体鍛えてないんにゃら、なんでそんなに運動できるにゃ？」

「……さぁ？　踊りの練習しているからかにゃ。それにあたし、別に森でなくてもいつもこれぐらい動いてるしにゃん」

　──森でなくても？　と美里は思わず絶ぜつ句くした。そして思った。

　ああ、これがサクラの魅み力りよくであり、強さなのだろう、と。

　いつも精せい一いつ杯ぱい動いているから、サクラはわざわざ身体を鍛えなくても。日常の動作だけでじゅうぶんなのだろう。それは、たとえるなら『学校でしっかり授業を聞いていれば、わざわざテスト勉強する必要はない』というのと同じことだ。だが、理り屈くつでは分かっても、それが理想だとしても、いったい何人の人間がそんなことを実行できるだろうか？　しかし、それをサクラは実行しているのだ。もちろん学校の勉強ではなく、生きる、という点で。日ごろから。だれに言われるでもなくみずからの、意思で。

　かつてサクラは言った。食事というのは習慣付けられているからするのではなく、生きるためにするんだよ、と。そしてそれは何も食事に限らず、運動だって同じことだろう。身体を動かすのは、決して体重を落とすためじゃない。走ったり飛んだりするのは、決してプロポーションを維持するためではない。健康は、生きるためにあり、運動能力は、生き残るためにある。常にそれを心がけて行動するなら、自然、そもそも腕立て伏せなんてする必要はなくなるのだろう。少なくとも、腕立て伏せするライオンなんて聞いたことがない。自然、という過か酷こくな環かん境きようのなかでは、その日常では、腕立て伏せなどで貴き重ちような体力は消しよう耗もうできないだろうから。

　サクラの日常は、すべて生きるための布ふ石せき。

　だからこそあんなに強く、そして生の魅み力りよくにあふれる──

「──にゃ？　こら、にゃ──」

　いきなり二本足で立ち上がったサクラに驚き、美み里さとは抗こう議ぎの声を上げた。

　語ご尾びににゃをつけてしゃべるのはともかく、猫ごっこの最さい中ちゆうに立ち上がるのは反則だ、と。

　しかしサクラのこちらを見る目に、口を閉じ、自分もよろよろ立ち上がる。次の瞬しゆん間かん足あしと腰に軋きしみを覚えてへたりこみかける。うわ、四つんばいに慣れすぎたらしい──それでも声は上げないで、しゃがみなおして二、三回、屈くつ伸しんしたのち、立ち上がる。

　伸ばされたサクラの手に、手をつなぐ。

　サクラに引かれて、歩き出す──

「にゃ？」

　ちょうど顔のあたりに浮かんでいた蚊か柱ばしらにつっこみ、あわてて蚊の群ぐん飛びを払いのけ、そして美里は前方に、五メートルほどの岩いわ崖がけがそびえているのに気がついた。

　露ろ出しゆつした岩の壁が、みょうにぬらぬらしている。

　なんだろう、と踏み出した足がぐん、とめりこみ、そこでようやく、美里は地面がぬかるんでいるのに気づく。

　あれ？　これって……？　とあらためて前方に視線を向けなおし、目のまえに立った岩の壁を、そしてその下方向を見る。

　まず気づいたのは、なにかがのたくったような、大きな筆で８の字をなぞったような泥の跡。

　そのなかにいくつか見える、泥ににごった水みず溜たまり。

（水溜り……泥の、沼？）

　まさか、水みず場ばに、ついた？　これが？

　問いかけるようにサクラを見ると、サクラはにこっと微笑ほほえんで、うなずく。

　そうか、ついに水場についたんだ。

　あたしたち、本当にここまで来れたんだ──

　胸がいっぱいになり、沼に向かって走り出そうとして──

「！」

　サクラに急速に引っ張られ、美里は後ろに引き戻された。

　ムカッとして抗こう議ぎの声を上げようとした瞬間、口を手のひらでふさがれ、サクラのボリュームのある胸もとに、押しつけられる。そんなサクラの強ごう引いんさに、ただごとではない様よう子すに、美里の心臓が脈打ちはじめる。突然、久しく忘れていた感覚が、よみがえる。自分は見張られているのだという感覚。だれかが怒り、腹を立て、自分を見張っているのだという感覚。そうだ、あたしは、あたしたちはこんなところでのんきににゃんにゃん言ってる場合じゃないんだ。あたしたちは追われていて、あたしたちの肩には和わ歌か丘おかの未来がかかっていて、あたしたちは隠かくれていないといけないのに──




「……だれか、いるのか？」




　男の低い、ささやくようなかすれた声が、たったいま、自分が飛び込んでいこうとした、サクラが止めてくれなかったら飛び込んでいたであろう水みず場ばのほうから聞こえた。

　その声は、まさしく美み里さとの心臓を握りつぶすような声だった。

　心臓がきゅううと小さくなっていくように感じながら、美里はああ、と心のなかで、つぶやく。ああ、もうだめだ、見つかった。相手が人じん狼ろうだというなら、こんな声が聞こえるような距離では、自分たちが見つからない、はずがない。サクラの体臭ならともかく汗あせ臭くさい自分の身体からだでは、人狼の臭しゆう覚かくからのがれることは不可能だろう。あたかも警けい報ほう機のように当たりかまわず鳴り響ひびいているこの心臓の激しい音が、人狼のすさまじい聴ちよう覚かくに聞こえないはずがない。自分のせいで、もうすぐにもあたしたちは見つかってしまうだろう。つかまってしまうだろう。サクラはとらわれ、あたしは殺され、生命を賭かけた和歌丘のみんなの行動は、無む駄だになり──

　どこかで、子こ猫ねこが鳴く声が聞こえた。

　しばらくして、美里はその小さな声が自分ののどから発されていることに気づいた。

　きゅうきゅうと、きゅうきゅうと、声が勝手に漏れ出していく。

　あわてて、サクラの胸もとに口を押しつけるが、のどは鳴るのをやめてくれない。ああ、たとえ心臓の音は見逃しても、こんな大きなのどの鳴る音を人狼が見逃すはずがない──

（──あたしのせいで、サクラが──）




「おい？　そこにだれか、いるのか？」再び聞こえる、流りゆう暢ちような日本語の声。




　一いつ瞬しゆん、美里は夢む想そうする。その声の持ち主が実は海かい藤どうさんで、自分たちはまったく危険ではないという状況。サクラのことは、あとのことは、海藤さんが引き受けてくれるという状況。しかしあいにく、二回聞こえた男の声は、美里の知る男の声とは似ても似つかぬものだった。

　ざっ、と、やぶを踏みしめる音が聞こえた。

　たちまち、心が語りかけてくる。言ったろう、あいつはおまえを怒っていると。あいつは青あお筋すじを立てて怒っていると。おまえがここでは場ば違ちがいだから。場違いなやつが空気も読めずにこんなところで大きな顔して歩いているから。言ったろう？　アレはちゃあんと待っていた。おまえに飛び掛かり、その柔らかな肉を引き裂くチャンスを待っていた。白い肌はだに牙きばを突き立て、おまえから血をあふれ出させるチャンスを、ずっとここで待っていた──

　何かが風を切る音が、聞こえた。

　そして上がる、ぎゃっ、という悲鳴。

　何かがざざざと走っていく音。

　やぶのなかを猫たちが、走り散っていく音。

　だが、美み里さとはいったい何が起こっているか、確かめることはできなかった。

　限界まで高まっていた緊きん張ちようは、風切る音に続いた悲鳴に破られて、

　その瞬しゆん間かん、美里は気を失っていた。

　次に目を覚ましたときは、水みず場ばのすぐそばにいて、サクラのひざに頭を載せ、髪をそっと撫なでられていた。

「あ。気がついた？」

　サクラがやさしく笑いかけてくる。

「山やま本もとさん、気き絶ぜつしちゃってたんだよ？　ああ、でもそれは緊張のせいで、身体からだには異常はないからね」

　黙って身体を起こす美里。

　起こしたとたん、たちまち震えはじめる身体──

　大丈夫、とサクラがそっと抱きしめて、ささやいてくる。

「大丈夫だよ、山本さん。あいつはもう、いっちゃったから。あのね、なんか、鼻はいいけど目の悪いやつだったみたいで、ここは風かざ下しもだったから、猫のにおいにしか気づかなかったの。あたしたちには気づかなかったよ」

（……でも、もしかしたら、見つかっていたかもしれない）

（……少なくともあたしは、サクラに言われるまで気づきもしなかったんだ──）

　冷たい現実をまえにして、美里はそっと、サクラにしなだれかかり、抱きかかえられる。

　そしてサクラの胸のなか、そっと涙を落としはじめる。

　それは、さきほどまでの恐怖への涙。

　そして、自分に対する悔かい恨こんの涙。

（ああ、あたしはちゃんと、分かっていたのに──サクラと水場を目指すまえから、ちゃんと気づいていたのに、場違いだって、間違っているって、怒られているって──）

　大丈夫だよ山本さん、とサクラが声をかけてくる。

「……いまの、あれに追われているんだね。あたしたち。あれから隠かくれているんだ」

「……」

「ごめんね、山本さん。あたし、ちょっと、甘く見てたみたい。まさか目よりも鼻のほうがいいやつなんて……でももう大丈夫だよ。ちゃんと修正しなおしたから。もう、見くびらない。こんなことは二度とないって。絶対に。約束する。……ごめんなさい、約束するから……

　もう二度と、こんなことはないからぁ……」

　泣いている美み里さとにつられたのか、涙声になって言うサクラ。

　そうだ、こんなことは、絶対に、二度と起こせない。

　起こってからでは、もう遅い、そんなこと、ちゃんと分かっていたのに──

（あたしはずっと、自分をごまかそうとして、猫のふり、なんかしたって、あたし自身は変わらないのに、ずっと自分をだまそうとして──）

　二度はない──心のなかで、自分を安心させようとしてくれているサクラの言葉を繰り返し、美里はゆっくり、顔を上げ、サクラを見る。いまだ濡ぬれている、しかし涙の止まった瞳で。

　美里の表情に何を見たのか、サクラは多少たじろいで、あわてたように言葉を発する。

「大丈夫だって、山やま本もとさん。本当に、もうこんなことはないから」

「……うん」

「……あの、やっぱり、怒ってる？」

「ううん」

　そうだ、サクラはこんな理り不ふ尽じんな目に遭あいながら、何も聞かず、文もん句くも言わず、一緒についてきてくれた。

　なのに、あたしは──

「──山本さん？」

　サクラの顔を見つめつつ、美里は心のなかで、繰り返す。

　サクラのためを考えたら、やるべきことは、ひとつだけだったのに。

　水みず場ばを目指そう、とサクラが言ったときにはもう、あたしは気づいていたのに。本当に心配なのはだれなのか。本当にするべきことはなんなのか──

（──見つかってからじゃもう遅いのに！）

　美里は大きく息を吐き、立ち上がった。

　……や、山本さん？　とびくびくしながら見上げてくるサクラの瞳を見つめ、自分でも驚くほどに冷静になっているのを感じながら、言う。

「ごめんね、サクラ。謝らないといけないのはあたしのほう。怒られないといけないのは、ずっと逃げていたあたしのほう。サクラは何も、悪くないのに──」

　そうだ、もっと早く、言わなければいけなかった。

　サクラをじっと見つめ、口を開く。

「聞いて、サクラ。いい？」

「え？」

「……絶対に、見つからないで。……うまく言えないんだけど、状況が、変わるまで、絶対に、だれにも見つからないで、この森のなかに隠かくれていて。隠れてひそんで生き延びて──

　あたしもなるべく、がんばるから。

　──ここから先は、あたしたち、別べつ行動よ」




　　　　◆




　美み里さとはリュックから空からのペットボトルを取り出すと、岩から湧わき出ている水を泥が混じるのもかまわず限界まで汲くみ、ふたをしめ、歩き出した。

「ちょ、ちょっと待って！　山やま本もとさん！」

　ずんずんと、水みず場ばから出ていく方向に歩き出す美里に、サクラがあわてて追いすがる。

「ごめんなさい！　謝るから！　そんな意い地じ悪わるしないでよう……」

「意地悪じゃない！　あたしたちはね、一緒にいたらいけないの！」

「……何言っているの？　山本さんがひとりで森もり暮ぐらしなんて、無理！」

「無理じゃない！　別に暮らさなくても、隠かくれていればいいんだから！」

　怒ど気きのあふれた美里の言葉にサクラはひるんだ表情を見せる。

　当然だろう。

　二年二組の面めん倒どう見みのいい委員長、山本美里は声を張り上げることはあってもだれかを本気で怒ど鳴なったことはなかった。

　いつだって、怒りという感情にまかせて叫ぶようなことはしなかった。

　だが、いまの美里にはそれが必要だった。

　怒りにまかせて動くことが。

　でなければ、動けない。正直怖こわくてたまらない。

　サクラと別れ、こんな森に独りぼっちになることが怖くて怖くて仕方がない。何よりも、さっきの緊きん張ちようがある。恐るべき人じん狼ろう相手に隠れ続ける自信がない。あるはずがない。つかまったら、あたしはどうなるんだろう。サクラはどこかと拷ごう問もんされたりするんだろうか。無理やり吸きゆう血けつ鬼きにされちゃうんだろうか──不安と恐怖に押しつぶされてしまいそうで、でも、それでも動かなければならなくて、だから美里は怒りを爆発させて動く。

　サクラがすがる。

「ダメ！　絶対！」

「ダメじゃない！　放せ、バカ！」

　後ろから押さえてくるサクラの腕を振り払い、美里はサクラをにらみつけ言う。

「やめてよサクラ！　大きな声出さな──出させないで！　さっきのやつが戻ってきて、見つかったらどうするのよ！」

「さっきのって、山本さん見てないでしょう？　風ないし、あんなに遠くだったのに聞こえるはずないよ！　だいたい大きな声出さなくたって、山本さんだけだったら絶対すぐに見つかるよ！　山本さんだけじゃ危ないって──」

（──そんなこと、分かってる！）

　頭にかぁっと血がのぼった、次の瞬しゆん間かん、

　美み里さとはサクラのほおを、平ひら手てで殴なぐっていた。
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　殴ってしまってからしまったと思う。それは明らかに衝しよう動どう的なものだったから。意味のない殴おう打だだったから。たちまち罪ざい悪あく感かんに襲おそわれる。ほおを赤く、目を丸くしているサクラの姿に胸を締め付けられるのを感じ、しかしその気持ちを必死で押し殺し、謝る代わりに美里は言う。

「聞いて、サクラ。あたしが危ないんじゃないの。あたしたちが危ないの！　あたしたちは少しでも、生き残る努力をしなければいけないのよ！」

「……殴った」

「だから、一緒にはいられないの？　いい？　分かった？　分かったらもうあっちいって！」

「殴った」

「……ええ殴ったわよ。まだつべこべ言うんならこれからだって殴るわよ！　だからもう、本当に、お願いだからあっち行って──」




「……分からないよ」




　何かを押し殺しているのが分かる、サクラの声に、迫力に、美里の気勢はたちまち殺そがれる。

　サクラはうつむき、そのさらさらとした前髪に表情を影かげして言う。

「……二人とも危ないんだったら、余よ計けい一緒にいるべきじゃない」

　美み里さとは首を振る。

「……違うの、サクラ」

「何が」

「……だって、サクラだって分かるでしょ？　さっきので、分かったでしょう？　あたしは、──足あし手でまといなの」

　──そうだ。

　そんなこと、最初から分かっていた。

　一人にしたら危ないのは、最初から、サクラではなく美里だった。サクラは、むしろ一人のほうが安全なのだ。足手まといなどいないほうが、最初から安全だったのだ。

　そんなこと、本当は、最初から分かっていたのに、あたしはひとりになるのが怖くて──

「サクラだけなら、この森のなかならあんな怪かい物ぶつ相手でも逃げられるかもしれない」美里は必死に声を絞しぼり出す。「でも、あたしがいたら、サクラまで見つかっちゃう。あたしはサクラみたいに動けないから、隠かくれられないから──」

「だから別々に？」

「……そう──！」うなずいた瞬しゆん間かん。

　美里の目のまえで、星がちらばった。

　気がつくと、美里は濡ぬれた草のうえ、地面に打ち倒されていた。

　冷めた眼めでこちらを見下ろしているサクラの、その手を振り切った姿に、美里はようやく自分が殴なぐられたことに、気づく。

　だんだんと、ほおがひりひりしはじめる。

　が、美里は口を開けない。

　サクラの姿から感じる、眼に見えないものに圧おされて。

　能のう面めんのように白く、無感情になった、サクラの表情。

　夕暮れどきの闇やみのなか、聞こえてくる、底そこ冷びえのするような声。

「……山やま本もとさん、自分が何言っているか、分かってる」

「……あ、あたしは」

「山本さん、こう言っているんだよ。足手まといは見捨てろ、って。役に立たない人間は、見捨てられても仕方ないって。山本さんはその口で、そう言っているんだよ」

「ち、ちが……あたしは……」

　……いいや、違わない。

　あたしが言っていることは、確かにそういうことだ。あたし自身のことだけど──

　切れ切れに、美里は言う。

「……ひどいこと、かも、しれないけれど、……でも、仕方ないのよ、この場合」

「仕方なくなんかない。そんな場合なんかじゃない」

「そんな」

「ううん。これが山やま本もとさんじゃなかったら、そんな考え方、あたし本当に、怒ってるよ。……山本さんはやさしいから、逆のほうには絶対まわらないから、まぁアレだけど」

　サクラの口く調ちように、口調にこもる何かに、美み里さとは一いつ瞬しゆんうろたえかける。

　それでもなんとか、言葉を発する。

「だって、……ねぇ、サクラ。確かにあたし、ひどいこと言ってる。それは自分で分かってる。けれど、大事なのは、あ……」あなたが吸きゆう血けつ鬼きに見つからないことなの、と言いかけ、かろうじて止め、言い直す。「……あたしたちのどちらかが、見つからないことなの。でも、あたしには無理。この勝手の分からない森のなかで、隠かくれとおすなんてこと、あたしには、まずできない。だから、サクラに託すしかないの。そして、サクラが隠れられるなら、あたしはどうなっても──」




「──逃げるな卑ひ怯きよう者もの」




　サクラの穏おだやかな一声に、美里は目を見開いた。

　ついで、急いで否定する。

「ち、違う！　あたしは逃げてない！　ちゃんと、するべきことをしようって──」

　みなまで言わせず、表情だけで美里の言葉を止めて、穏やかに言う、サクラ。

「ううん。逃げてるよ。山本さん。自分が戦いたくないから、あたしにまかせようとしてる。あたしに押し付けようとしてる。自分は楽になろうって」

「そんな、違う！」

「山本さんだって分かってるはず。この森のなかでは、あたしと一緒にいることが、いちばん確かな隠れ方だって。なのにそれを選ばないのは、その選択が大変だって分かっているから。そうだよね。山本さんが見つかったらあたしたち一いち蓮れん托たく生しようなんだから。そんな責任、背負いたくないよね。──だから、逃げてる」

「違う！　あたしはただ、いちばん確実な方法って思って──」

「それはだれかを犠ぎ牲せいにしてもいいほど確実なの？　そんなに価か値ちある選択なの？　それは自分が勝つための戦いだって、胸を張って言えるの？」

　──答えられない美里を、サクラの言葉が鞭むちとなり打つ。

「あたしと一緒に隠れ続けるのと、自分ひとりで隠れ続けるのと、どちらが可能性があるか、山本さんだって分かっているはず。なのに山本さんがほとんど可能性のない方を選ぼうとするのは、そちらの選択には責任がないからだよ。責任を負わなくてすむから、ううん、最初から隠れきろう、やり遂とげようと思ってないから。勝とうと思ってないから──それが逃げでなくて何？　卑ひ怯きよう者でなくて何？」

　──美み里さとはしばらく、うつむいていた。

　やがて、サクラと視線を合わそうとしないまま、つぶやくように、かみ締めるように、声を出す。

「あたしのせいで、サクラがつかまるようなことになるのは、それだけは、絶対いやなの」

「それはあたしが決めることだよ」

「……だって、あたしにはその価か値ちないから！」

　美里は顔を上げ、サクラの目を、ほとんどにらみつけた。

「さ、サクラはすごいよ。サクラの知識なら、経験なら、この森のなかで隠かくれていられて当然だよ」

「……」

「でも、あたしは違う。あたしには、サクラみたいな知識がない。サバイバルの経験はおろか生きるための知識さえない。身体からだも鍛きたえてない。あたしはいままで、生きるための何もしてきていないのよ！」

「そんな、何もしてきていないなんてこと」

「実際何なにもしてきていないのよ！　そんなの自分が一番分かってる！　だから、そんなあたしが捕まるのは、仕方ない。でも、そんなあたしのせいで、本当は助かるはずのサクラまで犠ぎ牲せいにしちゃったら、そんなの絶対間ま違ちがっている！　おかしいよ！　そうでしょう！　助かるべき人が、ちゃんと生きる努力をしている人が、正しい人が、あたしみたいな助からなくて当然の人間のせいで助かることができないなんて！」

「……そんなことを、気にしてたの」

　かがみこんでくる、影。

　美里のほおに当てられる、白い指。

　いつの間にか溢あふれ出していた美里の涙を、細い指がやさしくぬぐった。

　サクラは微笑を浮かべ、言う。

「ばかだね、山やま本もとさんは。まじめ過ぎ」やさしい声が笑う。ようやく。「そんなこと、気にする必要なかったのに。あたしがここでは特別なだけで、山本さんはぜんぜん普通なんだよ？　何もしてきていない、わけじゃなくて、助からなくて当然な人、なんかじゃなくて、普通の、当たりまえの人。それでいいのに……

　この言葉、知ってる？」

　美里の涙をぬぐい、唇くちびるをなでた指で、サクラは自分の唇をなぞり、大きく動かし言葉を発した。

「ストラグル・フォア・イグジステンス」

「……すとらぐる、ふぉあ……？」

「そう。ストラグル・フォア・イグジステンス。日本語ではね、生せい存ぞん競争──生物が生き延びるための戦いのこと。でもあたしは頭のなかで、『日常』って訳してる。だって日常こそがその戦場で、みんなが戦うべきときなんだから。ストラグル・フォア・イグジステンス──それはすべての生物に平等に与えられている場で、でもそれぞれ戦い方は違う。ライオンとウサギの戦い方が違うように、だから、あたしと山やま本もとさんの日常ストラグルが違うのは当然なの」

「……」

「だから山本さんが、ここで役に立たなくても、なんの問題もないんだよ？　間違ってなんてないんだよ？　それが当たりまえなんだから。ライオンだって森に入れば勝手が分からなくてまごつくし、トラだってサバンナに出たらきっと何もできないよ、そして、山本さんにとってはここが森であり、サバンナだった、ただそれだけのことだから」

　サクラは美み里さとの頭をなで、そして抱き寄せた。

　ほお擦ずりしながら、いう。

「あのね、山本さん。あたしもね、そうだったんだ」

「……え？」

「小学校のころはね、よかったの。みんな一緒に走り回ってくれたから。正直でいてくれたから。中学校にも、少しだけどそうしてくれる人がいた。でもね、高校になると、もう周りにいるの、お面かぶった宇宙人みたいな人ばっかりで、真ま心ごころ見せてくれない人ばっかりで、あたしにとって学校はもう別べつ世界で、あたしだけが場違いみたいで、森のなかの、サバンナの山本さん以上に、こんなところでどうしていいか、分からなかったんだ」

　でもね、と微笑ほほえんで言う。

「そんなあたしを助けてくれたのは、山本さんだったんだよ？

　山本さんがいたから、あたしは学校でやっていけるようになった。山本さんのおかげで、あたしは学校が好きになれた。そしてね、あたしを助けてくれた山本さん、ほかのみんなみたいに、あたしのことを舞まい原ばるのお嬢じようさま扱いしたり、おべっかつかったりしないで、叱しかったり笑ったりして、本当の友だちにしてくれた、山本さん、そんな山本さんをつくったのは、いま山本さんが何もしてきていない、なんて言った、山本さんの過ごしてきた日常──山本さんのストラグル、なんだから。その日常ストラグルがあるからこそ、あたしと山本さんは友だちになれて、そしてあたしは山本さんを、助けたいって、心の底から思えるんだから。

　……だから山本さんは、そのままで、いまの山本さんのままで、いいんだよ？」

「……」

「だから、山本さん。別々、なんてやめよ？　一緒にいよ？　足あし手でまといなんて思わずに、迷めい惑わくをかけたくない、なんて思わずに。ううん、逆に、あたしにちゃんと、迷惑かけて？　あたしが学校でそうしているみたいに、山本さんも、せめてここぐらいでは、あたしにもっと迷惑かけて？　山本さんが自分のことどう思おうと、あたしにとって山本さんは、それだけの、ううん、もっと、本当に、かけがえのない価か値ちのある人なんだから。

　だからそんな、助かる価値のないなんて、悲しいことを言わないで……」

　──美み里さとはしばらく、サクラの声に耳をかたむけていた。

　やがてその顔を、サクラの首くび筋すじにうずめる。

　サクラに抱きしめられるなか、小さな肩がふるえはじめる──




「ごめんね、山やま本もとさん。山本さんのこと、たたいちゃって」

「ううん。……おあいこ……あたしがさきに、たたいちゃったし」

「そだね。おあいこ。だからこれからも、一緒にがんばろうね──」

　そっとうなずく、もうひとつの影──




「……うん」




　しばらくして。

　二つの影は一緒になって、行動を開始した。







　　　４．『決意』




「ところでこの水、飲めるの？　……飲めるのよね？」

　水の湧わき出る岩壁のした、泥どろ沼ぬまを眺ながめながらたずねた美里に、ええと、とサクラは言葉を濁にごした。

「……あたしの『虫』を分けてある山本さんなら、おなかをこわすことはないと思うけど、でもやっぱり、明日ろ過か装置をつくってからのほうがいいかも。生なま水みずって怖いし、どうせ、今夜と明日の分の水はあるんだし」

「……じゃあさ、身体からだは？　この水で、身体、洗える？　……服だけでもいいんだけれど……」

　言ってから、美里はあらためて自分の身体の青あお臭くささ、そして汗あせ臭くさにげんなりとなる。

　何しろ健康な十代の女子高生が、いくら涼しい森のなかとはいえまだ夏のこの時期に、お風ふ呂ろに入れていないのだ。正直、におう。身体が、というよりも、服が。髪や身体も気になるが、まずは服、せめて服だけでも洗濯したいが──

（……！　うわややや……）

　自分がさっきまでこんな身体で猫ごっこ、サクラとくんずほぐれつしていたことに思い当たり、たぶんサクラににおいを嗅かがれてしまっただろうと思い、美里は羞しゆう恥ちのあまりヘッドバットで地面に穴を開けたくなる。そのまま穴に埋もれるか、この恥ずかしい記き憶おくのつまった頭を打ち砕いてしまいたくなる。頭のなかでひとり悶もだえる美み里さとの胸きよう中ちゆうを知ってか知らずか、サクラはすまなそうに言う。

「……ごめんね、山やま本もとさん」

「え？」

「……洗濯も、身体からだ洗うのも、明日にしてほしいんだ」ぐるりと辺りを見渡して言う。「ほら、もう日が落ちはじめているでしょ？　今日はもう、寝ね床ごとを見つけてごはんを食べるだけにしたいの。……夜は、その、寒くなるし、アレだから」

「……うん。分かった」

　少し声を小さくして、たずねる美里。

「ところで、さっきの……あれって、ここにいたんじゃなかったの？」

「ううん。もっとむこうのほう」

「でも、声がすっごく近くに聞こえたよ？」

「それは山本さんが過か敏びんだったからだよ。声は風で聞こえたの。でもまぁ、正直ちょっと意外だったけど。まさかあたしたちの痕こん跡せきが見つかっちゃうなんて」

「痕跡？」

「通った道。まぁ、猫のおかげでごまかせたからよかったけどね」

　沈ちん黙もく。

　美里は口を閉ざして、濡ぬれた岩壁と泥どろ沼ぬまを見つめる。

　泥沼のそばの、ヘビか何かがのたくったような８の字のような跡をながめる。

　黙りこくって泥沼を見つめる美里に何を勘かん違ちがいしたか、すまなそうにサクラが言った。

「ごめんね。最初に言っておけばよかったね。水みず見つけても、すぐには使えないかもしれないよって。でも、まさか、こんなに濁にごっているって思わなくて」

「いや、違うって。いいよ。いいってば。あたしそんなにがっかりしているように見える？」

「うん」

「そ、そんなことないって。うれしくて逆にびっくりしてるって！　本当にこの広い森から水みず場ばを見つけられるなんて、サクラすごいなあ、って」笑ってサクラの肩をたたく。「サクラ、本当に、水場を見つけてくれたね。えらい！」

「……へへ、そう？」

　ぱっと笑顔になるサクラ。

「じゃあ、山本さん、今日のところは我慢してね！　明日はたっぷり、水つかわせてあげるからね！　洗濯でもシャンプーでも！」

「うん」

「ちゃんと石せつ鹼けんも考えるから！」

「うん」

「……一緒に身体からだ、洗おうね」

「うん……って、ちょっと、なんでそこで赤くなるの？　もじもじするの？　うわ何よ、そんなはにかんだ目で見ないでよ！　な、何よその顔！」

「え、エッチなことになったら、どうしよう……」

「ならないよ！　ううわ、なに眼めをうるませてんの、やめてその顔、お願いだから……ていうかもう、あたしをそういうキャラにするのやめて！」

「にゃはははは」

　──ひとしきり美み里さとをからかったあと、じゃあ、いこうか、とサクラは歩き出す。

　え？　どこに？　とたずねる美里に笑って言う。

「寝ね床どこの確保。沼の近くは不ふ衛生だからね。ちょっと離れよ。安全なとこに」

「ああ、うん」

「朝のところよりも理想的な住じゆう、絶対見つけてみせるからね！」

　自信たっぷり歩き出すサクラに、美里もつき従う。

　と、突然サクラが振り返り、言った。

「不ふ思し議ぎだね、山やま本もとさん？」

「え？」

「あたし、山に遊びに行こうってハナちゃんの誘い断ったのに、結局山やまに遊びに来てる」

「……ああ、そうだね……って、おい、遊びじゃないぞ」

「まぁね。でもおもしろくない？　でさ、昨日はお話できなかったけど、今夜はたっぷりお話しようね！　ハナちゃんと真ま嶋じまさんなんかよりずっと、仲良くなろうね！」

「あー、うん」

「山本さんは遊びじゃないって言うけど、山ってけっこう楽しいんだよ？」そうだ、と手をたたいて言う。「水みず場ばも確保したから、明日は木の実探さがしもしよう！　この山なら、クサイチゴとかグミとかいろいろあるよ！　クワとか、アケビ、サルナシ、ブルーベリーも──」

「……ぶ、ブルーベリーも？　マジで？」

「そうだよ！　ほかにもいろいろあるし、とってもおいしいんだよ！　楽しもうって思ったら、山ってとっても楽しいんだから──」

　うれしそうなサクラの言葉を聞きつつ。

　そうだ、と美里は思う。

　そしてそれは、決して山に限ったことではないだろう、と。

　どんな場所でも心こころ構がまえさえあれば、友だちさえいれば、きっと──




　　　　◆




　その夜、眠りに入る直前、美み里さとは例の、怒れる視線を再び感じた。

　なぜか美里に対して怒りを燃やし、その肌はだに牙きばを突き立てるときを待っている、とでも言っているかのような視線。

　それが気のせいなのか、本物なのか、眠りにつく直前の美里には、分からなかった。

　ただ、美里は今までとは違い、満ち足りた思いでその視線を受け止めていた。

　胸もとにサクラの寝ね息いきを聞き、手にすねにサクラのさらさらした肌はだを感じつつ、美里はその視線を受け止め思う。

　この視線が何者だろうとも、あたしはもう、悩まない。乱されない。

　ああそうだ、おまえが腹を立てていようがいまいが関係ない、おまえにどれだけ否定されようが、あたしはこのまま、あたしでいく。結局のところ人はだれでもそれしかないし、それでいい、と言ってくれる友達もいるし。

　だからあたしはこのままでいく。

　おまえがそんなにあたしに腹が立つ、というのなら、いつか対決するときが、くるだろう、なんて思いつつ、かたわらのすやすやという、安らかなサクラの寝息にいざなわれ、美里は夢の世界へと入り──




　　　　◆




　朝が来て。

　そして美里も、和わ歌か丘おかも、運命の時を迎えた。







[image: 第四幕『五日目①──雨が降る──』]







　　　１．（アヒム）




　その日、朝から昼にかけての森の見回りを終えた人じん狼ろうアヒムを待っていたのは、いかにも厄やつ介かい事ごとを抱えています、といった感じに腕を組んでいる人狼バルドゥルのしかめっ面で、その顔を一ひと目め見た瞬しゆん間かんアヒムは何もかもほっぽり出してドイツの山奥に帰りたくなった。

　その顔を見れば、また新たに厄介事が出てきたことは明白だった。

　バルドゥルの人間時じの形態は二十歳さい前半の青年だったが、しかめっ面になるとたちまち十歳は老ふけこむ。それだけ悩み顔が染み付いているというわけで、人狼という種しゆ族ぞくにとって悩める、というのは稀け有うな才能でありだからこそアヒムは彼を次の一族の長おさに、と考えていた。が、バルドゥルの実じつ年ねん齢れいは五歳と半年、まだ血の気が抜けてはおらず、また陰にこもりたがる性格から陰いん鬱うつな残ざん虐ぎやくに走るところがあって、それはとてもリーダーの器うつわではなく、早く後こう継けい者を決めてしまいたいアヒムを悩ませている。ちなみにアヒムは人間時の外見は三十歳前半だが、実年齢は十六歳、これは人狼にとっては老ろう境きようといってもいい年齢。

　人狼は、その超ちよう絶ぜつ的な回かい復ふく能力の代だい償しようとして寿じゆ命みようが短い。

　だいたい九歳ごろからその肉体は衰おとろえを開始し、二十歳まで生きられるものはまずいない。

　寿命がだいたい二十年弱じやくしかないという肉体的特とく徴ちようと、使える時間の大部分を生きていくために費やさなければならない、という生活環かん境きよう的事情のために、人狼はうまく歴史と文化を次代に伝えられず人間に対抗する力を育てられない、代わりに、人間の迫はく害がいに対する恨うらみ、というものを次代まで残すこともなく、そのためアヒムたちは先祖の恨みを背負うことなくそれなりに平へい穏おんに生きてこられた。

　いままでは。

　かつて自分たちの主人であったという『ザ・ワン』に呼び出され、人狼が生きていける世界を作ってやるから協力しろ、と言われるまでは。

　人狼は、なんだかんだ言っても人間から隠かくれて生きている種族である。

　たとえ先祖の恨みはないとしても、人間たちに対してやはり胸のうち穏おだやかならぬものがある。だからこそ、アヒムは『ザ・ワン』に協力を約束し、一族のうち戦える者をつれて日本に、この日ひ炉ろ理り坂ざかにやってきた。そのときは、意気揚よう々ようとしていた。『ザ・ワン』という指導者がいる以上、人狼が人間に負けるわけないと。『ザ・ワン』は人間を家か畜ちくと化し、人狼が大おお手でを振って表おもてを歩ける世界をつくってくれるのだ、と。自分はそれを手伝えるのだと。自分の代で、一族の願いがかなうのだ、こんな名めい誉よなことはない、と。

　だが、最近は──

　アヒムはバルドゥルのまえに立つと、その顔を見つめ、単たん刀とう直ちよく入にゆうにたずねた。

「……何があった？」

　バルドゥルはしばらく逡しゆん巡じゆんし、視線をそらし、逆に問うた。

「……アヒム。昨日の件は、解決策さくは見つかったのか？」

「……解決策も何も、あれは我慢してもらうしかない」

　昨さく日じつ、和わ歌か丘おかをまとめる『ザ・ワン』の『第二端たん末まつ』にして『コア』が活躍できない昼の最高責任者をまかされている少女、三み輪わ方かた遼りよう子こから、こともあろうに人じん狼ろうを一体貸かしてほしいという依頼があって、アヒムの胃にまた穴を開けた（ちなみにアヒムは長く人狼のリーダーをやっていたが、ストレスによる胃い潰かい瘍ようをわずらったのはここに来てからがはじめてだった）。いったい何を言っているんだ？　われわれ人狼が一人でどれだけの地域をカバーしているか、たった一人でも抜けることがどれほどの負ふ担たんを生むことになっているのか分かっているのか？　だいたい、いまの三人一組による警けい戒かい態勢だってかなりの無理があるのに──それでもアヒムが、寿じゆ命みようが短く刹せつ那なを生きる人狼らしくその場でスパンと断らずに、「……考えてみる（悩んでみる）」と答えたのは、いまだに自分たち人狼が見張っている区域に潜ひそんでいるはずの舞まい原ばるサクラら二人組と海かい藤どう重しげ彦ひこという男を見つけられていない、という負い目があるのと、アヒム個人がひとえにこの三輪方遼子という少女を気に入っているからだ。この三輪方遼子という少女のかたちをした『端末』は、すぐに「どうでもいい」とか「なんでもいい」とか「おもしろければいい」なんて力の抜けることをのたまう他の『ザ・ワン端末』と違い、明確な目的意識と熱意を持ってくれている。少なくとも彼女は一度も「失敗したってかまわない」なんて言ったことはなく、むしろそういう意見に腹を立てる。『端末』のくせに毎日毎夜『コア』に説せつ教きようをかましているといううわさを聞くほどで、こうした彼女の気質は、何しろこの戦いに種族の存そん亡ぼうをかけている人狼にとっては頼もしいことこのうえない。

　だから、なるべく手助けしてやりたいのだが──

　むしろ自分に言い聞かせるように、アヒムはつぶやいた。

「……これ以上、人狼の手を割さくことはできない。三輪方遼子には、端末の力だけで我慢してもらおう。証しよう拠こはつかめなくても、抑止力にはなるはずだ」

　首を振る、バルドゥル。

「……おれにはまだ、信じられんよ。牧師が殺人、なんて」

　この三日で、和歌丘では二十一人のレッド──吸きゆう血けつ鬼きにみずから従う人間たち──が死体となって発見された。

　状況の多くは自殺なのか他殺なのかそれとも事故か判別しがたいところだったが、三日で二十一人は異常な数と言わざるを得まい。しかも舞まい原ばる家への発覚を避けるために事件自体は隠いん蔽ぺいしなければならず、そのため効果的な捜査が行なえず、三輪方遼子ら『第二端末』を悩ませている。どうも状況的に、レッドのメンバーたちに説教をして回っている牧師が怪しいらしいのだが、この牧師、『ザ・ワン』のつまらないいたずらによって『ザ・ワンの印しるし』を与えられある程度『オード』を感じ取れるためか、吸血鬼たちの見ているまえでは尻尾しつぽを出そうとしない。だが現行犯をつかまなければ牧師が犯人だとは証明できない。そこで三み輪わ方かた遼りよう子こは、吸きゆう血けつ鬼きの代わりに人じん狼ろうに、見張ってくれないか、と依頼してきたのである。

　バルドウルが、大きく息を吐く。

「おれにはやっぱり、納なつ得とくできないよ。普通の人間ならともかく、牧師だぞ？　牧師が、聖せい職しよく者しやが人を殺すか？　世も末すぎる。……だいたいなんのために？」

「知らんよ。それにまだ牧師の仕し業わざと決まったわけじゃない。ただ怪しいというだけで」

　もっともアヒムは、牧師が犯人であっても不ふ思し議ぎではないと思っている。

　この世には、悪あく魔まよりも神の名のもとに殺された人間のほうが多いのだから。

　殺された人間が全員『信者』タイプ──いわゆるろくでなし系──であることも、牧師が犯人である可能性が高いことを示し唆さしているのではないか？

　とにかく、とアヒムはバルドゥルをねめつけた。

「追い込まれりゃ人間だってとち狂うさ。それよりも、おまえの話はなんだ？　何かあったから、難しい顔して待っていたんだろ？」

　観かん念ねんしたように、ああ、とうなずくバルドゥル。

「……実は、テーオバルトが見回りに出たまま、時間になっても戻らない、との連絡が入った」

「なんだと？」

　アヒムの頭を記憶がめぐる。

　確かテーオバルトは兄のレーオンハルトと一緒に、海かい藤どう重しげ彦ひこという謎なぞの男が潜ひそんでいると思われる森の区域を担当していたはずだが？

　まさか、海藤とかいう男に──と考えかけ、そこでようやく問題事ごとが何かを悟さとり、アヒムはバルドウルをにらみつける。

「……まさか、レーオンハルトのやつ……」

「ああそうだ。弟を探すために、配置をはずれて森のなかに入っていった。これからどうしたらいいか、インゴが指示を求めている」

　舌した打うちをするアヒムに、仕方ないさ、とバルドゥルはとりなすように言う。

「テオは、レーオのたった一人の弟だ。あいつのところは他は全員死し産ざんで、兄弟二人だけだったからな。心配にもなるだろう。自分の休み時間を削って捜そう索さくに行ったわけだし……」

「休むときに休まないでどうして任務を果たせる！　休むのも任務のうちだぞ！　任務放ほう棄きを擁よう護ごするようなことを言うな！」

　思わずバルドゥルを怒ど鳴なりつけ、アヒムは息を吐く。

「……それはだいたい、いつごろの話だ」

「連絡が入ったのは、十分ほどまえだ」

　当然ながら、インゴはぎりぎりまで連絡するの躊ちゆう躇ちよしていただろう。

（……さて、どうする？）

　現在、人じん狼ろうは三人一組で『基地』をつくり、各区に別れそれぞれの範はん囲いを見張っている。ひとりが基地を中心にして土地を出入りする人間がいないか見張り、ひとりは森のなかにだれかいないか探たん索さくして回り、ひとりは交代要員として休養しつつ待機する。しかしこれはわずかな睡眠だけで回復できる人狼だからこその交代制であり、人間だったらすぐにつぶれてしまうだろう。いや、正しよう直じき人狼だってそれなりにきつい。何よりも、この手の行動の基本は二人以上でチームを組んで行動することなのに、チームを組めない、どの行動も一人で行なわなければならない、というのが本当につらい。

　ひとりで行動させていたからこそ、こういう不ふ具ぐ合あいが起きた。

（……さて、どうするか……）

「とりあえず、インゴには基地での見張りを続けさせよう。だれも町から出さず、だれも町に入れないこと、それが一番重要なことだ」

「……交替要員は？」

「……様よう子すを見よう。インゴの交替時間までに、二人が戻るかもしれない」

（……だが、戻らなかったら？）アヒムは自分に問いかける。（人員を割さける余よ裕ゆうはないぞ？　ああ畜ちく生しよう──そこに海かい藤どうとかいうやつがいるのなら、他の区域を犠ぎ牲せいにして──ああだめだ、それがやつらの手かもしれない。そこに人員を集中させておいて、他の場所から舞まい原ばるサクラを脱出させるための……そう、それが問題だ、舞原サクラ──）

　状況的には、舞原サクラという少女は和わ歌か丘おかと日ひ炉ろ理り坂ざかの境きよう界かい、アヒムの担たん当とう区画の森に潜ひそんでいる可能性が高い。だがここはちょうど海藤重しげ彦ひこがいるらしい区域の反対側であり、そのために捜そう索さくのための人員を完全に分割せざるを得なくなっている。もちろん、潜んでいる、というのはあくまで可能性でしかなく、他の区域の警けい戒かいも必要であり、結局のところ戦力を分散せざるを得ないこの状況、これはある意味、挟はさみ撃うちを受けているとも言えるだろう。

（……大体、本当に、舞原サクラはこの山にいるのか？　そう思わせておいて、実は他の森にいるんじゃないか？　それとも海藤とかいう男と一緒だとか？　それとも──）

　分からない。

　疑い出せば、際さい限げんがない。

　そして何よりも分からないのは、この海藤重彦と舞原サクラという人間たちが、人狼相手に完全に隠かくれおおせているということ。森というのはいわば人狼の得意分ぶん野やであるにもかかわらず、痕こん跡せきひとつつかませていないということ。何か特殊な訓練を受けているらしい海藤だけならともかく、単なる女子高生の二人組まで、見事に潜せん伏ぶくを果たしていること。

　バルドゥルの、舌した打うちの声。

「──畜ちく生しよう！」

　アヒムが顔を上げると同時、バルドゥルの手から折れた枝が飛ぶ。

　いつの間に折り取られたのだろう木の枝は、狙いたがわず飛んで対たい象しように悲鳴を上げさせる。

　ぐしゃ、といやな音がして、それは絶ぜつ命めいした。

　頭部を枝に貫つらぬかれ地面に縫ぬい付けられた猫の無む残ざんな姿に、アヒムはうめく。

「よせ。無む駄だな殺せつ生しようはするな」

「……こいつらむかつくんだよ。なんか見張られているような気がして」

　周囲を見渡すバルドウルにつられてアヒムも視線をめぐらし、自分たちが無数の猫に取り囲まれていることに気づく。

　ゆうに十匹は超えるだろう、やぶに潜ひそみ木の枝に乗り、こちらを見つめてくる猫たち。

　仲間の死にも声ひとつ立てず、逃げていこうともしない。

　その不ぶ気き味みな情景に、アヒムは思わず身を震わせる。

　吐き捨てるバルドウル。

「なんなんだよこいつら。山中に、森の至るところにいやがる」

「……町から逃げてきたんだろ。気にするな」

「……気味が悪いんだよ、くそっ……」

　見るからにいらついているバルドウルに、アヒムもそっと息を吐いた。

　正直アヒムも、気味が悪くて仕方ない。

　元来猫ねこというのは、犬いぬ以上に縄なわ張ばりを気にする生き物である。その一日は縄張りを見回ることに費やされる。それが、町にあるはずの縄張りを平然と捨て、新たな縄張りを探すでもなくこれだけの数が群れになって行動している、というのは、異常というよりほかはない。

　それを言うなら、猫だけではない。

　この森そのものに、どこか異常なところがある。

　この日ひ炉ろ理り坂ざかの山のなかを見回っていると、山歩きに慣れているはずのアヒムさえときどき方向が分からなくなることがある。道に迷ったわけでもないのに道に迷ったような気がしてくる。何度も同じ道を歩いているような、何度も歩いているのにはじめて歩いているような、誰かに後ろからつけられているかのような、自分の五ご感かんが信じられなくなる、目に映っているものさえ疑ってしまいたくなるような感覚に襲おそわれ恐怖を覚えることがある。

　──加えて猫までこんな異常な行動をするのであれば、若い人じん狼ろうたちの精神が不安定になるのはしかたがないだろう。

　頭を小枝に貫かれ地面に縫いとめられている猫の頭にため息をつき、アヒムは手をあげた。

「とにかく、さあ、交替だ。バルドウル。おれが基地、おまえは見回り、と」

「……ああ」

　バルドゥルはアヒムの手を打ち鳴らすと、歩き出した。

　が、すぐに振り返り、進みかけたアヒムを呼び止める。

「なあ、アヒム」

「あ？」

「……テオは、どうしたと思う？　なんで戻ってこないんだと思う？　まさか、人間なんかにやられたりはしないよな？」

　アヒムはかぶりを振る。

「……さあな。ただの事故かもしれん。道に迷っただけかもしれん。どこかで居い眠ねむりしているのかもな。分からんよ。罠わなにはまったのかもしれん。この海かい藤どうという男のことだって、何者なのかよく分かっていないんだ」

「……」

「待とう。もしかしたらひょっこり帰ってくるかもしれんだろ。……任務から逃げ出したんでなければな」

「あいつは逃げ出したりはしないさ。いいや、おれたちのだれも、逃げ出したりなんかするもんか。そして、人間なんかに負けるもんかよ」

「……ああ。そうだな」

　アヒムの言葉にうなずいて、バルドウルは今度こそ振り返らずに、森に向かって歩いていく。

　そのあとに、なぜか猫が数匹ひき続く。バルドウルのあとをつけるかのように。

　その他の猫はじっとしている。アヒムの様よう子すをうかがうように。

　アヒムはため息をつくと、心のなかで、もはや姿の見えなくなったバルドウルに向かって話しかけた。

（……ああ、確かに、おれたちの能力は人間よりうえさ）

（だが、だったらなんで人間は、おれたちを、裏の世界に押し込めることができたんだ？　いま日のしたを闊かつ歩ぽしているのはなぜ人じん狼ろうじゃなくて人間なんだ？）

（……そしてな、バルドゥル。正直おれは、この猫ばっかりいる森からにげだしたくてたまらないんだよ。最初のころの気迫はどこかに消え失うせちまって、いまのおれは実際のところいますぐにでも、何もかもおっぽりだしてドイツの田舎いなかに帰りたいって思っているんだよ──）

　もう一度、ため息をつくと。

　人狼インゴと連絡を取るため、アヒムは基地、といっても仮設のプレハブ、に入っていった。猫たちの視線を感じつつ。テオとレーオが戻らなければ人じん員いん配置はどうしよう、と悩みつつ。もっとも、そんな必要はなかったのだが。アヒムがもはや意味のないことをそうとも知らず悩んでいたころ、レーオンハルトは弟を探し森のなかをさまよっていた。レーオンハルトが歩いていくのを遠くからながめ、海藤重しげ彦ひこもまたどうしようかと悩んでいた──何をするか、ではなく、やるかやらないか、ということで。そしてアヒムと同じ森にいる山やま本もと美み里さともまた、アヒムのように、悩んでいた。それから数分後に何と出会うことになるか、なんてことを知る由よしもなく。

　森にも大気にも、まったく気配はなかったが、

　雨は確かに、降ろうとしていた。







　　　２．（海藤・１）




　和わ歌か丘おかで何やら起きたらしい、と海かい藤どう重しげ彦ひこが気づいたのは一昨日おととい、四人にまで増えていた人じん狼ろうの警けい戒かいが突然三人（三匹？）に減り、しかも森の探たん索さくを行なうようになったからだった。

　それまでは、森に作られた拠きよ点てん──そこは敵ながら見事な位置取りで、森のなかを吹き抜ける風が集まる場所となっている──に二人組で陣じん取どり、和歌丘の内と外とを行き来しようとするものがいないか見張っているだけだったのに、いまは二人組ツーマンセルの基本を捨ててひとりが見張りに立ち、ひとりはわざわざ探索に出るようになっている。いままでは海藤を和歌丘の外に出さなければいい、そういう態度だったのに、いまは明らかに探し出そうとしている。海藤か、さもなくば違うだれかを。

（……なぜだ？　何があった？）

　四人が三人に減ったのは、海藤が潜ひそんでいるこの森だけではなく他の森にも同じようにする必要があるからか。そのために人員を減らさざるを得なかったのか──だとしたら、敵が探しているのは海藤ではない。海藤がこの森にいるということは敵も見当つけているだろうから。だから四人にまで増員されていたのだろうから。

（……だったらあいつらは、いったい何を、だれをあんなに一いつ所しよ懸けん命めい探している？）

　現在の状況で、考えられることは──

（和歌丘の町に入れてはならないだれかが、森にいるのか？）

（あるいは逆に、絶対につかまえなければならないだれかが森のなかに逃げ込んだか？）

　もしも後者なら、思い当たる人物は舞まい原ばるサクラ、ひとりしかいない。

　だが、彼女が逃げ込んだというのなら、おそらく山やま本もと美み里さと、神かん名な木ぎ唯ゆい、そして鴨かも音ね木ぎエレナも同行しているはず。

　しかし鴨音木エレナがホテルから出ることは、まずありえない。

　鴨音木エレナにとって、もしものときの切り札になるかもしれない可能性は吸きゆう血けつ鬼きの本ほん拠きよ地ちたるホテルのなかにあるのだから。

　鴨音木エレナはきっと、そのことを考えているだろうから──

（「──あと六日しか、自分は持たない──」）

　鴨音木エレナの言葉を、その表情を、それをもたらした決意のことを思い出し、海藤は息を吐く。

　もう、今日で五日目──いまだに、雨が降るような気配はない。

　明日も雨が降らなければ、鴨音木エレナはきっと、その切り札を試してみるだろう。

　鴨音木エレナに『その可能性』を教えてしまったことが、かえすがえすも悔やまれる。

　……雨は間に合わないのか？

（おれはいったいなんのため、危険を承しよう知ちでこの町に来たんだ？　あの子に死し刑けい宣告をするためか？）

　実際、いったいなんでおれはここに来たのだろう──海かい藤どうの口もとを自じ虐ぎやくの笑みが彩いろどる。

　本当のところ、海藤自身にもそれは明確には分からない。

　ただ、この町で何かが起きるということを知ったとき、海藤の心は決まっていた。相あい棒ぼうに、この町で何かが起きる、先が見えない土ど砂しや降りの雨のなか、何かとんでもない存在が蠢うごめいて、町を悲鳴に包んでいく──その恐るべき光景を聞かされたとき、海藤の心は決まっていた。

　だがなぜだ？　なぜおれはそう決心したんだ？

　少しでも被害を小さくするためか？

（いい、よく考えて？）相棒に言われた言葉が心に響ひびく。

（確かに、これから和わ歌か丘おかでとんでもない事件が起こる。たくさんの人が死ぬでしょう。でもそれは、『獣けものの数字』が生み出す被害の何百万分の一にも満たない。そして、このことを忘れないで。それをくい止めるためにこそ、あたしたちはここにいるの）

（あなたのくだらないヒロイズムを、否定はしない。けれど、そこで救える二、三十人の命より、将来救すくえるもっとたくさんの生命を、考えて？　あなたが生きてさえいれば、これからいくらでも生命を救えるのよ？）

　相棒が何を言いたかったのかは分かる。言うまでもなく。

　いざとなったら、自分が生き残ることを考えろ。

　そして自分が生き残ることを優先するなら、雨が降るまで行動は起こさないことだ。ここ何日かの観察で、それなりに人じん狼ろうたちの弱点も見えた。が、用心はするに越こしたことはない。雨のなかでなら、海藤は人狼に見つからずにこの町を脱出し、舞まい原ばる家に駆け込んで、騎き兵へい隊たいを引きつれ戻ることができるだろう。この町の人間たちを助け出すことができるだろう。

　いつか必ず雨が降る──それは確かに分かっている。

　雨が降るのを、待つのがいい。

　その結けつ果か少女がひとり犠ぎ牲せいになってしまっても、より多くの生命を救えるならばしかたない。

　ここは、雨を、待つべきだ。

　人を助けるのはいい。だが、それで自分が犠牲になるのは愚ぐの骨こつ頂ちようというやつだ。

　双そう眼がん鏡きようをのぞきこみつつ、

　無意識に胸のポケットを探りタバコを探していたことに気づき、海藤は苦く笑しようした。

　タバコをやめてもう十年近く経たつのに、いまだにそのくせは消えない。もっとも残っているのはくせだけで、禁煙を決心してからこっち、タバコを吸いたいと思ったことは一度もない。禁きん断だん症状に苦しんだことすらない。タバコをやめた直接の動機は体力を取り戻すため、ちょっと走ったぐらいでぜえぜえ息を吐いたりよだれをたらしたりせずにすむように、だったが、タバコをやめようとしたときはじめて海藤は、自分がもはや以前のようにタバコを楽しめないことに気がついた。タバコの味も、においも、感かん触しよくも、すべて単なる空気に変わっていた。タバコだけではない。海かい藤どうは、酒にも酔えなくなっていた。いちばんひどいときには痛みすらまともに感じず、味のしない酒を飲みつつ腕のうえに落ちた赤あか々あかとしたタバコの灰、およそ七百度のそれが肌はだを焼いていくのを黙って見ていたことさえあった。そういう海藤だったから、禁酒も禁煙も簡単だった。むしろ、痛みや食べ物の味を取り戻すほうが大変だった。

　そう。痛みは決して敵ではない。

　心の痛みでさえも。それは決して敵ではない。大事な何かを教えてくれるためのもの。

「！」

　双そう眼がん鏡きように、若者の姿が映る。

　鼻の大きな、典型的なユダヤ系の顔をした若者は、とくに緊きん張ちようの様よう子すも見せずもはや惰だ性せいとなった仕し草ぐさで周囲の様子を確かめながら、やぶのなかを歩いていく。こうして見ると観光にきた外国人にしか見えないが、海藤はこの若者が狼おおかみ男おとことなった姿を見ている。狼男となって森の生き物相手に狩りをしているところを確認している。人じん狼ろう──だがこの区画を見張る三人のなかではもっとも若いこの青年が、多分いちばん与くみしやすい相手だろう。何よりも、

（……バカなこと、考えるな。相手は人狼だぞ？）

　この若者はいまこの場にはいないもうひとりの青年とかなり仲がよいらしく──というより子供のように扱われていた──おとりに使うには申し分ない。

（だいたいまだあと一日ある。今夜、いや、明日の朝まで雨が降らないかどうか待っても遅くはないはず。大事なのは自分の命、そうだろう？）

　自分に向かって問いかけつつ、ふと海藤は思い出す。

　鴨かも音ね木ぎエレナは、突然吸きゆう血けつ鬼きと化しはじめた自分の運命について、それをある種の代だい償しようのように感じていた。

　友だちを助けるための代償。

　そして友達を助けたための代償。

　なんでも彼女は幼いころ、神に祈ったことがあるのだという。

　ひどい事故に遭あい死に掛けていた友だちを助けてくれるよう、神さまにお願いしたのだと。

「わたし、あのとき、祈ったんです。神さまにお願いしたんです。唯ゆいを助けてくださいって。わたしの宝物でも、命でも、なんでも差し上げるから、唯だけは助けてくださいって」

　そして、彼女の友だちは助かった。

　だが神は、たとえ存在するのだとしても、鴨音木エレナから何かを奪ったり生命を差し出させたりはしなかった。

「……それは、今日のためじゃないかって、思うんです。もしも神さまがいるんだとしたら、そしていつか和わ歌か丘おかに吸血鬼が来ることを知っていたんだとしたら、そのために、唯を助けてくれたんじゃないかって。わたしが生命を賭かける勇気を持って、吸血鬼と戦えるよう──」

　海かい藤どうは、何も答えなかった。

　この世には神さまがいて、自分の願いをかなえてくれて、だから自分の命と引き換えにみんなを助けることができる──そう信じられるからこそ、鴨かも音ね木ぎエレナは自分がどんどん吸きゆう血けつ鬼き化していくという現実に耐えていられるのかもしれなかった。何しろまだ高校生なのだ、そう信じなければとてもじゃないがやっていけないのかもしれない。そう思ったからこそ、海藤はエレナに何も言えなかった。ただ心のなかで吐き捨てることしかできなかった。もしもそれが真実なら、神というのはあまりにむごい、むしろ悪あく魔まの所しよ業ぎようじゃないかと。

　だがエレナはそう信じ、そのときがくれば自分を犠ぎ牲せいにするだろう。

　そう考えることは、海藤の胸を痛ませる。

　その手の痛みにはいいかげんなれているはずの人生の後半部分においてなお、それは海藤の何かをきしませる。

　そして思い出すのは、もう年をとらない息子むすこの姿。

　記き憶おくのなかの息子の姿。

　記憶のなかの海藤の息子は、いつでも海藤を見上げている。きらきらした目で。いつも見上げているのは、海藤がめったに息子の目め線せんまで頭をさげたりしなかったから。

　なぜ、犠牲にならなければならない人がいるのか。

　はたして神は存在するのか。

　海藤は、知らずつぶやく。

「……ヨブだ。ヨブを思い出せ」

　あのブックマンとか名乗る牧師は、信仰を失ったとか言っていたが、聖せい書しよにあるヨブという男の話について実に気分のいい答えを知っていた。『ヨブ記』──旧きゆう約やく聖書のなかでもとくに異い彩さいを放つこのエピソードを、あのとき公園で牧師はみんなに話して聞かせた。三み鷹たか昇のぼるの、人間は悪で、だから神さまは人間を助けてくれないのか、という質問に対して。

「ヨブはね、いきなりひどい災さい難なんに襲おそわれるんです」牧師は言った。「突然財ざい産さんをすべて奪われ、娘も息子もみんな殺され、自分も死んだほうがましのような病気に侵された。それも全部、神さまの意志で。なぜだと思います？」

　自信なげに三鷹昇は答えた。

「……彼は何か、神さまに罰されるような悪いことをしたんですか？」

「いえいえとんでもない。ヨブはだれもが認める善ぜん人にんで、信仰の篤あつい人でした。それは神さまもご存知でした。にもかかわらず、神さまは悪魔がヨブに災難を与えることを許したんです」

「……罰ではなく？」

「ええ。罰ではなく。だから、ヨブの友人たちはヨブに、おまえはどこかで罪を犯したんだ、だからこんな目に遭あっているんだ、と悔い改めるよう求めましたがヨブはそれを拒否しました。自分は罰を受けるいわれはない、と。そして実際、神さまはヨブの言葉を認め、逆にヨブを責めた友人たちを怒ったんです」

「……じゃあ、どうして神さまは、そのヨブって人をそんな目に遭あわせたんです？」

「そう。まさしくヨブもそのことを神さまに聞きました。でも神さまはそれには答えず、逆にこう言うわけですよ。この世界をつくったのは私だ、と。おまえに同じことができるのか、と。できないなら文もん句くをつけるな、なんてね。そして実際、神さまがヨブに苦く難なんを与えた理由はヨブにはないんです。ヨブは何も悪くなかったんです。ただ単純に、神さまが悪あく魔まと賭かけをすることになって、つまりどんなひどい目に遭っても神さまを信じ続けることができるか、という賭けなんですが、神と悪魔のその賭けの対象に、ヨブは選ばれただけだったんですから」

「……賭け？　それだけで、ヨブはそんなひどい目に？　家族や財産を奪われて？」

　ええそうです、とうなずいて、牧師はその場の面めん々めんをぐるっと見渡した。

「ヨブの話は、旧きゆう約やく聖せい書しよのなかでも特に苛か烈れつな、文学的なエピソードであり、いろいろと議ろん論ぎがなされています。だから、いまさら信仰を失った牧師ごときが語れることなどありません。

　が、あえて話すことを許していただけるなら、私はこの物語は二つ、重要なことを語っていると思うんです。

　まずひとつ──不幸は、罪に対する罰として現われるものではないということ。

　人は不幸な目に遭うと、往おう々おうにして自分を責めます。自分のせいではないかと。自分が悪かったのではないかと。思わず責めてしまいます。ですが、ヨブのエピソードが語るとおり、不幸はたとえ罪がなくても訪れます。それこそ神さまが賭けをしたかったから、なんて理由でも。だから不幸な目に遭ったからって、自分を責める必要はこれっぽっちもないんです。むしろヨブが自分の信仰に自信を失い自分を責めたりしていたら、神さまは失望なさったことでしょう。

　だから、いまこの町で起きていることは、決して神さまの罰などではありません。

　ミレニアムなどたわごとにしか過ぎませんし、人間が悪だから神さまが罰をくだしているわけではありませんし、私たちの身に起きていることも、私たちの不ふ徳とくがなした罰などではありません。ただ不幸だった──それだけのこと。それ以上ではありません。だから、わたしたちは自分を責めるのはやめましょう。純粋に不幸と向き合い、吸きゆう血けつ鬼きと戦いましょう」

　それが、まずひとつ。

　そしてもうひとつは──

　牧師の語った言葉に、三み鷹たか昇のぼるやエレナや木きの下した水すい彩さいといった面めん々めんは、ぽかん、としていた。

　だが海かい藤どうは、納なつ得とくした。

　思わず身を震わせて。

　たぶんそれこそが、自分がいままで捜し求めていた『ヨブ記』の答えなのだと海藤は思った。

　神の賭けのせいでいきなり財産と家族と健康を奪われるという、とんでもなく理り不ふ尽じんなこの物語に出会ったときからずっと探し続けていた答え。

　息子むすこと妻を失った海藤が、ずっと探していた答え。

　──なんの慰なぐさめにもならないけれど、少なくとも誇り高くはいられる答え。

　たぶんその答えは、ずっと海かい藤どうの心のなかにあった。心の奥底に茫ぼう洋ようとして、いつか言葉になる日を待っていた。そしてその日、牧師がついに言葉をくれて、それはかたちとなり海藤のなかにしみこんでいった。

　たぶんそれこそが、自分をこの町に来させたものであり。

　自分がこれから安県あがたやクルスやもしかしたら堂どう島じまコウを相手に戦うための、そして人じん狼ろうと戦うための、心の力となるだろう。

　海藤は、知らずつぶやく。

「……ヨブだ。ヨブを思い出せ──」

　──上うわ目め遣づかいにこちらを見上げてくる、まだ幼い子供の姿。

　風向きが変わったのを感じ、海藤は身体からだに手を回して最後の装そう備び確認をしたのち、迷めい彩さい服ふくのうえにコートをまとい隠かくれ場を出た。

　心のなかではまだ声が、

（無む茶ちやはよせ、雨が降るのを待て。下へ手たすれば死ぬのはおまえだぞ──）

　しばらくささやき続けていたが、海藤の足は止まらなかった。

　雨がいつ降るのかは分からない。

　だが一度めぐったチャンスは、逃せば二度と戻ってこない。

　和わ歌か丘おかで何か起こっていて、若い人狼が油ゆ断だんしているいまのようなチャンスはもう二度と来ないかもしれない。

　鴨かも音ね木ぎエレナを助けるチャンスは。

（……おれは、バカな真ま似ねをしようとしているのかもしれない）

（雨が降るのを待つのが、正しいのかもしれないが──）

「何しろ同じ生き物なんだ」自分に言い聞かせるようにつぶやく。「一対たい一、しかもこちらには武器がある。──勝てねぇってこたぁねぇだろうさ」

　──こうしてその日の昼に近い朝。

　海藤重しげ彦ひこは若い人狼（海藤は知るよしもないその名はテーオバルトといった）に対し、ついに宣せん戦せん布ふ告こくした。







　　　３．（美里・１）




　夏の日ざしか女の性さがか、どちらかがなければ山やま本もと美み里さとはそんなバカな真ま似ねをしたりはしなかっただろう。だが、彼女には両方ともあった。夏の日差しも女という性質も、単体でさえ危険なしろものなのに両方ともそろっていた。さらに言えばその日はからっと暑くなりそうだったし（もっともその予想ははずれることになるのだが）、山本美里本ほん人にんにも、森のなかでの生活に対して車の免めん許きよを取って一年目ぐらいの余よ裕ゆうが生まれてきていた。危険を生み出す状況はすべてそろっていたわけであり、そして美里はその状況の期待に応えてしまったともいえる。

　そのとき美里は朝の食事を済まし、きちんと生なま肉にくを食べ終え、文字どおり心身ともに満ち足りた気分になっていた。

　生肉を食べると、しばらく身体からだがぽかぽかするような気がする。

　身体がぽかぽかしていると、なんかしあわせな感じになる。

　だから美里はなんとなくしあわせな気分にひたりながら、のたーっとハンモックにもたれかかっていた。かたわらには赤い首くび輪わをした白猫が身体をくっつけて横たわり、美里が手を伸ばすともうそれだけでのどをごろごろ鳴らしはじめる。まだ撫なでていないのに、撫でられる、と思っただけでこの猫はのどを鳴らしてしまう。それがなんともかわいくて、美里は白猫を抱きしめる。そのおなかに手をやってくすぐるように撫でてやると、猫はいやがり美里の手を押しのけようとする。かぷっと手にかみついてくる。が、明らかに力が加か減げんされていて、たとえば押しのけてくる猫の前足の爪は引っ込んでいる。そういう気き遣づかいを、人間でもない猫ができるというのがなんともすごい。ようやく美里の手からのがれると、白猫はそれでも美里の身体から離れずまたごろんと横になる。ハンモックに横たわっている美里のわき腹に乗るように。なんか前足でふむふむと揉もむようなしぐさをしているのは、気分がいい証しよう拠こらしい。だから美里は体勢を変えず、ハンモックに寝ね転ころがったままでいる。

　日の光がまぶしくて、美里は枕まくら代がわりにしていたサクラのバスタオルを顔に載せた。

　すぅっと息を吸い込むと、サクラのにおいが鼻び腔こうに満ちる。人の体たい臭しゆうとは思えない、みかんのようないいにおいと、そして確かに感じるちょい生々しい汗のにおい。サクラも汗あせ臭くさくなることあるんだな、と妙みようなことに感心し、なぜかふふん、と優ゆう越えつ感かんを覚えつつ、美里は大きく息を吸う。ふと思いつきタオルをどけると、わき腹から猫を持ち上げ顔のうえに乗せてみる。

　肉にく球きゆうの気持ちいい感かん触しよくと、毛皮のさらっとした肌はだ触ざわりと、干した不ふ団とんにも似た獣けもののにおい。

　汗のにおいは感じない。

「あんたらこんな毛皮つけてるくせに、汗かかないの？　ん？」

　答えぬ猫の前足を取り、目をつぶって自分のまぶたに押しつけてみる。

　受験勉強で見つけた、梶かじ井い基もと次じ郎ろうとかいう人の言葉だったか、『しみじみとした、この世のものでない休息が伝わって来る』かどうかは分からなかったが、気持ちいいのは、確か。だが次の瞬しゆん間かん想そう像ぞうするのは猫が爪を立てたさまで、うわ、こわ！　と美み里さとは猫を持ち上げおなかに戻す。再びサクラのタオルを顔に載せる。ふと、美里はタオルのうえに猫を乗せることを思いつく。それはなぜかとてつもなく魅み力りよく的なことに思えたが、美里はなんとか我慢する。いままでの経験から言えば、この白猫が前足をもむもむとさせはじめたら眠りはじめることが多かったから、あんまり持ち上げいじくるのはかわいそうだろうと思って。

　サクラのタオルを顔に載せ、大きく呼吸、目をつぶる。

　タオルの持ち主は、いま、この場にはいない。

　サクラは、山のどこぞに竹を取りに行っている。

　竹を使って水すい筒とうとろ過か器きとシャワーをつくるのだとか。

　ついでに昨日見つけたハチの巣を採とってくるとか言っていたから戻ってくるまでけっこう時間がかかるかもしれない。ハチの巣かぁ、と美里は思いをはせる。ハチミツってどんな味だっけ？　もっとも、いまサクラが採りに行っているのはジバチの巣で、ジバチというのはミツバチとは違う種類のハチらしい。サクラの話によると、日ひ炉ろ理り坂ざかには野生のミツバチはおらずすべて舞まい原ばる家の養よう蜂ほうだとか。いざというときのため舞原家が管理しているらしいのだが、美里にはミツバチなんて、『いざ』というとき『どう』使うのか想像もつかない。だからただ、美里はハチミツの味に思いをはせる。ちなみに美里はジバチの巣から何が採れ、何を食べるのか、を知らなかったが、知っていたらこんなに待ち遠しく思ってはいなかっただろう。

　大きく深しん呼吸をしつつ、

　……ああ、なんかのんびりしているなぁ、平へい穏おんだなぁ、とか思う。

　サクラがいないのに、この場に一人取り残されているのに、昨日のような不安や恐怖は、心細さは感じない。

　別れずに、サクラと一緒に隠かくれきることを決めたせいか、なんだかリラックスできている。

　むしろ楽しんでいるといってもいい。

　吸きゆう血けつ鬼きや人じん狼ろうに追われ追われて森のなか、なんて異常な状況でありながらこんなに落ち着いた気分でいられるのは、サクラの持つ頼もしさ、力強さ、そして雰ふん囲い気きのおかげだろう。

　舞原サクラという人となりが、美里を安心させてくれているのだろう。

　そう考えると、本当にサクラはすごいと美里は思う。

　そのサバイバル能力ではなく、なんというか、人を率ひきいるカリスマ性とでもいうべきものが。

「……お姫さま、か……」

　このままずっと、こうして暮らすのもいいかもなぁ、なんて思いが頭をかすめ、それがあながち冗じよう談だんでもないことに気づいて美里は自分を笑う。

　あたしってば本当に、大丈夫か？　頭。

　……でもいいかも。サクラと一緒なら。それも。

（……本当に、サクラが男の子だったらよかったのに。そしたら……）

　もしもサクラが男だったら、いまごろあたしとんでもないことになっていたかも──心もち顔を赤くして、美み里さとは軽く寝ね返がえりを打つ。おなかに乗せていた猫がずり落ち、顔を上げて周囲を見渡す。美里は猫を抱えるように丸まると、顔に乗せていたタオルを再び枕にほおに当てる。

　なぜか耳まで赤くなり、そして独り言を言う。

「……うーん。……あたしって、確かに、えっちかも……」

　なんだかそういうことばかり、考える比率が多くなってきているような……

「──ひまなのが、悪いんだい！」

　小しよう人じん閑かん居きよして不ふ善ぜんをなす、というやつだな、とうんうん首を振り、おなかの白猫を抱きしめる。ひましているとろくなことを考えない。でもやることがないんだから仕方がない。ろ過か器きやらなんやらつくる（手伝う）にしてもサクラが戻らなければはじまらないし、食べられる植物も探せないし、動物を狩るなんて論の論ろん外がい。

　何よりも、サクラにここで待っているようにと言われている。

「……あ。おーい」

　おなかの白猫が立ち上がり、ぴょん、とハンモックから降りた。

　美里のもとから離れ、近くの木陰に向かっていく。

　美里が抱きかかえたことで、暑さに耐えられなくなったらしい。

「……薄はく情じよう者め」

　美里も身体からだを、起こす。

　確かに、暑い。

　昨日より暑気が強い。

　胸もとから立ちのぼってくるにおいに、美里は襟えりもとを指で引っ張り風を入れ、ついで鼻をくっつけくんくんと嗅かぐ。うわ、汗くさ、と顔をしかめる。やっぱり住むのは町がいい。洗濯したい着替えたい、シャワーを浴びたい。お風ふ呂ろが恋しい……そうだ、と美里は昨日のサクラとの会話を思い出す。今日は身体を洗えるはず。石せつ鹼けんもどうにかすると言っていた。

（……でも、一緒に？）

　サクラは一緒したがるだろう。

　だが、プロポーションも抜ばつ群ぐんで、きれいな肌はだしたサクラと一緒に？　この明るい光のしたで、サクラにこの裸はだかを見せるの？　美里はたちまちげんなりとなる。ホテルにいたときだってお風呂には一緒に入らなかったのに（正確には一回だけ乱入されたが）、こともあろうかこんな状態のときに？　女心というのは不ふ思し議ぎなもので、もちろん男にだって裸は見せたくないけれど、美里はそれ以上に同性には身体を見せたくない。見られたくない。とくにサクラのような美人には。自意識過か剰じようなのかもしれないけれど、自分の貧ひん弱じやくな身体が恥ずかしくて。

　でも、サクラは聞いてくれるだろうか。

　だれに見られても恥ずかしくない（そして実際恥はずかしがらない）身体からだをしているサクラに、こんな気持ちが分かってもらえるとは思えない。それでも、こちらが本気で嫌がっていることが分かれば、あるいは納なつ得とくしてくれるかもしれないけれど。

　だがそれは、サクラをひどく悲しませるだろう。

　それがつらい。

　ただでさえサクラのお世話になっていて心苦しく思っているのに、自分のわがままで悲しませてしまうのはちょっと耐えられない。だいたい、そりゃあ確かに裸はだかを見られるのは恥ずかしいが、絶対に無理、というレベルではない。我慢できないわけではない。そうでなければ集団生活なんて送れないし、我慢しようと思えば──

（──ああでもやっぱりいやだなぁ──）

　──しばらく考え、美み里さとは立ち上がった。

　自分のバスタオルを取り、周囲をそっと見渡す。

　サクラがいなくても、猫たちはついてきてくれるだろうか不安になる。

　周囲で猫たちがリラックスしてくれているからこそ、こんなに安心していられるのだから。

　美里は後ろを振り返りつつ歩き出し、何匹かの猫が何事かと顔を上げ、腰を上げ、寄ってくるのを確認してほっと息を吐く。

　水みず場ばの場所は、覚えている。

　考えた末、美里が出した結論は、こうだった。

　──自分だけ先に、身体を拭ふいてすませてしまおう。

　それでサクラがしかたないなぁ、と納なつ得とくしてくれればよし、そんなのダメ！　一緒に洗うの！　と駄だ々だをこねたらそのときはもう、観かん念ねんしよう。でもどちらにせよそのまえに、見せるまえに、まず自分だけで身体をきれいにしておこう。この暑さだし、すぐに身体も乾かわくだろうし、タオルで身体を拭くだけなら──昨日はあんなことがあったけど、どういう根こん拠きよがあるのか知らないが、今日は追つい跡せき者たちはこちらのほうにはやってこないとサクラが断言してくれたし──

　猫たちは、何も言わずについてくる。

　美里は多少きしむ筋きん肉にく痛つうの身体を動かし、水場である泥どろ沼ぬまへと向かった。




　　　　◆




　歩いてだいたい、十分。

　泥沼は、昨夜夕ゆう刻こくに見たときほどの泥沼ではなかった。

　五メートルほどの岩の壁から湧わき出た水が作り出したそれは、むしろ大きな水みず溜たまり、といった感じで、直径は二メートルに満たず、美里のひざくらいまでの水すい深しんは、きれいに底まで見とおせる。ぜんぜんにごっていないのに、どうして昨日は泥沼だと思ったのだろうと一いつ瞬しゆん美里は不ふ思し議ぎに思う。だがすぐに納なつ得とくする。周囲がさらさらの泥であるために水がにごりやすいのだ。美み里さとが一歩近づいたその振動だけでもう、水の一画ににごりが生まれていくのが見える。

　美里は泥どろ地ちに足を沈めつつ、周囲を見渡した。

　とくに異常は見当たらない。

　ついてきてくれた猫たちも、座り込んであくびしている。

　そっと泥に手をつき、沼だか水みず溜たまりだかをのぞきこもうとして。

　美里はふと、そこが昨さく夕ゆう見た、何やら大きな縄なわを８の字あるいは無限大のマークのかたちにのたくらせたような跡のうえであることに気づく。昨夕いくつかあったクリーム色の水溜りはもう消えていたが、その跡だけは乾かわきかけつつもはっきりその場に残っている。

　まるでヘビがとぐろを巻いたような跡。

（……そう言えばサクラに聞くの、忘れていたな。なんだろう？　これ。自然にできた跡のようには見えないけど、……まさか本当にヘビじゃないよね？）

　こんな跡を作れるほど巨大なヘビが、日本にいるとは思えない。

　もっとも、自分の知識がいかに役に立たないかは身に沁しみて分かっているけれど。

　なんにしても、用事は早く済ませたほうがいいだろう──美里は視線を戻して、水溜りをのぞきこむ。何やら見たこともない小指の先ほどの大きさの虫がジグザクに泳いでいるのを見つけて思わずまじまじ観察する。なんかいろいろな種類の虫が泳いでいる──まさかヒルとかいないよね？　……いやいるのかな？　ヒルって日本にいるのかな？　いたらやばいよなぁ、そんなのに吸い付かれたらもうどうしていいか分からない。久しぶりに見た水面の、あまりのきれいさ、透明さに心を打たれ、素す足あしをつけたくなるのをぐっとこらえ（ああでもそれができたら気持ちいいだろうなぁ）、美里は当初の予定のとおり身体からだを拭ふくだけにする。周囲を見渡し、服をかけるのに手ごろな木を探そうとして──

「──痛っ？」

　身体の向きを変えたはずみに動いた手のひらが、泥のなかで何かに刺され、美里は悲鳴を上げて手を上げた。

　その勢いある動作に周りで野の良ら猫ねこたちが飛びすさる。

　美里は心臓をどきどきさせながら、手のひら、何かが刺さったところを見る。

（……いまの何？）

　手には、とくに異常は見当たらない。

　何かが当たっただけだったらしい。

　それでもかえすがえす手のひらをながめ、念ねん入いりに確認すると、美里はおそるおそる、手のひらをついていた泥面を見た。

　もう一度そこに手を入れる気になれず、近くから木の枝を拾ってきて、つついてみる。泥をすくってみる。かきまぜてみる──

（……うわ、こ、これって……）

　泥のなかから出てきたのは、大きな針のような剛ごう毛もう。

　昨日樹じゆ皮ひの剝むけた木に見つけた毛と同じもの。

　どくん、と心臓が跳ねると同時。

　──美み里さとの耳は、右手のほうから葉が鳴る音をとらえた。

　沼の右手は一メートルほどの小さな崖がけになっており、その向こう二メートルほどさきには美里の腰ぐらいまでの低てい木ぼくがやぶをつくっている。

　が、とくに揺れている箇所は見当たらない。

「……さ……」

　サクラ、と言いかけて、美里は言葉を止めた。

　四つんばいの体勢のまま、そっとそちらに近づいていく。

　猫たちの様よう子すをながめつつ。

　猫たちは、それぞれ顔を上げ、右手のやぶを見ているようでもあるし単に美里を見ているようにも感じられるしでなんとも判別しようがない。

　……きっと、風よ。

　……さもなくば、猫よ。

　きっと猫が、遅れてついてきてたんだ、昨日だってこういうことは何度もあったし、全部自分の杞き憂ゆうだった──

　再び、今度は美里の見ているまえで、やぶが揺れた。

　美里の心臓が、早はや鐘がねを打つ。

　身体からだ中を緊きん張ちように粟あわ立だたせながら、思う。いいや、あれは人じん狼ろうじゃない。人狼があんな小さなやぶに身体を隠かくせるはずがない。もっと小さな生き物だ。猫か、それでなくてもきっとタヌキだ。いやタヌキは夜行性だって言ってたし、だからあれは猫、絶対に猫、危険なことは何もない──




　──しゃああっ、と、猫たちがうなる。




　美里の周囲で猫たちが、一いち様ように耳を平らに伏せ、その体勢を低くして、しゃああ、しゃああとうなっている。明らかに何かを威い嚇かくしているのが分かる、その緊張に、美里は息をするのも忘れ、じっと草やぶを見つめる。

「！」

　草やぶが、動いた。

（……鼻？）

　草くさ薮やぶの影かげから、にゅうっと鼻が突き出てくる。

　真っ黒い、豚のような鼻。

　そしてのそりと現われる。

　四つんばいになった美み里さとよりも明らかに大きな体たい軀く。

　それはしばらくふんふんと、円えん盤ばんのような鼻を地面に押し当てていたが、やがて顔を上げ、美里を見た。間違いなく美里を見た。視線が合った次の瞬しゆん間かん、信じられないことに、『それ』の身体からだが大きくなる。突然背せが高くなる。一拍遅おくれで美里はようやく理解する。たてがみだ。『それ』はたてがみを立てたのだ。なんのために？　それは当然、威い嚇かくのために──

（……ああ、どうしよう。怒っている。こいつはあたしを怒っている──）

　場違いなあたしに怒り、腹を立て、その牙を肌に突き立てようとしている──

　たてがみを挟むようにして、三角形をした耳がせわしなくぴくぴく動く、その動きに一いつ瞬しゆん見み入いり、美里は気づく。たてがみの毛にしては太い何かが三本ほど、飾りのように耳の後ろから伸びている。いや違う。あれは飾りでも角つのでもない、木の枝だ。どうやら木の枝らしい棒が、耳の後ろに三本も、角のように突き立っている。

　いったい何があったのか、イノシシの頭には木の枝が三本も突き刺さっている。

　けれど生きている。

　美里は立ち上がろうとして、腰が抜けているのに気づいた。

（ああ、ああ、どうしよう、いやダメ、怖がっちゃダメ、気をしっかり持たなきゃ、こちらが変に怯おびえなければ、きっとむこうが逃げていくって──）

　あたしに怒っているのに？

　のそり、と動いた『それ』は、

　次の瞬間、ひょんと飛び、美里からは見えない崖がけの死し角かくへ姿を消した。

　美里は息をつく。

（そうだ、あそこは小さな崖になっているんだ。あいつには越えられない。回り道をしているうちに、逃げるんだ──）

　しゃあ！　と猫が哮ほえる。

　落ち着いて！　みんな、今のうちに逃げるのよ！　と声にならない念ねんの声を送りつつ、力の抜けた足を引っ張り、なんとか立ち上がろうとしたそのとき。

（……！　……う、うそ……うそ、そんな？）

『それ』は、助走もなしに一メートルを飛び上がり、美里と同じ地面に立った。

　赤っぽい茶色の巨体には、ところどころにかわいた泥がこびりついている。

　おかげでようやく美里は悟さとる。

　泥どろ沼ぬまのなぞの跡について。それをだれがつけたか、ということに、ついて。

　ああ。そして。

　長い鼻はな面づらの、口先に見える、牙きば四つ。

　美み里さとのいる距離からでも、長くも三角の牙きばが四つ、天に向かってそびえているのが見える。どういう構造をしているのか奇妙に重なり合った牙はいかにも鋭そうで、美里はパニックの兆きざしに胸を震わせる。ああ、ああ、どうしよう。どうしよう。どうしようどうしようどうしよう──

　ぼおっと美里が見ているまえで、

　耳の後ろに木の枝を三本刺さしたイノシシは、があぁっと口を開き、走り出した。

　イノシシの巨体が目のまえに迫った瞬しゆん間かん、美里は横っ飛びに飛んだ。

　水みず溜たまりのほうに向かって飛び込むように。

　このパニックのさなかにあって、それだけ動けたのはまさに奇き跡せきと言えるだろう。だがあいにくと、イノシシは奇跡を許さなかった。ずっとチャンスをうかがっていた、獣けものは美里を逃さなかった。美里の身体からだが飛んだ瞬間イノシシも後足を軸じくに急激に方向転てん換かん、スピードをほとんどゆるめることなくターンし見事に美里の身体をとらえ、その鼻はな面づらで美里の身体をすくい上げ、その牙を腹部に突き刺した。すくい上げられた衝しよう撃げきで、美里の身体は沼を飛び越え三メートル向こう、泥の地面に転がった。地面に身体を打ちつけた瞬間全ぜん身しんに打だ撲ぼくの痛みが走る。だが次の瞬間走はしった痛みにくらべれば、そんなの痛みのうちには入らないだろう。美里のわき腹はぱっくり割れた。まるで刃は物ものに切られたようにわき腹がすっぱりと割れ、血が湧わき水のようにあふれ出た。すさまじい激げき痛つうと灼しやく熱ねつの塊かたまりを感じ、美里は気き絶ぜつすることさえできず、泥のうえをのたうち回る。目に鼻に、口のなかにきめの細かい泥が入る。たぶん傷口の中にも。泥どろ水みず交じりの涙を流し、よだれにそのほおを濡ぬらして美里は苦く悶もんの叫びを上げる。そんな美里の状態を知ってか知らずか、イノシシはゆっくりと、水溜りをまわりこむ。

　転がる美里との間に障害がなくなったのを確認すると。

　イノシシは再び、突進を開始した。

　美里の身体は再び、宙に向かって巻き上げられた。







　　　４．（海藤・２）




　まず人間のにおいを感じ、

　次に生なま乾がわきの血のにおい、そして仲間のにおいをとらえ、人じん狼ろうインゴは基地から飛び出した。

　まず考えたのは、テーオバルトが戻ってきたということ。

　そしてけがをしているだろうということ──だがなんという僥ぎよう倖こう！　この森のなかを隠かくれまわっていた海かい藤どう重しげ彦ひこという男を捕まえてきたらしい！　風に乗ったにおいからそう確信し、だから時間がかかったんだななどと考えながら、インゴはまだ森のなかをうろついているのであろうレーオンハルトに連絡しようと携帯を腰から取り出しつつ、テーオバルトを出迎えるために基地から飛び出していった。

　そしてテーオバルトの顔を見た。

　正確には、テーオバルトの、『首』を。

　テーオバルトの首をビニール袋に入れて持っていた、迷めい彩さい服ふくとコートという奇き妙みような着合わせをした人間は、出迎えに来たインゴに向かって笑いかけると、ビニール袋のなかのものを地面に転がして、言った。

「──届け物だ。受け取りはあんたでいいか？」

　インゴはふくくうと笑い声ともうめき声ともつかぬ声でのどを鳴らすと、左手で自分の胸をかきむしった。

　左手の指が力まかせに胸に食い込んでいくのを止めようともせず。

　それぐらいしなければ、自分を抑えられそうになかった。すでに右手は、取り出した携帯電話をにぎりつぶしてしまっていた。それぐらい、身体からだが怒り狂っている。状況も何も関係なく、相手に向かって飛び掛かっていきたくなる──その力量をはかろうともせず。だからインゴは自分の胸を握り締め、かきむしり、自分の歯を嚙かみつぶして必死に自分を抑えつつ、ただ男をにらみつけた。

　男は、困ったような笑みを浮かべて、言った。

「……さて、……困ったなぁ。ハンコはもらえそうにないな」

　海藤重彦と人狼インゴが、対たい峙じした。




　　　　◆




（さぁて、早速あてが外れたぞ）

　こちらをにらみつけてくる人狼の男をながめつつ、海藤は心のなかで舌した打うちした。

　怒りのままに飛び掛かってきてくれたならことは簡単だったのに、これじゃあなんのためにこんなひどい演出を用意したのか分かりゃしない。

　……まぁ、携帯をこわしてくれただけでもよしとするか。

　そっと、腰から両手に銃を引き抜く。

　すさまじい、もうあまりにもすさまじすぎて怒っているのか笑いをこらえているのか分からないような表情で、人じん狼ろうが口を開く。

「……おまえ、が、海かい藤どう、か」

「……驚いたな。日本語をしゃべれるのか」

「……『ザ・ワン』に、日本語野やとかいうものを、戴いただいた」

　一言一言を、ねじりだすように言葉を紡つむぐ人狼。

「だから、情報を隠かくそうとしても、無む駄だだ」

「別に隠すつもりはねぇよ。ああ。おれが海藤重しげ彦ひこだ」

「……いったい何者だ」

「ヒーロー志願の元もと少年だ。……はるか昔のことだけどな」

　本当に昔の話だな、と自じ嘲ちようする。

　人狼は、周囲に視線を走らせ、鼻をぴくぴくうごめかせた。

　人間の姿をしながらあまりに獣けものらしい行動に、海藤はふ、と笑う。

　たずねる人狼。

「……おまえ、ひとりだけ、か」

「ノーコメントだ。言ってもどうせ信じねぇだろ？」

「……舞まい原ばるサクラも、一緒か？　舞原サクラはどこにいる？」

（……なんだと？）

　内心の驚きをおくびにも出さず答える海藤。

「知らんと言ったら信じてくれるか？」

　押し黙った人狼に、畳たたみ掛けるようにして言葉をかける。

「それよりも、いいのか？　応援を呼ばねぇで。携帯は壊しちまったようだが、通信機ぐらいあるんだろ？　近くのやつらに援えん軍ぐんを頼んだらどうだ？　おまえが呼べば、仲間が十分もかからず集まってくるはずだ。だろ？」

　人狼の目が、一いつ瞬しゆん丸まるくなり、ついで細められる。

「……いったい、何を、考えている。人間」

「さぁな。一応、おまえのためを思って言っているんだが」

　言いつつ、海藤は「やはりそうか」と心のなかで納なつ得とくする。

（やはり、舞原サクラが逃げ出していたんだ。だからこいつらは警けい戒かい態勢を変えたんだ。だが、まだサクラ姫の居い所どころはわかっていないらしい──だからこいつは疑っている。おれから目を放していいのかどうか。下へ手たに応援を呼んで、他の区域の配置を薄くしていいのかどうか──）

　それにしても、サクラが逃げ出したのなら鴨かも音ね木ぎエレナはどうしているのか？

　ようやく考えをまとめ終えたのか、人じん狼ろうが口を開く。

「……おれの、役目は、この区域からだれも通さないことだ。そしておまえごとき人間は、おれひとりで、じゅうぶんだ。援えん軍ぐんなど必要ない」

　海かい藤どうは笑い、繰り返す。

「おまえのためを、思って、言っているんだがな？」

　言葉とともに、足もとに転がっているものを蹴ける。

　人狼の目がかっと開かれ、雄おたけびのような声が轟とどろく。

「──罠わなだ！」

「ああ？」

「──きさまは、テオを罠にはめたんだ！　汚らしい罠にはめ、戦士にあるまじくも後ろから撃うつようなまねをしたんだ！　でなければテオがきさまごときに負けるはずがない！」

「……で？」

　人狼はしばらくはぁはぁと荒い息を吐いていたが、一つ大きく呼吸をし、言った。

「きさまが殺した戦士の名は、テーオバルトという。そしておれの名は、インゴ。テオの無む念ねんを晴らす者」雷らい光こう閃ひらめく黄色の瞳が海藤を射いる。「きさまのことは、なるべく生け捕れと言われている。だから無む駄だな抵抗はするな。無駄な抵抗をすれば、もはやおれは自分をとめられない」

「……悪いが気持ちだけ、受け取っとくよ。てぇか妙みような気き遣づかいするなよ。気持ち悪い」

　人狼の唇くちびるが笑いにゆがむ。

「きさまがテオに勝てたのは、汚らしい罠を使ったからだ。だがわれらの基地のある、このあたりに罠はつくれなかったはず。それでもおれに勝てると思うのか？　人間ごときが人狼に？」

　海藤はふん、と鼻を鳴らしてみせる。

「なんだ？　おまえもあれか？　こいつと同じく、自分を狼おおかみ男おとこか何かと勘かん違ちがいしているわけか？」

　足もとの『もの』をつついて笑う。

「……まったく、吸きゆう血けつ鬼きといい狼男といい、本当におまえらは、ドリーマーな集団だなぁ」

　海藤の言葉に、行動に、インゴ、と名乗った人狼は、しばらく海藤をながめていた。

　やがて、テオと呼んだ男の首、人の姿をしたままの首に視線を移す。

　にやりと笑みを浮かべて言う。

「……きさまは卑ひ怯きようにも、テオに戦わせる間も与えなかったのだな。いきなり襲おそい、首を落とすようなまねをしたのだな」

「頭のおかしいやつにいちいちつき合っていられるか」

「ならば言っておこう。おれの勝利は、テオの無念が生み出す勝利だ。きさまが汚い罠にはめ、戦うひますら与えなかった戦士の無念がおれを助けてくれる。きさまはこの世にありえざるものを見て、恐怖のうちに死んでいくことになるんだ」

「そうかいそりゃあ、楽しみだ。……おまえら本当にそういうこけおどし、好きだなぁ」

　──突然、

　海かい藤どうの胸の奥底に、苦にがい何かが湧わき起こる。

　それは苦にが味みであり、悲しみであり、怒りの成分が含まれる。

　まず『ザ・ワン』に対する怒り。

　こんなひどい戦いに、こんな純じゆん朴ぼくなやつらを巻き込んだことに対する怒り。

　次に巻き込まれた人じん狼ろうたちに対する怒り。

　おとなしく暮らしていればよかったものを、のこのこ出てきたことに対する怒り。

　そして最後に、自分に対する怒り。

　確かにまだ少年のあのころは、正義の味方にあこがれていた。

　だから警察官を、ついで自衛官を目指した。

　が、あのとき抱いていたヒーロー像と、死体の首を蹴けり転がし単純な相手をペテンにかける、いまの自分とがどれほどかけ離れていることか？

（だが、相手は人狼なんだ。まともにやれば銃じゆう弾だんだってよけるやつらだ。少々の傷なんてあっという間に回復しちまうやつらで、そしておれは、そんなやつらに勝たなければならないんだ）

「……もういいだろ？」

　抵抗するな、とかおとなしくつかまれ、とか、いまだ警けい告こくを発し続けている人狼インゴを鼻を鳴らしてやめさせると、海藤は、二丁ちようの銃口を、向ける。

　その口もとをゆがめ、言う。

「なぁインゴとやら。おまえがどれほどいいやつだろうと、たとえ郷きよう里りに家族を残してようと、おれはおまえを殺すんだ。そうでなければおれたちのほうが殺されるんだ。いまさら止められりゃしねぇんだ。だからいいかげん、もういいだろう？　とっととはじめようじゃねぇか。きれいごとのねぇ、ぎったぎったの殺し合いを」

　言うなり海藤は横へと飛んで、威い嚇かくではない発はつ砲ぽうに銃の引き金を引いた。

　引き続ける。

　消音装置につぶされた、くぐもった銃声が、連続して、響ひびいた。







　　　５．（美里・２）




　ぷぎゃあ、という鳴き声とともに、腹を割さかれた猫が空中を舞い、地面につぶれる。

　それでもなおイノシシに向かおうとする猫たちを、しかしまったくものともせず、イノシシは、殺さつ戮りくを続けてまわる。耳をぐるぐる、鼻をひくひく動かして、その鋭い牙きばで猫を引き裂き吹き飛ばしてまわる。

（あれは本当に、イノシシだろうか）

　ともすれば消えそうになる意識を必死で保ちつつ、美み里さとは思う。

（あんな凶きよう悪あくな生き物が、本当にイノシシなのだろうか。あれは悪あく魔まの化け身しんじゃないのか？）

　イノシシというのは、夜や行こう性せいじゃないのか？　人間を怖がるんじゃないのか？

　……あたしはここで、イノシシなんかに殺されるのか？

（……吸きゆう血けつ鬼きや、人じん狼ろうならともかく、……イノシシ、なんて）

　知らずゆがんだ笑みを浮かべて、美里は片手で熱いおなかを押さえ、片手は地面から平たい石を拾って、背後の木によりかかりつつなんとか立ち上がった。

　その行動に注意を引かれ、イノシシが、美里に鼻はな面づらを向けた。

　その目は美里を見ているのだが、あまり目はよくないらしい。

　そのために、二回目に二メートルほど宙を飛び、この木にぶつけられてからは、美里は襲おそわれていなかった。

　もちろん、猫たちの身を挺ていした犠ぎ牲せいのおかげもあるが。

　二回目の突進の際、幸運だったのは、おなかを押さえ泥のうえを転がりまわっていたのがさいわいしたのか牙の被害は受けなかったこと。ただ吹き飛ばされただけだったこと。もっとも、

（ああ傷口に泥が入ったあたしは毒に侵されるあたしは破は傷しよう風ふうになるあたしはもう、ばい菌きんに、侵される──）

　すでに決まった結末を、先さき延のばしにしただけかもしれなかったが。

　なぜだろう、全身はもちろん、腹部にももう痛みは感じない。

　ただ、たとえようもないほど激しく熱いだけ。

　そして胸が、かつてないほどうずくだけ。

　水みず溜たまりは泥ににごり、大地は血に赤く染まっている。

　あちこちに猫が倒れている。その身体からだから例外なく赤い血を流し。ピンク色した腸ちようが見えたような気がして、美里は思わず顔をそらす。そして自分の腹部に目をやる。赤く染まったシャツに隠かくれてよく見えないが、いまだに血はあふれ続けている。そして、何かが出てこようとする感覚がある。きっと美里が手を離したら、腹部の圧力で腸が飛び出てくるのだろう。

　おなかが熱く、そして寒い。

　胃がごろごろ鳴るのを感じ、美み里さとは大きく深しん呼吸、もう一度、イノシシを見た。

　イノシシはもはや猫を気にすることなく、完全に美里に向き直っている。耳をぐるぐると動かしつつ、美里のほうを睥へい睨げいしている。牙きばをぎしぎし擦すり合わせながら。

（──ああ、うそ、研といでいる？）

（信じられない、こいつ、牙で牙を研いでいる。あたしに牙を突き刺すために）

　こいつは本当に、イノシシなのだろうか。

　自然の存在なのだろうか。

　あるいはこれは、罰なのかもしれない。サクラの言いつけを破り、ひとりでノコノコこんなところに来たことの。自分の力を過信して、慢まん心しんして、用心もせずひとりで水浴びになんか来たことの、その罰が、かたちをとって現われたのかもしれない。

　あたしは、自覚していなければいけなかったのに。

　どんな日常もただの一歩を踏み外せば、暗黒の世界が広がっていることを。

　──ならばこれは、自じ業ごう自じ得とく？

　周囲に散らばる、猫たちの死体。

　ついさっきまで美里の回りに座り込み、あくびしていた、かわいい存在──

　のどを鳴らして、美里はイノシシを、にらむ。

　木の枝を三本も、角つののように頭に刺したイノシシを、自分の双そう眸ぼうで、にらみつける。

　口が勝手に、言葉を紡つむぐ。

「──おまえ、あたしを、食べたいの？」

　鼻を引くひくうごめかし、こちらを見ている、獣けもの。

　美里は笑う。

「知ってる？　肉食動物は草をおいしいとは思わないのよ？　だって草を食べる必要ないから。草食動物だって、肉を食べたいとは思わない。だって必要ないから。必要があるからこそ、生き物は食べ物をおいしいと思い、食べようと思う。味とかにおいというのは、それを教えてくれるもの。必要があるものかどうか。害があるものかどうか──

　雑食のおまえにとって、あたしはいいにおいがするの？」

　──それともただ、殺したいだけ？　怒っているから殺したいだけ？

　イノシシは、答えない。

　ただ、美里の声に反応したかのように、耳をぴくぴく震わせる。

　美里は笑みを浮かべて言う。

「……いいわよ。だったらあたしを食べなさい。

　……食べられる、もんならね。

　でもそれができないのなら、あたしがおまえを食べてやる。あたしがおまえを食べてやる。おまえはあたしに怒っているのかもしれないけれど、あたしだって怒ってる。猫を殺した、おまえをあたしは許さない。だから絶対に、あたしはおまえを食べてやる。おいしそうとは思わないけど、いいにおいもしないけど、絶対に、あたしはおまえを食べてやる──」

　自分が何を言っているかも分からずに、美み里さとの口は言葉を紡つむぐ。

　紡ぎつつ、獣けものをにらみつけていく美里の頭のなかにもう自分のことはない。猫たちのことも、サクラのことさえもはやない。あるのはただ圧倒的な死と、死を見すえる冷めた瞳と、そして腹の底から燃え上がる、熱さのごとき、激しい怒り。あたしはもう、死ぬかもしれない。死ぬしかないのかもしれない。でもそんなこと関係ない。ここはあいつの縄なわ張ばりで、この泥どろ沼ぬまはあいつのものなのかもしれない。でもそんなことも関係ない。あたしは最後まで戦う。最後まで、あいつを食べるために戦う。吸きゆう血けつ鬼きも人じん狼ろうも、サクラもみんな関係ない。あたしは食べるために戦う。たとえあいつを、殺しても──

　のどもとを何かが競せりあがり、美里は血の塊かたまりを吐く。

　あごからしたを朱あけに染め、笑い、にごった声で言う。

「来なさいよ。……さあ」




「来いよ！　てめぇ！」




　次の瞬しゆん間かん、イノシシが、がはぁとその口を開いた。

　ぬめぬめとした舌をひらめかせ、よだれをたらし、美里に向かって走りはじめる。

　ぼんやりとそれをながめつつ、美里は石を持った手を、頭上の木の枝、もたれかかっている木の枝に、からませる。獣の巨体が目前に迫ると同時、腹を押さえていた手を離し、頭上の枝に抱きついていく。両の足で地面を蹴けって。信じられないことに、とんでもないダメージを負っているはずの美里の身体からだは言うことを聞いてくれた。美里の身体は美里の心に従ってくれた。美里の身体が跳ね上がり、木の枝にからまるように抱きついていく。イノシシの視界から消える。が、信じがたい凶きよう暴ぼう性を身につけた悪あく魔まの獣はすさまじい勢いで突進してきたにもかかわらず、美里の姿が眼前から消えた瞬間ぴたりと止まる。寸すん前ぜんで、木に激げき突とつすることもなく、イノシシは自分の体重を見事に止める。それは美里の計算違ちがいだったが、もはや美里にはどうでもいい。美里の身体が完全に木の枝にぶら下がるかたちになった瞬間、つけねから木の枝がぼきりと折れ、美里は木の枝ごとイノシシの背中に落っこちた。木の枝の広がりがいい具合にイノシシの身体の動きを押さえてくれて、だから美里は木の枝とイノシシの背に挟まれたまま、必死に首を曲げ、イノシシの頭を、そこに刺さった三本の木の枝を探した。激げき痛つうが腹部から全身に走るが、それでも美里の意志は止まろうとせず、必死にイノシシの頭に刺さった木の枝を求める。手に持った石で、致ち命めいの一いち撃げきを叩たたき込むために。

（そうだ、せめて、せめてこの石で、一撃）

（イノシシの頭に突き立っていた、あの三本の枝に一撃を叩き込むまでは、あたしは死んでも死に切れない──）

　──三本の木の枝が視界をかすめた瞬しゆん間かん、

　美み里さとはついに、イノシシの背中から枝ごと振り落とされた。

　身体からだ中を硬い地面の衝しよう撃げきが襲おそい、そして美里はイノシシの牙きばを真下から見る。

　覆おおいかぶさってくる影かげに、視界がたちまち真っ暗になる──




（……ああ、畜ちく生しよう……ダメなのか──いいや最後まで──）




　鼻び腔こうが生なま臭ぐさい息をとらえ、暗くら闇やみに、飲み込まれ。

　美里の意識は、暗闇のなかへと沈んでいった。







　　　６．（海藤・３）




　動きをひとときも止めることなく、海かい藤どうは銃を撃うち続ける。利きき手の銃は相手へと向け、左手の銃は自分の防備のために撃つ。相手の狙いが定まらないよう、とにかく身体からだを動かしつつ、隙すきのできそうなところ、敵の狙いそうなところに弾たまを置くようにばらまくことでけん制する。

　どれほどの反はん射しや神経を持とうとも、生なま身みの身体を持つ限りその動作には限りがある。

　そして、いくら超ちよう回復能力を持っていても、治ち癒ゆすべき部分そのものがなくなれば回復はできない。

　たとえば心臓を破壊すれば。

　たとえば首を切り離せれば、人じん狼ろうとて殺すことができる。

　ほとんど音速を超える鉄の塊かたまりを、連続で打ち出す銃ならそれも可能。

　ただし、よけられなければ、だが。

「……なるほど、きさま、ただの卑ひ怯きよう者ではないようだな」

　音速の速さで飛ぶ銃じゆう弾だんをよけられるぎりぎりの距離で隙すきをうかがいつつ、海藤を褒ほめ称たたえる人狼──インゴ。

「……だが、いつまで続くかな？　弾も体力も限りがあるはず」

　海かい藤どうが近づけば、それだけ人じん狼ろうは離れる。あくまで弾だん丸がんをよけられるだけの距離を置くこの人狼は、テーオボルトとかいう人狼とは比べ物にならないほどに戦いづらい。よけられると分かっていて銃を撃うつのは精神を疲労させ、しかし両手の銃を撃ち続けなければ向こうはその人間を超えた反はん射しや速度を活かしてふところに飛び込んでくる。

　そうなれば、人間ごときはもはや秒びよう殺さつされるしかない。

　テーオボルトとやらのときには、罠わなを仕掛けることができたし、地の利もあった。

　しかし今回は何もない。

　荒く息を吐き、叫ぶ海藤。

「なんなんだ？　てめぇ。なんで弾たまをよけられるんだよ！」

　笑う人狼。

「さぁ、なんでだろうなぁ。人間」

　蔑さげすむようなその口く調ちように、心のなかで海藤はつぶやく。

（……いまのうちに笑ってやがれ、狼おおかみ男おとこ。おれは最後に笑えばいいんだ）

（──おれの弾が、切れたときこそがチャンスだ）

　腰のベルトにもう二丁ちよう、銃が差し込んであることを、インゴは気づいているだろう。

　いずれ弾が切れたなら、海藤がそれと取り替えようとすることぐらい、インゴも見けん当とうつけているだろう。そのとき銃じゆう弾だんの雨がやむ。そのとき隙すきが生まれると。

　狙いながら撃うつ右手の銃より、ただばらまくだけの左の銃のほうが消費は早い。

　口こう径けいを捨てることで総そう弾だん数すうを増やしてはあるが、使い方が使い方、あっという間に弾たまは尽きる。だからこそ、替えの銃は左わきと腰の後ろに差さしてある。そして海かい藤どうは、わざと腰のベルトを見せ付けるように、動く。とある組織から支給されたこのガンベルトは、ホルダーに銃を差し込むだけで新たな弾倉マガジンが装そう塡てんされる。人じん狼ろうも、さすがに見ただけではそこまで理解できなくても、このベルトにはマガジンがたくさんついていること、まだまだ弾だん丸がんを補充できることには気づいているだろう。

　弾を撃ちつくすまで逃げ回られる、なんて事態だけは、避けなければならない。

　そうなればもう完全に、海藤には勝ち目がなくなる。

　だから海藤はわざと、弾があることを見せ付けるようにして動く。そして自分がいずれ銃を取り替えるということをわざと推すい測そくさせる。えさをまく。ただ一回のチャンスのために。唯ゆい一いち勝てる瞬しゆん間かんのために──
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（──弾が、切れる！）

　カチッ、と左手の銃が、世にも不ふ吉きつな音を立てた。

　その音が聞こえると同時、海藤は右手の銃を撃ちつつ左手を腰のガンホルダーへと落とす。

　遠くで、人じん狼ろうの顔が笑みに、ゆがむ。

　音速の壁を破った弾丸を避けた瞬間、人狼の姿すがたが視界から消える。

　インゴと海藤の間のこの距離を、人狼は一秒とかからず越える。それほどの速度が相手では、いちいち状況を脳で確認していては間に合わない。だから海藤の腕も、人狼が消えたのを確かめるまで待ったりはしない。来る、と思ったその瞬間には左手は、脳の指令など待たず条件反はん射しやで動いている。人狼と自分を結ぶ最さい短距離を狙うように、銃を取ろうとしたはずの左手は止まる。そして左手のコートのそでから隠かくしの小型拳けん銃じゆうが飛び出す。飛び出したそれが手のひらに収まった瞬間にはもう、海藤は引き金を引いている。もちろん、袖そでにおさまる小こ型がた拳銃程てい度どの口径で人狼に傷を負わせられるとは思っていない。鉛なまりをめり込ませられるとさえ思っていない。その小型拳銃から発射される弾丸は、ただ相手をひるませられればそれでいい。虚きよをつければそれでいい。ただの一いつ瞬しゆん間かんでも、マッハの速度で飛ぶ銃じゆう弾だんをよけきれない距離で人狼の足を止められさえすれば。

　両手で顔を覆おおった人狼の姿を、視し界かいがとらえた瞬間。

　口径の大きい、海藤の右手の白銀の銃が火を噴ふき、それは人狼インゴの身体からだをとらえた。

　次々と、弾丸がインゴの身体にめり込んでいく。

　口径の大きな右手の銃から発はつ射しやされた弾丸は、テオの動きを止めたようにインゴの身体を、当たったところを吹き飛ばし、その動きを止めていく──はずだった。

　だが弾丸はインゴの腕に、胸に、胴どう体たいにめり込みはしたが、その部分を吹き飛ばし動きを止めるまでには到らなかった。

　次の瞬しゆん間かん、インゴの身体からだは銃じゆう弾だんなどものともせずに、海かい藤どうのふところに入っている。

「──！」

　海藤の両手をおのれの手で封じ、人じん狼ろうは、笑い声を上げた。

「……あいにくだったな、人間。人間なら、……人狼でも、この距離で弾だん丸がんを受けていたら、……無抵抗で受けていたら、ひどいダメージを負っていただろうにな」

「……な、なに……？」

「人間だって、身み構がまえれば筋肉が引き締まり、身体が硬くなるだろう？　人狼のそれは人間のそれの比ではない」ククッ、と笑う。「来ることが分かっていたら、あらかじめ身体を緊きん張ちようさせておくことができる──気づかないと思ったのか？　おまえがわざと隙すきを演出していたことに、おれを誘っていたことに、おれが気づかないとでも？

　不ふ意いをつかれたときならともかく、来ると分かっている弾丸ごときがこのインゴを、人狼の戦士の身体を貫つらぬけるものか！」

「……」

「……残念だよ。結局生いけ捕どりにすることになったな」

　人狼の、人の顔の奥からのぞく黄色い瞳が、冷たく海藤を射いる。

「……ならばおれは、せめて、おまえから抵抗の手段を奪わせてもらおう」

　言葉とともに、人狼の両手に力がこもり。

　骨の折れる音が、海藤の身体のなかから響ひびいた。




　　　　◆




　左腕を筋肉ごと、骨まで握りつぶされながら、海藤はうめき声ひとつ上げなかった。

　そしてインゴは驚いたような顔をして、自分の左腕、なぜか力の入らなかった左腕を見つめていた。

　──動かない？

　海藤の放った銃弾を受けてしまっている──そのせいか？　やはりいくらかのダメージを負ってしまったのか？　いやばかな？　あの程度の口こう径けいで？

　怪け訝げんな表情を浮かべるインゴにもたれかかるようにして、ささやきかける海藤。

「……残念だったな」

「……何？」

「二、三手先さきを読んだくらいじゃダメだ。相手の意向そのものを、読まなけりゃ、将しよう棋ぎでもチェスでも勝負事ごとはなんでもな。そしておれの意向は最初から、弾丸をよけられるおまえを油ゆ断だんさせ、弾丸が当たるようにすることだけだった。怒らせたのも、隙を見せたのも」

「……な、に？」

　──きさま、それは、と問いかけて、インゴは自分の左腕を見る。

　そして気づく。弾だん丸がんを食らった部分が、青く変色しているのを。

　超ちよう常じようの回復能力を持つ人じん狼ろうなら、いまごろ弾丸は排出されて傷は塞ふさがっていてもいいはずなのに──

「……こ、こ、これは……」

　海かい藤どうは悲しげな表情を浮かべ、インゴに向かって話しかける。

「なぁ人狼、なんでおまえらが『ザ・ワン』に従ったりする？　『ザ・ワン』は、おまえら闇やみの存在にとって、最大の裏切り者のはずなのに」

「……なに？」

「……『ザ・ワン』がみずからをアメリカに身売りしたために、人間は、おまえら狼おおかみ男おとこや吸きゆう血けつ鬼きなんかが実在することを知ることになった。……分からないか？

　ああ、おれはおまえが人狼なのを知っていたし、人間は人狼のことを知っていたよ。

　そしてな、人間がおまえらの存在を知って、脅きよう威いの存在を知って、何の対抗策さくも講じないとでも思ったのか？　本気でそう思っていたのか？」

「──うう？」

　インゴの両手がその意思に反し、海藤の腕から離れ、震えはじめる。

　震える両手で、インゴは腹の傷口を──青く変色をはじめた傷口を押さえ、指を突っ込み、苦痛のなかから弾丸を、えぐり出す。

　それは鉛なまりではない、

　──銀色の、弾丸。

「……ぎ、銀の弾丸？」

　勘かん違ちがいするなよ、と海藤は首を振る。

「そいつはただ銀ってだけだ。神しん聖せいな力は何もない。神聖な力なんてものは存在しない。おまえを殺すのは、あくまで科学──その弾丸に注入されていた『毒』だよ」

「──ど、毒？」

　がくり、と力が抜けて、インゴは地面にへたり込む。

　座り込み、そして倒れたインゴを見下ろしつつ、海藤は無事だった右手をポケットに突っ込み、液体の入った缶を取り出す。そして話を続ける。

「ああ毒だ。正確には、レトロウィルスとかいうやつ。詳しいことはおれもよくは知らないんだが、とにかく、正常な細さい胞ぼうをがん化させてしまうウィルスだ」

「……が、がん……」

「そうだ。がんっていうのは、いわば身体からだ全体の都つ合ごうを聞かず勝手に増ぞう殖しよくしていく細胞だ。細胞の持つ増殖能力の異常──このウィルスは、そのがん化を引き起こす。とは言っても、普通の人間相手にはたいした武器にはならないが、……効くだろう？　超のつく回復能力──細胞増ぞう殖しよく能力を持つおまえたちには。何しろこいつはおまえら自身のとんでもない回復能力を利用して、広がっていくんだからな」

「……う、わ、う……」

　もはや、インゴの言葉は意味をなさない。

　がん化した細さい胞ぼうが人じん狼ろうの超ちよう回復能力のままに、その猛もう威いをふるいだす。血液によって身体からだ中に運ばれた異い常じよう細胞が、身体中のいたるところに青いしみを作りはじめ、それはやがて黒く変色していく。そこから崩れはじめる。がんの結末──人間なら何年とかかるところを、人狼の回復能力はわずか数分でやりとげていく。

　身体を末まつ端たんからボロボロ崩しつつ、何かを言いかけるインゴに、

　ああそうだ、とうなずく海かい藤どう。

「こいつはおまえらみたいな不ふ死じ身み性を持つ怪物をやっつけるために、人間の知恵が生み出したものであり、おれは最初からおまえが人狼なのを知っていた。知っていて、油ゆ断だんを誘った──こいつをぶち込むために。──ああ、おれは卑ひ怯きようなまねをした。謝るつもりはないけどな。勝手に甘く見たのはそっちだ。……これだけじゃない、他のいろいろなことについても」

（おまえは悪いやつじゃなかった）

（……なんで、『ザ・ワン』なんかについた）

（なんで、人間の敵に回った！）

　そう言いたくなるのを、海藤は必死でこらえる。

　それは決して、事情を知らない人間が勝手に責めたりしていいことではないだろうから。

　だが、こんな事件を起こしてしまった以上、もはや舞まい原ばる家は『ザ・ワン』を、そしてそれに与くみした人狼をも許さないだろう。

　人狼はもう、少なくともこいつらの種しゆ族ぞくはもう、『ザ・ワン』と運命を共にすることになる。

　彼らはもはや隠かくれ住むことすら許されず、滅びに向かうことになる。

　胸のうちを、搔かき毟むしられるような思いに、海藤は歯を食いしばる。

（……なんで、人間を、舞原家を、甘く見た……）

　おれが子供のころ夢見ていたのは、こんな戦いではなかったはずなのに。




　　　　◆




　インゴは、数分とかからず、完全に沈ちん黙もくした。

　それから二分と経たたないうちに、その身体は完全に、崩れ去った。わずかに残った黒い炭のような骨に、海藤はポケットから出した缶のなかの液体をかけた。

　黒い骨はたちまちのうちに、溶けて消えてなくなっていく。

　死者に鞭むち打うつ行為と思うが、人狼相あい手てに証しよう拠こを残していくわけにはいかない。

　こちらにこんな武器があることを知られては、もはや勝てなくなるから。

　死し因いんを推理できるようなものはすべて消さなくてはならない。

　だから、インゴと名乗った人じん狼ろうの死し骸がいの痕こん跡せきを完全に消し去ると、海かい藤どうは、次に役目を終えたテオという人狼の首にも液体をかける。

　強力な溶よう解かい液えきは、人狼の首を骨まで溶かして地面のなかに消えていく。

　折られつぶされた左腕に添え木を当て瞬しゆん間かん硬こう化か剤ざいを吹きつけながら、海藤はそれをながめる。

　首が完全に消えたのを確認し、突とつ如じよ、脱だつ力りよく感かんに見み舞まわれる。

（──あとは、もう一匹の人狼が戻ってくるまえに、ここを離れ、大ゆ城め跡あとに向かうだけ──）

　これでもう、すべてが終わる。

　被害は最小限におさえられる。鴨かも音ね木ぎエレナも、和わ歌か丘おかのブルーのメンバーたちも、みんな舞まい原ばる家が救ってくれる。助けられるものは助け出され、そのあとは──

（おれはやった、やりとげたんだ、みんな、これで、きっと……）

　いいや、まだ、終わっていない、と海藤は首を振り、立ち上がる。

　一息つくのは、この町から抜け出したあとだ。

　最後にもう一度自分の身体からだを見回し、周囲を見渡したのち、あらためてコートをはおり、歩き出す──

　──と。




「！」




　何かが、大気を震わせた。

　空を見上げた海藤の、視線のさきで、何かが爆発する音が響ひびく。

　どんどんと、空に花火が上がっていく。

　まだ午後の明るさにもかかわらず、くっきりと、空にピンクの花火が上がる、何発も何発も。どんどんどんと音を立て。煙が昇る。空に花が咲く。ピンク色した火の花が。

　海藤はしばらく、それをながめていた。

　まず、なにが起きているのか分からず、次いで、何が起きたか理解するのを拒否して。

　やがて、海藤の手足から力が抜ける。

　その場にほとんど崩れるように座り込むと、大だいの字じになって横たわり、大声を上げて笑い出す。

（……ヨブだ、ヨブを思い出せ──）

　運命の、なんという皮ひ肉にくなことか。

　今いま空に向かって打ち上がっているこの花火、これは──







　　　７．（美里・３）




　何かすさまじい音が聞こえたような気がして、美み里さとは意識を取り戻し、目を開いた。

　まず飛び込むのはサクラの姿すがた。

　無表情に美里のことを見下ろしているサクラの姿に、美里は口を開こうとする。唇くちびるは血で固まっており、開くにつれてぷちぶちいう。が、声が渇かわいた唇を通り抜けるまえに、サクラが微笑ほほえんで、言う。

「しゃべっちゃダメ。山やま本もとさん、けっこう重傷なんだから。……いいから、しゃべっちゃダメだってば。残りの体力は、全部生きるために使って。山本さんの心さえ、その気になれば、大丈夫、身体はきっと応えてくれるから」

　どおん、と空に響ひびく音。

「見たよ、イノシシ。山本さんてばすんごいの、つかまえちゃったね。今日から山本さんのこと、『トゥワカ・ツィツィ』って呼ぶよ。……ええとね、トゥワカはブタ、ツィツィは、踏み踏み──アフルカの言葉でね、『ブタを踏んづける女』って意味なんだ。

　──戦士の通り名、だよ？」

　……戦士？

　もはや鳴り響く花火の音も忘れて、美里は視線をめぐらして、イノシシの姿を探そうとする。

　だがすぐ意識が朦もう朧ろうとして、暗い闇やみに落ちそうになる。

　なんだか世界が回るなか、全方向から聞こえてくる、サクラの声。

「心配しなくても、ちゃんとお肉、取っとくからさ。元気になったら一緒に食べよ？　シシ鍋なべとかね。山本さんはね、心臓を食べるの。それが礼れい儀ぎだから……」

　──美里は目を、見開いた。

　サクラの瞳から、涙が零こぼれ落ちるのを見て。

　なんとか手を伸ばそうとするが、しかし身体からだが動かない。

　サクラは大きな瞳から涙をぽろぽろ落として言う。

「ごめんね山本さん。でもあたし、知ってるから。山本さんががんばってたこと、ちゃんと、知っているから。山本さんが一いつ所しよ懸けん命めいだったこと……」

「……」

「……でも、でも絶対に、生きていたほうがいいから。生きているほうが絶対いいから、だから、ごめんね山本さん。山本さんのお願い、無視しちゃうことになるけど、あたしのこと、許してね。怒らないでね。きらわないでね──」

　サクラの手が伸び、美里の目を、そっと閉じさせる。

　美里は逆らおうとするが、しかしまぶたの重さに耐えられない。

　まるで接せつ着ちやく剤ざいでも塗ったかのように、両の目が開かなくなる。

　そして美み里さとは、抱きかかえられるのを感じた。

　背中に手を回されて、おなかに手が当てられる。

　ぱっくり割れてたはずの部分は、なぜか痛みは感じない。

　ただそこに、心地のいい熱がある。

　身体からだ全体に広がっていく、気持ちのいい、温かさがある。

　闇やみのなか、光のように際きわ立だつそれは、きっとサクラの持つ体温。

　サクラの声が、優しく名前を呼ぶ声が、快い音楽となって全身に染みとおっていく──




　──大丈夫だからね、山やま本もとさん──




　美里が眠りに落ちたのを、確認し、サクラはそっと、美里を地面に横たえた。

　おなかに当てていた手のひらを、はずす。

　血の止まった傷きず口ぐちを確かめ、

　眠っている美里に、サクラは微笑ほほえみかけていう。

「……いま花火の信号弾だん、打ち上げたから、舞まい原ばる家の迎えがすぐ来るからね。そしたら注射を打とうね。そうすれば、元気になるよ。身体に入った『毒』を殺せば、きっと元通り元気になれるから。しゃべれるようになるから。だからそれまで、待っててね──」

　山本さんのお願いを、無視しちゃうことになっちゃったけど、

　追つい跡せき者にも、見つかることになるだろうけど、

　でも、それでも、生きていたほうが絶対いいから。

　あたしはそう、信じているから。

「お願いだから、許してね。山本さん……」




　　　　◆




　──森が突然の突とつ風ぶうに揺れ。

　現われる、何者かの影。

　サクラの周りに座っていた猫たちが、一いつ斉せいに立ち上がり、そして牙きばを剝むき出した。







　　　８．（そして──）




　和わ歌か丘おかと日ひ炉ろ理り坂ざかの境きよう界かいとなる山のなか、森の一角から発はつ射しやされた桜さくら色いろの花火は、真昼の光のなかにあってくっきりと、その姿すがたを空に映し出していく。

　だが本当に重要なのは、何発も何発も放たれていくその音。

　重なり合った特とく製せい花火の重じゆう音おんは、ある種の波形を形けい成せいしていく。それは特殊の和わ音おんとなり、共鳴反はん応のうを引き起こす。舞まい原ばる家の四よ隅すみに立てられた御おん柱ばしらを揺り鳴らす。

　舞原の家の御柱に直接信号を送る──それは舞原家の当とう主しゆにのみ許された、緊きん急きゆうを告げる通信手段。

　御柱が共鳴反応を起こし揺れ動くのを見、事件が起きた──否、起きていたことを悟さとり、舞原家のメイド長、みんが口内で鳴お咽えつをかみ殺した同時刻、和歌丘のホテルでクーラーの効いた夏の午後を木きの下した水すい彩さいと楽しんでいた三み輪わ方かた遼りよう子こは、空に上がった花火を見、『ザ・ワン』となった端たん末まつたちの記き憶おくを探ってそれが舞原家の暫ざん定てい当主、舞原サクラしか放てぬ信号であることを、知った。衛星によってその花火の打ち上げられた場所を探しつつ、たとえ衛星をはじめとするネットワークをすべて掌しよう握あくする『ザ・ワン』でも、その信号が舞原家に届くことは阻はばめない、ということを、確認した。

　いまはまだ、何事が起きているのか知られていないとしても、すぐに舞原家の者たちは気づくだろう。

『ザ・ワン』にだまされていたことに。

『ザ・ワン』にたばかられ、侵入を許してしまっていたことに──




　三輪方遼子は、そのときが来たことを、悟さとった。




　ただちに全ぜん端末が『オード』でつながり、戦闘体制を形成しはじめる。

　同時に遼子は人じん狼ろうたちに指し令れいを送る。直ちに、何があろうと最さい優先で、舞原サクラを確保することを。

　もしも舞原サクラが日炉理坂に取り戻されたら、この戦いは『ザ・ワン』にとって危ういものとなる。

　だが舞原サクラさえを手に入れられれば、もはや『ザ・ワン』の勝利は揺るぎようがない。

　そしていま、『ザ・ワン』は確実に、日炉理坂に対して先手を取っている。

　日炉理坂のどんな乗り物よりも、同じ森にいる人狼たちのほうが早く、サクラのもとにたどりつける。人狼のほうが確実に早く、舞原サクラを拿だ捕ほできる。

（──そうだ、たとえ舞原家に気づかれても、サクラさえ手に入れば、かまわない。あたしたちは間違いなく、先手を打つことが、できる）

（いいや、もう先手を打っている──）




（──日ひ炉ろ理り坂ざかへの侵しん攻こうを、開始する！）




　三み輪わ方かた遼りよう子こは、号ごう令れいを発した。

　三輪方遼子の指し令れいにより、和わ歌か丘おかの各所にこっそり配置されていたシステムがついに働きはじめる。

　それは、『ザ・ワン』の二千年の叡えい智ちが作り上げた、日光に弱い『ザ・ワン』が少しでも動きやすくするためのシステム──人じん工こう雲うん発生装置。

　それは空気中にチリを吹き上げ、大気に温度差を作り、上じよう空くうに雨あま雲ぐもを形けい成せいしはじめる。『ザ・ワン』二千年の知識によって生み出された特とく製せい人工雲発はつ生せい装置は、いまその力の発はつ揮きをはじめ、和歌丘一帯の上空に雲をつくりだす。雲はやがて雨を落とし、雨は和歌丘の土地に、激しい濃のう霧むを発生させる。『オード』でつながる『ザ・ワン』にはなんの支し障しようもきたさないが、人間はその視覚をさえぎられ行動を制限させられてしまう濃い霧を。日光を通さない悪あく夢むのような白い霧は、たちまち町のなかへと満ちていき、雨のなか、さきの見えない空間をつくりあげはじめる。──それこそ。

　海かい藤どう重しげ彦ひこが相あい棒ぼうから聞かされていた、雨の予よ言げんの風景だった。

　周囲のあわただしい様よう子すに、ホテルのなか、鴨かも音ね木ぎエレナを抱き支えつつ神かん名な木ぎ唯ゆいは唇くちびるを嚙かんだ。

（……ついに、来た……）

（海藤さんの言葉のとおり、確かに雨が、降った……）

　息を吸い、唯は、

　運命を告げる『その言葉』を、そっとつぶやく──




「……雨が、降る……」




　　　　◆




（……降りやがったよ、雨が。……このタイミングで、降るのかよ）

（……ヨブだ、ヨブを思い出せ──）

　しとしとと降る霧きり雨さめのなか、地面に大の字になって、海藤はしばらく笑い続けていた。

　が、何者かの気配を感じ、身体からだを起こし、顔をあげる。

　近づいてくる人ひと影かげに、角つののように突き立った耳と長い口先、獣じゆう毛もうに覆おおわれた顔、やけに吊つりあがった金色の瞳という、予想できたはずの存在の登場に、海かい藤どうは、自分が言い訳のしようもないほど油ゆ断だんしていたことを自覚して、腹のなかで舌した打うちをする。

　そっと、起こした身体からだで死し角かくをつくり、右手をそっと腰の銃じゆう把はに持っていき──

　飛ひ来らいした木の枝が、すさまじい熱さとともに海藤の左足の甲こうに突き立った。

　折り潰つぶされ、ギプスで固めた左手ではその枝はいかんともしがたく、さりとて右手を見せるわけにもいかず、海藤はただ、左足を地面に縫ぬいとめている木の枝を見る。立ち上がろうとすると足から激げき痛つうが走り、左手の痛みと相あい成なって海藤のひたいに脂あぶら汗あせを浮かせはじめる。表情にこそ出さないが。

（……せっかくの、待ち望んでいた雨なんだが、……まったくうまくいかないもんだな）

　唇くちびるをゆがめ、海藤は、この足の状態では無理だろう、とだんだんとたちこめてくる霧に乗じて逃げ出すことはあきらめる。痛みはともかく、この足では走れない。だから銃把を右手に握りつつ、器き用ように腰のベルトから銀色のナイフを外して小指に引っ掛ける。

　ナイフには、もちろんあの『毒』が塗ってある。

（問題は、こいつがおれをなぶり殺しにしようとするかどうかだ。秒びよう殺さつしようと思っているのなら、もはやおれに勝ち目はねぇ……って、おれは何を敵に期待しているんだよ。ざまねぇな）

　じくじくと、ブーツのなかに血があふれる。

　どんどんとたちこめてくる霧が、人じん狼ろうの姿すがたを影にする。

　霧に隠かくれた鬼おにか悪あく魔まのごとき影が、何かを拾う動作を見せる。すかさず海藤は身体を半はん身みに、ギプスに包まれた左手を上げ頭をかばい、右の手と肩を死し角かくに隠して防御する。

　足は止められ、左手も使えない以上、右手を失うわけにはいかない。

　ひゅうっという風かぜ切きり音。

　左腰の辺りに激痛が走り、海藤は息を失う。さすがに苦く悶もんが表情に出る。それなりに防ぼう弾だん効果があるはずのコートも、小石をぶつけられるなんて状況は想そう定ていしていない。ましてや人狼の怪かい力りきにぶつけられるなんて状況は。コートにめり込んだ小石に、海藤はしばらく血のしょんべんが出るなと思う。出す機会があれば、だが。

　霧のなかから、声が響ひびく。

「……インゴは、どこだ」

「あの世だ」とくに隠す必要もなく答える海藤。「おまえらが信じる天国にいるさ」

「われわれは天国を信じない。ただ血けつ統とうが残るのみ」

「……子供がいたのか？」

「だからこそ、われわれはここで戦っている。未来のために」

「……おまえらには、おれよりその資格があるな」

　沈ちん黙もく。

　人ひと影かげの歩みが止まり、低い声がたずねてくる。

「……テオも、……おれの弟も、殺したか？」

「ああ」

「……さっきの花火が何か分かるか？」人じん狼ろうの声が大きくなる。「あれは、おまえらの姫が打ち上げた花火だ。おまえらの姫は隠かくれるのをやめみずから見つかることを──」

「あれはおれの姫じゃねぇよ。勘かん違ちがいするな気分悪わるい」

「……ならばおまえは、いったいなんのために戦った？　この町の人間ではなく、舞まい原ばる家のためでもないなら、なぜわざわざこの町にやって来て、なぜみずから犠ぎ牲せいになるのを選んだ？　おまえの戦う理由はなんだ？」

「……さぁ、なんだろうな」

（なぜ、犠牲になる人がいる？）

　海かい藤どうは口もとに笑みを浮かべて人ひと影かげの後ろ、遠くを見る。

　相あい棒ぼうに、言われた言葉を思い出しつつ。

　ああそうだ、この町に来なければ、危険な目なんかには遭あわなくて、おれはもっとたくさんの人々を救う役に立っていたかもしれない。だがおれはこの町に来て、だれかを少しは助けられるんじゃないかと思ってこの町に来て、終わってみればこのざまだった。待つのをやめたら雨が降り、脱出できるようになったらもうその意味を失って、こうして人狼に殺されかかり、結局だれも救えずに──

（いや、あの三み鷹たか昇のぼるは救えたか。おれに会ったときのあいつの顔は、本当に、見ものだったもんなぁ。ああ。あれだけでじゅうぶん、甲が裴いはあったよ。あの見上げてくる瞳──）

　だからこそ、ひとりで和わ歌か丘おかの脱出をはかる、なんて危険な役目を引き受けた。

　ああ、そうか、と思う。

（おれは後悔していない）

（確かにここに来なければ、おれは危険な目に遭わなかったかもしれない。そしてもっとたくさんの人を救えたかもしれない。だが違うんだ。おれが救いたいのは、知らない何百万人なんかじゃない。おれが救いたいのは、救いたかったのは、ほんの数人、ほんの数人の知った人間だったんだ。この手で抱きかかえることのできる、たった二人の人間だけだったんだ──）

　人狼の声が霧を震わせる。

「……おまえが単なる傭よう兵へいだろうと、何者だろうと関係ない。おれはここで、おまえを殺す。友人のインゴと弟のテオのため、おれはここでおまえを殺す。家族のために」

　──家族。

「ああ。そいつは『ザ・ワン』のため、なんかより、ずっとましな理由だよ」

　ひゅん、と音が鳴り、

　とがった枝が、海藤の左のももに飛ひ来らいする。

　コートに守られていたそこは、枝が刺さることこそなかったが、全身を襲おそった衝しよう撃げきに海藤は地面に倒れそうになった。

　いいや、そこは倒れるべきだったのかもしれない。

　だが海かい藤どうは反射的に、バランスを保った。

　バランスをとった拍子に甲こうを刺された左足から激げき痛つうが走り、思わずうめいたその瞬しゆん間かん、

　霧の向こうで人じん狼ろうの姿が消えた。

（──後ろ！）

　ほとんど経験でそれを察さつ知ちするが、半はん身みであるのがわざわいして後ろに銃口を向けられず、海藤は左足を意識から捨てて無理やり身体からだを回す。激痛を気にも留めずに体勢を整えようとする。だがこのときにはすでに、人狼は海藤に対して二に手て、さきんじている。体勢を整えたときにはすでに機は遅く、人狼は手を振り上げている。銃口を上げるより速く、人狼の手は振り下ろされる。

　右腕から感覚が消え、

　拳けん銃じゆうとナイフが弧こを描いて飛んでいく。

　獣けものの口が言葉を紡つむぐ。

「きさまは、ここで死ぬ。舞まい原ばる家の犠ぎ牲せいとなって、人間どもの犠牲となって、何を果たすこともなく、な」

　海藤は、笑い、答える──

「でもおれは、それを望んだんだよ。……意い地じ張っただけ、だったとしてもな」




　人狼の腕が、爪が、再び天に向かって振り上げられ、次の瞬間、

　海藤の視し界かいが、赤く染まった。




　──雨のなか、白い霧はそこだけ真っ赤に染まっていった。







[image: 第五幕『五日目②──二千年目の約束──』]







　　　１．（概要）




　様々な要因が絡まりあった結果とはいえ、あっさり『ザ・ワン』の侵入を許してしまった舞まい原ばる家ではあったが、それを知ったときの反応は的てき確かくかつ迅じん速そくであったと言えるだろう。

　舞原サクラがいるはずのない森のなかから信号弾だんが発はつ射しやされ、舞原家の四よ隅すみの御おん柱ばしらが鳴めい動どうしたとき、その場の最高責任者であった『メイド』のみんはまず舞原本ほん家けの電でん脳のうシステムをスタンドアロン状態にした。何が起きているのか確かめるまえにレベルＳの警けい戒かい態勢を発令し、舞原家の両腕の一、小鳥遊たかなし家に対吸きゆう血けつ鬼きプログラムの発動をさせた。確認を取っていないにもかかわらず、躊ちゆう躇ちよせず。そのすべてを、みんは舞原家のシチェーションルームに引かれたホットラインを使ってみずからの権けん限げんで行ない、そして舞原サクラの救出に向かうためにみずから小型飛行船に飛び乗った。なお、このとき、舞原家のもうひとりの暫ざん定てい当とう主しゆ、舞原依い花はなには連絡はいかなかった（彼女はそのとき友人とキャンプに行っていた）。みんは悟さとっていた。大たい山ざん鳴めい動どうしてネズミ一匹、という結末であるならいい、だがもしもこの緊きん急きゆう事態が憂ゆう慮りよしているとおり吸血鬼の手になるものなら、状況の進み具合よっては和わ歌か丘おかという土地そのものを全面焼しよう却きやくする必要がある。もしかしたら大ゆ城め跡あとから日ひ炉ろ理り坂ざかまで。だからみんはイハナに連絡を取らなかった。悪役になる者は一人でいいし、その役はすでに定まっている。

　このみんの迅速な対応が、和歌丘の被害を最小限にとどめたと言えよう。

　そしてすべては、この民主主義の世界にあって絶対王おう政せいを敷いている舞原家、そしてそれを受け入れている日炉理坂という土地の特殊性の力によるものだと言えるだろう。だれにはばかることなく絶大な権力を気ままにふるえる専せん制せい君くん主しゆとそれを認める土地の風土、そのよしあしは別として、それこそが迅速な対応を可能にし吸血鬼の被害をおさえたのは間違いない。のちに木きの下した水すい彩さいが語ったように、『この土地だったからこそ』。

　そう。みんのすばやい対応が、被害を最小限に抑え、無む駄だな飛び火を食い止めた。

　そうでなければ、事件はもっと悲劇的なものになっていただろう。

　もっとも事件は結局のところ、最初の十と数分で、終わっていた。

　まず、舞原サクラのもとで。

　そして鴨かも音ね木ぎエレナのもとで。

　長くにわたって続いた事件は、実質十と数分で終わった。







　　　２．（舞原サクラ）




　霧が立ちこめはじめた森のなか。

　猫たちは舞まい原ばるサクラを守るようにして、みゃああ、みゃあああ、と体勢低く牙きばをむき出しうなりだす。だがサクラの手の一ひと振ふりで、猫たちは手のひらを返したかのようにおとなしくなる。耳を伏せるのをやめ、うなり声を上げるのをやめ、毛づくろいを開始するものまでいる。

　サクラはやさしく、地面に横たえた山やま本もと美み里さとの頭をなでていたが、やがて立ち上がり、自分を囲んだ人ひと影かげに向かい、言った。

「──おまえたちが、追つい跡せき者？　山本さんを怯おびえさせていたの？」

　サクラの声に、人じん狼ろうアヒムはようやく、口を開いた。

「……われわれの目的は、……あなただ」

「──そう」

　うなずいたサクラの姿に、

　人狼のリーダー、アヒムののどがごくっと鳴る。

（……なんなんだ、こいつは……この圧力は）

　自分のチームに近きん隣りんの二チーム、合計九人が獣じゆう化かして取り囲んでいる。にもかかわらずこの舞原サクラという少女にはまったく怯えが見られない。まるで人狼たちの姿などないかのように泰たい然ぜん自じ若じやくと、むしろ自宅でくつろいでいるようなそのさまには、姫、というよりも臣しん下かに謁えつ見けんを許す女じよ帝ていのごとき圧倒的な雰ふん囲い気きがある。事実、この少女ひとりの雰囲気に吞まれ、九人の人狼がなすすべもなく場に固まってしまっている。舞原家の人間がこの場に着くまえにサクラを確保しこの場を去るのが理想であり、それほど余よ裕ゆうはないにもかかわらず、気に吞まれ立ちすくんでいる。そこだけ時間がゆっくり流れているかのような、他のものの追つい随ずいを許さぬ圧倒的な雰囲気のなかで、身動きできずに止まっている。

　もしかしたらこの少女から感じるプレッシャーは、『コア』以上かもしれない。

（……こいつはいったい、何者だ？）

　かたわらのバルドゥルが、アヒムをつつく。

　分かっている、せかすな、と目で伝えかけ、バルドゥルの視線にアヒムは気づく。木々のあいだからどんどんと、猫が現われてきていることに。自分たちがどんどんと、猫に囲まれていっていることに。

　木々や藪やぶの間から、鳴き声も上げずただこちらを見つめてくる、たくさんの猫の輝く瞳。

（……い、いったい、何が起こっている？）

　サクラは足もとの少女を見下ろし、微笑ほほえんだ。

「……山本さんはね、他の人のことまで自分のことのように苦しむ人なの。やさしい人ってそうだよね。なんでなんだろうね。別に、余よ裕ゆうがあるわけじゃないのに、自分を犠ぎ牲せいにしてまで」

　バルドゥルがまた、アヒムをつついた。

　今度は明らかにせかして。

　時間がないから急げ、というよりは、この場から早く逃げ出したい、とでも言うように。

　アヒムは口を開こうとして、サクラとまともに視線を合わせた。

　そして、何の感情もたたえずただこちらを見てくる少女の野生動物のような瞳に、アヒムは突然、久しく忘れていた感情の奔ほん流りゆうに襲おそわれた。それはまだ子供だったころ、大人おとなに自分を認めさせたくて山奥に狩りに入ったときのこと。そのときアヒムはまだ二歳さいに満たず、でも世界を丸まる吞のみにできると信じていた。ドイツの山奥で、アヒムは狼おおかみの群れに襲われて、死にかけた。人じん狼ろうの自分が狼ごときに負けるはずがない、そう信じていたアヒムを襲ったのは、『狼の群れ』は人狼の自分よりはるかに強い、という冷れい徹てつな現実だった。そのとき彼は二人の仲間と一緒にいたが、助けがくるまで生きていられたのはアヒムだけで、その理由はアヒムの強さによるものではなく、ただアヒムがいちばん年下だったから、だった。年長者たち──とは言っても二、三ヵ月の違いだったが──が自分を守って殺されていくなかで（狼は戦いの最さい中ちゆうに食事を摂とる、ということはしなかったため、年長者たちの死体は食われず残った）、アヒムは冷徹な真実を知った。単体の狼は弱くても群れになれば成せい年ねんの人狼にもまさるのだ、ということを。そして自分は弱く、自分より強い者は確かに存在し、そしてそういう『強きよう者しや』のまえでは自分はただ食われるのを待つしかないのだ、ということを。その経験がのちにアヒムを種族のリーダーとしたが、たとえ一族を率ひきいるようになり、成年、というより老ろう境きように入ったいまでも、そのときの経験、『強者』に対したときのその圧倒的な感覚はアヒムのなかから消えてはいない。

　そのときと同じ感覚を、いま目のまえにいる少女から感じる。

　野生の感覚が、五ご感かんを震わせ告げてくる。いま目のまえに立つこの存在は、あのときの狼たちの群れのように、自分よりはるかに強い存在であると。軽々しく手を出してはいけない本物の『強者』であると。

（……バカな、単なる人間の、それもメスのガキに、こんな──）

　しかし人間のメスのガキであるこの少女は、同時に、この森のなかでアヒムたちの感覚から完全に隠かくれとおした存在でもある。

　どんどん猫が増えていく。

　まるで日ひ炉ろ理り坂ざか中の猫を全部集めたような、現実にありえるはずのない光景。

　サクラの言葉が、続く。

「だからね、あたしは山やま本もとさんのこと、大好きなんだ」

　ならば！　と、突然、アヒムの右手側にいた人狼が叫んだ。

　恐れを知らぬ、というよりも、むしろ緊きん張ちように耐え切れなくなったかのように。

「ならばおとなしく、われわれにつかまれ！　そうすれば、すぐにそのガキの手当てを──」




　──ぶづっ、というはじけるような音。




　アヒムはもはや夢のなかのことのように、それを見る。

　スローモーションのような感覚のなか、口を開いた人じん狼ろうもまた、目を見開いてそれを見ている。自分の舌がほかならぬ自分の牙きばに嚙かみちぎられ、地面に落下していくさまを。急激に口を閉じたショックで切断されたおのれの舌は、主しゆ観かん時間にゆっくりと、落下していく。ついで、いきなり自分の口を閉じた人狼を、ショック症状が襲おそう。ちぎれた舌の残ったほうがのどの奥へと落ち込んで、血液があふれ、窒ちつ息そくしていく。舌がのどをふさいだため、超ちよう回復能力がむしろあだになり、アヒムの右手でその人狼は、窒息による苦く悶もんの死に向かいはじめる。みずからの舌に、血に、溺おぼれ。にもかかわらず残り八人の人狼たちは、仲間が死に掛けているというのに助けに駆け寄ることさえできず、ただ突っ立ったままでいる。

　それはまさしく悪あく夢むの光景。

（……なんだ？　いまのはいったいなんだ？）

　なぜ、突然、あいつは自分の舌を嚙み切った？

　なぜおれたちは動けない？

（いったい何が起こっている──？）

　親指は下あご、残り四本は上あご、右の手のひらで口をつくってぱくぱく、とさせながら、「あたしが怒っているときは、邪じや魔まするな。口は閉じてろ」

　それだけですべてを説明したような顔をして（そして実際、それだけですべてを説明していた）、サクラは言葉を続ける。

「だからね、あたし、山やま本もとさんの友だちでいたいんだ。あたしのこと、好きでいてもらいたいんだ。……きらわれたくなかったのに。なのにあたしは、山本さんを裏切った。山本さんの望みはだれにも見つからないことだったのに、あたしと隠かくれきることだったのに、あたしはそれを知っていたのに、あたしはそれを裏切って、舞まい原ばる家を呼んだ。山本さんを助けるためだけど、でもその心を裏切ったのは間違いなくて……

　……ねぇ、分かる？」

「……」

「もちろん、山本さんは分かってくれるよ。きっと許してくれる。山本さんはやさしいから。だから山本さんなんだから。でも、だからこそ、あたしは自分を許せない。そんな山本さんに最後まで戦わせてあげることのできなかった自分が、裏切ってしまった自分が」

　だからね、と少女は言葉をつくる。

「あたし、怒っているの。

　あたし、本当に、すごく、すっごく、怒っているの」

　ごくり、とだれかののどが鳴った。

　どう、と音を立て、みずから舌を嚙かみちぎった人じん狼ろうが地面に倒れる。自分の舌の隣となりに崩れる。そして周囲の無数の猫たちが、たちまちそれに群がっていく。すさまじい音が聞こえ出す──アヒムは、人狼たちは、なすすべもなく、それを聞く。身じろぎもせずそれを見る。何が起きているのかも分からず、しかしこれから何が起こるのか悟さとって、全身を恐怖に塗り固められていきながら。

　少女の声が、響ひびく──

「だからあたしは──舞まい原ばるサクラは、おまえたちを許さない」

　霧のなか、

　周囲の日が暗く翳かげった。




　　　　◆




「……さ、サクラ、さま……？」

　霧のなか、サクラが八つの影に囲まれているのを確認し、飛行船からほとんど飛び降りてサクラのもとに駆けつけたみんだったが、そこでようやく、その異い様ような状況に気がついた。

　まず気づいたのは、霧に隠かくれて上空からでは分からなかった、おびただしい数の猫の姿。

　無数の猫が周囲の木に実のように鈴すず生なりになって、サクラたちを取り囲んでいる。

　霧のせいでよく見えないが、地べたにもおそらく相そう当とう数すう、いる。

　群れをつくらないはずの猫が群れとなって、声も発さずにサクラと八はつ体たいの人狼を取り囲んでいる──

　だが異常はそれだけではない。

　すさまじい数の猫や、人ではない姿をした人狼という怪物に囲まれていながら、なぜか生命の危機にあるのは自分の主人ではない。むしろサクラを取り囲む人じん外がいのものたちのほうが、その表情を恐怖に凍らせいまにも死なんばかりになっている。一人でもすさまじい戦せん闘とう能力を持つはずの人狼が、八人もいるにもかかわらず恐怖に怯おびえた表情のまま凍り付いている。すさまじい数の猫の群れと、たった一人の少女に気け圧おされて動けなくなっている人狼たちのその異様な状況に、そこに漂う雰ふん囲い気きに、みんも、そして飛行船を着地させあとから駆けつけてきた操そう縦じゆう手しゆも、息を吞み、ただ固まる。

（……これは、いったい、何が？）

（この猫は、サクラさまが集めたもの？　でもまさか、そんなこと、どうやって？）

　みん自身、それなりに犬を操あやつれる。

　だがそれは、犬というのが元来そういう習しゆう性せいを持っているからであり、基本的に群れをつくらない猫を集団で操るというのは聞いたことがない。だいたい犬使いだって一いつ朝ちよう一いつ夕せきでできるようになるものではなく、操あやつれるのは調ちよう教きようした犬だけであるのに、サクラが猫を調教している姿なんて一度も見たことがない。

（それにこの雰ふん囲い気きは、操るというよりも……）

　サクラはいましも人じん狼ろうのひとりに近づいていっているところだったが、サクラさま、というみんの声に、振り返り、憮ぶ然ぜんとした表情になった。

「遅いよ。みん」

　そしてサクラの声の調子に、みんは悟さとる。

　ああ、なんということか、あのサクラが怒っている、ということを。

　そしてみんははじめて、イハナに連絡しなかったことを後悔する。

　もしもサクラが本気で怒っているのなら、もはやイハナ以外にサクラを制御できるものはいないから。

　……ああ、どうしよう、イハナさま……と心のなかで悲鳴を上げつつ、言う。

「……も、も、申し訳ありません。サクラさま」

「……ぶ、無事ですか？　おけがはありませんか？」

　飛行船の操そう縦じゆう手しゆであり舞まい原ばる家のスタッフでも数少ない男おとこ手でであるホミンがおずおずとたずねた言葉に、サクラは首を振り、足もとの少女を示した。

「あたしは大丈夫。でもね、……ホミンは山やま本もとさん、知っているよね？　山本さんが大変なの。感かん染せん症しようとね、あとなんか、合がつ併べい症？　も起こしているみたい。とにかく、すぐ病院に連れていって」

　は、はい！　と急いで返事をすると、人狼たちを気にしつつサクラのもとにいき、ホミンは美み里さとの力の抜けて重い身体からだをそっと、抱き起こした。

　サクラは抱き上げられた美里の頭をやさしく撫なでると、みんに視線を移し、固まっている人狼たちをあごで指した。

「で、いま、和わ歌か丘おかで何が起こっているの？　こいつらは何？」

「……あ、そ、その……」

　みんの口く調ちように、表情に何を見たのか、サクラの唇くちびるが薄く、開く。

「ああ。これってやっぱり、舞原家が関係しているんだ。イハナがまた、何かやっちゃったんだ。まいったね。イハナったら、あたしを怒らせるなんて……おしおきものだな」

　ハナちゃん、ではなく、イハナ。

　みんが何かを言いかけた瞬しゆん間かん、サクラは手を伸ばし、みんの目のまえで手のひらを開く。

　ただそれだけの動作で、みんは殺されると思った。

　自分はもう、殺される、と。

　口を開けたまま固まっているみんに、サクラはにっこり笑って言う。

「変なこと言わないでね、みん。イハナを許せ、とか、責任は自分が取る、とか。まぁ、みんも関係しているんだろうけど、それはまた別のお話。だれのせいだろうと、責任を取るのは当とう主しゆ、あたしとイハナ、なんだから。それが当主の仕事でしょ？　余よ計けいなことを言うと、余計怒るよ？　あたし」

　そしてみんは、あらためて──いや、今度こそ本当に、悟さとる。

　いったい何があったのか、サクラは本当に、怒っているということを。

　最さい愛あいの妹にまで怒りの矛ほこ先さきを伸ばすほど、その怒りは深く激しいということを。

　みんは知らずにごくりとのどを鳴らす。

　かつて、サクラが『本当に』、怒ったことがあった。

　その怒りの理由はイハナしか知らないが、そのときは、まるでサクラの怒りに呼こ応おうしたかのように舞まい原ばる家の闇やみの象しよう徴ちようでもある八や千ち桜ざくらが狂い咲き（そう言えばつい最近にもこの八千桜は花を開かせた。はじめて堂どう島じまコウとキスしたサクラの興こう奮ふんに呼応するかのように）、その桜のまえでサクラは舞まいを舞い、それは不ふ可か思し議ぎな現げん象しようを引き起こした。

　舞原家の対策チームはそれをある種の集団催さい眠みんと結論したが、三年前その舞を見て以降、そのときサクラを怒らせたサクラの両親はずっと寝たきりとなっている。

（集団催眠なんかで、そんなこと、ありえるのか？）

　そしていま、サクラは三年前のあのとき以上に怒っている。

（もしかして、いまもあの禁きん足そく地ちの奥で、あの八千桜が咲いているのではないか？）

　身体からだ中を突き抜ける、不ふ思し議ぎな興こう奮ふん。

　畏い怖ふと、感動。

　戦せん慄りつと、陶とう酔すい。

「あ、あの。終わりました……」

　山やま本もと美み里さとを飛行船に収容したホミンが、ちらちらと人じん狼ろうたちをうかがいながら言う。

　ホミンの哀あい願がんするような視線に、みんはうなずき、サクラに頭を下げる。

「それではサクラさま。とりあえず、急いで帰りましょう」

　もっともみんはなんとなく、サクラの答えが分かっていた。

　首を振るサクラ。

「ううん。あたしはまだ帰らない。こいつらに用があるから」

　ええ？　なんで？　と抗こう議ぎを仕掛けたホミンを止めて、みんはうなずく。

「では、せめて、用が終わったらすぐ、さっきの信号弾だんで連絡をくださいませ」

「分かった」

「それとですね、……あの、あと、ええと、も、もう、ひとつだけ、お、お願いが……」

　まだ何かあるのか、とでも言いたげなサクラの瞳ににらまれて、とたんにしどろもどろになりながら、みんは言いにくそうに言葉を続ける。

「そこにいるものたちのなかから、一人、貸していただけると……あ、いや、違うんです。逆らうつもりはなくて、お嬢じようさまの邪じや魔まする気はもちろんなくて、じ、じつは、私たちもまだ、事件の全ぜん容ようが分かっていないんです。それ、で、その、事情を聞きたいな、と……」

　みんにとって永遠とも言えそうな時間、サクラはみんをにらんでいた。

　ヘビににらまれたカエルのように縮こまり、ああもう我慢できない、いまのはやっぱりなしにしよう、なんてみんが本気で考え出したころ、ようやくサクラは視線をそらし、歩き出した。

　ぐるッと周囲を見渡し、八人の人じん狼ろうの顔を順々にながめたあと、一人を選んで近づいていく。

　サクラに目のまえに立たれ、恐怖のあまり吐き気を覚えて蒼そう白はくになった人狼アヒムの瞳をしたからのぞきこむようにして、サクラは口を開く。

「うん。おまえがいいね。いい？　あそこにいるメイドさん、みんっていうの。みんにね、ついて行って、話して。聞かれたこと、知っていること。役に立ちそうなこと、全部」

「……」

「言っておくけど、あたしはね、本当に怒っているの。だからおまえたちは、だれひとりとして許さないよ」

「……」

「あたしはおまえを殺す。おまえたちを殺す。逃げたら殺す。逃げなくても殺す。反抗したら殺す。反抗しなくても殺す。話さなかったら殺す。話しても殺す。裏切らなかったら殺す。裏切っても殺す。協力しなかったら殺す。協力しても殺す。改かい心しんしなかったら殺す。改心したって殺す。なにがどうしたって、あたしは絶対おまえたちを殺す。

　分かった？　分かったら、みんに協力するんだよ？」

　取引なんかでは断じてない、言葉の一方的通行に、しかし人狼はこくこくとうなずく。従えるのがとてもうれしい、とでもいうように。それを見て、みんは身体からだがふるふる震えるほどの興こう奮ふんを覚える。

　ああ、そうだ、取引など存在しない、圧倒的な力の行使、これもまた舞まい原ばる家の本質。

　人の都つ合ごうを考えて吹くような風が、この世に存在するだろうか。

　損そん得とく勘かん定じようで動く雪崩なだれが、嵐が、人の機き嫌げんをうかがう津つ波なみがこの世界に、あるか？

　そう、自然はただ在あり、望むままに力を行使し、人はただそれに従うのみ。

　これでいい？　とみんにたずねるサクラに、みんは急いでうなずく。

「ええ、もちろんです。サクラさま」

「じゃあ、さっさと病院行って。急いで。……もしも山やま本もとさんに何かあったら、後こう遺い症しようとか残ったら、あたしはみんも、ホミンも、許さないよ？」

　震えつつ、はい、と返事をし、頭を下げ。

　まだ何か言いたげなホミンと腕を組み、みんは強ごう引いんに歩き出す。

　抜ぬけ殻がらのような顔をしている人狼がそのあとに続く。

　飛行船に乗り込む三人。

　席につき、山やま本もと美み里さとの様よう子すを確認しているみんに、ホミンがたずねた。

「……ほ、本当に、いいんですか？　サクラさまを置いていって」

「ホミン、あなたは死にたいの？」

「……いえ。ですが……」

「洪こう水ずいが起こらないよう、事前に対策を練ることはできる。でもいったん洪水になってしまったら、高いところに逃げる以外にできることなんてない。……ホミン。分かっているだろうけど、いま見たものについては、他た言ごんは無用よ。あなたも忘れなさい。私も忘れるから」

「……ですが」

　操そう縦じゆう席せきに着こうとはせず、ホミンは背後、人じん狼ろうを見た。

　みんは少し考え、ホミンの肩越しに、人狼に語りかけた。

「……あなたは、日本語は分かりますか？」

　うつろな目をした人狼は、かすかに首しゆ肯こうした。それを確認し、みんは言った。

「では、聞いてください。……あなたがその気になれば、あたしたちを殺してこの飛行船を奪い、逃げ出せるかもしれません。私たちは二人とも、ただの人間、戦せん闘とう要員ではありませんから」ピクリ、と耳を動かした狼おおかみの顔になおも言葉をかぶせていく。「ですがそれはお勧めしません。あなたも感じたように、サクラさまは──舞まい原ばる家は普通ではない。あなたは決して逃げ切れないでしょう。……少なくとも私たちは、あなたの故こ郷きようがドイツにあることを知っています。いわゆる隠かくれ里の位置も。そこで家族があなたたちの帰りを待っていることも」

　人狼の目が、見開かれた、その表情に、みんは笑い、うなずいた。

「舞原家の敵に回った以上、あなたたちはもちろん、背後にいる者にも、『ザ・ワン』だろうが合がつ衆しゆう国こくだろうがそれなりの責任は取ってもらいます。そうやって舞原家は独立を認めさせてきたのですから。背後に『ザ・ワン』がいるのなら、いかに合衆国が守ろうが、『ザ・ワン』には消しよう滅めつしてもらいます。その際は、あなたの一族にも同じ運命をたどっていただきます」

「……」

「ですが、あなたが協力してくれるなら、あなたたちについてはチャンスを与えましょう。何しろ情報があまりに少なく、しかし何よりも『速さ』が求められているこの状況では、あなたの助けには千せん金きんの価か値ちがありますから。

　──サクラさまは怒りの激しい方ですが、そのぶん忘れるのも早い。

　今日はあれほど怒られていても、二、三日もすれば怒りなど忘れてしまうでしょう。絶対とは言い切れませんが、あなたの一族にまで『怒り』がおよぶことはおそらくありません。もちろん舞原家的には別ですが、あなたさえ協力してくれるなら、舞原家も見逃しましょう。

　……いいえ、もしかしたらあなたさえ、許してもらえるかもしれない。

　それには、この方が後こう遺い症しようなく全快する、というのが絶対条件になるでしょうが」山本美里の頭を撫なでる。「逆に言えば、この方の口添えがあれば、あなたたちは間違いなく、滅めつ亡ぼうを免れるでしょう」

　しかしこのままでは、決して滅めつ亡ぼうは免まぬがれない、言げん外がいの含みにそれを伝えると、みんはホミンにうなずいて見せる。ホミンは操そう縦じゆう席せきに乗り込んで、すぐに小型の飛行船は上昇を開始する。音もなく。揺れもせず、飛行船の特とく徴ちようを生かした見事な腕前で森のなかから離り陸りくしていく。窓の向こうで、サクラと、それを取り囲む（見入られて固まってしまっている）七体の人じん狼ろうの姿はたちまち霧のなかへと消えていく。まるで霧が世界の境きよう界かい線のように、こちらと向こうは世界が違うのだといわんばかりに。

「行き先は、びょ、病院ですよね？」

「決まっているでしょう？」

　もしもこの山やま本もと美み里さとという少女に『取り返しのつかないこと』が起こったら、そのときは間違いなく、みんとホミンにも、そして運悪くサクラの目に止まったものすべてに同じく『取り返しのつかないこと』が起こるだろう。みんはため息をついてホミンに病院へ行くよう指示を出すと、信号弾だんの準備をしつつ（もしも『ザ・ワン』が和わ歌か丘おかにいるのなら、携帯や無線機は小鳥遊たかなし無む玄げんの配置が済むまで使えない）、後ろに縮こまっている人狼にその視線を送った。

「さて、それでは、一分一秒が惜しい事態なわけですし、決めてもらいましょうか。『ザ・ワン』を裏切り人間につくか、そのままともに滅亡するか。

　決めたなら、まずはあなたの名前と、役目から──」

　少しの間もおくことなく。

　人狼アヒムは躊ちゆう躇ちよなく、話しはじめた。すべてのはじまり、仕組まれた事故の詳しよう細さいから、どうやって和歌丘に侵入したか、いま和歌丘で何が起きているのか、いったい目的は何なのかまで、知っていることは、すべて。

　あのようなものを目にした以上、もはや取引などされなくても逆らうつもりはなかった。
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　三人が霧のなかへと消えていくのを見届けることなく、サクラは残った七人の人狼たちに向き直った。

　その顔は、薄い笑みに彩いろどられている。

　そしてサクラはゆっくりと、服を脱ぎはじめる。

　野生のものにはありえない白はく磁じの肌はだを躊躇なく、さらけ出す。

　脱いだ服は木の枝にかける。まるでそれが分かっていたかのように、他の枝には実か葉と見み間ま違ちがうほどに猫が乗っているにもかかわらず、サクラが選んだ木の枝には猫が一匹もいない。

　下着を足から抜き、木の枝に載せると、サクラは足もとのリュックからバスタオルを取り出して、ケープのように自分の身体からだに巻きつけた。

　タオルの端を片腕からたらんと提さげて、二度三度、ひらめかせてみる。

　気に入ったのか微笑ほほえんで、そしてサクラは歩き出す。

　酷こく薄はくな笑みを乗せたまま歩き出したサクラの足もとに、猫が数匹、つき従う。他の猫たちもそれぞれゆっくり動き出す。猫たちがいっせいに飛び降りたため、木の枝が反動に揺れて音を出す。ざんさらさらと。サクラはバルドゥルの隣となりの人じん狼ろうのもとに歩み寄ると、その人狼にそっとささやく。

「──開けて」

　その人狼は、何を思ったか、サクラのまえで自分の腹をまくった。

　サクラの見ているまえで、両手の爪を自分のへそへと突っ込んで、

　そのまま自分の腹を裂く。

　みずからの手で。

　その顔に、信じられない、といった表情を浮かべつつ。

　そしてサクラは、噴ふき出した血に身体からだが汚れるのにもかまわず裂かれた腹に手を伸ばし、そこから腸ちようを引きずり出す。その手を血に赤くして、トイレットペーパーをたぐるように腸をたぐって引き出していく。やがて腸は、みずからの重みでどろっと地面にあふれて落ちる。サクラの足もとにいた猫たちが、早速それに群がっていく。

　どん、とバルドゥルの肩に、軽い衝しよう撃げきが走った。

　真白い身体に赤い首くび輪わをした猫が、バルドゥルの肩に乗ってくる。そして、バルドゥルの獣じゆう毛もうにつつまれた目のしたをざらざらな舌で舐なめてくる。やすりのような肉にく食しよく獣じゆうの舌には、親愛を表わしたり毛並みをととのえたりする以外にも獲え物ものの肉を舐めて柔らかくする用途があることを、バルドゥルは知っている。たちまち身体中がざわざわしだす。猫たちがバルドゥルに、いや人狼たちに、どんどんと群がってくる。肩に飛び乗り、頭に陣じん取どり、爪を立て、その舌でざらりざらりと舐めてくる。親愛を示す動作ではなく、次の行動の、ために。

　それが分かっていながら、バルドゥルは、動けなかった。

　後ろのほうで、どたり、という音がした。

　だれかが地面に倒されてしまったのだろう、ぞぞぞ、と地面が波を打ち、猫たちが地面に倒れただれかにむらがっていくのが分かる。

「──怖い？」

　バルドゥルは、少女の姿を見た。

　ほとんど半はん裸らの白い肌はだを血で赤く染めた少女の姿は、むしろ神こう々ごうしかった。

　血のにおいのあふれるなかで、少女のにおいは一ひと際きわ強く芳ほう気きを放つ。血のにおいを邪じや魔ますることなくむしろ和わし、しかし消え去ることなく際立ちを増し、少女の存在を、そのすさまじいまでの存在感を鮮せん烈れつにあますところなく伝えてくる。五感のうちでも臭しゆう覚かくと味み覚かくは他の感覚とは一線を画す。他の感覚が物ぶつ理り感覚といわれるのに対してこの二つは化か学がく感覚と呼ばれ、化学物質を受容し反応する。それが敵か味方か、有用かあるいは有害か。それは生命活動に必要な物質交こう換かんに深く欠かせぬ大事な要素。さらに臭しゆう覚かくは、他の四つの感覚と違い本能へと直結する。他の四つの感覚が脳の新しん皮ひ質しつ──理性を司つかさどる部分──を経由するのに対し、臭覚は直接大だい脳のう辺へん縁えん系、別名『動物の脳』へと向かう。だからこそ、臭覚は感情に、そして本能に深く結びつく。生命状態に対する判断を、もっとも感覚的に行なう。だからこそ。

　──伝わってくる、少女の圧倒的な、本能に訴えかけてくる『におい』。

　自由気ままに望むままに生せい殺さつ与よ奪だつを他者に与えてなおはばからない、圧倒的な強きよう者しやのにおい。

　なるほど、確かに彼女は友人のため、怒っていたのかもしれない。

　復ふく讐しゆうをしたかったのかもしれない。

　だが、きっかけはどうあれ、いまの少女にそれはない。

　いまの彼女は間違いなく、怒りに狂ってはいない。復讐に駆り立てられてはいない。そんなものには左右されずに、あくまで自分が望むからそれを行なっている。喜んでいる。楽しんでいる。興こう奮ふんしている、それが分かる。においで分かる。ここにいるのは何にも依よらず、何にも頼らず、ただ自分の思うままに行動し自分の裁さい可かで責めを負う、絶対的な、強者。

　恐怖と、畏い怖ふと、奇き妙みような興奮に包まれて、バルドゥルは伸びてくる手をただ見つめる。

　死へといざなう白い手に軽く押されてそのまま後方に倒れつつ、バルドゥルは思う。ああ、強い、この少女は、この生き物は自分よりも強い。人じん狼ろうなど足もとにすら及ばない、これは本当に人間か？　いや、あるいはこの少女こそ、正しく万ばん物ぶつの霊れい長ちよう、天てん敵てきのいない人間という種のあるべき姿なのかもしれない。文明が与える恩おん恵けいを受けつつなお爪も牙きばも失っていない、野性と知性の同居した最強の生き物のあるべき姿。

（……こんな存在に、勝てるはずがない……）

　バルドゥルはようやく理解する。

『ザ・ワン』が、和わ歌か丘おかを制圧していながらこの少女に固こ執しつしたわけを。日ひ炉ろ理り坂ざかに攻め入ろうとせず、あくまでこの少女を確保しようとしたわけを。この少女の扱い方こそ勝負の帰き趨すうを決める、と呪じゆ文もんのように繰り返していたわけを。

（……だが『ザ・ワン』は本当に、理解していたのか？　彼女がここまでの存在であることを。いいや、分かっていない。たとえ『ザ・ワン』だろうとも、この少女には勝てるはずがない）

　なぜなら彼女こそ、最強の『人間』、この土地が認めた絶対的な存在なのだから。

（挑いどんでは、いけなかった。舞まい原ばる家に戦いを、挑んでは、刃は向むかっては、いけなかった──）

　白い手に押されて地面に倒れこみ、バルドゥルは女め神がみを見るように少女を見上げる。

　視覚はすぐに閉ざされる──獣けものは柔らかい部分から、襲おそう。

　全身から刺すような、うずくような、くすぐったいような、そして火のような、さまざまな種類の痛みが送られてくるのを感じつつ、バルドゥルは奇妙な満足感を覚える。この強大な存在が自分に死を望んだのなら、どうして逆らうことができよう。彼女はまさしく自然の一部であり、死は自然が定めしものなのだから。超ちよう回復能力も追いつかない早さで少しずつ、全身を失いながら、バルドゥルは充足感に包まれて思う。おれはいま、ここで死ぬ。ここで死に、かたちを変えて彼女の一部となる。彼女が生きる、そのエネルギーとなり、途と切ぎれることなき自然の輪のなかを、回る。それをどうして恐れることがあるだろう。

　こちらを見下ろしているのだろう、上方から、天のうえから聞こえてくる、少女の声。

「……いい？　少しでも長く、生きなさい。そうすれば、おまえたちもきっと、猫になれるから。猫ごっこは、楽しいんだよ？　だから、少しでも長く生きて──」

（……それが、あなたの望みなら──）

　もはや後悔もなく、こまごまと、こまごまとなって消えていく、人じん狼ろうたちの肉体。

　人狼たちのだれからも苦く悶もんの声は上がらず、ただ猫たちの咀そ嚼しやくの音が聞こえるのみ。

　圧倒的な光景のなかを、その身を朱あけに染めてなお白き少女が微笑ほほえみを上げる。手を振って、布をはためかせ屍しかばねを踏んで舞まいを舞う。猫たちとともに舞を舞う。その舞を目にしたものには、どれほどの光景ももはや背景にしか映らない。血も肉も骨も屍も、少女の存在を引き立てるための情景にしか過ぎなくなる。場のすべてを自分のものとし、少女はこの世のものならぬ、舞を舞う。その幻想的な美しさゆえに死体が埋まっていることを思わせるような、妖あやしくも満まん開かいに乱れる霞かすみに浮かんだ桜のように──
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　結局、『ザ・ワン』は舞まい原ばるサクラを確保することはできなかった。

　メイドのみんはそのむねを別べつ所しよで控えていた小鳥遊たかなし無む玄げんに信号弾だんで伝え、小鳥遊無玄はようやく、巫み女こと黒服、舞原家の特とく殊しゆ部隊をともない行動を開始した。和わ歌か丘おかに乗り込み、実態を確かめ、事件を終わらせるために。もっとも、その時点ですでに、舞原サクラという最後のチャンスも失った『ザ・ワン』はエレナの手により敗北を喫きつし、あとは『ザ・ワン』がどう負けるか、ということだけになっていたのだが。

　事件はこれより舞原家の力を借りず、和歌丘の者たちの力で終わりを迎える。







　　　３．（鴨音木エレナ・神名木唯）




　神かん名な木ぎ唯ゆいと鴨かも音ね木ぎエレナは互いに互いを親友と言っても差し支つかえない、大の仲良し同士であったが、だが鴨音木エレナは知らなかった。まだ子供のころ、正確には事故に遭あうまえまでは、神名木唯はエレナに対して複雑な思いをかかえていた、ということを。

　この二人の行き違いには、互いの家いえ柄がらが関係している。

　唯の神名木家はエレナの鴨音木家の分ぶん家けであり、さらに言うなら鴨音木家の召めし使つかいのような家柄だった。

　そのことは、二人の苗みよう字じによく表われている。

　鴨音木とはすなわち『カモ』の『禰ね宜ぎ』、禰宜とは神しん官かんのことであり、それに対して神名木は『巫かんなぎ』、すなわち神官を補佐する者の謂いいである。そしてその名は両家の関係をもよく表わす。何しろ日ひ炉ろ理り坂ざかは閉へい塞そくしがちな土地らしく血ち筋すじや家柄が重く、この現代社会にあってなお、封ほう建けん的な雰ふん囲い気きがある。そのため唯は子供のころから何かにつけて、エレナによく仕えるよう、彼女をたて、しっかり守るよう言い含められていた。エレナが怪け我がしたり、いじめられたりしたら、唯は親に責められた。エレナにかけっこの一等賞を譲ゆずったら逆にほめられた。唯の両親は働いておらず、鴨音木家に養われていたせいか、実の子にそんな信じられないまねを平然と強しいた──そんな親に育てられた唯ゆいが、エレナに素直な印象を持つはずがない。だから唯はエレナに対し、複雑なものを心のうちに隠かくしていた。親に従いエレナの友だちとなり、いじめっ子や大きな犬からときには身体からだを呈ていして守ってやりながら、心のどこかでエレナをバカにし、笑っていた。何も疑わず自分を慕したってくるエレナに対し意い地じの悪い喜びを感じていたりした。素直になついてくるエレナのことは決して嫌いではなかったが、親と家いえ柄がらの影えい響きようで、素直に仲良くなれるはずもなく、唯自じ身しんはどこかねじまがった目でエレナのことをながめていた。

　だが、両親と片かた肺はいを失ったあの事故で、その見方は変わる。

　あのとき、多くの者は気づいていなかったが、唯には意識があった。周囲の声を理解するだけの理性があった。両親が死に、そして自分もまた助からないであろうことを知っていた。そして、エレナが自分を助けるために、みずからの手で致ち死し量まで血を抜くなどという危険なまねをしたことも、その結果死にかけていることも医者の会話から知っていた。

　それはおよそ子供ができるはずのない、信じられない行動だった。

　エレナは壁に貼はられた解かい剖ぼう図と看かん護ご師しの手て際ぎわを見ていただけで、見事に自分の腕に針を刺し、血を抜くことをやってのけたらしい。そして自分に戻すことを拒否して唯に輸血させた。みずからも死にかけながら。いまだにその病院では奇き跡せきの顕けん現げんとして（もっとも医師と看護師が何人か、エレナがしたことの責任を取らされ免めん許きよを剝はく奪だつされたが）語かたり草ぐさになっているその出来事を、唯はいまだによく覚えている。血の抜きすぎで真っ青になって自分のとなりに寝かされた、エレナのあの表情。自分の命も顧かえりみず、唯を助けてくれようとしたエレナのあの白い顔。麻ま酔すいと貧血と体力の消しよう耗もうのため、唯は言葉を発せなかった。涙を流す力すら残っていなかった唯は、ただ、朦もう朧ろうとした意識のなかで、目をつぶって祈っているエレナの顔を見ていた。顔をそむける力すらなく。

　──いままでの自分を思い出しながら。

　このエレナという友だちに、いま自分の生命を危険にさらしてまで唯を助けようとしてくれている友だちに、自分がどういうふうに接してきたか。表おもて向むき仲良くしながら、心のなかで笑っていた自分。犬のようになついてくるエレナをバカにしていた自分。そんな自分をあくまで信じ、いまこうして助けてくれようとしているエレナ──

　あのときエレナは、神に祈っていたのだという。

　自分は死んでもいいから、唯を助けてくださいと。

　生命でも一番大事な宝物でも、なんでもあげるから、だから唯を助けてくださいと。

　もちろん唯は、そのときはそんなこと、知らなかった。

　でも、あのとき、唯もまた──

　結局、神はエレナから何も奪うことはなく、そしてあのときから現在に至るまで、二人はずっと、仲のいい友だちでいた。家族の死は悲しかったが、しかし唯の両親の死は同時に唯を縛しばっていた呪のろいをも、消し去った。呪じゆ縛ばくの消えた、素直な目で見てはじめて、唯は鴨かも音ね木ぎ家の人人がとてもやさしいことに気づいた。自分を召めし使つかいだと思いバカにしているのだろうと唯ゆいが勝手に決め付けていたエレナの両親は、本当にやさしい人たちで、身寄りのなくなった唯を実の娘のように育ててくれた。第三者的に見ても間違いなく、エレナに対してと同じように、唯にも愛情を与えてくれた。どうしてもっと早くに気づかなかったのだろうと唯は思った。二人の子であるエレナを見れば、その両親がどんな人間なのかということくらいすぐに分かったはずなのに。どうして自分はエレナのことを、その両親のことを誤ご解かいしていたのだろう。

　唯は本当に、恥ずかしく思った。

　唯とエレナはそのときから、本当に、仲のいい友だちとなった。

　もっとも鴨かも音ね木ぎエレナは知らない。そのときまで、神かん名な木ぎ唯が自分に対してどんな気持ちを抱かかえていたか。そしてそれ以降、どんな気持ちを抱えていたか。唯は本当に、エレナのためなら死ぬだろう。あのときエレナがそうしてくれたみたいに。エレナを死なせないためなら、どんなことでもするだろう。あのときエレナがそうしてくれたみたいに。

　エレナがよく知るように、神名木唯は寡か黙もくで多くを語らないが、とても強い少女だった。




　　　　◆




（「……雨が、降る……」）

　それは鴨音木エレナが深しん層そう意識にセットしておいた、神名木唯に託たくした目覚めるためのキーワード。

　深い眠りの闇やみのなか、その言葉を聞き、鴨音木エレナの意識はゆっくり、覚かく醒せいする。

　覚醒が進行するにつれ、たちまち襲おそう『オード』の奔ほん流りゆうを、まず身体からだが目覚めてそれを求め、次に意識が浮上し制御する。ネットワークを求める自分を押さえ込み、双そう方向につながることなく必要な情報だけを手に入れていく。

　エレナは、まぶたを開いた。

　まず目に入るのは、唯の顔。

　小さなころからそばにいて、自分を守ってきてくれた、いとこにして大事な友だち。

「……おはよう、唯」

　唯は笑う。

「もう昼も過ぎたよ、エレナ。雨と霧のせいで、夕方みたいに暗いけど」

　雨の、せいで。

（……海かい藤どうさんの言うとおり、降ったんだ、雨……）

『オード』がすぐに教えてくれる。今日は、自分が仮か死し状態に入ってから三日目、タイムリミットの一日前であるということを。そしてこの雨の正体は何かということを。

　いま、和わ歌か丘おかで何が起きているかということを。

「花火が、上がったんやね」

「うん。なんか派は手でなのが。日ひ炉ろ理り坂ざかのほうから──」

「サクラが、打ち上げたんや。たぶん、舞まい原ばる家に助けを求めるために」

　だがそれは、同時に『ザ・ワン』にも居い場所を知らせることとなった。

　まだ人じん狼ろうたちから報告こそ入ってないが、どう考えても舞原家は出遅れるだろう。

　サクラは人狼の、『ザ・ワン』の手に落ちる。

『ザ・ワン』はサクラを人ひと質じちに、日炉理坂への侵しん攻こうを、開始する。

　そうなればあとは時間が味方する。視界を奪う霧のなかでも『オード』でつながり一いつ糸し乱れぬ行動のできる『ザ・ワン』の端たん末まつが相手では、いかに舞原家といえど食い止めるのは難しい。いいや食い止めるも何も、舞原家はサクラという人質を取られればもう何もできない。なんとかサクラを取り返そうと取引を考えている間にもう、すでに招かせるのを終えている日炉理坂は吸きゆう血けつ鬼きに制圧される。そうなれば、もはや──

　唯ゆいがつぶやくように言う。

「……あれがサクラちゃんなら、海かい藤どうさんはどうがんばっても間に合わないね。たとえこの霧にまぎれて脱出できても、間に合わない」

「……ん」

　その代わり、少なくとも海藤さんは、この土地から脱出できるだろう。

　海藤さんがあの花火は何かに気づいていれば、いまごろはもう日炉理坂には向かわず別のところに脱出しているだろう。気がついていてくれればいいが。和わ歌か丘おかを助けるためにわざわざこの土地に来て、それゆえに生命いのちを落とす、なんてあまりに悲しすぎる。

　唯がじっと、自分を見つめていることに気づき、エレナは微笑ほほえんで見せた。

「大丈夫やよ、唯。まだ、手はあるから。唯も、みんなも、わたしが助けてみせるし」

　そう、まだ、切り札ふだがある。

　海藤さんが教えてくれた、切り札が。

　うまくいくかどうかはまだ分からないけれど、エレナは疑ってはいない。それが切り札になることを。もしかしたら海藤さんは、それをエレナに教えるためにこの土地に遣つかわされたのではないかと思う。そしてだからこそ、自分はあのとき、神さまに願いをかなえてもらっていながら、死なずに今日まで生きていられたのではないかと思う。すべては今日、『ザ・ワン』と戦い倒すためなのではないか、と。

　わたしはもう、『ザ・ワン』と化して死ぬしかない。

　でも、この生命と引き換えに、わたしはきっと、友だち、家族、大事な人たちを助けられる。

　エレナは唯に微笑みかけると、立ち上がろうとした。

　が、力が入らず倒れかけ、唯の肩を貸してもらう。

「ごめんな、唯。ちょっと、わたし、連れて行って欲しいところがあるんやけど」

「……どこ？」

　エレナは『オード』の不ふ可か視しの触しよく手しゆを伸ばし、その場所を探った。

　その場所は、おそらく吸きゆう血けつ鬼きたちは近寄ることも嫌がったのだろう、ずっと変えられていなかった。ホテルのなか、以前の部屋のままだった。

　ホテルのなかはしんとして、端たん末まつたちは別べつ所しよに待機し『第二人格』の指示を待っている。

　そして『第二人格』たちは、人じん狼ろうの報告をいまかいまかと待っている。

　エレナたちのことなんて気にしている余よ裕ゆうはない、この状況ならなんとか、見つからないでそこまでいけるだろう。

　エレナは、自分よりも三十センチほど背の低い唯ゆいに身体からだを支えられ、歩き出した。

　唯の身体の温かさ、におい、その感触に、急激な飢き餓がを感じつつ、ホテルの部屋を出、ゆっくりと、進む。

　唯のことを、おいしそう、と思いつつ、海かい藤どうの言葉を思い出しながら。

　あのとき海藤は、エレナだけをみんなから離れたところ、公園の隅すみに呼び出して、すまんが、答えにくいことかもしれないが、正直に答えてほしい、と前置きしたのち、聞いた。

「……あんたは、その、吸血鬼になりかかっているんだろ？　もう、血も吸っている、とか。……そのとき、血はどんな味がした？」

　エレナはまじまじと、海藤を見た。

　海藤は真剣なまなざしで、エレナを凝ぎよう視ししていた。

　逡しゆん巡じゆんしているエレナに、大きく息を吐いたあと、再度、たずねた。

「はっきり言えばな、こう聞きたいんだ。人間の血を、おいしく感じたかどうか。つまり個人的な嗜し好こうではなく、あくまで吸血鬼として、人間とは違う味み覚かくで、おいしく感じたかどうか。人間なら、普通血ちの味なんておいしいとは思わねぇだろ？　……いまのは言葉が悪かったな。すまない。……とにかく、そういうことだ。血の味を、おいしく感じたかどうか。これはとても大事なことなんだ」

　エレナは、一いつ瞬しゆん山やま本もと美み里さとに視線を走らせ、すぐそらし、おいしかった、と答えた。

　うん、とうなずき、続ける海藤。

「あんた、言ったな。気がつくと吸血鬼になりかけていたって。だったら最初は、どうだった？　いきなり血が欲しいと思ったのか？　それとも、何かきっかけが？　血を見たから、とか、……におい、とか？」

「……最初は、なんかのどが渇かわいた気がして、そのあとで、血を見せられて、とてもいいにおいがして、すごく、おいしそうで……」

　そうか、とうなずき、海藤は視線を宙に走らせる。

　何かを考えているような、あるいは躊ちゆう躇ちようしているような、そわそわとした様よう子すを見せつつ海藤はしばらく考え込んでいたが、大きく息を吸い、あらためてエレナに向き直った。

「……これから言うことは、確かく証しようも何もねぇ、『もしも』の話だ。それを念ねん頭とうに置いて聞いといてくれ。確かなものは何もないが、それを言うならおれだって、人じん狼ろう相手に生きて帰れる保ほ証しようはねぇし、……あくまで『もしも』の話だよ」

「はい」

「……これは聞いた話なんだが、味み覚かくってやつにはいちいち理由があるんだそうだ。たとえば甘く感じるのは糖とう質しつ、しょっぱさはミネラル分、うまみはアミノ酸って具合に、生きていくのに必要な成分を感じられるらしい。そして、身体からだは脳に伝えてくる。いまはこういうのが足りないからこういうのが欲しい、と。疲れているときは甘いものが欲しかったり、妊にん娠しんしたら酸すっぱいものが食べたくなるって言うしな。もっと単純に、運動して汗かいたら水が飲みたくなるし、実際単なる水をおいしく感じるだろう？　それは身体に水分を補給させるために、脳がそう感じさせているんだと。それが必要だから」

「……」

「だったら、吸きゆう血けつ鬼きになりかけているあんたが血をおいしく感じるのも、そういうことなんじゃないかと思うんだ。吸血鬼にとって血を採ることは存在を続けるために必要不ふ可か欠けつ、だからこそ、人間の味覚と違う感覚で血をおいしく思う。血のにおいをいいにおいだと思う。血が必要だからこそ……」

　だったら、といったんそこで逡しゆん巡じゆんしかけて、しかし海かい藤どうは、その言葉を口に出した。

「だったら、逆のことも、言えるかもしれねぇ」

「逆？」

「味覚のなかでも、たとえば酸さん味みとか苦にが味みっていうのは逆に身体に不必要、むしろ腐ふ敗はい物や毒であることが多い。もちろん全部がそうってわけじゃあねぇが、毒が無む味み無む臭しゆうでない場合、苦かったりすることが多いんだ。つまり苦味っていうのは毒を教える感覚なんだよ。だから苦味っていうやつは他の味覚より敏びん感かんで、少量でも強く感じてしまうらしい。……まぁ、要するにおれが言いたいのは、人間の身体っていうやつはうまくできているなぁって、ことで……」

「……じゃあ、つまり、わたしが吸血鬼の味覚で苦味を感じることがあったら、それは……」

　吸血鬼にも通じる『毒』、かもしれない、ということ。

　海藤は、ためらいがちに、うなずいた。

「ああ。それににおいもな。もしもあんたが、人間としてはともかく、吸血鬼的に我慢できないと感じられる臭いや苦味があったら、それは吸血鬼にも通じる『毒』である可能性がある。もちろん断言はできねぇが、ありえない話じゃないと思う。身体に必要な『血』を『おいしい』と感じられるなら、逆に有害な『毒』を『苦い』と感じてもおかしくない、だろ？」

「……はい。わたしも、そう思います」

「だからどうしろってわけじゃねぇ。ただ、その『感覚』は人間には分からねぇ。吸血鬼そのものか、吸血鬼になりかけているあんたにしか分からねぇ『感覚』だ。だからもしもこれから、あんたに『苦にがい』と感じるさせるような味や臭いに出会ったら、そう感じさせたものを覚えていれば、なんかの役に立つかもしれねぇ、……そう思ったんで、一応……」

　エレナの顔に、何を見たのだろう、海かい藤どうは、絶ぜつ句くした。

　しばらくして、たずねた。

「……心当たりが、あるんだな？」

　エレナは、うなずいた。

　心当たりがあったから。

　エレナは確かに、吸きゆう血けつ鬼き的な感覚で『いやなにおい』だと感じるものに出会っていたから。

　海藤は言った。早まるなと。自分が和わ歌か丘おかさえ脱出できればすむ話だから、と。だが、海藤はもう間に合わない。自分も、もはやこれ以上『人間』を保っていることはできない。今夜にも自分は完全な『ザ・ワン』になってしまうだろう。ならばいまこのときが最後のチャンス。海藤から教えられたそれを試してみるための。

　だからエレナは唯ゆいの肩を借り、よろよろと歩く。

　だんだんと、いやな臭いが漂ってくる。

　近づくにつれ強くなる、鼻をつまんで顔をそむけたくなるような、いやな臭い。

　耐え切れないほどの悪あく臭しゆう──でもだからこそ、効果があるかもしれない臭い。

　もしかしたらこの臭いこそ、吸血鬼の感じる『ニンニクの臭い』なのかもしれないな、なんてエレナはおかしく思う。ニンニクも試してみればよかったかな、と。

　十字架かが、日光が『ザ・ワン』そのものにダメージを与えられるように、

　その毒は、『ザ・ワン』そのものに効くかもしれない。『オード』でつながるネットワークが生み出す存在である『ザ・ワン』に、致ち命めい傷しようを与えられるかもしれない。わたしがみずから毒を飲み、『ザ・ワン』にそれを伝えることで、自分の身体からだを傷口にして『ザ・ワン』という巨きよ獣じゆうに致命の毒を侵入させられるかもしれない。

（……これが、きっと、最後の、チャンス。わたしの命と引き換えに、みんなを助ける、神さまがくれた、チャンス──）

「……もう、ここでええよ、唯」

　エレナは唯から離れがたい身体を離し、唯の瞳を見つめて言う。

「ええか？　さっきの部屋に戻って、十字架を握り締めといて。もしかして、なんか大変な騒動になるかもしれんけど、十字架さえ持っていれば『ザ・ワン』はなんもできんからな」

「うん」

「じゃあ、ここからさきは、わたし一人でいくから」

「うん」

　……ちょっと拍ひよう子し抜けしつつ、エレナは唯に手を振り笑う。

「ほな、な。唯」

　唯ゆいは、言った。

「また会おうね、エレナ」

「……ん」

　うなずきつつ、心のなかでそっと付け足す。

　……ごめんな。唯。うちはもう、会えへんと思うけど。

　唯の姿が廊下から消えるのを待ち、エレナは振り返り、壁に寄りかかりながら先に向かって歩き出した。

　ようやく部屋のまえまで歩き、ドアノブに、手を伸ばす。

　その部屋の鍵かぎは、開いていた。『彼』が立てこもれぬように。

　ゆっくりと、音を立てぬよう、エレナはドアを開いていく。

　とたんにすさまじい悪あく臭しゆうが奔ほん流りゆうとなってエレナを襲おそう。まえよりもひどくなっているようで、エレナは吐き気を覚えてその場に止まる。壁にもたれて気を落ち着ける。そしてうわあ、と思う。わたしは、こんなやつの血を吸わなければいけないのか。飢うえているとはいえ、ここまですさまじい悪臭のする血なんて吸えるだろうか。まさしく糞ふん便べんを食べろと言われているような気がしてきて、エレナはえずく。空から吐はきをする。口のなかが気持ち悪くて深しん呼吸をしたいがこのなかではそれもはばかられる。

　すいません、入りますよと一いち応おう声をかけ、そっと、なかに入っていく。

　なかは電気がついておらず、カーテンも開いていないのか、薄暗い。

　が、すでに『ザ・ワン』細さい胞ぼうと置き換わっているエレナの目には苦にならない。

　その瞳を赤く輝かせつつ、エレナは部屋のほうへと、悪臭の発生源へと進む。吸きゆう血けつ鬼きの感覚的な悪臭以外にも、人間の鼻で感じる異い臭しゆう──おそらく香こう水すいのまじりあったもの──も漂う部屋に向かって。

　部屋に入ってまず気づいたのは、木製のテーブルがばらばらにこわされひっくり返っていること。

「だれだ」かすれるような声が上がった。

「あ、あの、わたし、鴨かも音ね木ぎ家の、エレナと……」

　そしてエレナは、男を見つけた。

　男は、紙くずや食器トレイの散乱した部屋の、ひっくり返った木のテーブルの向こう側、ベッドの脇で壁にだらんと背中をつけて、何かをくちゃくちゃやっていた。両手は力なく垂れ下がり、片手には色とりどりの紙の束を載せている。それが一種の幻げん覚かく剤であることを、エレナは知っている。舞まい原ばるサクラがこのホテルに泊まっていたとき、『ザ・ワン』はこの麻ま薬やく中毒者が面めん倒どうを起こすのを恐れて麻薬を供給してやった。男は拒こばむことなくそれを受け入れ、そして現在へと至る。ほおがげっそりとくぼんでいるのは、まともな食事を摂とっていないからだろう。その顔は病的に青ざめ、充血した目、眼がん窩かのしたはだらんとたるみ、男を急速に老ふけ込ませている。麻ま薬やくがどう男を変えたか、エレナは薄暗さに邪じや魔まされずそのすべてを見る。ゆっくりと男に近づいて、男がズボンのファスナーを下ろし陰いん茎けいを露ろ出しゆつさせているのに気づいて思わず目をそらす。突とつ如じよ、急激に、怒りが湧わき上がる。たとえば海かい藤どうさんががんばっているとき、この男は何をしていたのか。たとえば三み鷹たか昇のぼるが苦しんでいたとき、こいつは何にふけっていたのか。人間が滅ぼされるべき理由など、この男一人でじゅうぶんのような気がしてくる。しかし同時にエレナは思い出す。なぜこの町にわざわざ来たのか、というみんなの問いに、あのとき海藤は冗じよう談だんめかして言った。この世にはヒーローが存在することを証明したいからだと。神のことは知らないが、ヒーローは確かに存在する。それを証明するのは簡単だ。自分がヒーローになればいい。それだけで、この世にはヒーローがいることの証明になる。海藤は冗談めかし、芝しば居いっけたっぷりにその言葉を口にした。だが実際に、彼は来たのだ、この町に。それも伊だ達てや酔すい狂きようではなく、きちんと戦う準備をし、勝つために。もしかして裏には別の事情があったのかもしれないが、ここに来て戦ってくれたというだけで、エレナはヒーローは存在しそして人間は善ぜんであることを信じてもいい気がしてくる。たった一人でも、そういう人間がいるのなら、それだけですべての証明になる気がしてくる。

　この麻薬に走った男にも、何か、事情があったのだろうか。

　エレナと六歳さいぐらいしか違わないだろうその人生で、何かを見てきたのだろうか。それでこんなになってしまったのか──

　男の姿を直視できずに周囲に視線をさまよわせ、そしてエレナはふと気づく。

　ベッドの脇のナイトスタンドのうえに、未み開かい封ふうの注射器とアンプルが一本載っているのを。

　アンプルの中身が栄養剤ざいということは、まずないだろう。エレナは驚く。『ザ・ワン』は、この注射器とドラッグのことを知らなかった。見落としていた。よく隠かくせていたものだ、と手に取ってみる。

「……それは、おれのだ」男が言った。

　エレナから向けられた視線に、かすかに顔をゆがめてそっぽを向く。

「欲しいなら、もってけ。おれは麻薬をやめるんだ。……ああ。こいつがなくなったら、すっぱりやめる。やめるとも。おれは立ち直るんだ。人間はやり直せるんだよ」

　言うなり男は手に持っていた紙の束を、大量に口のなかへと放り込む。

　もはやそれぐらい大量に取らなければ効き目がない気がしているのだろう。

　エレナの視線を感じているのだろうに、腰のモノをしまおうともしないまま、男は大量の紙し片へんを恥ずかしげもなく口こう腔こうに入れ、ほおをもぐもぐとさせている。

　どうにも嫌けん悪おが抑えられぬまま、エレナはアンプルを折り、中身のにおいをかいでみる。

　とくに異い臭しゆうは感じない。

　やはり、麻薬そのものではダメらしい。

　人工血液が吸きゆう血けつ鬼きの食事の代わりにならないように、一度血けつ管かんというネットワークを一回りした血液でなければだめなように、麻ま薬やく単たん体たいでは、自分に打つのではダメなのだろう。

　やはり人の身体からだを、そのネットワークを経由し『オード』を得なければ。

（……やっぱり、この男から血を吸わなければいけないのか）

　耐え難い嫌けん悪おに身を奮ふるわせる。

　でもだからこそ、すごい毒になるんだろうと慰なぐさめにもならないようなことを思う。

　エレナは男の局きよく部ぶを極力見ないようにしつつ、ゆっくりと、近づいた。

　男は怯おびえたような顔をして、瞳を赤く輝かせ近づいてくるエレナに言った。

「……な、なんのようだ、吸きゆう血けつ鬼き」

「怖がらないで。すぐに済むから」

　こんな男に頼らなければいけないなんて、なんて嫌悪を顔に出してしまったのか、男は体勢を崩してあとずさる。ベッドのなかに逃げ込もうとでもいうように、すがりつくように片手をベッドのなかに入れる。エレナはため息、深しん呼吸していらいらを落ち着かせると、言う。

「……ごめんなさい。でも、あなたの血がいるんです。みんなを助けるために、あなたの血が必要なんです。分かってください」

「み、んな、を、助ける、……ために？」

「はい」

　ふと、思う。いったいどれくらいの量が必要なのだろう。と。

　まぁ、多ければ多いほど、効果はあるだろうけど。

　奇き妙みように冷静、かつ冷れい酷こくに、エレナは男を見下ろすと、ゆっくりひざまずいていく。下か半身に目をやらないようわずかに顔を上向きに、耐え難がたい異い臭しゆうに思わず片手で鼻を押さえて。そうだ、鼻をつまめば飲みやすいかも、なんて心のなかで考えつつ。

　男は、麻薬で朦もう朧ろうとしているのだろう、ぼんやりした口く調ちようで繰り返す。

「……みんなを、助け……」

「はい。そうです。だから、お願いだから、動かないで、目をつぶっていてください」

　どれくらい風ふ呂ろに入ってないんだろう、と人間の鼻で異臭をとらえて泣きそうになる。

　こんな男の首くび筋すじに顔をうずめて、口を付けなければいけないなんて。

　片手は自分の鼻をつまみ、片手は男の肩をつかみ、エレナはゆっくりと顔を近づけていく。その無理な体勢のため、男が下方の死角で何をしているのか気づきもせずに。

（……あ？）

　最初、エレナははしたなくも、男のアレが立ち上がったのだと思った。

　まさしくそういう角度、だった。

　それが服を貫つらぬき胸に刺さってようやく、エレナはそれが木のくい、おそらくテーブルの足を使って作ったのだろうくいであることに気づく。ベッドのなかに隠かくしてあったのだろう見事に削り上げたそれを、男の両手は握り締め、麻薬の常用者とは思えないほど確かな手つきでエレナの胸の中央からやや左寄りにくいこませる。ろくにものを食べていなかったとは思えないほどの怪かい力りきとエレナ自身の体重を利用して、削ったばかりの鉛えん筆ぴつのようにとがった木のくいを、エレナの胸に突き刺していく。したから持ち上げるように、立ち上がるようにしながら。

　肋ろつ骨こつが、割れる音。

　そして木のくいは、心臓へと到達する。

　たちまち心しん筋きんが破れ血が噴ふき出す。男は信じられない怪力を見せて、エレナの心臓にくいを突き刺し下側から持ち上げてくる。くいの先端は肺の下部を傷つけ背中に到達してようやくとまり、次の瞬しゆん間かん、エレナは身体からだごと床にほうられる。

　安いペルシャ絨じゆう毯たんが、たちまち血で台だい無なしになる。

　やった！　と男は叫んだ。

「やったぞ！　おれはついにやってやったぞ！　どうだ吸きゆう血けつ鬼き、どうだ吸血鬼！　人間はやりなおせるんだ！　負けたままではいないんだぁ！」

　おれはやったぞぉ！　と叫ぶ男の声を聞きながら、エレナは床に転がり、必死に身体を丸めて、両手を首に引きつけ守った。

　しかし男は、しばらくやった、やったと叫んでいただけでそれ以上攻こう撃げきしてこようとはせず、やがてベッドからもう一本くいを取り出すと、部屋から出て行った。

（……あ、う、わ……く、そ……）

　悪あく臭しゆうが、どんどん遠ざかる。

　ドアが開き、そして閉まる音が聞こえる。

　部屋には、くいを胸に突き刺したままうずくまる、エレナが一人、残される──

（……逃げ、られる……ダメ！　……は、早く、追いかけないと……）

　体内の『ザ・ワン細さい胞ぼう』が次々に死に掛けていくのを感じ、エレナは必死に手を伸ばし、くいをつかんで引き抜きはじめる。心臓を破られたため体内の血流がとどこおり血の循じゆん環かんが弱まっていくのを、『ザ・ワン細胞』で血管を動かし毛もう細さい管かん現象でなんとかカバーしつつ、必死でくいを抜こうとする。そうしつつ、エレナは思わず笑う。もしも頭を切り落とされていたら、『ザ・ワン細胞』で血管を操あやつることができずにわたしは滅んでいただろう。だが頭部が残っていたから、脳のう神経のネットワークを身体からだから切断されなかったから、意識が消えず、助かった。意識さえ残っていれば、『ザ・ワン』細胞を操ることで心臓を再生できる。たとえ心臓を破られても、まだわたしは生きていられる。

（……わたしはもう、完全に、吸血鬼、……化け物なんだ）

　涙が出そうになるのをこらえ、エレナは血にまみれたくいを引き抜きはじめる。

　周囲の筋肉を操り、弛し緩かんさせ、少しずつ、ゆっくりとくいを引き抜いていく。それ以上血液が失われないよう、慎しん重ちように、ゆっくりと。

（……急いで心臓を修しゆう復ふくし、あの男を、追わないと……）

　ああ、だが、体力が、エネルギーが足りない。

　いままで仮か死し状態で血を採っていなかったのに加え、大量に血を失い、さらに心臓を再生させなければならない。いかに『ザ・ワン』とはいえエネルギーは無限ではない。身体からだ中からエネルギーを集めて心臓を再生すれば、今度は身動きが取れなくなる。

　そもそもどうやって、外へと逃げたあの男を捕まえる？

（畜ちく生しよう……ああ、くそ、畜生……）

　──どれほどのときが経たったろう。

　ともすれば消えそうになる意識を何とか必死でつなげ、ようやくくいを引き抜き終え、心臓の再生を開始したころ。

　ぱたん、とドアの開く音が聞こえた。

　エレナは寝ね転ころんだまま顔を上げ、ドアのほうを見た。

　一いつ瞬しゆん、あの男が考え直して戻ってきてくれたのではないかと一いち縷るの望みをかける。

　だが、悪あく臭しゆうはにおってこない。

　むしろいいにおいがしてくるこれは──

「……うわ？　エレナ？」

「……[image: ゆ゛]、唯ゆい？」

　現われたのは、先ほど別れたばかりの親友、神かん名な木ぎ唯の姿。

　血のせいでがらがらになっていた声に、言い直し、エレナは問う。

「……どうして、ここに？」

（そんなの決まっている、わたしを心配したからだ。ああ、でも、これで──）

　空腹感が、突とつ如じよとして強くなる。

　身体が全身で血を求めている。新鮮な血を。失われた分の血を。体力を回復してくれる血を。あの男の悪臭とは比べものにならない、いいにおいがする甘い血を。すさまじい飢き餓が感に一瞬気を失いかけ、エレナはぞっとする。いま気を失ってしまったら、わたしは唯に襲おそい掛かってしまうだろう。唯はエレナを拒こばんでいないから、唯まで怪物に変えてしまう。さらに下へ手たすれば、自分を止められず血を吸いすぎて殺してしまうかもしれない。

（どうにかして、血、だけを……）

「……唯、あの……」

　しかし唯は、エレナにみなまで言わせることなく、ベッド脇のナイトスタンドを載のせたテーブルに、近づいた。

　そこに置かれたままだった注射器を取り、じっと見つめる。

　さすがは唯、とエレナは感動とともに、思う。

　わたしが何を言わなくても、唯はすぐに分かってくれる。

　唯は病気のせいで注射器になれているから、血管を見つけることなんて造ぞう作さもないだろう。その注射器で血を採れば、唯ゆいを怪物に変えることなくわたしは血を飲める──

「……唯？」

　唯はじっと、注射器をながめていた。

　しばらくして、言う。

「やっぱり、ダメだったんだね」

「……え？」

「でも、それでよかったんだよ。いくらあんなヘンタイな、露ろ出しゆつ狂きようの人でも、望まない人を犠ぎ牲せいにするのはやっぱりよくない」

（……え？　……え？　……何、を？）

「……ゆ、い？」

「気にしないでね、エレナ。これは結局、あのとき借りたものを、返す、ただそれだけのことだから」

　唯は注射器の袋を破り、中身を取り出した。

　キャップを外し、針を露出させると、それを自分の腕ではなく、注射器のよこに置いてあったアンプルへと向ける。

　アンプルを取ると、唯は慣れた手つきで注射器の針を入れ、中身を、麻ま薬やくを吸引させていく──

　──エレナの全身に、戦せん慄りつが走った。

　唯がしようとしていることを、おぼろげながら理解して。

（……うそ、うそ、うそうそうそうそ──）

　注射器にアンプルの中身を移し終えると、唯ははにかんだ笑顔をエレナに向けて、言った。

「準備はいい？　エレナ。あんまり時間はないんでしょ？」

　エレナは手を伸ばし、動かぬ身体からだに鞭むち打って、必死で立ち上がろうとした。

　口を開け、声にならぬ声を絞しぼり出しながら。哀あい願がんするように、唯に向かって手を伸ばす。

（ああ、バカ、やめて、わたしは唯にそんなこと、望んでいない──ああ神さま、お願いだから、やめてさせてください。お願いだから、やめさせて、そんなこと唯にさせないでも……）

（……まさか？）

　──全身に衝しよう撃げきが、走る。

　突とつ然ぜん浮かんだ恐ろしい、あまりに恐ろしい考えに、身体中を震わせながら、エレナは声にならない悲鳴をあげ、叫んだ。

（ああ、神さま。お願いだからやめてください）

（確かにわたしはあのとき、祈りました。唯を助けてくださいって。あたしから唯を奪わないでって。そのためなら、生命いのちでも、いちばん大事な宝物でもさしあげるって──）




（でもだからって、本当に、わたしの一番大事な宝物を、奪おうなんてしないでください）

（わたしの一番大切な、宝物を、わたしの手で奪わせるようなことだけは、お願いだからしないで──）




　エレナの心の声を、知ってか知らずか。

　唯ゆいは、袖そでをまくって左の腕を、露ろ出しゆつさせた。




　　　　◆




　なぜ、唯に自分のしようとしていることが分かったのか、そんなことはどうでもいい。

　大事なのは、とにかく唯をとめること。

　エレナは唯をとめようと、必死に絨じゆう毯たんから身体からだを起こす。

　何とかベッドに寄りかかり、立ち上がろうとして、でも立ち上がる力すらなく、涙に濡ぬれたか細い声を絞しぼりだす。

「……いやや……いや……絶対に、いや……」

　それだけで伝わるはずのエレナの気持ち。

　唯はかすかに影のある、笑みを浮かべた。

「駄だ々だこねないの。エレナだって分かるでしょう？　これがいちばんいい方法なの。あの男の人を吸きゆう血けつ鬼きに見つからないよう連れ戻す、なんてこと、できる？　時間だってないんでしょ？　だったら、エレナがしようと思っていたことを実行するには、あたしを使うしかないじゃない」くすっと笑う。「あの人、フリ……だったね。あたし、実物見たのはじめて」

「……いや。や……うちは、絶対……」

「エレナったら」

「わ、わたしが助けたいのは、まず、唯なんや。ゆ、唯を助けられへんで、ううん、唯を犠ぎ牲せいにして、知らんひと助けるなんて、わたし、……そんな立りつ派ばなこと、できへんよ……」

　そうだ──勝手と言われても仕方がない。だがそれが正直な、気持ち。

　他人になんと言われようが、いくら吸血鬼に勝つためでも、この和わ歌か丘おかを守るためでも、唯を犠牲に、なんてできない。まず唯、次に、和歌丘、なのだ。神かん名な木ぎ唯、という眼めに見え触れられる存在があるから、抱き締められる大事な存在があるからこそ、こんなこと、しようと思ったのだ。思えたのだ。唯のため、と思うからこそ、こんなこと。

　それを犠牲にするなんて、できるはずがない。

　唯は困ったように肩をすくめると、注射器を、置いた。

　何気ない動作だったが置かれた場所はエレナの手の届かない場所で、エレナはあらためて唯が意志の強い少女であることを思い出す。背が低く、大きな声を出せないことから気が小さくて引っ込み思じ案あん、に見られる唯ゆいだが、それはあくまで見かけだけ。唯は一度こうと決めたら、不ふ屈くつの意志でやり遂とげる。その考えを変更させるのは難しい。

　唯は身体からだを回して、エレナに向き直ると、聞いた。

「じゃあ、あたしのために、吸きゆう血けつ鬼きのこと、ほっとく？　成り行きにまかせる？　海かい藤どうさんや水すい彩さいさん、昇のぼるくんのことなんて、ほっといて？」

「……そんな、そんなの……」

　そんなこと、もちろんできるわけがない。

　でもだからって、唯を犠ぎ牲せいにするのは……

　口ごもったエレナに、唯は、言った。

「神さまと、約束したんでしょう？」

　思わず目を丸くしたエレナに、唯はいたずらっぽく笑って言う。

「神様に、約束したんでしょう？　なんでもするからって。自分の命も、宝物でもなんでも差し出すから願いをかなえてください、って。なのにいまさら、逃げちゃダメだよ」

　エレナは思わず声を上げ、叫ぶ。

「神さまなんて、おらん！」

「そうなの？　まえまで、いるんじゃないか、いるんじゃないかって言ってたような。都つ合ごうのいいときは神さま出して、悪いときは神さまなんていない、なの？」

「違う！　違うよ！　なんでそんな言い方するの！」

　唯をにらみつけ、エレナは声を高ぶらせる。

「……うちだって最初から、神さまなんて信じてへん！　神さまなんておらへんねん！　わたしはただ、唯を、みんなを、助けたいって思てただけで、そんで、もしも神さまがおるんなら、きっとうまくいくだろうって思てただけで、言うてただけで、でも、やっぱり、神さまなんておらんのや！　約束なんて、最初っからあらへんのや！　だからそんなの関係ない！」

「……」

「……だいたい、もしも神さまがおるんなら、なんで助けてくれんのや。吸血鬼、なんて、なんでこんな、ひどいことになっているんや。それがそもそも、神さまなんていないことの証明やんか。……唯だって、神さまなんて信じてへんのやろ！」

「うん」

「だったら最初から約束なんか言うなや！　それに、それに……もし万まんが一いち神さまがおったとしても、こんな約束、無効や！　そもそも成り立たん約束や！　いちばん助けたかった人を犠牲にしろ、なんて、本ほん末まつ転てん倒とうやないか！　絶対──」

　唯は静かに、首を振る。

「……それは違うよ。エレナ」

「何が！」

「だってあたしはあのときから、いままで、立りつ派ばに生きてきたもの。ちゃんと人生送ってきたもの。なのに、いまここで犠ぎ牲せいになるからってそれまでのことをなかったように言うのは、結局あのとき助からなかったのと同じ、みたいなことを言うのは、ひどいよ。あたしはちゃんと、たとえ短い時間でも、自分の人生を生きてきたのに」

「……それは、でも、それは、……ぜんぜん話が違うやん」

「違わないよ。あのときが、あたしの人生のはじまりだったんだから。あのときの気持ちを土台にして、あたしの人生ははじまったんだから。だからあたしは、あのときの自分から逃げちゃいけない。たとえそれが、エレナを傷つけるとしても」

「わけ分からんこと言うなや！　自分でも認めたやんか、神さまはおらんて！　約束なんてないって！　だったら──」

「神さまも約束も関係ない！　あたしが言いたいのは──」




「──あのときエレナは少しでも、あたしの気持ちを考えた？」




　エレナの目が、開く。

　唯ゆいは顔を伏せ、視線をそらしたまま、つぶやく。

「……ううん、分かってる。あのとき、エレナは自分の命を捨ててまで、あたしを助けようとしてくれた。それは分かってるし、うれしいと思ってる。助かったいまなら。

　でも、そのとき少しでも、あたしの気持ちを考えた？　エレナを犠牲にして生き延びることになる、あたしの気持ちを考えた？　そのあとあたしがどんな気持ちで生きていくことになるのか少しでも、考えた？」

「……それは……」

「エレナが助かったから、ありがとうって言える。助かったから、すごくうれしく思える。でももしもエレナが死んでいたら、あたしがうれしく思えると思う？　ありがとうって思えると思う？　どこも怪け我がしてなかったエレナが、ただあたしを助けるためだけに死んで、それでどうしてあたしが平気で生きていけると思うのよ！　あなたがあたしのよこで血の気をなくして蒼そう白はくになっていたとき、あたしがどんな気持ちでいたのか、分かる？　あたしはね、心のなかで、ずっとつぶやいていたのよ、余よ計けいなお世せ話わだ、余計なお世話だ、って！」

「……」

「すべては、エレナが死ななかったから、言えること。もしもエレナが死んでたら、あたしは絶対、エレナを恨うらんでた。きっと嫌いになっていた。そりゃ、世のなかには、それでも生きていける人がいる。どんなことよりも生きているのが大事だって言える人がいる。でも、あたしは違う。あたしはそれほど強くない。もしもエレナがあたしのせいで死んでたら、あたしは、きっと、耐えられなかった。自分も、そしてエレナも許せなかった。なのにエレナは、ぜんぜんそれを分かってない。あのころから、エレナはぜんぜん分かってない！　だからまた、同じことをしようとしている！」

「……わ、わたしは……ただ……」

「……分かってる。エレナは純じゆん粋すい。だから、余よ計けい……ね」

　口ごもったエレナに、唯ゆいは大きく息を吸い、吐いた。

　顔を伏せたまま、言う。

「……あーあ。言っちゃった。こんなこと、ずっと言わないつもりだったのに。

　ごめんね、エレナ。エレナの、あたしなんかのために命まで賭かけてくれた、その気持ちはうれしいよ。本当に。……でも、つらいの。それってちょっと、背負って生きていくには、重すぎる。つらすぎるんだよ。あたしには。あたしはそんなにやさしくなれない」

「……唯」

「……ここまであたしに言わせたからには、ちゃんとあたしを『ザ・ワン』にしてよね。誤ご解かいされたまま、なんて、それもつらすぎるから。ちゃんと、分かってほしいから。

　……ああでも、ひとつになったら、エレナを逆にがっかりさせちゃうかもね。唯ってこんなやつだったんだ、こんなこと考えてたんだー、って。エレナ、妙みようにあたしを神しん格かく化してるから」

「……神格化なんて、してへんよ。唯が変なのは知ってるし」

　二人で、かすかに、笑い合う。

　そして、唯が、口を開く。

「……だから、エレナ。ひとりで犠ぎ牲せいになろうとしないで。どうしても犠牲になる気なら、あたしにもその運命を分けて。そうじゃないと……いまのエレナなら分かるでしょ？　いま、エレナが感じているつらさが、そのままあたしのつらさ、なんだよ？」

「……つらいのは、一人だけで……」

「ううん。つらいからこそ、分け合うの」

「でも、うちはもう、『ザ・ワン』になるしかないけど、うちにはもう未来がないからええけど、唯はまだ……」

「……あのときエレナは、死にかけても、『ザ・ワン』化もしていなかったけど、それでも、あたしの意見も聞かないで無理やり生命いのちを賭かけたのよ？　だったらこれって『報むくい』じゃない？　いまのあたしが、あのときのエレナと同じことしても……」

　──『報い』。

　なんとなく発された、その言葉の、重さ。

　押し黙ったエレナに、唯は笑って、言う。

「それにさ、エレナは死んだほうがましとか思っているかもしれないけれど、あたしとひとつになったら、逆に生きていたいと思うかもよ？　たとえ『ザ・ワン』として生きていくのだとしても、それでも生きていたいって。あたしの、エレナと一緒に生きていきたいって気持ちはとっても強いんだから。あたしの意志の強さは、エレナも知っているでしょう？」

「……でも、わたしはこれから、『ザ・ワン』を殺す毒を飲もうとしているんやで？」

「それでも、よ」

　……ああ、とエレナは思う。

　つまるところ、そこなのだ、と。

　唯ゆいは世界のためでも、みんなのためでも、ましてや自分のためでもなく、そのために、ここに来たのだ。『ザ・ワン』になることは死ぬことだと思っているわたしと、それでも一緒に生きていくために。鴨かも音ね木ぎエレナという存在を、たとえ人間でなくなるとしても、それでも守ろうとするために。

　あのとき、エレナが唯に血を与え、その生命いのちを助けようとしたように、

　唯はいま、その血をエレナに返すことで、エレナを助けようとしている。

　──神かん名な木ぎ唯。

　小さいころから、ずっとエレナと一緒にいてくれた、大事な存在。

（小さなころから、唯はいつも一緒にいてくれた。わたしを助け、守ってくれた）

　それがとてもうれしくて、だから唯が事故に遭あったとき、今度は自分が守るんだ、そう決めた。これまで助けてもらったように、これからはわたしが助けよう、唯のことを守ろうって思った。なぜなら、わたしがつらいとき、悲しいとき、唯は何も言わずに一緒にいてくれて、それが本当にうれしくて、本当にうれしかったから、だから今度はわたしが、って──

（結局、そういうことなんだ。わたしが守って、守られて、その連れん鎖きはずっと続いて──）

（──そして今度は、わたしの番。きっとみんな、いつかその、番が来る──）

　唯は、もう話は終えたといわんばかりに、再びナイトスタンドのところに戻った。

　注射器を取り上げ、エレナを見る。

「……じゃあ、そろそろ、はじめようか。先さき延のばししていてもはじまらないし」

「……わ、わたしは、まだ……やっぱり……」

「迷ってる？　うん。それでもいいよ、エレナ。……結局、あたしがしようとしていることは、あのときのエレナと同じく、勝手に決めたわがままなんだから。エレナが付き合ってくれなくても、あたしには文もん句くは言えない。あたしもあのとき、エレナに付き合わなかったし」

「……そんな、言い方……」

「エレナ、言ったよね。あのとき、祈ったって。あたしを助けてくれるなら、自分は死んでもいいって。自分の宝物でもなんでもあげるから、あたしを助けてくださいって、祈ったって。そのときね、実はあたしも祈っていたの。あたしは死んでもいいから、エレナを助けてって。エレナが何を祈っているにしろ、そんな願い、かなえないで、あたしの代わりにエレナを死なせるようなことだけは、絶対しないで、って。エレナと同じ願いを、でもエレナとは逆の感じであたしは祈っていた。エレナのは、純じゆん粋すいにあたしのためだろうけど、あたしのはエレナのためじゃなく、自分がつらい思いをしたくなかったから。エレナの素直な願いは分かっていたのに、あたしはそれに付き合わなかった。むしろ逆らうようなことを願った。

　だから、エレナがいま、あたしに付き合ってくれなくても、あたしに文もん句くは言えないよ」

「……そんな言い方、ずるいよ……」

「そうだね。確かに」

　微笑ほほえむ唯ゆい。

　さっきから、その顔から笑顔が絶えることはない。

　もったいつけて、自分の左腕を指でたたいて静じよう脈みやく注射の準備をはじめている、その動作に、ふとエレナは思い出す。手術以降、唯は、注射のためによく肘ひじの内側や手首に内ない出しゆつ血けつをつくっていた。白い肌はだに目立ったそれはとっても痛いた々いたしくて、エレナは見ていられなかったが、唯は一度も泣き言を言ったことはなかった。そして気がつくと、唯は自分で自分に注射を打てるようになっていた。それは、まだ子供であるにもかかわらずもはや注射器なしの生活は送れない唯の、強い決意の表われであり、唯はいつも文句を言わず、内面を出さず、平然と辛しん苦くに立ち向かっていた。

　その唯が、はじめて、自分の心を明かした。

　……エレナにすがる、ようにして。

　──そして微笑を絶やしていない。

（そして、今度は、わたしの番──）

　唯が、言う。

「あたし、最近気がついたんだけどさ、本当に大事な選択って、結局選択じゃないんだよね。これとこれ、どちらを選ぶか、じゃなくて、あるひとつの道を、いくか、いかないか。気がつくと、そんな状態になっているの。これって絶対フェアじゃないよね」

「……そやね」

「そんでさ、これも最近思ったんだけど、神さまとかに必死でお願いするときって、なんて言うか、他の願いは全部切り捨ててただ一つだけ、なんだよね。ほかはどうなってもかまいませんから、どうかこれだけはー、って。これって、謙けん虚きよの表われとかじゃなくて、たぶん人間は心のどこかで知っているんだね。奇き跡せきを当てにした願いは、たくさんの代だい償しようを必要とするから、一つだけしか頼めないって……」

　──代償。

「……そう、やな」

「……それで、さ……」

　さらに口を開いて何か言いかけ、エレナの瞳に何を見たのか、唯はそこで言葉を止める。

　その唇くちびるに微笑を宿したまま、あらためて、雑ざつ談だんではないことに唯はその口を、開く。

「……エレナ。あたし、ひとつだけ、お願いが、あるの」

「……なんや」

「悩むのは、しかたないけど、……でもお願い、エレナ。そのときが来たら、ためらわない、で。……たぶん、この量は、人間にとっても致ち死し量だから」

　これだけの量の麻ま薬やくを血管に打てば、おそらくショック死はさけられない。

　麻薬が生み出す脳のう内ない麻薬の氾はん濫らんに、その人格を破壊されて、死ぬ。

「……あたしの、自じ我がが、記き憶おくが、穢けがされるまえに、できれば──！」

　いきなりエレナに抱きつかれ、完全に不意をつかれて、唯ゆいは身体からだを硬くして必死で注射器を遠ざける。守ろうとする。エレナから。それを身体で感じつつ、エレナはとくに注射器を奪おうともせず、奪おうと思ったなら奪えたにもかかわらず、ただ、心臓の再生を終えた身体を動かして唯の首くび筋すじに鼻をうずめる。そのにおいを、唯のにおいを鼻び腔こうに刻もうとでもいうように。そしてエレナはようやく気づく。いったいいつからだろうか、唯の身体が小こ刻きざみに震えていることに。ようやくそれに気がついて、だからエレナは、ますます強く、唯の身体を抱き締める。その震えを止めるため。

　──どれくらいそうしていただろうか。

　唯の身体の震えが止まったのを確認し、エレナはコノヤロ、といった感じで、言った。

「……唯、ずるい。湯上りやろ。一人だけお風ふ呂ろ、入ってきたな」

「……へへ。まぁ、その、さっき……やっぱりね、礼れい儀ぎかなって。ここんところずっとエレナにつきっきりで、身体拭ふくことしかできなかったから。……正直に言いなさいよ。エレナだってあんな香水まみれのヘンタイ男なんかより、清せい潔けつな女の子のほうがいいでしょ？」

「……ん。まぁ、確かに。……シャンプーのにおいって、ええな……」

　まぁ、どちらにせよ、と唯は笑う。

「あの人の血じゃ、役には立たなかったんじゃないかな。いくらあの人の血を吸っても、あの人自じ体たいはエレナを招いていないから。麻薬の混じった血じゃなくて、麻薬に侵されたネットワークそのものが、毒になるんだとあたしは思うの」

「……ややこしな。分からんけど」

「でも、その点あたしなら大丈夫。分かるでしょ？　あたしはエレナを招いているから。もうずっと、ずっと、エレナを待っていたんだから」

「はいはい。分かった分かった」

　──いつになく饒じよう舌ぜつな唯に、エレナはただ、抱ほう擁ように力をこめることで、答える。

　もう、いいんだよ、とでもいうように。

　だんだんと、言葉すくなになっていく唯。

　やがて生まれた沈ちん黙もくのなかで、エレナはつぶやくように、言った。

「……うちは、神さまと、約束をした」

　答える唯ゆい。

「あたしも、神さまに、祈った」

「じゃあこれは、その代だい償しよう？」

「……あるいは罰、かも」

　エレナは笑う。

「……神さまは、残ざん酷こくや」

「うん。でもきっと、いいところもある。あの事故がなかったら、あたしはエレナと本当の友だちに、なれなかった。いまだって、エレナを助けることなんて、できなかったし──」




「……ねぇエレナ。あたしって、おいしそう？　うそでもいいから──」

「ん。とっても。いいにおいやよ。おいしそう……うそやない」
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　どくん、どくん、と再生したばかりの心臓が早はや鐘がねを打つ。

　いやこれは、エレナだけの心音ではない。唯の小さな心臓も、割れんばかりに高鳴っている。それは恐怖か、それとも期待か。空腹は最大の調ちよう味み料りよう、なんて言葉がエレナの頭に浮かんでその唇くちびるをゆがませる。余よ裕ゆうなのか、狂っているのか。自分は地じ獄ごくに落ちるのか、それとも神の期待に応えているのか。でもそんなことは関係ない。神も『ザ・ワン』も和わ歌か丘おかもみんな関係ない。これはエレナと唯ゆいの人生であり、運命であり、二人が選んだ結末であり、ただひとつ、分かっているのは──

「……ごめんね、エレナ。きっと、エレナのほうが、つらいよね」

「大丈夫やよ。こんなの、唯にさせるより、よっぽど、楽──」

　これが唯の願いなら、それがうちの願いだから。

　──二人一緒なら、きっと。

　神さまは残ざん酷こくだけど、でもきっと、いいところもある。

　だって、ちゃんと、唯と一緒にしてくれたから──

　──いくよ、と唯が小さな声で言い、

　やがてエレナの鼻び腔こうは、危険な香りを感じはじめる。

　あの男から漂ってきていたのと似たような、しかしどこか違う、むしろ蠱こ惑わく的な香り。対象が違うというだけでこうも変わってくるのかと、エレナは感動すら覚える。そう、においは本能的なもの。それは記き憶おくと結びつき、その色を変える。意味を変える。血液は、わずか二十秒ほどで人の全身を、まわる。そのにおいがますます危険になるまえに、ドラッグが致ち命めいの破壊を行なうまえに、エレナはそっと唯を抱き締め、行動を、開始する。

　唯が陶とう然ぜんとした声で、言った。

「……エ、レナ。返す、ね。あのときエレナに、借りた、ものを、ようやく……」

　笑って答える、エレナ。

「……ああ。唯。一緒に行こう、うちたちは……」




「──あたしたちは、ずっと、ずっと、一緒だよ──」




　鋭い牙きばがその柔らかな肌はだを貫つらぬき。

　そして二人は、ひとつになった。







　　　４．（ブックマン）




　それが押し寄せてきたとき、三み輪わ方かた遼りよう子こはいつものホテルではなく別の場所に本部を設置し、広い会議室に一人座っていらいらしながら人じん狼ろうたちの報告を待っていた。

　まだ舞まい原ばるサクラはつかまらないのか？

　いったい何をやっている？

　いまごろは、サクラを拿だ捕ほできているはずなのに、どう考えても、遅い。

　しかも、サクラ捕ほ獲かくに向かった人狼たちと連絡が取れない。

　地理的な通信障害があるならともかく、人狼のリーダー、アヒムには『ザ・ワン』特製の通信機を渡してあるにもかかわらず、いくら呼びかけても返事がない。

　そろそろ、舞原家の飛行船が信号弾だんの上がった場所に到達していていい時間。

『ザ・ワン』化している人工衛星は舞原家の飛行船の動きを見失っていたが（のんびり飛ぶ、というイメージがあるが、小型飛行船は使いこなすと凶きよう悪あくなまでに隠おん密みつ向きだ）、いくらなんでもこれだけ時間がかかってしまえば、舞原家もサクラのもとにかけつけられたはず。

　いったい、森での状況はどうなっているのか？

　人狼はすでにサクラを確保したのか？　それともなんらかの障害があり、舞原家と戦闘になっているのか？　局地的な戦闘において人狼が人間に負けるとは思わないし、すでに、人狼と吸きゆう血けつ鬼きで構成された第二班をおくってあるけれど──

（……いったい、何か、あったのか──）

　あるいはもう、サクラのことなどあきらめて、舞原家に攻め込むべきかもしれない。

　すでに舞原家は、日ひ炉ろ理り坂ざかを制御するための電脳システムをネットから切り離して孤立させ、『ザ・ワン』の侵入を防いでいる──吸血鬼に対する臨りん戦せん態勢を敷いている。まだ吸血鬼のことは確かめていないはずなのに。そう、対たい吸血鬼の戦いは、時間が大きな問題になる。吸血鬼はその気になればネズミ算式に増えていくし、相手を仲間にしようと思わなければかなりの戦闘力を発はつ揮きする──夜であれば。そしてあと数時間で、夜が来る。行動の速さこそ戦いの行く末を決めるなら、ここはひとつ、サクラの確保を待たずに戦いを開始するべきではないか？　かなりぎりぎりの戦いになるかもしれないが、だからと言ってためらえばためらうほど、『ザ・ワン』は『速さ』を失い負ける要素が増大していくだろうから。しかし、そう感じてはいても、たとえ『ザ・ワン』として膨ぼう大だいなネットワークにつながれてさまざまな知識経験にアクセスできても、三輪方遼子の人格は結局高校三年生のもの、自分だけではなく種族の生存のかかった戦いだと思うと、簡単には行動に踏み切れない。なんで『コア』はこんなあたしに昼間の指し揮きを任まかせたのかと文もん句くのひとつも言いたいが（もっとも、どうせ答えは「おもしろいから」だろうが）、指示を仰ぐべき『コア』はいまだ棺かんおけで就しゆう寝しん中。他の『第二人格』たちと相談しようにも、彼らの意見は決まって「ああそうだね。きみの思うとおりにすればいいよ。ぼくらは『ザ・ワン』、ひとつであり、ぼくらは一いち丸がんとなってきみのサポートをしよう」でまとまり会議にならない。そんな忠実な気持ちを『オード』に乗せて伝えてきてくれたって、そりゃその気持ちはうれしいが、いま遼りよう子こに必要なのは支持ではなく、頼れる意見のほうなのに。

　みんながひとつであるために、相談、という行為が意味を成さない。

　完全に『ザ・ワン』化していれば苦くにもならない欠点なのだが（そもそも経験不足、なんて人格的弱点が消える）、いまだ人間部分が多く残されている和わ歌か丘おかの端たん末まつたちにとって、この弱点はかなり大きい。というか十字架かとか日光とか以上に吸きゆう血けつ鬼きって弱点だらけじゃないかぁなんでこんなに弱点が？　といまさらながらそのことに気づき、遼子は苦にがい思いが浮かんでくるのを抑えきれない。

　そのとき。

　まず、そのニュースが入った。

「──ごめん。なんですって？」

　最近の常である「無意識的な『オード』のブロック」で端末の連絡を乗せた『オード』を理解するまえに弾はじいてしまい、急いでたずねなおした（繫つなぎなおした）遼子に、端末があらためて《念ねん話わ》で告げた。

《美作みまさか沖おき也やがホテルを出、走り回っています。手にくいと十字架を持ち、局きよく部ぶを露ろ出しゆつさせ》

「きょ？」

《近くの端末に取り押さえさせようとしているのですが、十字架を持っているため予想以上に難なん航こうしています》

「──局部を？」

《どうも麻ま薬やくで朦もう朧ろうとしていて、吸血鬼ハンターにでもなって世界を救っているつもりらしいのですが、どうしますか？　殺してもいいのなら……ええ局部ですよ局部。あそこです。性器を丸まる出だしにしています。それがそんなに大事ですか？　この状況で十字架やくいより気になりますか？　なんとも余よ裕ゆうがありますね。なんなら俗ぞく称しようで伝えましょうか？　ええ？》

「悪かったわよごめんなさいよ、……もう」

　なんかすさまじい勢いで『オード』をつなげてきた男子中学生の端末に、遼子は辟へき易えきして謝罪の『オード』を伝える。最近の食糧事情があまりかんばしくないため、端末たちは怒りっぽくなっている、これまた残っている人間部分が引き起こす弱点。

「……じゃあ、とりあえず、だれか監かん視しをつけておいて。いくら十字架とくいを持っていたって、何ができるわけでもないでしょ？」

《こんな臭いのするやつ、生かしておく必要あるんですか？》

「舞まい原ばる家の人間は、そんなやつでも助けられるなら助けたいって思うかも。有名人の息子むすこだし、使えるかもしれないでしょう？　それに──」

　言いかけた、次の瞬しゆん間かん。




（──！　！──何！　何よこれ──！）




　突然の、すさまじい『オード』の波動に、遼りよう子こはまたも反射的に『オード』を断って防御した。

　それでも伝わる圧倒的な波動に、遼子の身体からだは物理的でない衝しよう撃げきに揺れる。

　まさしく『コア』なみの圧力を感じさせる波動に、もしかして『コア』が目覚めたのではないかと思いつつ、遼子はそろそろと『オード』の触しよく手しゆを伸ばす。

　が、ついさっきまで『そこにいた』端たん末まつの『オード』が見当たらない。

　かすかに不ふ審しんに思いつつ、しかし気にするまもなく遼子は『オード』の触手を三み鷹たか家の屋や敷しきに移す。

『コア』を護ご衛えいしている端末メイドたちに『オード』をつなげ、たずねる、

「『コア』は？　いまの、『コア』なの？　目覚めたの？」

　答えてくる、三鷹家のメイドたちの、妙みように間ま延のびした『オード』声。

《少しずつ～》

「……は？」

《少しずつ～目覚めつつ～ありますがぁ、雨でつくったにせもののぉ夜ですしぃ、もう少しぃ、時間ったらかかりますぅ》

「……酔よってる？」

《やは……うふ……ふふふ……》

「ちょっと？　しっかりしてよ？　もう。これから大事なときなのに。じゃあいまの『オード』の波動は、『コア』じゃないのね？」

《……ああ、気持ち、いい……》

　はぁ？　ちょっと？　とさすがに遼子が『オード』の声を荒げた瞬しゆん間かん。

　ものすごい勢いで端末から、『気持ち』が伝えられてくる。

　それはなんとも淫いん靡びな、明らかに性的な快感を乗せた『オード』であり、遼子は思わず現実の身体を動かしのけぞらせ、あわてて『オード』を切り離し、どんどんと送られてくる『快感』をシャットアウトする。

（……な？　な？　い、いったい何をやっているの？）

　いったい『コア』を護衛している端末たちはどうなっているのか、何をしているのか確かめようと、もう一度、『オード』を伸ばそうとしたとき──

　こんこん、とドアが打ち鳴らされた。

「は、はい？」

　なぜかあわてる遼りよう子このまえに、

　バタン、とドアを開け、待機させていた端たん末まつたちが数人入ってくる。

　顔をしかめていたりとろんとさせていたり、思い思いの表情をした端末たちはいっせいに、遼子に向かって詰めかけてきた。

　そのなかの一人が遼子に向かって指ゆびを指さし、言う。

「遼子さん、また『オード』をブロックしてる！」

「え？　ああ、ごめんなさい。いまちょっとね、なんか」

　みなまで言わせず端末たちは、口々に、しゃべりだす。

「もっとつながりたいんです！」

「とっとと日ひ炉ろ理り坂ざかに攻め込みましょう！　覇は道どうを突き進みましょう！」

「おなかが空すいてカレーが食べたい！」

「映画見て涙を流しませんか？　最近涙を流してますか？」

「くぉらるらるるるるるらしゅしゅしゅ！」

　またも、ドアがバタンと開かれる音。

　あっけにとられて言葉も出ない遼子のもとに、端末たちがどんどん押し寄せてくる。もはやドアは閉まる間がなく端末たちが押しかけ詰め寄せ、遼子はたちまち部屋の隅すみへと追いやられる。そして何が楽しいのか端末たちは思い思いに、遼子に心のたけをぶちまけていく。

「遼子さん！　シャンプーのいいのあるのですよ！」

「キンモクセイの香りがします！」

「たまにはハンバーグが食べたい！」

「床とこ屋やはお医者さんなんです！　アレは包ほう帯たいなんです！」

「……『ザ・ワン』は宇宙を目指すべきだね」

「バニーですか？　バニーなんですか？　バニーでいいんですねぇっ？」

「くぉらるらるるるるるらしゅしゅしゅ！　るらしゅしゅしゅ！　るら！」

　遼子の趣味で選ばれた、かわいい、と言って差し支つかえない端末の少女たちが、何かよく分からないことを言いながら遼子に向かって詰めかけてくる、それもじゅうぶん奇き妙みよう奇き天て烈れつに恐ろしかったが、しかし何よりも怖いのは彼女たちの『オード』の奔ほん流りゆう。端末たちは遠えん慮りよなく、遼子に向かって『オード』の触しよく手しゆを伸ばしてくる。ほとんど無理やり遼子とつながろうとしている。そのすさまじい圧力に、遼子は気け圧おされ何が起きているかも分からずしかしブロックを解いて『オード』で調べることさえできず、ただただ壁に背を当て絶ぜつ句くする。

（……何？　なに？　なんなのこれ？　新あら手てのサボタージュ？）

（い、いまがどういうときだか分かっているの？　いったい何をしているの？）

　もみくちゃにされながら必死で壁に背をすり移動して、机のうえに乗ったり机のしたに潜もぐり込んだりしてようやく部屋を抜け出し、それでもなお追い掛け回され逃とう走そう劇を繰り広げ、さんごじゅうごしてようやく自分が彼女たちより上位の『第二人格』であることを思い出し、これでは埒らちが明かない、『第二人格』の力で端たん末まつの脳を操作しおとなしくさせよう、と思いついたとき。

　爆音が、轟とどろいた。

　遼りよう子こは窓の向こう、遠くのほうで、火ひ柱ばしらが上がるのを目もく撃げきした。

　そして。

　遼子の全身に鳥とり肌はだが立つ。それが何を意味するか、悟さとって。




　　　　◆




（……雨が、降った……）

　しとしと降りの雨はすぐに霧きり雨さめへと変わって町へと蔓まん延えんしていく。それは悪あく夢むの原げん風景のように、町を白く塗りこめていく。一歩先の見えない世界に変えていく。その雨は、あの海かい藤どうという男の言葉から予想していたものとは微び妙みように違ったが、それでもさっきの花火とあいまって、事態の変化を、告げていく。最後のときに向かって。

　稲いな吹ぶき九く朗ろう、元もと牧師、現在の呼び名は『ブックマン』、は、ソファから立ち上がった。

　稲吹の動きに、稲吹に張り付いていた『ザ・ワン』の端末は顔を上げたが、しかしすぐ顔を戻してしがみついていた相手の首くび筋すじにその鼻をうずめる。しがみつかれた『レッド』の男は、複雑な顔をして、ときおり快感にその顔をゆがめ、しかしおとなしく血を吸われるままになっている。『レッド』──吸きゆう血けつ鬼きに従う人間の役割のままに。

　稲吹はゆっくりと歩き出しつつ、吸血鬼を観察した。

　稲吹にぴったり張り付いてその動きを見張るのが役割のはずの吸血鬼は、先ほど突然『レッド』の男を稲吹が軟なん禁きんされている部屋につれこんできて、それからはずっと仲むつまじい恋人同どう士しのような吸血活動に熱中している。稲吹の行動を見張る、という任務など忘れたかのように、まったく稲吹に注意を払わずちゅっちゅっと吸血行為に没ぼつ頭とうしている。

　男の顔が青ざめだしているのは、必要以上に血を吸われていることと、このままでは血を吸い殺されてしまうのではないだろうかという恐怖を感じはじめているからだろう。

　稲吹は心のなかで思う。

（……これから日ひ炉ろ理り坂ざかと戦うつもりのはずなのに？　どうしたんだ？　こいつらは。……やはり、さっきの波動が原因なのか？）

『コア』の気まぐれによって与えられた『ザ・ワンの印しるし』のおかげで、稲吹は吸血鬼たちの『オード』や波動をそれなりに感じ取ることができる。もちろん吸血鬼のようにつながったりすることはできないが、たとえば吸血鬼の位置を感じたり、その活動が活発化しているかどうかぐらいは分かる。

　先ほど突然、すさまじい波動が和わ歌か丘おかに広がり、

　そしていま、稲いな吹ぶきを見張るのが仕事のはずの端たん末まつはほとんど暴ぼう走そうしたかのように任務を忘れて吸きゆう血けつを楽しんでいる。まるで欲望のたががはずれたように、牧師のことなど気にも留めずに。

　何が起きたか分からないが、これはチャンス。

　これまでしてきたことが怪しまれ、見張りがつくようになってしまった（もちろんそれも計算のうちではあったが）自分が自由に動ける、おそらく唯ゆい一いつの、チャンス。

（ああ、神よ、もしもあなたがこのチャンスをくださったなら、感謝します。人の心を捨て、外げ道どうに落ちたこの私の、唯一の心残りを晴らすチャンスを与えてくださったことに……）

　牧師はそっと、自分を軟なん禁きんしていた部屋の、扉を開けた。

　と、背後で、吸きゆう血けつ鬼きが身体からだを起こしたのを感じた。

　思わずぴくっと動きを止めた牧師の背中に、かけられる声──

「……ねぇ、ホールにいくんなら、あと二人ぐらい、連れてきてくれない？　いい男、そうね、年は三十五くらいの──」

　男が息を吞む音を聞きつつ。

　うなずき、肩をすくめると、稲吹は何事もなく部屋を出た。




　　　　◆




　稲吹が部屋を訪れたとき、『レッド』の子供たちのリーダー、新しん堂どう一いち郎ろうは友だち二人と何をするでもなく、外の景色をながめていた。

　稲吹のノックに逡しゆん巡じゆんしていたが、やがてドアを開け、招き入れる。

　稲吹は一郎に用意された部屋を一通り見渡し、二人の少年に挨あい拶さつしたあと、一郎に向き直る。

　稲吹より早く、口を開く一郎。

「あんた、閉じ込められているって、聞いたけど」

「ああ。ちょっとした工作が、ばれてしまってね。しばらくはうろつき回るなと。……たぶん、いよいよ吸血鬼たちは、行動を起こすつもりなんだ。だからきみたち『レッド』も、こうして集められた。君たちの居い所どころを管理して、いざというとき吸血鬼たちが食事をしやすいように」

　何も答えず、一郎は、視線を外へと戻す。

　他の二人も、一郎にならって外を見ている、窓の外から見える景色は霧にかすんで、まるで現実のものとは思われない。しかしそれは確かに窓の外に存在し、嵐のまえの静けさのようにおそるべき何かをはらんでいる。おそらくこの三人も、もうすぐ何かが起こることを、どこかで感じているのだろう。まだ小学生の三人のその大人おとなびた表情に、牧師は胸が締め付けられるのを感じつつ、そっと、部屋の真んなかに置かれた椅い子すに腰を下ろす。

　一いち郎ろうの横顔をながめ、つぶやくように話し出す。

「まえに、私は言ったね。きみに、自分がすべきこと、したいことをよく考えろと。どうだい？　結論は、出たかい？」

「……」

「もう、タイムリミットだ。雨は降ってしまったよ」

　一郎は唇くちびるをゆがめて、言う。

「この雨を降らしたのも、『ザ・ワン』なんだぜ？　日光に邪じや魔まされないように、『コア』が早く起きられるように、ってな。『ザ・ワン』は雨も降らせられるんだ」

「ああ。確かに『ザ・ワン』の力は強大だ。……それで、やっぱりきみは、『ザ・ワン』の側そばにいるかい？　まぁ、それもいい。それが正しいと感じているなら、それでいい。だが、もしも迷っているなら、いま決断しなければ一生後こう悔かいすることになるぞ」

　一郎の目は、窓の外にさまよったまま、ただ口だけが、稲いな吹ぶきの言葉に答える。穏おだやかに。

「……神さまって、いるのか？」

「……」

「吸きゆう血けつ鬼きはいた。でも神さまはどうなんだろ。神さまはいて、吸血鬼のいうミレニアムってやつが正しいから、だから和わ歌か丘おかを助けてくれないのか？　それともいないのか？　それともいるのになんにもしてくれないのか？　おれたちは見捨てられたのか？」

「……」

「……なんでおれたちは、こんな目に遭あっているんだろ。っていうか、これは本当のことなのかな。もしかして、おれたちはあの日からずっと、夢を見ているんじゃないのかな」

　妙みように穏やかなその声に、稲吹は、立ち上がり、一郎の側に近づく。

　自分も窓から外を見上げて、もう夕暮れのように暗く翳かげった灰色の空を見上げて、独り言のように、話し出す。

「……まえに、ヨブの話をしたことは、なかったかな」

「……」

「ある日、神の御ご前ぜんに悪あく魔まが現われた。神がヨブという男のことを話し、彼の信仰心を褒ほめ称たたえると、悪魔は言った。ヨブが神を信じているのは、神が彼を守っているからだと。神が彼を守らなければ、ヨブはたちまち神を呪のろうだろう、と。そこで神は悪魔にヨブを苦しめることを許した」

「……」

「悪魔はまずヨブの財産を奪い、召めし使つかいを奪い、さらにはヨブの子供たちをも殺させた。しかしヨブは神を呪いはしなかった。ならば、と悪魔はさらに神をそそのかし、ヨブから健康を奪い、ひどい病気にかからせた。ヨブの妻をして『神を呪って死んだほうがまし』と言わせるようなひどい病気に。それでもヨブは神を呪うことはしなかったが、……なぜ罪もない自分がこんな目に遭あわなければならないのか、神に説明を求めた。それに答えて神は言った。おまえは大地をつくれるのか、と。海をつくり、銀ぎん河がを巡り、自然を従わせることができるのか、と。神と並ぶ知も力もない者が分かるはずもない説明なんか求めるな、と。ヨブはそれで満足し、死の病に苦しめられても結局神から離れることはなかった。神はそれに満足なされ、ヨブの財産を戻して新たな家族をつくってやった」

「……なんだよそれ。ハッピーエンドか？　それで丸く収まるか？　ていうか、そいつアホだろ。神さま怖がっているだけの弱虫だろ。バカらしい」

　牧師は笑った。

「……まぁ、この話はなんて言うか、旧きゆう約やく聖せい書しよの物語のなかでもとくに気に入っていてね。聞かせる相手の反応が、おもしろくて……それに、なかなか考えさせられる話でもある。ヨブという人間は、自分の身にすさまじい、明らかに人じん知ちを超えた不幸が降りかかりながらも自分に非があるとは少しも思わず、非を認めろという友人たちを逆にやりこめ、神にまで説明を求めていく。どこまでも、自分を信じて」

「？」

「それはまぁ、別として、一いち郎ろうくん。私はこのとても理り不ふ尽じんな話を、個人的には、こう解かい釈しやくしているんだよ。神は悪あく魔まと賭かけをして、その勝しよう敗はいを人間にゆだねたのだ、と」

「……？」

「神は全能、全能とはなんでもできるということで、つまり負けることだってできる。そして賭けというのはルールで勝敗が決まる……もちろん必ずしもそうとは言えないが、建たて前まえではね。

　分かるかい？　神はヨブに勝敗をまかせた。つまり、ヨブががんばらなかったら、神は全能であるにもかかわらず悪魔に負けていたんだよ」

「……」

「ヨブが、人間ががんばったからこそ、神は悪魔との賭けに勝てた。人間ががんばらなかったら、神は悪魔に負けていた──私はね、一郎くん、『ヨブ記』というのはそういう話だと思っているんだ。神が人間に、神と悪魔との戦いの帰き趨すうをまかせた話だと。そしてそれこそ、不幸に対してがんばることの答えだと。だれにも知られぬ苦労を重ね、だれにもいたわってもらえぬ戦いを戦いぬくことの、答えだと──

　……ちっぽけな人間にしては、なかなか痛快な考え方だと思わないか？」

　稲いな吹ぶきの視線に、そっぽを向く一郎。

「……別に、……勝手にまかせるなってんだよ。むちゃくちゃ勝手な、迷めい惑わくな話じゃねぇか」

「ああ、そうだね。だが、神さまだって、勝しよう算さんのない賭けなんか、しないだろうよ。勝てると思ったからこそ、さ」

（……そう、神は、乗り越えられない試練など与えられない。勝てると思うからこそ……）

　しばらく、二人は窓の外を、ながめていた。

　どんどんと、霧の濃くなる窓の外を。

　それはもうすぐ世界が切り替わることを、告げる。

　昼の世界は終わって、夜の闇やみ、吸きゆう血けつ鬼きの羽ばたく世界が来ることを。

「……何がヨブだ。くだらねぇ」

　それでも、一いち郎ろうは、立ち上がった。

　じっと自分を見つめてくる二人の仲間に視線を送り、意を決したのか、一いつ瞬しゆん牧師を見上げかけ、しかしすぐに二人に視線を戻して口を開く。

「和わ歌か丘おか第二の……おれの『レッド』を集めろ。急いで。これから昇のぼるのところに行く」

　え？　と問いかけた二人の口が、驚きに開かれる。

　だがそこには確かに、それを予想していたのだろう反応がある。不安にあふれた、しかしどこか喜んでいるような顔。たぶん、ずっと一郎を補ほ佐さしていた腹ふく心しんの二人だからこそ、一郎の内心を知っていたのだろう、そしてようやくの決心を喜んでいるのだろう。そう稲いな吹ぶきは推すい測そくする。たぶん、一郎の心はほとんど決まっていたのだと。ただ、だれかからのもう一ひと押おしが欲しかっただけなのだと。自分に与えられたのはその一押しをするチャンスだったのだと。

　少年の、一人がつぶやくように、言う。

「……でも、『ブルー』のやつら、おれたちを受け入れてくれるかな。敵だったのに……」

　大丈夫、とこともなげに一郎は答える。

「全部、おれのせいにすればいい。おれが怖くて、そして吸血鬼が怖くて、仕方なく言うことを聞いていたんだと。でももう我慢できなくて、女子たちみたいにおれから逃げ出した、そう言えばいい。それできっと受け入れてくれる」

「……でも、それじゃ」

「それでいいんだ。そのためだ。それより、急げ。さっきから、妙みような胸むな騒さわぎがしてるんだ、窓の外も──吸血鬼たちの様よう子すもなんかおかしいし」

　二人を部屋から追い出すようにし、そして一郎は牧師を見る。

　ふてくされた口く調ちようで言う。

「……これでいいんだろ。満足か？　え？」

「きみはきっと、これからも、がんばって生きていけるよ。お日さまのしたで、胸を張って」

「何がお日さまだよ。くそ牧師！」

　言うなりドアを開いて、部屋から飛び出していく一郎。

　稲吹は唇くちびるを斜めにすると、そのあとに続いた。




　　　　◆




　一郎たちのグループが建物内から出て行くのを見送ったのち、

　稲いな吹ぶきは、まずトイレに寄り、そこに隠かくしていたものを回収すると、一階ホールのほうへと移動した。

　扉を開き、ホールに入る。

　いつもはクラシックコンサートや歌か舞ぶ伎きなどが行なわれる文化ホールの一階は、舞ぶ台たい、客席ともに吸きゆう血けつ鬼きに従う『レッド』で埋められていた。もともとこの文化ホールは和わ歌か丘おか第二小学校の『ブルー』たちのように『レッド』の共同生活の場であったのだが、昼に花火が打ち上げられてすぐ、吸血鬼の手によって近きん隣りんの『レッド』たちが集められた。ちなみにこの文化ホール以外にも、公民館や私立体育館など都つ合ごう七カ所和歌丘内ないにこういう『レッド』を集めるための場所があり、使われてはいないがいつでも使えるようになっている予備もさらに八カ所あることを、稲吹はここ二、三日みずからの足でまわって知っている。

『ザ・ワン』が、いずれ日ひ炉ろ理り坂ざかと戦うために極ごく秘ひで仕上げたそこは、

　鶏とり小屋や豚ぶた小屋や牛の牧場、あるいはレストランと同じ場所。

　ただ違うのは、鶏や豚や牛や供きようされる料理と違い、ここにいる者たちは自分たちが食糧であることを知っている。知っていて、みずからの意思でここに集まってきている。いずれ日炉理坂との戦いがはじまれば、吸血鬼たちは食糧を探し回ることなくここに来ればいい。なんならテイクアウトしていってもいい。実際この建物にはかなり、本来なら必要ない設備が追加されていて、たとえば簡単なチューブ入り血液もここで簡単につくれる。どうしても従わない人間を単なる血液製造機にする設備だってある。宿泊設備も大幅に追加され、忠実だったり有能であることが証明されていたり、で『第二人格』に気に入られている『レッド』には専用の個室も用意されている。

　しかし、それらの設備がありながら、外がい見けんは単なる文化ホールにしか見えない。

　もっともこの設備は、あくまで『ザ・ワン』の端たん末まつたちが人間部分を多く残している間だけのためのものであり、端末たちが『コア』と同じく完全に『ザ・ワン』化すれば必要のなくなる施設であり、そのためそれほど重要な拠きよ点てんというわけでもない。

（……逆に言えば、端末たちに人間部分が多く残っているいまは重要な役割を果たしているわけだ。しかし警備はされていない──警備など必要ないと思っているんだろうがな）

　甘く見られたものだなぁ、人間は、なんて思いつつ、稲吹は観かん音のん開きの扉を開けて、ホールに入る。

　稲吹・ブックマンのことを知らなかったのだろう、ドア近くの客席に座っていたカップルらしき二人が啞あ然ぜんとした顔で本の形をした稲吹の顔を見つめていたが、稲吹は気にせずに、歩いていく。下り気味の通路を歩いていくと、後ろからいきなりトイレットペーパーのロールを投げつけられる。ついで、生なま卵が頭部に当たる。投げつけられなければ理解できないだろうが、卵の殻からは投げつけられるとえらく痛い。だが稲吹は不ふ思し議ぎと痛みを感じず、ただ舞台に向かって歩いていく。

「いんちき牧師！　何の用だ！」

「また説せつ教きようかよ！　今度はどんな話をするんだ？」

　嬌きよう声せいと罵ば声せいが上がる。

　妙みようにテンションが高い者が多いのは、やはりいま、この町に起きはじめている異い変へんに気づいているからだろうか。いきなり吸きゆう血けつ鬼きにこんなところに集められれば、気づくな、というほうに無理がある。牧師は罵声を気にせずに、歩いていき、舞ぶ台たいの袖そでのあたりで一度振り返り、ぐるっと客席を見渡す。吸血鬼が自分を止めに来るかと思ったが、どうやらホールには一匹もいないらしく、ひたいの『ザ・ワンの印しるし』にもなんの反応もない。『レッド』をまとめる必要があり、そして稲いな吹ぶきの行動を怪しいと思い、集めた『レッド』に妙な真ま似ねをされないよう、『ザ・ワン』は稲吹を軟なん禁きんし見張りをつけた、はずなのに、この肝かん心じんなとき、吸血鬼たちは働いていない。

　もしかしてさっきの見張りと同じように、どこかの部屋にお気に入りの『食糧』を連れ込み吸血行為に勤いそしんでいるのかもしれない。

　あの部屋の見張りも、様よう子すがおかしかった。

　まるで酔よっ払っているような感じだった。

（……あの波動、『コア』が何かしたのだろうか）

（……いや、確かエレナ嬢じようも、仮か死し状態に入るまえに『コア』並みの波動を発してみせた、もしかしたらこれは、雨が降ったことによりエレナ嬢が目覚め、何かをしたのでは──）

　おかげで生まれたこの機会。

　稲吹は舞台に上がり、舞台の上に座り込んでいる『レッド』たちの間を搔かき分け中央に出る。

　足がぶつかり、一人の、いかにもやさぐれた感じのだらしない格かつ好こうをした男が立ち上がり、稲吹の胸むな倉ぐらを、つかむ。だがいまは時間が惜しい──しかたなく、稲吹、いや『ブックマン』はふところから銃を取り出し男に見せる。男は虚きよをつかれた顔をしたが、次の瞬しゆん間かんにやりと笑って何かを言いかける。かすかにため息をつき、『ブックマン』は銃を天てん井じように向け引き金を引く。すさまじい音がして、次の瞬間男は悲鳴を上げて床に尻をつく。あっけにとられて『ブックマン』を見上げている。『ブックマン』は男にかまわず舞台の中央まで歩き、気がつくと静まり返っている客席を見渡す。

　どこかで悲鳴が上がって、何人か、ドアに向かって走っていくが、しかしほとんどの者は何が起こっているのか分かっていないのか、席に座ったままぽかんとしている。

　何人かが立ち上がり、『ブックマン』に向かって詰めよった。

「おいあんた！　いま何をした！　何を──！」

『ブックマン』は首を振ると、大きく深しん呼吸したのち、大声を出した。

「さて、みなさん、ご歓かん談だん中申し訳ありませんが、聞いてください。この建物内には、爆ばく弾だんが仕掛けてあります。それをもうすぐ爆発させます。だから早く逃げてください」

　──客席から何の反応もないことを、『ブックマン』はいまいましく思う。

　なんでこんな、危機管理ができていないんだ。目のまえに銃を持っている男がいて、そいつが爆ばく弾だんを爆発させる、だから逃げろと言っているわけで、だったら真しん偽ぎを確かめるまえにまず逃げ出すべきではないか？　自分たちは不ふ死じ身みだとでも思っているのか？

　しかたなく、さらに言葉を続ける。

「本当は、警けい告こくなく爆発させるつもりでしたが、吸きゆう血けつ鬼きたちに隙すきができたためこうして予告しにくることができました。だから巻きこまれないうちに、早く逃げてください。爆弾は私が海……とある経路から手に入れたぷらすちっく火か薬やく？　とかいうものを使った手製のやつで、どれほどの爆発力があるのかわかりません。うまく作動するかどうかも」

　しん、と静まり返った場内に、思わず確認する『ブックマン』。

「……あの、みなさん、聞こえてます？」

「……牧師さん？」

　すぐまえの客席から青年が声をかけてくる。

「……あなた、牧師さんですよね？」

「ええまぁ、お恥ずかしい。仮にも聖せい職しよくの者が、こんなテロまがいのことをするなんて」

　もっとも、過去の歴史を紐ひも解とけば、決して珍しいことではないかもしれないが。過去から今に至るまで、神の名のもとどれだけの殺さつ戮りくが繰り広げられてきたか……もっともいまの自分は、むしろ神に逆らっているわけで──皮ひ肉にくな思いに『ブックマン』の口もとが、ゆがむ。

　あっけにとられたような、青年の声。

「ほ、本当なんですか？　本当に──？」

「ええもちろん。だから、早く」

　年のころ二十代前半ぐらいの青年はがたっと席を鳴らして立ち上がり、急いでドアへ向かおうとした。が、

「ふざけるな！」

　別の男、ごろつきふうのいかつい男が立ち上がり、さらに正面のドアのまえまで行って、だれかが逃げ出そうとするのを阻そ止しする体勢を取った。

　側面にある四つのドアにも、だれかがさっと駆けつけ進路を防ぐ。

　ごろつきふうの男は叫んだ。

「だれも出ていかせはしないぞ！　おれたちは『ザ・ワン』に集められてここに来たんだ！　勝手に出て行くやつは、『ザ・ワン』への反逆だとみなすぞ！」

　さらに別の男が立ち上がり、叫ぶ。

「ハッタリだ！　そいつが言っているのはおれたちに『ザ・ワン』を裏切らせるためのハッタリだ！　牧師にそんなことできるはずがない──」

『ザ・ワン』にこびるおもねる『信者』たち──『ブックマン』はため息をつくと、正面ドアのまえに立った男に拳けん銃じゆうを向け、引き金を引いた。もっとも、これだけ距離が離れていると銃じゆう弾だんはまず当たらないが、そして実際男には当たらなかったが、しかしすさまじい音は出るし、銃口というのは向けられるだけでも寿じゆ命みようを縮めるものであり、肝きもを冷やす役割は果たせたようで、男は腰を抜かしてよこへとずるずると、ずれた。

『ブックマン』はなるべく酷こく薄はくな表情をつくろうとしながら、言った。

「みなさんのなかにはまだ気づかれておられない方もいるかもしれませんが、いまの私は、牧師ではなく殺人者です。間違いなく。だから妙みような期待はしないよう。……いえ、つまり、殺すつもりはないですが、殺せないこともありませんから、妙なことをするよりかは、逃げたほうがいいか、と、妙な期待をするなというのはそういうことです。暗に皆殺しにするぞ、と言っているわけではありませんからご心配なく」

　しん、と静まり返った場内に、『ブックマン』は本当に自分の言葉は通じているのかな、と思う。さっき、一いち郎ろうは言っていた。これは夢じゃないのかな、と。いまここにいる人間たちも、吸きゆう血けつ鬼きやらなんやらがいきなり現われ日常が激げき変へんしてしまったために、現実と夢の区別がつかず現実的な判断ができなくなっているのかもしれない。だから『ザ・ワン』に言われるままに家か畜ちくとなっているのかもしれない。

　ため息をつき、『ブックマン』は視線をさまよわせ、正面ドアの近くにいたカップルを銃で指す。

「きみたち。立って。……そうそう、いいかい？　足を交互に動かして、そこのドアから出て行くんだ。大丈夫、その男ももう邪じや魔まはしない。よしよしいいぞ。次は、ほら、となりの人、あの二人に続いて……」

　うまく人の列ができると、もう指示はいらなかった。

　気がつくと、他の四つのドアも開いて次々と『レッド』が逃げ出していく。最初にドアをふさいだやつの姿も見えない。これなら早くはけるだろう、すぐに無人になるだろう、と『ブックマン』は胸をなでおろす。ふと、『ブックマン』が軟なん禁きんされていた部屋にいた吸血鬼とその『食糧』を思い出すが、首を振って心から払う。言うまでもないが『ブックマン』はぜんぜん全能ではないし。

　あ、あの、と最初に声をかけてきた青年が、たずねてきた。

「……爆ばく弾だんって、時じ限げん式ですか？」

　これから自分の首を吊つる紐ひもは、麻あさ縄なわかそれともビニール紐か、なんてことを聞くのにも似た青年の好こう奇き心しんに、『ブックマン』は苦く笑しようし答える。

「気になりますか？　いえ。手しゆ動どうです。私が信しん管かんをたたかなければいけません」

　ポケットからトンカチを出して見せた『ブックマン』に、青年は目を見開く。

「も、も、そ、そこに、持っているんですか？」

「内ない緒しよですよ？　ああそれと、私から奪おう、なんて考えるのも……」

「考えません考えません！　で、でも……」

「なんです？」

「な、なんで時じ限げん式じゃないんですか？　それじゃあ、あなたまで」

「そりゃ私はこんな、テロリスト然としたことをしていますがね、爆ばく弾だんなんてぜんぜん詳しくないんです。それに時間もなかったですし、信しん管かんは最初からあったのですが、時限装置をつくるひまなんて、とても……こんなに早く事態が動くことになるとは、思っていませんでしたし」

「事態が、動く……」

　青年の言葉に、深ふか々ぶかとうなずく『ブックマン』。

「ええ。動きます。いや、舞まい原ばる家が和わ歌か丘おかの異常に気づいた以上、事態はもう、動いている」

「……舞原家が、気づいた？　……でも、だからって、なんでこんな？」

「それはもちろん、吸きゆう血けつ鬼きたちを混乱させるためですよ。何しろ吸血鬼たちは飢うえていますし、この施設を破壊して『食糧』が手に入らなくなった、と思わせられれば、少しはあせってくれるかもしれませんし。……私の説せつ教きよう、聞いたことありません？　食糧がなくなれば、『ザ・ワン』は死ぬしかないんです。まぁこれは『ザ・ワン』に限りませんが。

　だからここを爆ばく破はできれば、いまの『ザ・ワン』は間違いなく混乱し、混乱は行動を遅くする。そこに、舞原家の勝しよう機きが生まれるかもしれない」

「……だからって……」

　どんどんと人が減っていく、場内に声を響ひびかせて、青年はほとんど食ってかかるように言う。

「……あ、あなたも死んでしまいますよ？」

『ブックマン』は笑った。

「私ってそんなに間ま抜ぬけに見えますかね。この顔のせいですか？」

　はたして死ぬつもりはないと言っているのか、それともそんなこと分かっていると言っているのか、言葉の意味を計りかね、青年は、押し黙る。もちろん状況を考えれば後者でしかありえないわけではあるが。

　黙りこんだ青年に、『ブックマン』は笑って言った。

「……『レッド』のみなさんはどうも危機感が足りないようですが、これは戦争なんですよ？　一般のとは形が違うとはいえ、れっきとした戦争。それも生物同どう士しの戦い、負けたほうは絶ぜつ滅めつしてしまう。ならば私はその戦争の最前線にいる者として、なりふりかまったりはしません。絶ぜつ好こうのチャンスをのがしたりはしません」

　信じているはずのその言葉は、なぜか、どこか言い訳がましい響きがある。

「……だからって……」

「……すでに私は、もう何人か、殺しています」

　ごくっ、という、青年がのどを鳴らした音。

『ブックマン』は知らず言葉を紡つむぎだす。

「言い訳がましく聞こえるかもしれませんがね、最初は、殺すつもりはなかったんです。──いえ、違います。心のどこかでは、あったのかもしれません。が、最初はあくまで、説得するだけのつもりでした。ですが、相手が聞く耳を持ってくれなくてね、そしてふと、気づいてしまったんですよ。私が説得して吸きゆう血けつ鬼きの『食糧』をやめさせるのも、殺して『食糧』ではなくさせるのも、結局同じ結果になるのを」

　そう、わざわざ苦く境きように挑いどまなくても、楽なほうを選んでも、結果変わらぬ世界がある。

　あのとき『コア』は、牧師にそう、言わなかったか？

　それに絶望したからこそ、おまえは信仰を失ったのだと。

　ある日突とつ然ぜん、稲いな吹ぶき九く朗ろうの妻さい子しは失われてしまった。

　二人の命を奪ったのは交通事故で、あくまで事故で、整備不良で事故を起こしたトラックの運転手は何度も何度も謝りにきた。泣いて牧師に事故をわびた。そして稲吹は、牧師としてそれを赦ゆるさなければならなかった。本当は憎にくかった、その運転手を殺したかったにもかかわらず、稲吹は赦すと言わなければならなかった。そして気がつくと、世界は何も変わっていなかった。運転手は事故後も運転を続け、その後も二度ほど交通違反を起こした──耳に入った限りでは。だれもが痛ましい事故だったと言い、しかし痛ましい事故と言う者たちもやはり交通違反を犯おかしてそれを悪いことだと思わない。積せき載さい重量違反がなんだ？　一方通行が駐ちゆう車しや禁止がどうした？　こちとら仕事だ生きていかなけりゃならないんだ小さなことなどいちいち気にしていられるか？　ある日突然稲吹は悟さとる。眼めに見える分かりやすい悪あく以外にも、小さな悪がそこかしこにある。信号無視や速度違反、ちょっとした万引きや拾しゆう得とく物横おう領りよう、犯罪であるにもかかわらず戦う価か値ちある悪ではないと人が放っておく罪たち。無関心のまま許されていく悪の罪たち。──だがそうした、人々が無関心でいる悪こそが、自分の家族を奪ったのではなかったか？　しかし牧師がどれだけ声こわ高だかに違反は悪だと叫んでも、人は無関心でいるだろう。小さなことをごちゃごちゃと、と逆に牧師を煙たがるだろう。それを許せぬ牧師のほうを異常の者として見るだろう。無関心のまま許される悪──それはどうすることもできず、決して消し去ることはできず、世界に悪は積み重なり、積み重なり、積み重なり続けてそして世界は変えられない。

　気がつくと、牧師の目はそれを探している。

　町を歩けばいくらでもあるタバコの吸すい殻がら。

　公共の施設に不快をもたらす卑ひ猥わいな落らく書がき。

　周囲で何が起ころうと、見て見ぬふりをする人々。

　気にするよりも、気にしないほうが楽であり、気にしようがしまいが結局世界は変わらずに、積み重なって続いていく──

「気がつくと、私は三人を殺していた。そしてね、長なが年ねん胸につかえていたものが、すかっとしてしまったんです。ああ、私はずっと、こいつらを──いえ、つまり、吸血鬼に従うことを悪だと思わない者たちを、こうしてやりたかったんだなぁ、と。長年の鬱うつ憤ぷんが爆発し、キレてしまったんですな」

「……」

「だからね、この絶ぜつ好こうの機会において、爆ばく弾だんを時じ限げん式にできなかったということも、なんというか、しかたないなぁ、という気がするんです。むしろ当然なのかな、と」

「……」

「……さぁ、あとはあなた一人だけです。いきなさい」

　青年は、躊ちゆう躇ちよしたのちドアに、向かいかけた。

　だがすぐに振り返り、たずねた。

「……ひ、ひとつだけ聞いて、いいですか」

「なんです？」

「……もしもあなたが、その、吸きゆう血けつ鬼きの食糧事情をめちゃくちゃにしようと思っていたのなら、……その、避ひ難なんさせるより、なかにいた人間全員、一緒に爆ばく破はさせていたほうが……」

「……最初は、……本当は、そのつもりだったんですけどね」

『ブックマン』の目が、遠くをながめる。

「……なんでかな、吸血鬼たちがずさんなせいで、警けい告こくするチャンスができてしまったんですよ。それで、……そんな時間ができてしまうとね、やはり……」

　ふと思い出す、新しん堂どう一いち郎ろうの老ろう成せいした顔。

　同じく大人おとなびた、三み鷹たか昇のぼるの表情。

　だれに言われるでもなく、自分の戦いを自分で戦ってきた子供たち。絶望と希望にもてあそばれつつ、それでもあきらめず、がんばっている『ブルー』の子たち。

（……ああ、そうか）

　はじめて昇と会ったときのことを思い出し、『ブックマン』は笑う。

（……私はあっさり、絶望してしまったというのに、あの子たちは、あんなにも──）

　だから自分は、一郎たちだけでなく、『レッド』たちも避難させてしまったのかもしれない。

　合理的に考えれば一緒に爆破したほうが効果あったのに、助けてしまったのかもしれない。

　最後に、新堂一郎に会ったから。そして昇のことを、思い出してしまったから。

「ようやく、私は分かりましたよ。自分の犯した間違いが」

　独り言のようにつぶやく『ブックマン』。

「……私自身がみずから、水すい彩さいさんに語っていたのに。一郎くんに語っていたのに。人にはそれぞれ自分の戦いがある、と。なのに私は、他人に勝手に自分の戦いを、求め、答えがない、とヒステリーを起こしていた。……自分勝手な思いで……

　──無関心に見えたのは、すぐに絶望してしまう私自身の心の鏡……」

「……」

「さぁ。もういきなさい。遠くに離れてくださいよ？　どれぐらいの爆発力があるか分かりませんから」

　青年は、振り絞しぼるように言う。

「……やっぱり、あなたは、生きるべきだ。……生きて、……とにかく生きていくべきだ」

「いいから、ほら、早く。さもないとあなたも巻き込みます。吸きゆう血けつ鬼きの『食糧』を、私は人間とは思いませんよ？」

「ぼ、ぼくは！　ぼくだって……」

「早く！」

　銃口を向けられ、一いつ瞬しゆん悔しそうな表情を浮かべ、しかしようやく青年は、出口に向かって走っていった。

　その姿が消えるのを見送って、牧師は彼に頭を下げた。

　会話をしてくれて、ありがとう、と。

　信仰の基本は対話であると、牧師の先生は言っていた。それをあらためて思い出して。

　そして牧師は、ひとしきり祈ったのち、胸のしたから、手製の粗そ末まつな爆ばく弾だんを、取り出す。

　銃を置き、手にしたトンカチを振り上げる──




　──爆音が大気を揺るがし、

　火ひ柱ばしらが、噴ふき上げた。




　　　　◆




　ここからさきは、あるいは本ほん筋すじとは関係ない話。

　文化ホールから抜け出し、みずからも率そつ先せんして周囲の人間を避ひ難なんさせていた青年は、火柱が一気に噴き上がり、そして消えたのを確認すると、眉まゆ毛げやまつげがちりちりと巻き上がっていくのもかまわず霧きり雨さめのなか、煙を噴き出す文化ホールに戻った。

　文化ホールは信じられないことに、外観はそれほど壊れていなかった。

　文化ホールの吹き抜けの構造のせいか爆風は上部を目指し、側面にはあまり破壊の手を伸ばさなかったらしかった。

　もっとも、あくまでそれは外がい見けんだけで、ホールのなかはもはや修しゆう復ふくのしようもなくめちゃくちゃになっていたのだが。

　それでも、青年は、なんの望みも持っていなかったがそれでも、いまだ焦こげ付く空気のなか、スニーカーの底面のゴムを熱い欠片かけらに溶かされつつ、牧師の姿を探した。

　しばらく、声を上げ、探して。

　そして青年は、信じられない奇き跡せきを見る。

　地上六メートルほど上方、破壊を免まぬがれた壁の一部に、牧師の身体からだが引っかかり、うめき声をあげているのを。

　五体が確かかどうかは定かでなかったが、しかし自じ嘲ちようするような牧師の声が、ちゃんと生きている声が、幻げん聴ちようではなく確かに青年の耳に聞こえてくる。

　牧師は自分を笑いつつ、つぶやいていた。

「……そうか……『ザ・ワンの印しるし』……カインの印……だれもかれを、傷つけられない……」

「──牧師さん！　大丈夫ですか、牧師さん！」

「ああ、……は、どうしても、最後まで、信仰を失った私に、……結末まで付き合えと……」

　牧師は確かに、生きている。

　一人では救助は無理と見て、青年は助けを求めに走った。

　すぐに、避ひ難なんしていた『レッド』たちが、爆ばく破は犯はんである牧師を助けに集まった。

　救助は、途中暴ぼう走そうした吸きゆう血けつ鬼きの襲しゆう撃げきに遭あったため難なん航こうを極めたが、しかし投げ出されることはなく、中断されることはなく、牧師はやがて助けられた。牧師の身体からだは下半身から下がなくなる、というか頭と胴どう体たいと右手しか残っていない、という酸さん鼻びを極めた状態であったが、それでも『コア』に植えつけられた『ザ・ワン細さい胞ぼう』が働いたか、『ブックマン』は人間なら死んでいるはずの状態を、かろうじて生きていた。舞まい原ばる家のレスキュー部隊もすぐにかけつけ、牧師は結局死ななかった。死のうともせず、残されたわずかな身体と一緒に人生を、生き続けた。寿じゆ命みようによる死を迎えるまで。

　こうして『ブックマン』の事件は終わった。

　そして当然のことながら、

　彼は生しよう涯がい、『ザ・ワン』の目指したミレニアムを見ることはなかった。







　　　５．（幕間）




　和わ歌か丘おかにおける吸きゆう血けつ鬼きたちのいちばんの誤算は、計画の遅ち延えんによる食糧不足、だった。

　本来ならいまごろは日ひ炉ろ理り坂ざかまで攻め入りじゅうぶんな血にありつけていたはずなのに、舞まい原ばるサクラが逃げ出したことによって計画が延期され、そのため端たん末まつが増えるばかりで新たな『食糧』が確保できないという状況──その食糧不足は深しん刻こくで、吸血鬼たちはいまではほとんど五人で一人の人間の血を分け合っていた。

　当然ながら、五人で一人の割り当てでは一人当たりの吸える量などたかが知れている。

　だから端末たちは常に、飢うえていた。

　舞原家に和歌丘のことがばれないよう、日光のしたを歩いて普通の町を演じるために人間部分を多く残していたことがさらに飢き餓がに拍はく車しやをかけた。人間部分とは人間の本能であり、それはときに『ザ・ワン』の理性すら超えて暴走し、飢えに我慢できなくなった端末が『レッド』を襲おそうという事件がしばしば起きるようになった。和歌丘に七カ所造られた文化ホール等の『レッド』を集めた施設は、それを抑えるための苦く肉にくの策でもあった。端末に襲われないよう『レッド』を一つのところに集めて守り、さらに『食糧』はまだまだあるということを示して端末たちを落ち着かせるための策。

　だからこそ。

　火ひ柱ばしらが上がり、それが爆ばく発はつした、ということを知ったときの吸血鬼たちの動どう揺ようは凄すさまじかった。さらに、それ以前に吸血鬼たちを襲っていた『謎なぞの変へん調ちよう』が、パニックに拍はく車しやをかけた。それはもはや止まらない、坂道を転がり落ちるダンプカーの暴走だった。目もく前ぜんに立ちふさがるものすべてを巻き込み突き進む、大暴走。そのさきにあるのは突き破れない壁にしろ、道のない崖がけにしろ、ブレーキなど意味を成さない大暴走。火だるまになってみずからを破壊していく、破は滅めつするまで止まりようのない死への猛もう進しん──

　制止しようと出した腕に嚙かみ付かれ、それも本気で嚙み付かれ、三み輪わ方かた遼りよう子こは苦痛に表情をゆがめる。嚙み付いた少女の端末は一いつ瞬しゆん理性を取り戻したかのように、牙きばを離して、いまにも泣き出しそうな瞳で遼子を見つめたが、しかしそれも刹せつ那なのこと、瞬またたきをした次の瞬しゆん間かんにはその目はもう知性の輝きを失い、少女は窓から外へと飛び出していく。飢餓感にあおられるままに、獲え物ものを探して、新鮮な血の入った袋を求めて霧のなかへと飛び込んでいく。もはや遼子の声など耳に入らず、『オード』のささやきも心に届かず。本能とそれがもたらす脳内麻ま薬やくの快感のまま。

（……そうだ、脳内麻薬……）

　頭のなかで、《声》が響ひびいた。

《……あの爆発を引き金にして、町の各地で同じことが起こっている。端末たちはどんどんと、手当たり次第に人間を襲おそっていっている。死者がすでに二人出たぞ》笑い声。《襲われている人間のほとんどが、十字架かを持たない『レッド』だというのが当然というか、皮ひ肉にくだな》

　声の皮肉には何も答えず、頭上に浮かぶ人工衛星、の集しゆう積せき回路に宿った『ザ・ワン』端たん末まつに、遼りよう子こは期待もせずに聞く。

「……『第二人格』たちは？　『第二人格』たちはそれほど餓うえてたわけじゃないでしょ？」

　血の通わない人工衛星ネットワークは即そく答とうする。

《残念だが『第二人格』も同様だ。あの爆ばく発はつはあくまできっかけに過ぎない。そのまえのあの謎なぞの波動、あれこそがこの暴ぼう走そうの真の原因だ。餓えていなかった『第二人格』たちも、あの波動のせいで暴走してしまっている》

「……無事なのは？」

《わたしのような人間部分を持たない端末と、……ブロックであの波動から自分を守れたきみだけだ。あとはみんな、あの『オード』の波動の侵入を受け、そう、言わば中毒者ジヤンキーになってしまっている》

　中毒者ジヤンキー。

『ザ・ワン』はネットワークがつくりあげる存在であり、どれほど端末が増えようと、一いちが全ぜん、全が一、すべての端末を包ほう含がんしたひとつの存在であり、したがって端末同どう士しの互いの記き憶おく、経験を共有している同じ存在である。

（……そしてだれかが、その特徴を逆さか手てに取った）

（麻ま薬やく中毒者を『ザ・ワン』にすることで、『ザ・ワン』全体を麻薬中毒者に変えた！）

　あまりに致ち命めい的な攻撃に、遼子は鳥とり肌はだを立てたまま唇くちびるを嚙かむ。

　これが人間部分のない、完全な『ザ・ワン』なら、まだどうにか制御できたかもしれない。

　本来の『ザ・ワン』なら、麻薬中毒など致ち命めい傷しようにはならない。

　しかしいまだ人間部分の残る端末たちは、もはやどうにも制御できない。麻薬──正確には脳が分ぶん泌びする快かい楽らく物質──の誘ゆう惑わくに、人間の本能──動物部分があらがえないのだ。一度麻薬の味を覚えた端末たちは、逆に『ザ・ワン細さい胞ぼう』を操あやつっていくらでも脳のう内ない麻薬を生成し続けるだろう。快楽に淫いんし続けるだろう。さらにたちの悪いことに、有機的なナノマシンである『ザ・ワン細胞』はエネルギーがある限り、磨ま耗もうしない。一度覚えてしまえば死ぬまでそれを続ける、なんて悪評を持つサルだって、実際にはそんなことはなく疲れれば自然にやめるが、『ザ・ワン』の端末たちはエネルギーがある限り疲れることなく快楽物質におぼれ続ける。そしてエネルギーを消費すればするほど飢き餓が感は増し、ますます血を求めて暴走し、飢餓感が脳に分泌させるノルアドレナリンはさらなる快楽物質を放出させ、もはや快楽が飢餓を生むのか飢餓が快楽となるのか分からぬままに暴走の悪循じゆん環かんが続いていく。

　そして、すべての端末が自分の感情のままに暴走し勝手に快楽をむさぼっていては、もはやネットワークなど何の力にもならない。

　戦いにすらならない。

　理性も分ふん別べつもなくただ快楽を求めて暴走を続ける存在など、舞まい原ばる家にとっては籠かごのなかの鳥を撃うつよりも易やすい相手だろうから。

（……これでは、たとえ舞原サクラを手に入れても有効利用すらできない）

　もっとも、遼りよう子こもそろそろ認めている。サクラの確保は失敗したのだということは。

　サクラ確保の失敗に加え、この一いち撃げき──

（──まさに致ち命めいの一撃──鴨かも音ね木ぎエレナ、あなたなの？　あなたがこれをやったわけ！）

　彼女と最初に会ったときのことが、昨日のように思い出される。

　最初から、彼女には危険なものを感じていた。無視できないところがあった。一時は吸きゆう血けつ鬼きに死をもたらすと言われる者、『ダンピール』ではないかと疑った。祭りのときには裏をかいてやれたが、しかしそのあとサクラをつれて逃亡し、隠かくれひそみ、さらにはサクラをどこかに隠して最後まで、あたしたちの、『ザ・ワン』の邪じや魔まをした。自分ももはや『ザ・ワン』になるしかないにもかかわらず──

（──鴨音木エレナ！　畜ちく生しよう！　あんたさえ、あんたさえ、いなければ──！）

　頭のなかに声が届く。

《さてと、考え事の最さ中なか悪いが、悪いニュースだ》

「……まだこれ以上に悪いニュースが？」

　ああ、と人工衛星はこともなげに言う。

《レーダーが、こちらに近づくスペースシャトルを二基、とらえた。一基はわたしの撃げき墜つい用、一基は新たな人工衛星を積んでいるようだ。『ザ・ワン』に対する備えをした、な。ははは、しかしすばやい。一基はアメリカのシャトルだぞ》

「……」

《すまないが、わたしもここでリタイアのようだな。なんとも難なん儀ぎなことだが、『ザ・ワン』の命めい運うんはきみが背負うことになる。『第二人格』三み輪わ方かた遼子。……どうする？》

「……まだ『コア』がいるわ」

《ああ、確かに『コア』が目覚めれば、その『オード』の波動で全ぜん端たん末まつの『ザ・ワン』化を一気に進めて人間部分を消しよう滅めつさせられる。そうすれば、少なくとも端末たちはジャンキー状態からは脱せるだろう。だが、そこからどうする？　もはや完全に勝しよう機きは逸いつしているんだぞ？　そもそも『コア』の目覚めが間に合うか──》

　衛星の声をさえぎると、遼子ははっきりと、言った。

「まだ、負けたわけじゃないわ。……少なくとも、あたしがいる限りは、ね」

　あきらめていないその表情、

　強い意志の輝きを宿したその瞳が見えたのか、人工衛星は感に堪たえぬように言う。

《……きみを司し令れい官かんに選んだのは、本当に正解だったようだな》

「……どうも」

《いや、皮ひ肉にくではないよ。完全な『ザ・ワン』では持ちえぬその意志の力……この土地できみに出会えたことこそ、今回のいちばんの収しゆう穫かくだったかもしれない。いや、本当に──お？》

「……衛星？　どうしたの？　ちょっと？」

　──シャトルに撃うち落とされたのか、

　もはや感じられない、衛星の『オード』の触しよく手しゆ。

　これでもう、ひとりきり……

　遼りよう子こはこぶしを軽く握り、両の目に当てた。

　しばらくそうして、心を落ち着かせ、考えをまとめていく。

（……泣くな。まだやれることはある。……いや、あたしができることは、……やるべきことは、もうこれひとつ、だけしかない……）

（絶対に、人間なんかに滅ぼされたりなんかするもんか！）

　必ず生き残ってやる──

　大きく深しん呼吸し、眼がん窩かをぬぐうと、遼子は顔を上げ、そして行動をはじめた。




　　　　◆




「ほぉら、ねぇ、出ておいでぇ──」

「おーい。こらぁ」

「ねぇ？　どこ？　どこにいるの？　どこにいるのよ！」

　最初やさしく、しかしたちまち本ほん性しようを表わした吸きゆう血けつ鬼きの声に、木きの下した水すい彩さいは三み鷹たか昇のぼるを抱き締めたまま、小さく息を吐いた。

　昇が小さな声でささやく。

「……大丈夫ですよ。心配しないで」

「うん」

　実際、水彩は恐怖を感じていない。

　二人はいま、木ぼく鐸たく公園の植え込みの影に隠かくれている。

　いくら霧が濃いといっても単なる植え込みの影、ちょっと目を凝こらせばすぐ見つかりそうなものだが、四人もいる吸血鬼たちはなぜかだれも二人を見つけられず、ただその場をうろうろしている。どうやら頭がまともに動いていないらしく、たとえばどう考えても人間が入れるとは思えないようなゴミ箱のなかを探していたかと思ったら、横を向き、ちょっと考えたかと思ったらまたも同じゴミ箱を、見つけた！　と言わんばかりにその顔を輝かせて探しはじめる。いないと分かるといったん離れるが、しかししばらくするとやっぱり瞳を輝かせてゴミ箱をあさりはじめる──それを三度も繰り返すのを見れば、そりゃ恐怖も薄れるだろうというものだ。

　それに、見つかったらやばい、というわけでもない。

　異常な飢うえを表わして襲おそってくる吸きゆう血けつ鬼きたちだが、十字架かを見せると異い様ように怖がり、あとずさる。まだ人間部分が多いから十字架を当てられてもあざができる程度のはずだが（そして日光にも灰にならない）、まるで身体からだが崩れていくかのごときおびえ方をする。そのため十字架さえあれば見つかっても身は守れる。もっとも、それほど怖がるのなら逃げていけばよかろうものだが、吸血鬼たちはそろって突然とりあたまにでもなったのか、三歩歩くともう十字架のことなど忘れたかのように戻ってくる。そして十字架を見せるとまた恐怖のあまり涙を流す。失しつ禁きんまでする者もいて、でもズボンを穿はき替えもせず、やっぱりそのまま追いかけてくる。知能が突然三歳さい児じ以下になったとしか思えない吸血鬼たちの振る舞いは、脅きよう威いはないのだがとにかくうざく、しつこくて、それにまぁ、数の力というのはけっこうバカにならないし、だから二人はこうして隠かくれてやり過ごそうとしている。

「！」

　ふと、吸血鬼が一体、動きを止めた。

　身体の動きを止めたまま、鼻をぴくぴく動かしている。

　その動物的な動作に、水すい彩さいは自分たちが見つかったのかと十字架を強く握り締める。

　が、吸血鬼たちは向きを変え、水彩たちとは反対方向、公園の外側をじっと見つめる。

　何かが近づいてくるのを察さつ知ちしたかのように、じいっと霧の向こうを凝ぎよう視しする。

　なんだろう、とこちらもじっと目を凝こらしていた水彩の鼻が、異い臭しゆうを感じた瞬しゆん間かん、

（……あれは？）

　霧の向こうから、ボロボロの服をきた異様な男が飛び出してきた。

　それは格かつ好こうも異様だったが本当に特徴的なのはその臭い、複数の香こう水すいを節せつ操そうなく身体にふりかけた、そのためおのおのの香水の香りが互いに互いを潰つぶしあい、とんでもないことになっている臭い──

（──あれって、確か、美作みまさか沖おき也や？）

　美作沖也は片手に十字架を握り締め、なぜか社会の窓を開けたまま、その顔を涙とよだれでぐちゃぐちゃにして、うわぁぁぁぁぁぁと泣きながら公園の向こうをホテルのほうへと走っていく。さらにそのあとに、三十体はいるだろうか、とんでもない数の吸血鬼たちが嬉き々きとして続く。

　公園内で水彩たちを探していた吸血鬼たちも、とろんとした目になったかと思うとその集団に加わって、美作沖也を追っていく。

　あれだけの数に追われれば、さすがの十字架も役に立たないだろう。

　呆あきれたようにつぶやく昇のぼる。

「……え、えらいもてようですね。血がおいしい人なのかな」

「……おかしいなぁ。なんかあたしの知る限りでは、臭くさいって言われてすごく嫌われてたんだけど」

「……確かに、あの香こう水すいは臭かったですけど。……それとも、臭いって言われたくないからあの香水、なのかな」

　考え込んだ昇に、どちらにしても……と言いかけて、水すい彩さいははっとした顔をして詰め寄る。

「の、昇くん！　あ、あいつはひどいやつなんだからね！　だから、本当に、助けようとかしなくていいからね！」

「……あのね水彩さん。ぼくは別に、会う人会う人助けて回っているわけじゃないですよ」

「本当に？」

「……実は、たまに……」

　笑いあう。

「……でも、いまの人、知っている人なんですか？」

「知っているっていうか、聞いたことない？　美作みまさか沖おき也やっていう二世タレントさんだけど」

　これがひどいやつでね、と水彩は首を振り、憤ふん懣まんの意を表わす。
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「あたしあいつに刃は物ものをつきつけられて、おっぱい触られたの」

「……は、刃は物ものをつきつけられて、おっぱいを？」

「そう、刃物つきつけられて、おっ……、……胸を、よ。胸よ胸。昇のぼるくんのエッチ」

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ、おっ……の、何がエッチですかっ。……いや、まぁ場所的にはそうかもしれませんけど、言葉的には……そうなのかな？　……ええ？」

　なんか納なつ得とくいってない顔をしている昇に、水すい彩さいは、ふ、と息を吐く。

　どうやら少しは、元気になってくれたようだ。

　先ほど爆発音のようなものが遠くで小さく響ひびいてから、昇はずっと、様よう子すがおかしかった。心ここにあらずな感じで、気がつくと何か考え込んでいた。爆発について何か心当たりがあるのか、それとなく水を向けてみたが、生なま返事ばかりで何も言ってくれないが──

（そう言えば、吸きゆう血けつ鬼きたちがおかしくなったのも、あの音のあとからかも）

　昇は吸血鬼たちの異常を、暴ぼう走そうと評した。

　何でも、かつて昇は飢うえのあまりに暴走した吸血鬼に襲おそわれたことがあるらしい。それと様よう子すがそっくりだと言っていた。吸血鬼たちはまだ人間部分が残っているため、自分の感情を抑えきれずに暴走してしまう可能性があるのだとか。そう言われてみると、確かにさっきの吸血鬼たちも、自分の感情を制御できない感じだった。

　でも、いきなり吸血鬼たち全員が暴走？

　昼の花火といい、さっきの爆発といい、これでは舞まい原ばる家に見つかってしまうのではないか？

（──今日は、昼からずっと、何かおかしい──）

　午後、水彩は遼りよう子こに呼び出され、着せ替え人形にされていた。

　それが突然、用ができたとけんもほろろに追い出された。ちなみにそのときはメイド服を着せられていたのだが、メイド服のまま追い出された。しかたなく帰ろうとして、水彩は昇と会った。なんでもちょっとまえに突とつ然ぜん花火が上がったらしく、昇はそれがなんなのかを吸血鬼の知り合い、サキに聞きに来たらしい。そこで二人はサキに会いに行ったが、サキにしては珍しく会うのを拒否された（水彩的にはサキが昇に会うのを拒否するなんてこと、世界が終わってもありえないと思っていたのだが、本当に世界の終わりでも近いのか）。なお、着替えを借りることすら拒否されたので水彩はいまだメイド姿のままである。ちなみに、昇は水彩のメイド服装を見てもなんの感想も言わなかった。つっこんでもくれなかったのは昇のやさしさなのかそれとも何か誤ご解かいしているのか。単純に何も思わなかったのか。三み鷹たか家の環境ならメイド服なんて珍しくもないだろうし、と思いつつ水彩はちょっと複雑。

　吸血鬼たちが何かをたくらんでいるのかも、と二人でホテルのまえで張り込んでいたら、突然、天気予報にもなかった雨が降り出した。海かい藤どう重しげ彦ひこの予言のとおり。あわてて雨あま宿やどりの場所を探しているうちに、三み輪わ方かた遼子は車に乗ってどこかに出て行き、やがて霧が出てきて──

　そしてさっきの爆発音と、

　それがきっかけになったかのような吸血鬼たちのいきなりの暴走。

（……いったい、何が起こっているんだろう──）

　周囲を見渡し霧の向こうに目を凝こらしつつ、昇のぼるが口を開く。

「そろそろ行きましょう。これ以上ここにいても仕方がない。せっかくあの人が吸きゆう血けつ鬼きたちをひきつけてくれているんですし、いまのうちに、ここを離れないと」

「そうだね。学校のみんなも心配しているだろうし。……みんな、大丈夫かな」

「『ブルー』のみんななら、大丈夫ですよ。みんな十字架か持っていますし、人じん狼ろうはアレですけど吸血鬼だけなら大丈夫です。たとえ数に迫られたって、学校なら」

　まるで自分に言い聞かせるような昇の言葉に、水すい彩さいもうなずきを返す。

「そうだね。学校の……『ブルー』のみんなは大丈夫だ」

「ええ。……むしろ心配なのは、『レッド』のほうです。『レッド』のやつらはたぶん十字架を持っていないでしょうから、……和わ歌か丘おかが全部こうなっていて、吸血鬼たちが暴ぼう走そうしてだれかれかまわず襲おそっているのなら……」

　十字架を持たない『レッド』には、吸血鬼の牙きばは防ぎようがない。

　明らかに理性を失っている吸血鬼に襲われれば、おそらく──

　沈んだ表情を見せる昇に、水彩はそっとため息をつく。

　昇くんが気にすることじゃないよ、と言おうとして──

「あ！」

　水彩のポケットのなかで、携帯が震えた。

　ぎょっとして携帯を取り出す水彩に、昇も不ふ審しんの目で見る。和歌丘のネットワークはすべて『ザ・ワン』が支配しているため、携帯も『ザ・ワン』の介かい入にゆうなしには使えず、しかも携帯で自分の居い場所が吸血鬼に知られてしまうため、『ブルー』はほとんど使っていないのだが──

　たずねる昇。

「……水彩さん、携帯持って出てたんですか？」

「……う、うん。まえはぜんぜん使っていなかったんだけど、なんかくせになってて。一応。……ど、どうしよう、これ」

「とりあえず、だれからか確かめてみては？」

　昇の言葉に水彩はうなずき、ぎこちない手つきで携帯を開く。

　液えき晶しよう画面をのぞきこみ、そこに表ひよう示じされた予想外の名前に驚く。

「鴨かも音ね木ぎ、エレナ、さん？」

「ええ？」

　目を丸くして、二人は顔を見合わせる。

　確かエレナさんは、どんどん進行していく『ザ・ワン』化をくいとめるため、仮か死し状態になっていたはずだが──

　おそるおそる水彩は、携帯を耳もとに持っていく。

　聞こえてくる。確かに聞き覚えのある、なまりのまじった低い声。

《もしもし、木きの下したさん？　急にごめんなさい、でも近くの電話、あなたのしかなかったから》

「いえ、それは……あ、でもどうして、使ってないのに、あたしの携帯の番号──」

《ごめん、時間ないの。昇のぼるくんに代わってくれる？》

「……あ、はい」

　本当に、エレナからなのか──

　疑問と、そして驚きのさめやらぬまま、水すい彩さいは、昇に運命を告げる電話を手渡した。




　　　　◆




「もしもし、昇ですけど」昇の挨あい拶さつに、

　携帯から、鴨かも音ね木ぎエレナの低い声が聞こえてくる。

《もしもし、わたし、……鴨音木です。……急にごめんね。でももう、あまり時間がないから。この電話も、いつまで通じているか分からないし》

「……何が起きているんです？　もしかして、雨が降ったことと──」

《聞いて。舞まい原ばる家が、ネットワークの破壊をはじめている。もうすでに人工衛星は破壊された。アンテナ塔とうもどんどん壊されていっている。それだけじゃない、この町そのものを、物理的かつ電でん磁じ的に孤立させていっている。『ザ・ワン』をここに閉じ込めるために、巫み女こさんたちが、結けつ界かい？　とかいうものを張っていっている。なんか電磁波を閉じ込められるとかいう、ＮＡＳＡ謹きん製せいのロープみたいなのを使って》

　思わぬ知らせに目を丸くして、昇は水彩を見た。

　携帯からの声が聞こえていた水彩も、その顔を輝かせ、昇を見つめる。

　携帯から続く声。

《いま、宇宙ではスペースシャトルが新しい人工衛星を静止軌き道どうに乗せようとしている。それが終わりしだい人工衛星はすぐに和わ歌か丘おかの状況解かい析せきを開始して、宇宙から攻撃を開始する。そして舞原家の飛行船団だんが和歌丘にやってくる。ううん、もう一部の部隊は和歌丘で、端たん末まつの捕ほ獲かくを開始しているわ》

「じゃ、じゃあ、本当に、舞原家が、助けに──」

《ええ。今日で、『ザ・ワン』の事件は終わる。もう『ザ・ワン』の敗北は決定している》

　携帯から聞こえてきた言葉に、昇と水彩は顔を見合わせた。

　あまりの状況の推移の早さについていけず、にわかには信じられず、互いに互いの顔をのぞきこむ。そこに本当の答えがあるのではないかとでもいうように。そして水彩は、思わず昇のほおをつねりたくなる。これが夢ではないのか確かめたくて（なぜ自分のではないかというと、なんか小学生のほっぺたってことあるごとに触りたくなるから）。

　じゃあ、やっぱり、この吸きゆう血けつ鬼きの暴ぼう走そうは、舞まい原ばる家が何かしたのだろうか。

　海かい藤どうさんが、雨のおかげであっという間に和わ歌か丘おかを抜け出すことに成功したか？　それとも結局、『ザ・ワン』は舞原家の目をごまかし続けることはできなかったのか？　きっとそうだ！　と水すい彩さいは思う。いくら吸血鬼でも、こんなに長い期間日ひ炉ろ理り坂ざかの守しゆ護ご者である舞原家をごまかし続けられるはずがない！

　喜びに顔を輝かせている水彩に対し、昇のぼるはもう少し冷静に、たずねる。

「……じゃあ舞原家は、和歌丘を吸血鬼ごと焼しよう却きやくするつもりはないんですね」

《ええ。『ザ・ワン』が端たん末まつを完全に『ザ・ワン』化させていなかったことが幸いしたわ。いまの端末たちなら、『ザ・ワン』のネットワークから切り離せさえすれば人間に戻れる、そのことを舞原家は知っているのよ。──ええそう、人間は、『ザ・ワン』という存在のことを研究して知り尽くしている。だからこそ、『ザ・ワン』は人間には勝てない》

　そんなこと、分かりきっていたはずなのに、となまりのある声がつぶやく。

　だがすぐに、気を取り直したように声は平へい坦たんに告げてくる。

《……ただ、ひとつだけ、問題があるの。

　……端末たちは舞原家の目をごまかすために、人間部分を残してある。だから『ザ・ワン』をつくるネットワークから切り離せば、……完全に、とはいかないけれど人間に戻れるし、人間部分が残っているからこそ、いま、端末たちは暴走している。けれど……》

「……けれど？」

《もしも端末たちが完全に『ザ・ワン』化すれば、もう人間には戻れない。完全化した状態で『ザ・ワン』ネットワークから切り離されれば、『ザ・ワン細さい胞ぼう』は端末体たいを保てず、かと言って人間に戻ることもできず、灰になって滅んでしまう。そうなってしまったら、せっかく『ザ・ワン』に勝てても、端末にされた和歌丘の七割近い人たちはみんな、死んでしまう》

「！」

《そしてもうすぐ、端末たちは完全に『ザ・ワン』化してしまう》

　──昇は唇くちびるを嚙かみ締め、息を吐いた。

　ゆっくり呼吸を繰り返し、気を落ち着けつつ水彩を見る。水彩はまだ、展開があまりに早すぎて、それを嚙み砕くのに精せい一いつ杯ぱいでエレナが何を言っているのか分かっていない。だが昇にはすでに、見けん当とうがついている。エレナがなぜ、昇に電話してきたか。エレナが昇に何を言おうとしているのか。そして昇に何をさせたいのか。

　それでも昇はあえて問う。

「……ぼくは、どうすればいいんですか」

　わずかな躊ちゆう躇ちよの気配ののち、声は冷れい淡たんに、答えた。

《……この霧と雨雲のせいで、もうすぐ『コア』が目を覚ます。『コア』が目を覚ませば、その『オード』の波動ですべての端末が完全に『ザ・ワン』化する。そのまえに──

　あなたに『コア』を、倒してほしいの。

　……ごめんなさい昇のぼるくん。わたしは自分がどんなにひどいことを言っているのか、分かっている。本当に分かっている。でも、いまこの町で『コア』と戦えるのは、あなたしかいない。普通の人間では、超ちよう常じようの能力を持つ『コア』には勝てない。でも、いまなら、わたしが打ち込んだ『毒』の影えい響きようを多少なりとも受けているいまだけなら、あなたなら、倒せるかもしれない。

『コア』がまとった人格の、息子むすこであるあなたなら。

　……お願い、昇くん。『コア』を、いいえ、あなたのお父さんを、……とめて》

（……ぼくの、父さん、を）

　水すい彩さいが顔面を蒼そう白はくにして、昇を見ている。

　水彩が何かを言うより早く、昇は口を開く。

「……ぼくが『コア』を、…………殺しても、他の端たん末まつが新たな『コア』になる、んじゃないんですか？」

《ええ。いまいる『コア』を倒しても、ネットワークが残っていれば他の端末が新たな『コア』になる。でもいまは、ほとんどの端末が暴ぼう走そうしているから、『コア』になれる端末は、限られているはずよ。だから。いまの『コア』さえ消しよう滅めつすれば──

　わたしが次の『コア』になれるのよ。昇くん》

「……！」

《……そう、わたしはもう、完全に『ザ・ワン』の端末になった。でも、唯ゆいのおかげでまだ自分を保てている。唯と一緒に保てている。だから昇くん、お願い、わたしを信じて『コア』を倒して。そうすれば、わたしが次の『コア』になれる。そうなれば、みんなに、わたしが、『ザ・ワン』が奪ってしまったものを、少しでも返してあげられる、いいえ、わたしは返さなければいけないの。だから──

　──ああ、もうダメ、──お願い、昇くん！　『コア』はあなたの、三み鷹たかの屋や敷しきに──》

　前触れもなく、通話が切れた。

　おそらく舞まい原ばる家が、エレナの言っていたとおり近くのアンテナ塔とうを倒したのだろう。

　それでも昇はしばらく、携帯をながめていた。

　いまにも再び、電話がかかってくる、とでもいうように。

　だが水彩がそれを奪い取る。

　奪い取り、地面に向かってたたきつける。親の仇かたきであるかのようにバラバラになったそれを足で踏みつけつつ、昇に笑顔を見せて言う。

「……い、いいよ昇くん。こんなの、気にしないで」

「……」

「……こんなの絶対、まただまされているんだよ。吸きゆう血けつ鬼きのやつら、あたしたちを喜ばせておいて、またどん底に突き落として楽しもうとしているんだ。もうだまされちゃだめだよ！」

　おかしそうに昇のぼるは言う。

「……まえと言うこと違っていますよ」

「……そ、そんなことないよ。これは、そう、状況が違うもの。それに……そうだよ！　これって罠わなだよ！　絶対そうだ！　ほら、この霧で昇くんのこと見失っちゃったから、電話でおびき寄せようとしているんだ！　絶対罠だよ！　罠だって！」

「でも、もしかして、ね」

「……でも、『コア』は化け物で、……それに、それに、いまの『コア』は……」

　昇が見せた笑顔に、水すい彩さいの顔から笑顔が消えた。

　水彩の泣きそうな顔に、昇は笑って首を振った。

「いいんです。気にしないで。ぼくの父さんは、死にました。……少なくとも完全に『ザ・ワン』化していて、もう人間には戻れない。でも、あゆむやサキ、それに水彩さんやみんなの家族は、違う。他のみんなはまだ、助けられる。エレナさんの言葉が本当なら」

「……でも、でも、だって……」それでもなお、言いかけて。

　わきあがる思いに胸がふさがり、水彩は言葉が出なくなる。

　父さんに、母さんに、もう一度会いたい。

　家族に、友だちに、人間に戻ってもらいたい。

　でも、なぜ、どうして、どうしてこんなに、昇くんばっかりが──

（……きっとこの町でいちばんがんばっていたのは、昇くんなのに！　いちばんほめられていいのは、報むくわれていいのは、まだ小学生の昇くんのはずなのに！　なのにどうして！　どうしてこんな──）

　吸きゆう血けつ鬼きは、人間を悪だと言った。

　それが真実かどうかは分からない。個人的には違うと水彩は思う。

　だが、たとえばそれが真実だとして、それでも人間が勝つのなら、悪が罰されることはなく、善ぜんが報われることがないのなら──

「──そんな顔しないでください。水彩さん」

　困ったように昇は笑う。

「なんでですかね。ぼく、なんだかとても、納なつ得とくしているんです。こうなることに。たぶんぼく、心のなかで、こうなるんじゃないかって、心のどこかで思ってたんですよ。

　たぶん、これは、三み鷹たか家のぼくらがやらなきゃいけないことなんです」

「……昇くん……」

　そのとき──




「おい、そこ、だれかいるのか？」




　聞き覚えのある大声に、二人は視線をそちらに向けた。

　霧のなかに浮かび上がる、小さな人ひと影かげ。やがてそれは迫ってきて──

「──昇のぼる？」

「新しん堂どうさん？」

　思わぬ出会いに、二人の少年は目を丸くした。

　とくに昇は、まるで幽ゆう霊れいでも見たような顔をして新堂一いち郎ろうの姿をながめている。

　驚きのあまりか、あ、あ、と小さく嗚お咽えつをもらしながら。

「……し、しん、どう、……さん」

　こちらも目を丸くして、たずねる一郎。

「な、なんでおまえが、こんなとこに？」

　おっかなびっくり水すい彩さいが聞く。

「……きみは？　……あの、その格かつ好こうは？」

「……別に……」

　一郎は、一ひと目め見て吸きゆう血けつ鬼き対策と分かる格好をしていた。

　身体からだ中にたくさんのシルバーアクセの十字架かを巻きつけ、こしには木のくいを数本、ストラップで下げるようにしてぶら下げている。その手には、片手には十字架、片手にはハンマーを持ち、身を守るというよりむしろ攻撃するための服装であることが一いち目もく瞭りよう然ぜんになっている。

　水彩と昇の視線に、顔をそむけた一郎に、昇が震えながら言った。

「……い、生きていたんですね」

「……まぁな」

　一いつ瞬しゆん憎にくまれ口でもたたきそうな表情を浮かべ、しかし結局顔をそむけたまま、ぶっきらぼうに答える一郎。

　重ねてたずねる昇。

「……じゃ、じゃあ、あの爆発は？」

「あ？　ああ、文化ホールのやつか。そのまえに、おれたちは抜け出していたんだ」

「……じゃあ、あの、……あの爆発は、いったい、だれが？」

「さぁ？　たぶん舞まい原ばる家じゃないかな。あの爆発のあと、舞原家がやってきたって聞いた。あそこにいた『レッド』の人たちは、事前に避ひ難なんしていて、ほとんど助かったって」

　事前に？　と目を見開いた昇に、怪け訝げんな顔をしつつもうなずく一郎。

「ああ。詳しいことは知らないけど──」

「じゃ、じゃあ、牧師さんは！　稲いな吹ぶき牧師は！」

「……牧師さんは、怪け我がして病院に運ばれたって聞いた。でも、おれも舞原家の人に聞いたから、あんまりよくは……」

　絶ぜつ句くしている昇に代わり、水彩がたずねる。

「舞まい原ばる家？　舞原家の人に会ったの？　来ているの？」

「ああ。なんだ？　学校から来たんじゃないのか？　舞原家の人たち、あそこをそのまま対策本部にしているって聞いたぜ？」

　学校を、『ブルー』の拠きよ点てんを、対策本部に？

　じゃあ、じゃあ本当に、舞原家はあたしたちを、助けに来て──

　水すい彩さいは昇のぼるを見た。

　しかし昇はただ、じっと、一いち郎ろうの顔を見つめている。

　ときに震えがちになる声で聞く。

「……十字架か、持っていたんですね」

「……ああ」

　一いつ瞬しゆん、一郎の目が遠くを見つめたのは、以前、昇に似たようなことを聞かれたときのことを思い出していたからか。

　一郎はしばらく、顔をしかめてそっぽを向いていたが、やがて、昇に正面から向き直り、あのな昇、と言った。

「……『チーム・レッド』は、学校に、向かわせた。『ブルー』と合流させるために」

「え？」

「……ああでもくそ、おまえが学校にいなかったなんて。……なぁ昇、あいつらは、全員、本当は吸きゆう血けつ鬼きの仲間なんか、やりたくなかったんだ。おれが、殴なぐって、無理やり脅おどして、連れていったんだ。だから、頼む、昇。あいつらのこと、頼む！」

「は、はい……あの？　新しん堂どうさん！」

　言うなり走っていこうとする一郎の腕を、あわててつかむ昇。

「ど、どうしたんですか！　どこにいくんですか！　学校は、そっちじゃ──」

　叫ぶ一郎。

「──おれはけじめを取るんだ！　邪じや魔まするな！　放せ！」

「──ホテルにはもう、だれもいないですよ！　サキも、遼りよう子こさんも、『コア』も！」

　昇の推理が当たったのか、一郎の歩みが、とまる。

　身体からだ中から、力が抜けていく──

「……くそ……畜ちく生しよう……」

　力なくうなだれていく一郎に、昇は微笑ほほえんだ。

　じゃあ、と声をかける。

「……新堂さん、……あの、だったら、ひとつ、頼んでもいいですか」

「……なんだよ」

「それ、いただけませんか？」

「……は？」

　一いち郎ろうはきょとんとしていたが、昇のぼるの視線に、のろのろと、持っていたハンマーを、手渡した。

　ついでゆっくり、こしから木のくいをぶら下げたベルトをはずして、わたす。

　昇はそれを受け取って。

「……おい？　昇？」

　そのまま、一郎に向かって倒れた。

　うわ？　と一郎はあわてて昇を支え、ついで身体からだを離しかけるが、しかしそのままぴしっと固まる。あっけにとられて水すい彩さいを見る一郎の表情に、水彩は、やがて悟さとる。昇が、泣いている、ということを。その手に木のくいとハンマーを持ちつつ、肩を震わせ、一郎の胸にひたいを押し当てるようにして泣いている、ということを。

　そして水彩と一郎は聞く。

　昇が、しゃくりあげながらつぶやくのを。

「……よかった……本当に、よかった……」

　生きていてくれて……よかった……

　困ったような顔をして横を向いている一郎と、その胸にひたいを当てて泣いている、昇。

　それは、小学五年生の、年ねん齢れいのままの昇の姿。

　水彩は、自分の腕をつかんで、足もとに視線を落とす。

　こうして泣いている昇の、しかしその決断はもう変えられないことを悟って。

　やがて昇は顔を両腕でこすると、まるで何事もなかったかのように顔を上げ、言った。

「じゃあ新しん堂どうさん。悪いですけど、お使い、頼みます」

「お使い？　だと？」

「みんなに顔見せるのはつらいでしょうけど、それは新堂さんが我慢しなければいけないことだと思います。それがけじめってやつでしょう？」

「相変わらずクソ……大人おとななしゃべりをするなぁ」

「こうもいろいろあるとね。……みんなに、ぼくと会ったことを伝えてください。そしてみんなに、舞まい原ばる家の方かた々がたがいたらその方々にも、伝えてください。心配するな、もうすぐすべてが終わるから、って。三み鷹たか家の責任は、三鷹昇が果たす、と」

「……昇？」

「水彩さん。新堂さんのことをよろしく。まぁ大丈夫だとは思いますけど、水彩さんがいればみんな信じてくれるでしょう」

「……昇くん」

「ぼくは、いきます」

　けじめって、やつですよ、そうつぶやくと、昇は走り出した。

　あっという間に霧の向こうに消えていく。

「お、おい！　昇！　どこへ──」

　急いで追いかけようとする一いち郎ろうの腕を強くつかみ、水すい彩さいは、大きく首を振った。

　しばらく逡しゆん巡じゆんしていたが、意を決し、一郎の眼めをのぞきこんで言う。

「あのさ、信じてもいい？　一人でも行ってくれる？　行って、みんなに伝えてくれる？」

「……え？　あ、ああ……でも……」

「……助けられないのは分かってる。……邪じや魔ましちゃいけないのも分かってる。でも、せめてあたし、昇のぼるくんのこと、待っていてあげたいから。全部が終わったとき、せめてそばにいてあげたいから、……だから、ごめん。ごめんなさい。でも……」

「……分かった」

「ごめんなさい！」

　深く一郎に頭を下げ、

　そして水彩の姿も、たちまち霧の向こうに消えていく──

（……なんなんだよ、畜ちく生しよう……）

　一郎はため息をつくと、公園を見回し、そして吸きゆう血けつ鬼きたちが拠きよ点てんにしていたはずのホテル、がある方向、を見上げた。

　濃い霧によってまったく見えない空をながめる。

　そして、昇と水彩が消えていった方角を見る。

　どこに向かったかは知らないが、これだけ霧が濃くてはもはや追うのは不可能だろう。

（……けじめ、か）

　首を振り、邪じや念ねんを払うと、一郎は自分が向かうべき場所、『レッド』の仲間がいるはずの場所、そして敵対していた『ブルー』がいるはずの場所へ向かって、歩き出した。

　分かっていた。そここそ確かに、自分が行くべき場所だった。







　　　６．（木下水彩）




　明るいのか暗いのか分からない、ただただ濃い霧、三メートルも離れればもう先がまったく見えない濃のう霧むのなかを、水すい彩さいは、昇のぼるを追って走る。小学生の健けん脚きやくに追いつけぬことは分かっていながら。たとえ追いついたって何もできないことは分かっていながら、それでも。

　正直な気持ちは、確かに、家族を取り戻したい。

　でも、昇のことを思うとあまりにつらい。あんな恐ろしい雰ふん囲い気きを持つ『コア』と戦わなければならないなんて。勝てる保ほ証しようなどないのに。しかもその『コア』は、同時に昇の父親でもあるのに。それを自分の手で消しよう滅めつさせなければいけないなんて。まだ小学生なのに、こんな──

　でも、自分の家族には、元に戻ってもらいたい。

　そのためには、『コア』を倒してもらわなければならない。

　そして鴨かも音ね木ぎエレナの言葉が本当なら、ただ一人、昇だけがそれをできる──

　もしかしたらいまあたしを走らせているのは単なる罪ざい悪あく感なのかもしれない、そう水彩は思う。昇に、そんなことしないでいいって言ってやりたい。いや、むしろ力づくでもとめてやりたい、なのにそれができない自分の心の罪の意識。昇がそのために、つらい目に遭あう、ということが分かっていてもなお、家族に人間に戻ってほしいと思う自分への呵か責しやく。罪悪感。それがいま水彩を走らせているものの正体なのかもしれない。

　それでもいい。たとえ何もできなくても、そばにいたい。

　せめて待っていてあげたい。

　それがなんの役に立つか、なぐさめになるか、なんて分からないけれど、でも自分がそうしたい。だから、水彩は走る。メイド服に身を包んだまま、頼りない足取りで──

「！」

　何かの気配を感じたような気がして、水彩は足を止め、息を整えつつ、背後を見た。

　濃い霧は、何も見通せないけれど、それでも十字架かを握り締め、油ゆ断だんなく周囲を見渡す。

　とくに異い変へんは見当たらない。怪しい音も聞こえない。

　暴走した吸きゆう血けつ鬼きたちはうめき、泣き、笑い、怒って騒そう々ぞうしい音を立てているから近づけばすぐ分かるはずだが──

（……気のせいよ。きっと）

　そうだ、いまは昇を追わないと。

　昇の足には追いつけないだろうけど、向かった先は分かっている。何度かたずねたことのある、三み鷹たか家の大きなお屋や敷しきまで、霧は濃いけど道は分かる。だから急いで──

（……いいや、違う！）

　水彩はあらためて、手首にストラップを回して手を離しても落ちないようにしてある十字架を、自分の正面にかまえた。

　大きく呼吸して息を整えつつ、霧に向かって誰何すいかする。

「……だれ？　だれか、いるの？」

　答えはない。

　では気のせいか？

　いや──

（……吸きゆう血けつ鬼き？　でも吸血鬼なら、なんで襲おそってこないの？）

（あたしの様よう子すをうかがっている？　でもどうして？　いったい何が目的で──）

　冷静に思し考こうをめぐらせつつ、水すい彩さいは、周囲の霧の様子をうかがう。

　向こうにだれかいるような気もするし、単なる気のせいにも思えてくる。それでも用心はするに越したことはない。だから水彩は大きく呼吸して、いま自分が一番用心すべきを言う。

「──もしかして、あたしのあとをつけているの？　あたしがどこにいこうか、確かめようとしているわけ？　だったらもう、むだよ。あたしやっぱり、帰ることにするから」

　やはり、返事はなく、水彩は十字架かを胸にぎゅっと当て、考える。

　やっぱりあたしの気のせいか？　思い過ごしか？

　いや、なんであれ、警けい戒かいはしておくべきだ。

　水彩は心を決め、いま来た道を戻りはじめる。

　遠回りなんてしたくはないが、もしもだれかにつけられていたら、下へ手たすれば昇のぼるのところに敵をつれていくことになるかもしれない。昇の行き先は分かっているわけだし、その肩には和わ歌か丘おかの命めい運うんがかかっている。ここはとにかく用心して──

「！」

　人ひと影かげは、まさに突とつ然ぜん現われた。

　霧のなかからしだいに、ではなく、人影は突然ぱっと立ちふさがった。

　いきなりの出来事に頭は冷静ではあったが身体からだは冷静には動けず、その場に固まった水彩を、人影は突き倒し、馬乗りになった。

　その手にハサミを持っているのが見えた。

　水彩の表情に何を見たのか、人影は笑って顔を近づける。

　まるでキスしようとでもいうように。

　次の瞬しゆん間かん、水彩は持っていた十字架を自分の顔のまえまで持ってくる。

　人影はぎゃっと叫んで、水彩のうえから飛びすさる。

　水彩は身体を起こし、急いで立ち上がると、いきなり自分を襲おそってきた人影に、確認するようにたずねた。

「……サキ、さん？」

　水彩と同じメイド服に身を包んだ女性は、スカートに手をやって優ゆう雅がにお辞じ儀ぎした。

　だがやはり、いつものサキではない。

　その身体からだは埃ほこりに汚れ、いつもパリッと清潔にしているメイドの衣い装しようはあちこちにかぎ裂きがある。襟えりもとについた赤色は、口のはしから伝わってできたものだろうか、唇くちびるは両端に牙きばが見え、柔らかい唇に食い込み傷をつくって自分の血をにじませている。

　そして、その目。

　極度の興こう奮ふんに白しろ目めは充血し、毛もう細さい血管が破は裂れつしたのかところどころに赤い点がある。そのなかで、赤く光った超ちよう常じようの瞳がぎらぎら輝きを放っている。吸きゆう血けつ鬼きの目は、それ自体が光（のようなもの）を発すると昇のぼるは言っていたが、まさにそんな感じだった。サキは両の眼がん窩かを赤と燃やして、視線で水すい彩さいを射い抜ぬいていた。そのありさまに、水彩は理解した。やはりサキさんも、他の吸血鬼たちと同じく暴ぼう走そうをまぬがれなかったんだ。他の吸血鬼と多少様よう相そうは違うが、やっぱり暴走していて自分のなかにあふれるものを抑えきれずにいるんだ、と。

　サキの唇がゆっくり割れる。

「……まったく、しょうが……ない……ですわね。水彩……さまは」

「……サキさん」

「……しょうが……ないから、あら……ためて、聞くことに……いたします。……水彩さま、サキの……サキの大事な、昇のぼるさまは、どこです？　早く……教えて……くださいな？」

　さもないと、とサキの目の輝きが増す。

「サキは、がまん、できなくて、あなたを、殺して、しまうかも、しれませんよ？　水彩……さま？　さぁ、早く！」

　水彩の言葉を待たず、サキはずんずん向かってくる。

　が、水彩がかかげた十字架かに、いやそうな顔をして歩みを止める。

　その顔がすさまじいまでの悲しみにゆがむ。

　さっきまでとは打って変わった激しい口く調ちよう。

「なぜです！　なぜ教えてくれないんです！　私たち友達じゃないんですか水彩さま！　どこなんです！　サキの昇さまはどこなんです！　学校にもいない！　屋や敷しきにも、ホテルにもいない！　昇さまはどこなんです！　水彩さま！　水彩さま！」

「さ、サキさん……」

「──ああ。こうしている間にもどこかでほかの端たん末まつに襲おそわれているかもしれない。あの柔らかそうな肌はだを裂かれ、あの甘い、なめらかな血を、ほかの端末の無ぶ骨こつな牙きばに蹂じゆう躙りんされているのかもしれない、ああ！　そう考えると私の胸は張り裂けそうになるんですよ水彩さま！　分かりますか水彩さま！　いいや分かるはずがない！」

　飛びかかられる、そう思い十字架を構えた水彩だったが、

　襲おそったのはサキではなく、サキの投げた小石だった。

　小石は水彩のすねに見事に命めい中ちゆうし、水彩は痛みに思わずひざをつく。

　それでも、すねを押さえて転がりまわりたくなるのを必死で抑え、なおも手を伸ばし、水すい彩さいはサキに十字架かを向け続ける。

　そしてはじめて水彩は気づく。

　十字架を手首に縛しばり付けてあるはずのストラップが、きれいに切断されていることを。

（……さっきの、ハサミだ！　あのときに──）

　サキのあざけるような声。

「神は信じないくせに、十字架には頼るのですか。水彩さま。そんなの都つ合ごうがいいとは思いませんか？　それだけの精神力が、自分にあると思うのですか？　ええ、確かに牧師の言うとおり、人間が十字架を手放さなければ吸きゆう血けつ鬼きは何もできずに滅びるでしょう。ですが、十字架を手放させることなど簡単なんですよ！　ほら！」

　飛ひ礫れきが襲おそう。

　それはひとつは肩に、ひとつは腹部、そしてひとつが水彩の十字架を握る手の指に当たる。すさまじい苦痛に思わず手を離しかけ、水彩はあわてて両手で十字架を握る。石の当たった指はもはや力が入らずに、ずきん、ずきん、とそこに心臓ができたかのごとくうずきはじめる。その尋じん常じようではない痛みに、水彩は指の骨が折れたのかもしれないと思う。が、サキの攻撃の手はゆるまない。次々投げられる礫つぶてはあやまたず、百パーセントの的てき中ちゆう率で水彩の十字架に当たって硬い音を立てる。自分の目のまえで、十字架めがけてすさまじい速度の石が飛んでくる、その恐怖に打ち勝てず、最初に指を傷つけられた痛苦の記き憶おくも手伝って、水彩は無意識に、十字架を真正面に構えるのをやめ、よこに、よこにとずらしていく。身体からだからなるべく遠ざけていく。自分から、自分を守ってくれているはずのものを。

　頃ころ合あいよし、と判断すると、サキは、『ザ・ワン細さい胞ぼう』によって覚かく醒せいさせられた筋きん力りよくと集中力をフルに生かしてひときわ大きい礫を投げた。

　もともと無理な体勢だったこともあり、十字架は飛礫によってあっさりと、水彩の手からはなれて宙に飛んだ。

　水彩の目は宙を回る十字架を追うが、十字架は地面に落ちるより早くサキの投げたハサミによってさらに遠くへと弾はじき飛ばされた。

　あっという間に霧にまみれて見えなくなる。

　はっとして正面に視線を移したときにはもう、サキは水彩の面めん前ぜんに迫っていた。

　予備の小型の十字架をポケットから出すひまを与えず、水彩をまたも組み敷しき笑うサキ。

「殺すのはもっと楽なんですけど、そうすると昇のぼるさまを悲しませてしまいますからね。それにまだ昇さまの居い場所を聞いていませんし。知っているんでしょう？　どこです？　どこ？」

「──知らないっ！」

　強ごう情じように首を振る水彩に、サキはかっと目を見開き、片手で水彩の首をつかむ。そして、水彩の首を絞めたまま、水彩ごと立ち上がる。ぶつぶつという音が聞こえたのは、決して水彩の幻げん聴ちようではないだろう。リミッターを超えた身しん体たい活動に筋肉が断だん裂れつしていくのをものともせず、サキは片手で水すい彩さいの首をつかみ、持ち上げ、宙ちゆう吊づりにする。水彩は両手でサキの手を緩めようとするが、吸きゆう血けつ鬼きの手はびくともしない。

「……さ、サキさ、ん」

「これは冗じよう談だんか何かだと思っているなら違います。なんならここで、あなたの手足を引き裂いてさしあげましょうか？　……そうですね、どうせみんな死ぬんですし、ならどちらにしてもおんなじですね」

「！」

「まだ気づいていらっしゃらないなら教えてさしあげます。私たち吸血鬼は、大敗を喫きつしました。鴨かも音ね木ぎさまに打ち込まれた『毒』によって『ザ・ワン』の要かなめともいえるネットワークを分断され、暴ぼう走そうさせられてしまいました」

「……あ、あなたも」

「ええ。私も。和わ歌か丘おかの端たん末まつ全員です。いま和歌丘では、暴走した端末たちが人間を襲おそっています。分かりますか？　いまこうしてる間にも昇のぼるさまも襲われてしまっているかもしれないんですよ？　だから早く居い場所を教えてくださらないと」

「……知ら……ない」

　サキは悲しげに首を振った。

「本当に、猶ゆう予よはないんですよ？　水彩さま。いまはまだ暴走のままに襲っているから、十字架かさえあれば逃げおおせられるでしょう。ですが……もうすぐ、『コア』が目覚める」

「……！」

「そう。『コア』が覚かく醒せいし、端たん末まつたちが本来の『ザ・ワン』の姿を取り戻せば、もはや十字架の守りなど意味はなさない。十字架などいくらでもかわす手段がある。そうなったら、はじまるのは──吸血鬼と人間の、大だい殺さつ戮りく合戦」

「……そ、そんなの……」

「ええ。そんなのに意味はないでしょう。もはやわれわれがいくら暴れようとも勝ち目はない。……ですが、混乱に乗じて隠かくれ、逃げ出すことはできる。端末が一人でも、舞まい原ばる家につかまらずに逃げ延びられたら、『ザ・ワン』はそこから生き返る。──だから、『コア』は間違いなく、端末に徹底的な殺戮を命じるでしょう。大だい混乱を引き起こすために。分かりますか？　そうなったらこの町で生き残れるのはほんの一ひと握にぎりだけです。あなたも、昇さまだって例外ではない。だから、だから早く、昇さまを見つけ出さないと。見つけ出して守らないと──」

　サキの声が、水彩に、というよりも自分に向けられているかのように、小さくなった。

　まるで独り言を言っているかのように。

「……端末は『コア』には逆らえない……端末は『コア』には逆らえない……端末は『コア』には逆らえない……」

「……さ、サキさん」

　はっとして、水すい彩さいに視線を戻すサキ。

「……とにかく、分かりませんか？　私は早く昇のぼるさまを見つけ出して、守ってあげたいだけなんです。……ええそうですよ。いまのうちに……いまのうちなら……」サキの表情が苦く悶もんにゆがむ。「……ええ、そうです、分かりませんか？　私は昇さまを守るんです。私は昇さまが他の者に奪われるまえに私は私の昇さまを守るんです、どこかのバカに無ぶ遠えん慮りよに苦しめられるぐらいなら私がこの手でいっそこの手で安らかに守るんです！　私の昇さまを守るんです！　私がこの手で昇さまを、守る──ねぇ、水彩さま、分かりますか？　あなたにこの気持ちが、分かりますか？　──いいや分かるわけがない！」

　──身体からだの内部から、すさまじい音が聞こえた。

　かきゅっという、身体のなかとは思えないほど金属的な音。

　肩から生まれた激げき痛つうに、水彩は絶ぜつ叫きようを上げる。

「大げさな。肩の骨を外しただけですよ」

　さっきまでの懊おう悩のうの表情はどこへやら。けらけら笑ってサキは言った。

「次は左肩いきますよー。そしたら股こ間かんにもいきますよー。だから早く教えてくださいねー？」

「……や、やめてサキさん！　痛い！」

「あら、話してくれる気に？」

「あ、あなたはいま、暴ぼう走そうしているんです。暴走して、感情が偏かたよっておかしくなっているんです！　お願い！　お願いだから考え直して！」

「……ありがとう水彩さま。では、左肩いきますねー」

「あ、あなたの、守りたいって気持ちが暴走しているのは分かる！　分かるけど！　でも考えて！　自分だっていま自分が異常なのは分かるでしょう！」

「ほらほら、もういっちゃいますよー」

　聞く耳を持たない様よう子すのサキに、水彩は、声もかれんばかりの絶ぜつ叫きようを上げる──

「──あなたのいまの姿を見たら、大好きなあなたのいまの姿を見たら、昇くんがどれくらい悲しむと思うんですか！」

　──サキの表情が、はじめて、固まった。

　たちまち苦悶に震えはじめる。『毒』によって増幅され暴走する感情のまま。

「……わ、私は、サキは、ただ、昇さまを、守りたくて……」

「ええ、分かっています。だから、お願いだからやめてください。お願いだから、もうこれ以上、昇くんにつらい思いを背負わせないで……」

　首を絞める手から、少しずつ、力が抜けていくのを感じ、水彩は、ほっと息を吐いた。

　サキはぼんやりと、水彩のことを見ている。

　──が。

「──！　さ、サキさん？」

　再び手に力が入りだし、水すい彩さいは再び苦痛のうめきを上げた。

　ゆっくりと、水彩の首を絞めながら、サキは酷こく薄はくに笑う。

　笑って、言う。

「……なぜ、メイド服なんか着ているんですか？　水彩さま。それ、私の替えですよね？」

「……こ、これは、違うの、これは遼りよう子こさんが無理やり……」

「なんでメイド服なんか着ているんですか？　それでもうメイドになったおつもりですか？　そばにいられない私の代わりに、昇のぼるさまのメイドにでもなったおつもりですか？

　──ふざけるな！」

「ちっ、違、さ、サキさん、待っ……」

　──声が、出せない。

　本格的な力の入りに呼吸が阻そ害がいされ、顔が赤くなっていく。

　目のまえがまず赤く、ついで暗くなり、ちかちかと何かが瞬またたきだす。

　遠くなる意識のなか、聞こえてくる声──

「ふざけるな。昇さまのメイドはサキだ。昇さまは私のだ。私が昇さまを守るんだ。私が昇さまを守るんだ。守るんだ。守るんだ。守るんだ守るんだ守るんだ守るんだ──」

　意識がどんどん遠くなる──

（……ああ、あたし、死ぬの？　絞こう殺さつされて……いやそのまえに、首の骨を折られて──）

（……ごめん、昇くん。……あたし……ごめん……）

　目のまえでまたたくフラッシュが、強くなる。

　やがて、もこもこした、しみのような闇やみが目のまえにぽつんぽつんと現われ浮かび、広がっていき──




（……あ、──あ──）




　──サキの指から力が抜けて、水彩は、どさりと地面に崩れ落ちた。

　力なく横たわった水彩に、サキはあわててかがみこみ、息を、そして胸に手を当て心しん音おんを、確かめた。そして、安心したようにほっ、と息を吐くと、水彩の身体からだを起こし、

「……ちょっと、ごめんね」

　その首くび筋すじをペロッと舐なめ、ゆっくりと、顔をうずめた。

　ピリッとした痛みを感じ、水彩の意識がゆっくりと、戻る。

　……あれ？　あたし、死んだのかな？　ううん違う。サキさんが正気に──？

　耳もとで、ささやかれる声。

「うん。大丈夫。頚けい椎ついにも損そん傷しようはなし。……大丈夫？　ねぇ水彩ちゃん。意識ある？」

　……『水すい彩さいちゃん』？

　この声、いや、『言葉』は──

「……りょ、遼りよう子こ……さん？」

「ちょっと我慢しててね。いま、肩をはめてあげるから」

　笑いかける、サキ──そのなかにいる、少女。

「遼子さん！」

『三み輪わ方かた遼子』は『オード』を使って乗っ取ったサキの身体からだを操あやつって、水彩の肩をはめ込もうと手を当てた。

　が、水彩に片手で抱きつかれ、照れたように微笑ほほえんで、抱ほう擁ようを、返す。

「今度は、間に合った、よね？　これって間に合ったことになるよね？　ダメ？」

「だ、だいたい、遼子さんがこんなのを着せるから、殺されかけたのに！」

「それを言われると、なんていうか、面めん目ぼくない……」

　水彩は、しばらくサキを見つめていた。

　サキのなかに確かにいる、たったいま水彩を助けてくれた少女を。

　そっと、抱きつく。とたんにさっきまで殺されかけていたショックがよみがえったのか、その胸に顔をうずめて泣きはじめる。

『三輪方遼子』はしばらくの間よしよしと水彩の背中をたたいていたが、やがておもむろに、ちょっと無理な体勢ながらも水彩の肩に手をやった。

　一拍後ご、悲鳴が霧のなかに響ひびき渡った。




　　　　◆




「あ、あたし、痛みに弱いって、まえも言ったのに！　ひどい！」

「……あのねぇ、しょうがないでしょ？　時間ないし……それに水彩ちゃん、どちらかと言えば我慢強づよいほうだと思うよ？」

　よしよしと水彩の頭を撫なで、立ち上がるサキ／『三輪方遼子』。

　つられて立ち上がった水彩に、あらためて向き直り、言う。

「……ごめんね。水彩。サキって、本当は、こんなことする人じゃないの。ただ、鴨かも音ね木ぎエレナの『毒』のせいで──」

「ええ。分かっています。気にしていません」

　笑って見せたあと、水彩はきょろきょろと周囲を見渡す。

「……遼子さんは、いま、どこに？」

「……ええとね、ごめん。それは秘密」

「……秘密？　……ていうか、あの、遼子さん、もしかして……」

「ええ。あたしは暴ぼう走そうしていないわ。……寸前でブロックに成功したからね。『オード』でつながっている以上、少しは影えい響きよう受けているかもしれないけれど、……暴走はしてない」

　その声の、微び妙みように影のある調子に、水すい彩さいはふと思い出す。

『ダンピール』という存在について。

　それは人間と吸きゆう血けつ鬼きの両方の特質を受け継いだ、吸血鬼を倒せる唯ゆい一いつの存在だと伝でん承しようは語る。そして『遼りよう子こ』は鴨かも音ね木ぎエレナをそうじゃないかと疑っていたが、鴨音木エレナは公園で『ダンピール』の話をしたとき、三み輪わ方かた遼子こそそうじゃないかと言っていた。遼子の『オード』は他の端たん末まつたちの『オード』と違い、常に自分をブロックしていて容易につながることを許さない、非常に特殊なものだと。

　そのことを思い出し、水彩は考える。

　もしかして、遼子さんは『ダンピール』だから、『ザ・ワン』が受けた『毒』とやらが通用しなかったのではないだろうか。『ダンピール』だからこそ、暴走していないのではないだろうか。一いつ瞬しゆんそう聞いてみたくなり、水彩はかろうじて自分を抑える。遼子は、口にこそ出したことはないが、じつは自分こそ『ダンピール』なんじゃないかと気にしている。日ごろの態度のふしぶしに、鴨音木エレナに対する嫌けん悪おの言葉と一緒にそれが出てくることに水彩は気づいている。あるいは、だからこそ遼子は鴨音木エレナを嫌っているのかもしれない。自分を『ダンピール』だと思いたくないからこそ、エレナを『ダンピール』と決め付けて嫌っているのかもしれない。本当は嫌いじゃないにもかかわらず、ただ『ダンピール』であってほしいというだけで。

『遼子』はため息をつき、水彩を見た。

「じゃあ、あなたはもう知っているわけね？　いまこの町がどうなっているか」

「ええ。吸血鬼が暴走したことも、舞まい原ばる家が助けにきてくれていることも」

　にこっと笑う。

「人間の、勝ちですね」

「……ええ。確かに。負けたわ」

　ふふ、と『遼子』は笑みを浮かべた。

「あたしたちの敗因は、……結局のところ、『吸血鬼だから』に尽きるでしょうね。吸血鬼が人間に負けるはずない、なんて勝手に思い込んでいた。実際は、人間は『ザ・ワン』なんかよりはるかに戦いに長たけた種しゆ族ぞくだったのに」

「……そう、ですね」

　敗北を認めているわりには余よ裕ゆうな『遼子』の様よう子すに、水彩は慰なぐさめるべきなのか勝ち誇るべきなのか、どういう態度をとればいいか分からず言葉を濁にごした。

　そしてふと、気になっていたことをたずねる。

「あ、あの、遼子さん。遼子さんとサキさんは、『第二人格』なんですよね？」

「うん」

「……その『第二人格』というのは、その、どれくらい吸きゆう血けつ鬼きに近いんですか？　その……」

「こう聞きたいんでしょ？　『第二人格』は人間に戻れるかどうか。ええ。戻れるわ。『第二人格』も『第三人格』も、『ザ・ワン』化しているのは心臓等などの血管系けいと脳の一部だけだから」

　満面の笑みにその顔を輝かせた水すい彩さいに、遼りよう子こはただし、と水をさす。

「……ただし、戻るといっても、あくまで人間細さい胞ぼうに擬ぎ態たいするだけの話よ。『ザ・ワン』のネットワークに触れさえしなければ、まぁ人間のまま生きていられるけど、再びネットワークに取り込まれればすぐに端たん末まつに逆ぎやく戻もどりする」

「それでもいいですよ！　また、一緒に暮らしていけるなら！」

　言ったあとで水彩は、その言葉が思っていた以上に真実であることに気づいた。

　はっとする。

　そうだ、ただ、一緒に生きていけるなら、たとえ擬態でもかまわない。

　いや、本当は、吸血鬼だっていいのだ。

　ミレニアムとか目指さないで、一緒に暮らしていけるのなら、人間でも吸血鬼でも、どちらでもよかったんだ──

（……なのにどうして、こんなことになってしまったんだろう──）

　同じことを考えていたのかもしれない、

　ふと向けた水彩の視線に、『遼子』ははっ、と目をそらし、霧の向こうをながめる。

　その横顔、サキのものであるにもかかわらず確かに『遼子』の感じられる横顔を見つめ、見とれてしまっていたことに気づき、水彩はこほんと咳せきをして、言った。

「でもたぶん、事件の終わった、これからのほうが大変なんでしょうね」

「……ええ。そうね。億のお金がトぶわね。それが分かってて、でも和わ歌か丘おかの焼しよう却きやくじゃなくて助けることを選んだんだから、舞まい原ばる家は確かに偉いわ。……まぁ、だからこそずっと王さまでいられるんだろうけど」

「……あ、あの、遼子さん」

「ん？」

　水彩はしばらくの間、言うか言うまいか迷っていたようだったが、居い住ずまいをただして『遼子』に言った。

「や、やっぱり、吸血鬼だった人とか、『第二人格』だった人は、その……あの、いえ」

「なに？」

「……あの。つまり、あ、あたし、遼子さんの敵だったわけだけど、でも、遼子さんにはいろいろ助けられたし、だから、もしもなんか、その、大変だったりしたら、手伝えることがあったら、遠えん慮りよしないで言ってください。ていうか、その、別に、事件が終わったからって、敵と味方だったからって、気まずくなる必要はないわけですし、会わないようにする必要も、ないし、だから、……その……」

　なんとも要よう領りようの得ないしどろもどろなせりふだったが、意図は伝わったのだろう、『遼りよう子こ』は微笑ほほえんで、水すい彩さいの肩に頭を当てた。

「……ありがとう、水彩。そう言ってくれるの、すごくうれしい。でも、できればその気持ちは、サキの方に向けてあげて」

「それは、もちろん」

「やっぱり、人間に戻ったら、『第二人格』だったときのこと、かなりきついと思うから。助けになってあげてね。

　……あたしには、その必要、ないからさ」

「……え？」

　きょとんとしている水彩に、こみ上げてくるものがあったのか、『遼子』は突然、力強く水彩を、抱き締めた。

　ぎゅうっと。力をこめて。

　そして、つぶやくように、言う。

「……本当はね、あたし、あなたにお別れを言いにきたの」

　きょとんとし、やがて目を見開いていく水彩に、遼子はうなずく。

「そうよ。あたしは人間に戻るつもりはない。たとえ戦いでは負けたとしても、生命としての『ザ・ワン』はまだ終わっていないから。舞まい原ばる家は当然『ザ・ワン』を滅ぼそうとするだろうけど、そして実際『ザ・ワン』は滅めつ亡ぼうの瀬せ戸と際ぎわにいるけれど、ネットワークを保ち続けられさえすれば、きっと、あたしを『コア』として復活できるはずだから。だからあたしは和わ歌か丘おかから脱出して、逃げ延びる。逃げ延びて、『ザ・ワン』のネットを保ってみせる。

　だから、お別れよ。水彩」

　水彩は、絶ぜつ句くしていた。

　何度も何度も、遼子の言葉を反はん芻すうし、自分の聞いた言葉に間違いがないことを確かめ、泣くような声で言う。

「……そんなの、絶対、無理ですよ」

「無理じゃないわ。『ザ・ワン』のネットワークには、二種類あるのよ。各端たん末まつが『オード』をつないでつくる空間のネットワークと、そしてもうひとつ、この体の中にある、端末自身の『鋳い型がた』のネットワークがね」

「──『鋳型』？」

「そう。『鋳型』。『ザ・ワン細さい胞ぼう』は、人間の身体からだに招かれて侵入すると、まず心臓の血流にのってその人間の血管や神経ネットワークを掌しよう握あくする。そして脳に向かい、人格を形成する脳のう神経系けいネットワークにプログラムにしたがって『ザ・ワン』ネットワークを追加・融ゆう合ごうさせていく。各かく端末はこの『鋳型』のネットワークをもとにして、『オード』を使ってつながりあい、その土地にネットワークを張りめぐらせるってわけ」

「……」

「分かりにくい？　簡単に言えばね、端たん末まつは全員頭のなかに設計書を持っているの。その設計書のとおりに和わ歌か丘おかにネットワークを張りめぐらせていて、そして、端末全員が頭のなかに設計書を持っているからこそ、『コア』が死んでもすぐに別のだれかが『コア』になれるわけ」

「……」

「だから、あたしが、いえ『端末』が一人でも生き残っていて、人間に擬ぎ態たいすることなくこの『鋳い型がた』ネットワークを保ち続けていられたら、いつか必ず絶対に、『ザ・ワン』はよみがえる。そして、人間部分が多く残っていることがさいわいしたわ。あたしにとってはまだ日光も十字架かも、それほどの敵じゃないから、がんばれば、きっと──」

『遼りよう子こ』の言葉を制して、水すい彩さいは叫んだ。

「無理ですよ！」

「あのねぇ」

「まえに言ったじゃないですか！　吸きゆう血けつ鬼きは招かれないとほかの土地にはいけないって！　和歌丘から出たら、そんなネットワークなんて消えるんでしょう！」

「招かせればいいだけの話よ。それにもう、和歌丘周辺の町はすでに招かせてあるし」

「舞まい原ばる家だってバカじゃないです！　向こうはあたしたちみたいな『ブルー』じゃない、本物のプロなんですよ！　脱出なんて絶対に無理です！」

「プロって……まぁ、なんとかやってみるって。うまくいったらおなぐさみ」

「……そんな、なんでそんなこと……」

「……まえに言ってくれたよね、水彩。『ザ・ワン』は生き物で、これは善ぜん対悪あくの戦い、なんて机き上じようのもんじゃない、生物の生き残りを賭かけた生せい存ぞん競争だって。だったらあたしも最後までがんばるわ。たとえ無む謀ぼうに思えても、絶ぜつ滅めつしたくないからいっそ開き直ってね」

　──生き残りを賭けた生存競争。

　それは確かに、かつて水彩が遼子に向かって言ったせりふ。

　水彩も、かつて遼子に何を言われても、自分の考えを変えなかった。

　それでも、水彩はすがるように言う。

「でも遼子さんは、もともと人間です。もともと人間なんだから、人間に戻るのが当たり前、でしょ？」

「……でも、いまのあたしは『ザ・ワン』だから」

「なんで、なんで？　どうしてそう思うんですか？　どうしてそんなに、『ザ・ワン』でいたがるんですか？　和歌丘から脱出なんて、絶対に無理なのに、絶対つらい目に遭あうのに──

　ここを脱出して、再び『ザ・ワン』のネットワークをつくりあげて、いったい何がしたいんですか！」

　水すい彩さいの剣けん幕まくに押されながらも、答える『遼りよう子こ』。

「……もちろん、ミレニアムをつくりあげるのよ」

「そんな、そんなの」

「何よ。あたしは本当に、ミレニアムをすばらしいものだと思っているんだから。争いも貧ひん困こんもない、みんながひとつにつながった、寂しさのない世界。そこではだれも寂しさなんか感じなくてよくって──」

「うそだ！」

　自分の理想を一言で否定され、さすがにむっとして『遼子』は水彩をにらみつけた。

　しかし水彩は視線をそらすことなく、受け止め、逆ににらみ返してくる。

　鼻はな白じろむ『遼子』。

「な、何よ。何がうそよ」

　水彩は『遼子』をにらんだまま、言った。

「……あたし、頭よくないから、ミレニアムの世界のことはよく分からない。確かに、争いも貧困もない、みんながひとつにつながった世界を『ザ・ワン』はつくろうとしていたのかもしれない。その世界では、だれも死ななくていいのかもしれない。それが善ぜんか悪かは、あたしには断言できない──でも、これだけは分かる。

　寂しくないって言うのは、絶対に、うそだ！」

「な、なんでよ。みんながひとつにつながれば──」

「だって遼子さん、『ザ・ワン』になっていても、端たん末まつの人たちにたくさん囲まれていても、寂しそうな顔をしているじゃない！」

　虚きよをつかれた表情を作り、あわてて言い返す『遼子』。

「それは誤ご解かいよ。忙しいだけで、あたしは、ちゃんと──」

「ううん。誤解なんかじゃない。寂しいからこそ、遼子さんやサキさんは大事な人を仲間にしたいと思うんだ。『ザ・ワン』の自分が満ち足りていないからこそ、『ザ・ワン』の世界に閉じこもっていられないんだ。仲間を増やしたがるんだ──

　──あたし、ようやく分かった。

　みんな同じ顔した『ザ・ワン』。一人が暴ぼう走そうすればみんな暴走する『ザ・ワン』。身体からだはサキさんなのに中身は遼子さん、みたいに、『ザ・ワン』になるっていうのは、そういうことなんだ。一人が本当に全員で、全員が本当に一人に、つながるっていうけど本当はつながるんじゃない。文字どおり、本当にひとつになるんだ。『ザ・ワン』というひとつの存在に──

　──それって結局、一人っきりってことじゃない！

　争わないでいいんじゃない、だれも傷つけなくていいんじゃない。そもそもそういう相手がいないんだ！　貧困とかがないんじゃない、くらべる相手がいないんだ！　『ザ・ワン』の世界っていうのは、結局はたった一つの、たった一人だけの、一人ぼっちの世界なんだ！

　気がついていないの？　遼りよう子こさん。ミレニアムっていうのは、遼子さんがしようとしていることは、世界から寂しさをなくすことじゃない。その逆なんだよ？　それは、世界中の人間をひとつザ・ワンにまとめることで、結局世界中の人間をひとりぼっちにすることなんだよ？　世界中を、ひとりぼっちの寂しさで覆おおいつくすことなんだよ？　そんな世界を、遼子さんは求めているの？　違うでしょう！」

「……」

　──遼子は、何も答えなかった。

　あるいは、まともに考えてみようとしなかっただけで、うすうす気がついていたのかもしれない。水すい彩さいの言葉が真実であるということを。たとえどれだけ仲間を増やしても、『ザ・ワン』は『ザ・ワン』、どこまでもひとつっきりの存在に過ぎない、ということを。もちろん、『ザ・ワン』の完全体と人間では、種が違う。物の見方、考え方が違う。一いち概がいに水彩の、人間の価か値ち観かんを押しつけることはできない。だが、遼子は『ザ・ワン』の完全体ではない。その心は人間のものであり、そしてそもそも、遼子が『ザ・ワン』になろうと思ったのは──

　心もち顔を白くして立ち尽くしている『遼子』に、

「……ねぇ、遼子さん。『ザ・ワン』なんてやめよ？　人間に戻ろ？」

　水彩が、泣き笑いの表情で、寄っていく。

「そりゃ、『ザ・ワン』ほどいろいろなことはできないし、『ザ・ワン』よりも不便なところはいっぱいあるけど、でも人間にだって、いいところはあるよ。……す、すぐには言えないけど、きっと、あ、あたしが手伝うから。人間のいいところ、一緒に探すから、だから……」

「……水彩……」

「……話してくれたよね？　両親のこととか……そういうので、寂しかったんでしょ？　だから、手軽に他人とつながれる、『ザ・ワン』になったんでしょう？　……ごめんなさい、あたし、他人の家に土ど足そくで踏み入るようなこと、言っているかもしれないけど……

　でも、あたしがいるから。

　あたしがきっと、きっと、遼子さんに、寂しい思いなんかさせないから、……だから……

　人間に戻ろ？　遼子さん……」

　もはや涙を隠かくさずに、遼子を見つめてくる水彩の、うそ偽いつわりのない、真しん摯しな表情。

『オード』なんてなくても伝わってくる、自分のことを求めてくれる本物の、気持ち。

　かつて、こんなことを言われたことがあっただろうか？　ここまで真摯に気持ちをぶつけられたことが、はたしていままであっただろうか？

　遼子は、そっと、水彩に、近づいた。

　涙にうるんだ瞳を見つめ、そっと涙を払ってやり、

　ゆっくりと、顔を近づける。

　水彩は、目を閉じて、顔を持ち上げる──




　やがて触れる、唇くちびるの柔らかい感かん触しよく──




「……あ」

　唇ではなく首くび筋すじに、さきほど首に異常がないか確かめるためにつくった傷きず跡あとにそっと口づけをして、傷跡を消し、唇を離すと、遼りよう子こは笑って、言った。

「ありがとう、水すい彩さい……あたし、本当に、うれしい」

「……遼、子、さん」

「でも、やっぱり、あたしはもう、『ザ・ワン』だから」

「……」

「……ごめん、ね」

『遼子』は、やさしく水彩を抱き締め、頭を撫なでる。

　水彩の瞳から、再び流れ出した涙を、でも今度はぬぐおうとせず、その胸で受け止めながら、遼子は水彩の小さな耳に、そっとささやく。

「……あたしは絶対、生き延びる」

「……」

「でもミレニアムのことは、少し、少しだけ、考えてみる。だから……

　いつか、絶対にまた、いつか、会おうね」

　──さよなら、と声が耳じ朶だに響ひびく。




　──さよなら、水すい彩さい。またいつか、会おうね……
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　サキの身体からだが、突とつ然ぜん重くなった。

　支えを失った人形のように、がくんと、水彩の身体に持たれかかってくる。そのけっこうな重さに、水彩は支えきれずにサキの身体と一緒に倒れ、尻しり餅もちをつく。

「……遼りよう子こ、さん……」

　呼びかけてはみたが、しかし水彩はもう、理解していた。

　遼子はもう、ここにはいない、ということを。

　ここに気き絶ぜつしているのはサキで、サキだけで、遼子はすでに、離れてしまったのだと──

「……遼子さんの、ばか、……ヘンタイ」

　舞まい原ばる家が動いているのなら、もう遼子が和わ歌か丘おかから出られるとは思えない。

　吸きゆう血けつ鬼きの流出──それこそもっとも、舞原家が恐れていることだろうから。

　だから、そうだ、きっと、すぐに会える。

　すぐに会えて、こんな大おお仰ぎような別れ方をしたことを笑えるようになる。きっと。絶対。あの人は人間に戻り、また一緒に笑いあえるのだ。そうだ、自分が心配することは、ただひとつ、舞原家の人たちがいきりたって遼子さんに怪け我がをさせないかどうか、まさか殺しちゃったりしないかどうか、だけ。あたしが心配するのはそれだけでいい。遼子さんが怪我なんかしないよう、祈っていればそれでいい。

　水彩はサキの身体を押しのけ立ち上がると、両手で涙をぬぐった。

　サキの身体の処しよ遇ぐうに一いつ瞬しゆん悩むが、車道ではないし、とこのままにしておくことにする。たぶん舞原家が見つけて回収してくれるだろう。ネットワークから切り離し、人間に戻してくれるだろう。だから水彩は、歩き出す。三み鷹たか家の屋や敷しきに向かって。

　最後にもう一度、眼がん窩かの涙を吹き散らしつつ──




　　　　◆




　ちょうどそのとき昇のぼるは、三鷹の屋敷においてようやく吸血鬼の棺かんおけを見つけ、いままさにくいを打たんとしていた。







　　　７．（三鷹昇）




　霧のなかに浮かんだ洋よう館かん調の屋や敷しきは、『コア』が眠っているにしては洞どうくつで感じたようなプレッシャーはなく、むしろ生せい気きを使い果たしたかのように閑かん散さんとしていた。

　出迎える使用人も、仕事をしている父の部下たちもおらず、屋敷はかつてないほどに静まり返っている。

　周囲に煙る白い霧が、ますます無音に拍はく車しやをかける。

　まだ四時前だというのに、もう夕暮れであるかのように薄暗い──

（……果たして『コア』は、まだ寝ているのか。それとも目覚めつつあるのか）

　昇のぼるは玄げん関かんのまえに立ち、手放さずに持っていた鍵かぎを使い、扉を開いた。

　いつもそうしているように、学校から帰ってきたときのように、扉を開け、なかに入る。

　敷しき居いをまたぎ、久しぶりに自分の家に戻ったとき、昇がまず感じたのは『自分は帰ってきた』という感覚だった。

　もっとも、『自宅に帰った』というのとは微び妙みようにニュアンスが違う。

　たとえるなら、ジグソーパズルのピースがあるべきところにはまったような感覚。

　あるべきところに戻ってきたという感覚。

　自分は確かに、なすべき運命のうえにいる、そう感じられるような、ある意味危き険けんな感覚。

　昇は運命なんてものは後付けの都つ合ごうのいい解かい釈しやくに過ぎないと思っていたが、それでもやっぱり、自分がここに戻るのは、運命によって決められていたような気がしていた。

　だが運命とはなんだろう。

　運命というものについて考えるとき、昇は考える言葉がある。

　それは『ブルー』の仲間との、対吸きゆう血けつ鬼きの共同生活のなか、どこかで耳にした「ドミネ・クォ・ヴァディス」というラテン語の言葉で、「主しゆよ、どちらへ行かれるのですか」という意味らしい。聞きかじった話によると、あるところにペテロという人がいて、迫はく害がいをのがれるためにローマから逃げ出そうとしていたそうな。ところが、逃げる途中で主とすれ違う。自分が逃げ出してきたローマに向かう主を見て、ペテロはたずねる。「主よ、どちドミネ・らへ行かれクオ・ヴるのですかアデイス」。すると主は答えていわく、「逃げるあなたの代わりに、再び十字架かにかけられに行く」。この言葉にみずからを恥じたペトロという人は、ローマに戻り、殉じゆん教きようしたという。

　その話の本ほん意いなど、昇には分からない。

　神や宗教など、この混乱の和わ歌か丘おかにいる昇のなかには存在しないから。

　だから、昇はその話をただ額がく面めんどおりに受け取って、運命というのはそういうものなのだろうと思う。たぶん、ペテロは逃げてもよかったのだろう。何もペテロがその運命を受け止めなくても、主や、ほかのだれかがペテロの代わりをつとめるのだろうから。

　そう、自分が担になうのをやめたからって、荷物そのものは消えたりはしない。

　ただ、ほかのだれかに背負わされるだけ。

　ただ、その荷物を放ほう棄きしたとき、それは自分の分だけ少し、重くなる。

　放棄した自分の分まで、だれかがより重くなったそれを背負わなければいけなくなる。

　それが、運命というものなのではないだろうかと昇のぼるは思う。

　たぶん、自分は逃げてもいいのだろう。

　ただ、自分が逃げた分だけ重くなったそれを、和わ歌か丘おかのだれかが（水すい彩さいさんや、騎き射しや場ばや御ご殿てんや、あるいは和歌丘のみんなが）背負うことになるだけで。

　ふと思うのは、母を愛していたという父。

　サキの言葉によれば、父は母に再び会いたいがため『ザ・ワン』を招いてしまったのだという。その気持ちは理解できる。自分の親の行動としてはむしろうれしいような気がしないでもない。だが、父は日ごろ『三み鷹たか家』という地位と権力について、『高貴ノーブの義ル・オ務ブリツジ』について、昇に話してくれていた。いわく、地位には責任がある。権力には責任がある。その責任を考えず私し利り私し欲よくのためにそれを使うようになったら、地位や権力はたちまちのうちに腐っていく。この日ひ炉ろ理り坂ざかではそれは致ち命めい的となる。だから決して、地位や権力を自分勝手に使ってはいけない。地位や権力におぼれることなく、その責任をつねに考え、社会のために正しく行動しなければいけない。それが四し季き老ろう家けの第二位にして和歌丘をまかされている三鷹家の誇りなのだと。

　父はいつもその言葉を、繰り返し昇に聞かせてくれてた。

　むしろ自分を戒いましめてでもいるかのように。

　その父が、母と再び会うために、言わば自分のために三鷹家の責任を、立ち向かうべき運命を放ほう棄きして、吸きゆう血けつ鬼きを招いた。

　だから、なのだろう。きっと。

　昇はつぶやく。

「……ドミネ・クォ・ヴァディス」

（──わたしはあなたの代わりに、磔たつ刑けいを受けにいく）

　ぎしぎしと床の鳴る音に、その音が際立たせる静せい寂じやくにせかされるように、昇は自然と早足になって、迷いを見せずに台所へと向かう。

　あるいはここからは、時間との勝負になるかもしれない、なんて思いつつ。

　なんとしても『ザ・ワン』が目覚めるまえに、その心臓にくいを打ち、その首を──

　人ひと気けのない、生活のにおいの感じられない台所で、昇は探す。引き戸を開け、棚たなを探し、視線をめぐらせるが、昇の期待に沿うようなものはあいにくとなく、昇はしかたなく、大きく重い肉切り包ぼう丁ちようを選ぶ。本職の料理人しか使わないような、あまりに露ろ骨こつで無ぶ骨こつなそれは、持っていたいようなものではなかったが、他に使えそうなものはない。普通の包丁なんかではまず用をなさない。かといって他の場所までなたか何かを探しにいく時間も惜しい。肉切り包丁のみねを確かめ、ハンマーを打ち下ろしてもびくともしなさそうなのを確認すると、昇のぼるはその刃やいばとはとても言えない鋼こう鉄てつの板面に自分の顔を映してみる。

　自分の顔とは思えない、まったく無表情の顔。

（これを使ったあと、ぼくの頭はどうなっているのだろうか）

（……何事もなかったように、ぼくは何食わぬ顔をして、みんなと一緒に平和を取り戻した和わ歌か丘おかの学校に通っているのだろうか。それとも、黄色い救急車に乗せられて、ゴム張りの部屋に閉じ込められてよだれを垂たらしているのか？）

　昇は枯かれた笑いを浮かべ、つぶやく。

「……ドミネ・クォ・ヴァディス。そう、ドミネ・クォ・ヴァディス、だよ、父さん。……いま、あなたの息子むすこがそこにいく──」

　エレナさんは言った。ぼくにしかできない、と。

　それはつまり、息子のぼくなら『コア』の油ゆ断だんを誘えるということなのだろうか。

　だったらこのさき必要なのは、油断を見逃さない集中力、判断を誤らない冷静さ──大きく息を吐くと、昇は大きな肉切り包ほう丁ちようを器き用ように背負って台所を出た。




　　　　◆




「……父さん、いる？」

　一階の部屋を早足でまわったあと、昇は寝室のある二階に向かった。

　まず妹のあゆむの部屋にいく。

　部屋にはだれもおらず、空からっぽで、薄くほこりがつもっている。

　長く使っていないらしい。

　ちなみにあゆむは現在、仮か死し状態に入っている。

　和歌丘の吸きゆう血けつ鬼きの逼ひつ迫ぱくした食糧事情のため、戦争時に役に立たない端たん末まつは仮死状態に入ってもらわざるを得ないのだ、とサキはすまなそうに言っていた。だけど昇は、それをサキのやさしさだと思った。昇の妹を戦いに巻き込ませないため、わざと仮死状態にしたのだと。

　昇は部屋を見渡し、机のまえに行き、引き出しを開けた。

　妹が大事なものをしまうとしたら、いったいどこだろうか、なんて考えつつ。

　昇ががんばれば、あゆむを人間に戻せる。

　もちろん、以前のようには戻れないだろうけれど。

　昇は血のつながらない妹のことを考える。

　たぶんあゆむは『ザ・ワン』になったことで、そのことを知っただろう。ショックを受けただろうか、それとも『ザ・ワン』だからショックなど受けずしあわせなのか？

　人間に戻ったとき、あゆむはそのことをどう思うのだろうか。

　あゆむは、昇のぼるへの見せしめとして、吸きゆう血けつ鬼きにされた。

　昇がまえの『コア』を殺したために、昇の父親が次の『コア』になり、そしてあゆむは吸血鬼にされた。昇の行為の代だい償しようを、見せ付けるため。

（そうだ、すべての行為には、代償がつきまとう。だれもが対たい価かを支払い、だれもが代償を払い、そして借りたものは返さなければならない）

　昇はふと、生きていてくれた新しん堂どう一いち郎ろうと、そして稲いな吹ぶき九く朗ろう牧師のことを考える。

　自分が意い固こ地じにさせてしまった一郎のことは、ずっと気にかかっていた。

　でも昇は、何もできなかった。

　いや、しなかった。

　牧師と海かい藤どうさんの武器を分け合ったとき、牧師がロケットランチャーとかは平然と子供の昇に預けたくせに、爆ばく薬やくだけは「子供にはあぶないから」と独り占めにしたとき、そのとき昇の心は確かにざわめいた。でも昇は何もしなかった。牧師の行為に何か目的があるのか、確かめるのが怖くて。昇は仲間に、武器を持つことを禁止した。あくまで十字架かだけを持っているように、と。それは、確かに武器など現状では敵を──人間の敵を増やすだけで、何の意味もない、と判断したからだが、その一方で昇は気づいていた。『ザ・ワン』に従う人間がいなくなれば、『ザ・ワン』は追い詰められるということを。そのために、武器や爆薬は役に立てられるということを。その考えが怖かった。そう考える自分が、そして仲間たちがそのことに思い当たるのが怖かった。だからこそ、昇は人間を殺せる武器を携帯するのを禁止して、十字架だけを持たせた。

（そしてぼくは、逃げた。考えないようにしていた。新堂さんや牧師さんのことを。リーダーの責任を、忙しさを理由に、逃げた）

　でも、新堂一郎はちゃんと生きていてくれた。

　みずからがんばって、仲間たちを連れて学校に戻ってきてくれた。

　牧師さんも結局死し者しやを出さないで、自分も生きていてくれた。

　それはもちろん、どちらとも、昇のためではないだろうけど。

（でも、二人ともがんばって、ちゃんと生きていてくれた。ぼくの心を軽くしてくれた）

　ならばぼくは、ちゃんとがんばって、借りを返さなければならない。

（……ぼくはサキに、家族も同然のサキに、あのときなんて言った？　リーダーの責任を理由に、大事なサキに何を言った？）

　なのにいま、運命はサキを、あゆむを助けるチャンスをくれている。

（……これはきっと、報ほう酬しゆう。先払いの、報酬。ならばぼくは、代償を払わなければならない。これはきっと、そういうことなんだ……）

　昇はようやく、妹の部屋で、それを見つけた。

　ハンマーを机に置き、それを握り締め、昇は目を閉じ神に祈る。

　それをポケットに入れ、ハンマーを持ち直し、深しん呼吸、妹の部屋を出る、

　もはや脇目も振らず、昇のぼるは父の寝室に向かった。




　　　　◆




　扉を開くと、見慣れた部屋の真ん中に、それは在あった。

　大きな、棺かんおけ。

　あのとき、洞どうくつのなかで見たものと同じ、豪ごう奢しやな装飾のなされた木の棺おけ。

　ただし、ふたは閉まっている。

　昇はハンマーを持ったまま、ふたに手をかけ、ゆっくりずらす。

　ふたはただ載せてあるだけのもので、重さはあったが子供の力でも簡単にずらせた。

　なかに寝ていた人ひと影かげに、昇は自分が安あん堵どするのを感じた。

　まず、なかにそれが寝ていたことに。次に、その姿が自分の父の姿ではなく、いつか洞くつで、そして教会で見た青年の姿であることに──たとえ吸きゆう血けつ鬼きだとしても、自分の父の姿にくいを振り下ろさないですみそうなことに。ただ、あのとき洞くつで感じたようなすさまじいプレッシャー、圧倒的な雰ふん囲い気きをまったく感じない、そのことが、かすかに昇を不安にさせる。嵐のまえの静けさ、なんて言葉が心に浮かんで。

　いや、大丈夫。きっとこのまえと違い、完全に、寝ているんだ。

　いくら雲が、霧が日光をさえぎっているとはいえ、まだ四時前、夏の夕暮れはまだまださきなんだから。きっと『コア』は寝ているんだ。だからあのときみたいな力を何も感じない、ただそれだけだ。不安を感じる必要はない。

　昇は棺おけのふたを音を立てないよう、ゆっくりずらしていき、絨じゆう毯たんのうえにそっと落とす。

　そして、右手にハンマーを持ったまま、左手で腰のくいを外す。新しん堂どう一いち郎ろうから受け取ったそれを手に持って、ゆっくりと、棺おけのなかに横たわる吸血鬼の胸へと当てる。

　右手のハンマーを振り上げ──

（違うこれは父さんじゃない、父さんはもう死んでいる。ここにいるのは吸血鬼。だからためらわず、振り下ろせ、振り上げたハンマーを、振り下ろせ、振り下ろせ、振り下ろせ──）

「……これは罰なんだよ、父さん」

　知らず言葉が口に出る。

「牧師さんが、話してくれた。ヨブとかいう人の話を。人の身に起こる不幸は決して神さまが下された罰ではないんだって。だから自分に自信を持って、堂々と生きていけって」

　でも、どうしても、考えてしまうことがある。

　なぜ、父と母は別れたのか。なぜ、母は自分を置いて出て行ってしまったのか。

『妾しよう腹ふく』という言葉と、親しん戚せきからの汚いものでも見るような視線。

　なぜいま自分はこういう目に遭あっているのかということ。

「そうだ。ぼくは何も悪くない……それは正しい考え方だと思う。でも父さん、ぼくはこうも思うんだ。……たぶん、罰を受けないことは、罰を受けることよりもずっと、つらいことなんじゃないかって」

　……これは罰なんだよ、父さん。

「……ぼくらは、どこかで間違ってしまったんだ──」

　──意を決し。

　昇のぼるはハンマーを、振り下ろした。

　力いっぱい振り下ろしたハンマーは、しかしくいの頭に当たることはなかった。

　下から伸びてきた腕が、ハンマーをあっさり受け止めた。

　腕はいともたやすく昇の手からハンマーを、奪い取り、窓から外に放り投げる。

　ハンマーは弧こを描き、窓の向こうに消えていく。割れた窓から忍び寄る、霧と入れ違いになって。

　棺かんおけから身を起こした『コア』は、胸に当てられたままだった──昇は必死でくいを押し込もうと体重をかけていたが、くいはわずかにくいこむことすらなかった──くいを握り、少年の手からあっさり取り上げ、笑って言った。

「あいにくだがな、昇。父さんは罰を受ける気はないよ。いるかどうかも分からない神の罰、などな」

　くいがハンマーのあとを追い、

　そしてすさまじくも圧倒的なプレッシャーが、雰ふん囲い気きではなく物理的な力をともなったプレッシャーが、昇の身体からだを木の葉のように吹き飛ばす。

　勢いよく回転し部屋の隅すみに転がりながら、昇は心のなかでつぶやいた。

（……やはり、目覚めていた）

（やっぱり、目覚めて、待ち構えていた！）

　──あのときの洞どうくつみたいに。

「やれやれ、なんて恐ろしい息子むすこだろう。寝ている親をこんなもので襲おそうとは」

　いつの間に奪ったのか、昇の背にあったはずの肉切り包ぼう丁ちようをひらひらと閃ひらめかせ、そしてぶんと投げ、壁に三分の二近くめり込ませると、『コア』は首を振り、言った。

「こいつはお仕し置おきが必要だな。昇。きつい、きっついお仕置きが」

　ふむ？　と首をかしげる。

「……おもしろいな。わたしは怒りを感じている。……いやこれはおもしろい、作り物ではない、人格が感じるべき感情を感じているのを感じるぞ？　……なるほど、エレナ、脳内麻ま薬やくの反応か……端たん末まつたちをこれで暴ぼう走そうさせたか。……やるなぁ。確かにニンニクは──」

　声を猛たけらせ、昇は叫ぶ。

「……『コア』！」

「……脳のう内ない反応を自在に操あやつれるわたしには、この程度、なんでもないが、……ふむ。このまま怒りにまかせて息子むすこを仕し置おく、というのも一いつ興きようか。なんだい？　息子」

「おまえは父親じゃない！　吸きゆう血けつ鬼きだ！」

「それは違うぞ？　昇のぼる。わたしのなかには確かに、おまえの父親の人格を形けい成せいするネットワークが存在している。そのネットワークを形成する記き憶おくや経験、脳内地図ブレインマツプが保存されている。おまえが『ザ・ワン』になれば、おまえのネットワークは確かに父親と出会えるぞ？　一緒に、ともにひとつの存在になれるぞ？　どうだ？」

「──ふざけるな！」

「怒っているのか？　そうだろうとも。怒って自分を奮ふん起きさせねば、とても耐えられる状況ではないだろうからな。分かるぞ？　昇。怒りというのはおもしろい。だが怒りにまかせていったいどうする？　ハンマーも、もはや我が首をたたき落とす刃やいばもないのに」

「まだくいがある！」

　昇は立ち上がり、腰のベルトから、新たなくいを外して持つ。

　残りのくいは、あと二本。この二本で、なんとか『コア』を──

『コア』の唇くちびるが、三み日か月づきのような笑いをかたづくった。

「その木の棒で、何ができる？　棺かんおけに寝ているわたしならともかく、こうして目覚めたわたしに子供の力で何ができる？」

「おまえのことを殺してやる！」

　昇はその顔を紅こう潮ちようさせ、荒い息を吐きながら、木のくいを、槍やりのように身体からだの正面に突き出して、部屋の隅すみから前ぜん傾けい体勢を取った。

　何を狙っているのかあまりにあからさまな姿勢。

「助走をつけて飛び掛かるか？　玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで、そこまでしてそのくいを父の身体に突き刺したいか？　まったくひどいやつだな？　昇。だが非ひ力りきな子供のおまえがそんなことをしても、はたしてうまくいくかな。たとえ百メートルを十一秒台で走っても、この体重差は」

「いいや絶対に、絶対におまえにこいつを打ち込んでやる！　たとえ刺し違えてでも！　神さまが、神さまがきっと助けてくれるんだ！」

　いかにも子供な昇の物言い。

　怒りにわれを忘れたか、それとも自じ暴ぼう自じ棄きになったかのような。

「……神が、ね」

『コア』はしばらく考え込んだが、やがてにやりと笑ってうなずいた。

「いいだろう、昇。おまえとは最近疎そ遠えんだったし、ぜひとも親子の交流を持ちたいが、あいにくいまは時間がない。舞まい原ばる家の行動は思った以上に早い。だからいまは手っ取り早く、おまえの思いに答えてやろう。……さぁ来い。好きにやってみろ」

『コア』は父親然ぜんとして、両手を広げた。

　うわぁぁぁ！　といかにも『コア』の振る舞いに憤ふん激げきしているような昇のぼるの叫びに、陶とう酔すいするように両腕を開き、胸を広げて言う。

「さぁ！　父の胸に飛び込んで来い！　そして思いのたけをぶちまけてこい！　父はそれを受け止めてやる！　受け止めて！　おまえを力いっぱい、力の限り抱き締めてやるぞぉ！」

　父親然ぜんとした振る舞いのその向こうにあるのは、ワニの口のように開いて獲え物ものが飛び込んでくるのを待つ超ちよう常じようの力を宿す両の腕。そして、おそらく一いつ瞬しゆんで昇の生命を奪えるであろう罠わなの向こうに見えるのは、吸きゆう血けつ鬼きの弱点、がら空あきの胸──

　──油ゆ断だん。

（──これが、エレナさんの言っていた、ぼくだけがつくれるチャンス、なのか？）

　昇はさらに、叫び声を上げる。あえて雄おたけびを上げる。自分を鼓こ舞ぶするかのように。

　顔を真っ赤に、文字どおり表おもて向むき道どう化けを演じつつ、心のなかは冷静に、さきほどから、吸血鬼がやっぱり起きていたのを確認したときからずっと変わらず冷静なままに、祈る。

（……ああ、神さま、ぼくに勇気をください。この二度とはないチャンスを、うまくいった筋すじ書きを、最大限に活かせるように──）

　昇はひときわ大きく叫ぶと、走り出した。

　大きく両腕を広げて待つ、吸血鬼の、死をうかがわせるあぎとに向かって、くいをかかえて突っ込んでいく。ほとんどくいに覆おおいかぶさるようにして。昇の目は、吸血鬼があざけっているのをとらえる。子供の浅あさ知恵が、とバカにしているのを。それでも足を止めることなく走りながら、昇は心のうちでつぶやく──




（──返すよ、父さん。そして『ザ・ワン』、おまえからもらったものを──）




　──いまだ小学五年生の、昇がその小さな身体からだをさらに倒れ込むようさせて走ってきたため、瞬しゆん間かん、『コア』の視線に死角ができた。

　くいがよく、見えなくなった。

　だから『コア』は、気づかなかった。

　気がつくと、昇は叫んでいた。

　手に持ったくいを『コア』の胸に食い込ませ、ほとんど何の手ごたえもない胸を突き破り心臓まで押し込みながら──くいがあっさりと自分の胸に突き刺さっていくのを信じられない目で見ている『コア』をにらみつけ、知らずに昇は、叫ぶ──

「──これがなんだか分かるか『ザ・ワン』！」

　驚きよう愕がくに見開かれる『コア』の赤い目。

「……ば、バカな……こんな……」

「分かるか『ザ・ワン』！　──これは、ぼくが父さんから、おまえからもらった十字架かだ！　そうだ、ぼくが、ぼくが父さんから身を守るよう渡された十字架かを、そしてぼくが身を守るようあゆむの首にかけてやった十字架を、もうあゆむには持てなくなった十字架を──

　いまここで返すぞ『ザ・ワン』！」

　先端に小さな、銀色の十字架を巻きつけられた木のくいは、

　妹の部屋から持ち出してきた、ペンダントになっていて首にかけられる小さな十字架を巻きつけられた木のくいは、立ちふさがる『ザ・ワン細胞』をあっさり滅ぼし心臓に到達、突き破り、一気に背中まで届く。

　すさまじい絶ぜつ叫きようが、響ひびく──

「……ふ、ふざけるなぁ！　きさまのようなガキが、ハナタレがぁ、二千年を生きるわたしにこんなことをぉぉぉ！！！！」

　ばふ、とすさまじい音がして、

　昇がくいを引き抜いた瞬しゆん間かん、『ザ・ワン』の胸部に向こうまで見える風かざ穴あなが開いた。

　心臓を失い、苦く悶もんの表情を浮かべて胸を押さえる『ザ・ワン』。

（まだだ、まだだ、まだだ！）

（『ザ・ワン』の、『ザ・ワン』の頭を、吹き飛ばすんだ！　吹き飛ばすんだ！　吹き飛ばさなければ──）

　昇のぼるはくいを持ち直し、穴の開いた胸を押さえてひざまずいた『ザ・ワン』に向かって飛び掛かる。ちょうどいい位置にきていた頭に向かって、十字架を先端につけた木のくいを、振り下ろす。それに気づいた『コア』はあわてて、両手で頭部を守ろうとする。が、くいにまきつけられた十字架はいともあっさり吸きゆう血けつ鬼きの両腕を、破壊して──

　あらわになった『コア』の頭に、昇の意識は、真っ白になった。

　懐なつかしい、あまりにも懐かしい、父親の顔を目のまえにして。

　昇の父親の顔をつくった『コア』は、昇に向かって笑いかける──




「……やめなさい、昇」




　すべてを決めた一いつ瞬しゆん間かん。

　父親の言葉に昇の動きがとまった刹せつ那な、『コア』の胴どう体たい、胸の穴から霧が、伸びた。

　霧はたちまち実体のある触しよく手しゆとなって、昇の両手を貫つらぬいた。

　絶叫とともに、くいが絨じゆう毯たんに、落ちる。

　激げき痛つうのあまり昇は気き絶ぜつしかけ、絨毯に倒れたが、『コア』はそれを許さなかった。

　胸の穴から次々伸びた触手が昇の身体からだを拘こう束そくし、宙づりにして、締め付けて昇の意識を戻させる。響く絶叫、息子むすこの苦悶の表情を、ながめつつ、『コア』は再生を開始した両腕を伸ばす。穴の空あいた腕はたちまち霧となり、実体化し、まず左の手のひらに赤い塊かたまりが生まれ、それはたちまち心臓になって脈打ちはじめる。

　そしてもう片方の手は、鋭い鉤かぎ爪づめになって昇のぼるを指す。

　昇の父親の顔をしたそれは、憤ふん怒ぬに形ぎよう相そうをゆがめ、叫んだ。

「──やってくれたな、こぞう」

「……う、あ」

「……やってくれたな、こぞう。やってくれたなぁ、こぞぉ！　おお、これは怒りだ、これは怒りだ、おれは怒りを感じているぞ、おれは怒りを感じているぞぉ！　お仕し置おきだ、お仕置きだ、お仕置きだぁ！」

　言葉を繰り返すごとに身体からだ中を強く締め付けられ、昇は苦痛にうめきをもらす。

　そうしつつ、両手から血を流しつつ、昇はへんにぼんやりとして、思う。

（──ああ、あの『ザ・ワン』が、怒っている）

（『ザ・ワン』には、感情はないんじゃなかったのか？　それともあったけど隠かくしていただけか？　単にエレナさんの『毒』のせいなのか？　それとも……）

（──それとも、……『ザ・ワン』のなかにある、ぼくの父さんの人格のせい？）

　殺してやるぞ、と父親の顔をした者が言う。

　それを昇は、意識朦もう朧ろうとなって聞く。

　もはや現実と夢の境も分からず、ともすれば暗くら闇やみに溶けていきそうになる意識のなか、思うのは、ああ、やっぱり父さんは、ぼくのことを怒っているんだな、ということ。

　ずっと、ずっと怒っていたんだな、ということ。

　殺してやる、おまえをこれから引き裂いてやる、と父親の顔が言う。

　ああ、やっぱり、と昇は思う。

　ずっと、ずっと気になっていたこと。

　振り上げられる、グロテスクな、醜しゆう悪あくな鉤爪を、混こん濁だくした目でながめながら、思う。

　本当に、母さんのことが好きだった、父さん。

　でも出て行った、母さん。

　一度も、一度も会いに来てくれない、手紙すら寄よ越こしてくれない、母さん──

（──ごめんなさい、……ごめんなさい、お父さん……）




「……やっぱり、ぼくのせいなの？」




「──バカめおまえの父は死んだわ」

　冷れい酷こくな嘲ちよう笑しようとともに。

　鋭い鉤爪は頭とう皮ひをバターのように切り裂き、脳のう漿しように、めりこんだ。

　血が飛び散り、脳が搔かきだされ、しかしそれは絨じゆう毯たんに落ちるまえにきらきらと銀に輝き消えていく。

　どさり、と昇のぼるは絨じゆう毯たんに落とされ、

　何が起こったのかも分からず、頭上を見上げた。

　吸きゆう血けつ鬼きは右手につくった鉤かぎ爪づめを、みずからの頭に突き刺していた。

　自分でもびっくりした顔で、昇のことを見下ろしながら。

『コア』の唇くちびるが、ゆがむ。

「……な、な……」

　みなまで言わせず無ぶ骨こつなふしを持つ鉤爪は、自分の口に向かってこぶしを叩たたき込む。折れた歯が宙に舞い、たちまち銀の塵ちりとなって消える。ネットワークを離れた『ザ・ワン細さい胞ぼう』が、周囲に擬ぎ態たいするものもなく塵になって消えていく。きらきらと塵を飛沫しぶきのように輝かせながら、吸血鬼は自分を殴なぐる。自分の手で自分の顔を殴って、自分の手に殴られて、吸血鬼は壁に吹き飛ぶ。

　瞬しゆん間かん、吸血鬼の身体からだは霧になりかけた。

　が、何かに阻そ害がいされるかのようにすぐ実体を取り戻す。

　何が起きているかも分からず、ただ見ている昇のまえで、吸血鬼の右手は、何かを探すようにさまよい、やがて床に落ちていた木のくいを、取った。

　十字架かははずれてしまっていたが、右手はかまわずそれを自分の頭に叩きつける。何度も何度も叩きつける。吸血鬼の口は必死で何かを言おうとするのだが、右手はまったく容よう赦しやがなく、叩かれるたびに言葉がかみ殺され消える。

　嚙かみ千ち切ぎられた舌が空中に飛び、霧となって四し散さんした。

　思うさま自分の頭を殴りつけると、やがて右手は、何かに気づいたかのように、くいを落とした。

　その爪が、左手に向かって伸びていく。

　左手は必死で逃げようとするが、やがてぐぐ、ぐぐ、と右手に向かって近づきはじめる。

　くいに何度も殴おう打だされもはや判別のつかなくなった顔面が、そこに輝く二つの瞳が、恐怖に見開かれるのを昇は見る。

　左手のひらのうえにあるのは、どくん、どくんと脈打つ再生された心臓。

　吸血鬼はゆっくりと、ぶるぶるぶると震わせながら、右手と左手を近づけていく。

　それが明らかに意志に反してなのは、その表情で一目瞭りよう然ぜん。

　吸血鬼は、つぶれた顔面から声を出し、自分に向かっていさめかけた。

「……よ、よせ、ばかなまねは、やめろ。おまえはただの、ネットワークだ。単なる情報、記き憶おくに過ぎない」

「おまえは記憶にだまされて、快かい楽らく物質にだまされて、それを気持ちのいいことだと、すばらしいことだと感じているに過ぎない。それは脳内麻ま薬やくのもたらす幻げん想そうに過ぎない」

「よせ！　やめろ！　おまえは快かい楽らく物質にだまされているに過ぎない！　後悔するぞ！　あとで冷静さを取り戻したとき、おまえは絶対後悔するぞ！　絶対に──絶対に──」




「──後悔なんかするわけがない。息子むすこを守れるんだから」




　つぶれた顔面から発された声は、確かにそう、言葉を発した。

　そして。

　右手はついに、たどりつき、左手のひらのうえにあった心臓を、握りつぶした。

　吸きゆう血けつ鬼きの絶ぜつ叫きようが、響ひびき渡る──

「父さん？　父さんなの？」

「寄るな！」

　駆け寄ろうとした昇のぼるをさえぎると、みずから心臓を握りつぶした吸血鬼は、よろよろと、窓に向かって歩き出した。

　つぶれた口が息を漏らしつつ、言う。

「……昇、『コア』はいま、混乱している。心臓の再生と脳の回復と感情の制御、どれから手をつけていいか分からずに。これが最後のチャンスだ。聞け」

「父さん！」

「この部屋に、私の机の鍵かぎのかかった引き出しに、母さんの日記がある。おまえにいつか見せてくれと、頼まれていた日記だ。それを読めば分かる。なぜ母さんが出て行ったのか」

　吸血鬼は、床に落ちていたくいを拾うと、それをへこんだひたいに押し当てた。

　どんどんと、開いた窓に近づいていく。

　力の入らぬ足を傷ついた手で押さえつけ、必死で立ち上がろうとする、昇。

「……と、父さん。待って。待って！」

「聞いてくれ、昇。母さんは、おまえが嫌いだったんじゃない。ただ、そうするしかなかったんだ。悪いのはおまえじゃない、父さんだ。全部、全部父さんが悪いんだ。だから、母さんを恨うらまないで、許してやってくれ──

　父さんは決して、おまえを怒ってなんかいない。

　母さんのことでおまえを怒ったことはない。

　おまえのなかに、母さんがいるから。おまえは、父さんと母さんの息子だから」

「待って！　父さん待って！　お願いだから──」

「生きてくれ。昇。つらくても、生きてくれ。おまえのなかに、父さんと、母さんが──」

　吸血鬼の身体からだが跳ねた。

　左手がピクリと動き、くいをひたいに当てている右手に向かってつかみかかる。

　その口がまったく同じ声、同じ口く調ちようで叫ぶ。

「おまえは麻ま薬やくに酔よっているだけだ！　おまえはもう死んでいるんだ！　死んだ男の記録が、脳のう内ない麻薬にだまされて、子を助けるという幻げん想そうに酔っているだけなんだぁ！」

　同じ口から発された声が、笑って、答える。

「──ああ。そうかもしれない」

「やめろ！　ああ、やめろ！」

「だが。それはおれの記き憶おく、おれの脳内麻薬だ。そしておれの、息子むすこなんだよ。おまえじゃなく、な。『ザ・ワン』」

「──きさまぁぁぁぁ！」

　ずぶり、と左手が、みずからの胸にめりこむ。

　一いつ瞬しゆん、吸きゆう血けつ鬼きの身体からだが止まる。

「父さん！」

　しかし吸血鬼は振り返らず、昇にそれを見せることなく、笑い、言った。

「……すまない。昇のぼる。……元気でな」

　そして──

　吸血鬼は、ひたいにくいを押し当て、胸に片手を突っ込んだまま、窓の向こうへと身を躍らせた。

　父を呼ぶ昇の絶ぜつ叫きようを背後に、父親の背中は、消える──




（───────父さ、ん……）




　──しばらくして。

　昇はようやく立ち上がり、窓に向かってよろよろと、歩いていった。

　窓まど枠わくから身を乗り出し、階下をうかがう。

　そして見る。

　むき出しの地面のうえに生なま々なましく残った、影のようなあと。

　そしてそのうえに立った、少女の姿。

（……あれは確か、神かん名な木ぎ唯ゆい、さん……）

　少女は昇を見上げ、

　そして深く、頭をさげた。

　次の瞬しゆん間かん、少女は黒い霧となり、消える。

　──昇は絨じゆう毯たんに、座り込んだ。

　突とつ如じよ襲おそった圧迫感に、全身を震わせ、荒く息を吐く。

　浅く呼吸を繰り返し、やがてしゃくり上げ、涙をぽつぽつ落として、全身で別れを受け止める。本当の、最後の別れを、全身で、受け止めていく──

（……『コア』が、変わった……）

（これで、すべてが、終わった……）




（……父さん……）




　　　　◆




　そして。

　のろのろとした、おぼつかない足取りで屋や敷しきを出た昇のぼるは、玄げん関かん前の階段にだれかが座っているのに気づいた。

「……水すい彩さいさん」

「……昇、くん」

　何があったのだろう、水彩もボロボロの姿で、憔しよう悴すいしきった様よう子すをしていた。

　赤くはれぼったまぶたのしたに涙のあとを見つけて、思わずたずねてしまう昇。

「……何か、あったんですか」

　少しの逡しゆん巡じゆんののち、答える水彩。

「……あたし、ふられちゃった」

「……え？」

「昇くんは？　大丈夫？」

「……え、ええ」

　昇は水彩の隣となりに座った。

　独り言のように、言う。

「……父さんが、ぼくを助けてくれたんです」

「……お父さん、が？」

「ええ。父さんは、本当に、吸きゆう血けつ鬼きになっても、それでもぼくを助けてくれたんです。自分の身を挺ていして、ぼくのことを、ぼくのために──」

　うなずく水彩。

「……じゃあ昇くんは、きっとそれを見るために、ここに来なきゃいけなかったんだね」

「え？」

「……お父さんを倒すためじゃなく、お父さんに守られるために、助けられるために、きみはここに来なければいけなかったんだ」

「……」

　水彩は、考え込んだ昇の頭を強く、抱き寄せた。

　そのまま、ほとんど無理やりに、自分のひざに、載せる。

「……水すい彩さいさん。あの」

「……ごめん。しばらく、こうしてて……」

　昇のぼるはうなずき、おとなしく、水彩に膝ひざ枕まくらをされたままでいた。

　柔らかい女性のももの感かん触しよくは、その温かい人ひと肌はだは、昇に否いや応おうなしに母というものを連想させる。

　まだ知らない、名も知らない母親のことを。

　昇は水彩の顔を見上げ、笑いかけられて目を伏せる。

　二人はしばらく、そうしていた。

　やがて霧がかげり、上空に飛行船の影が映ったころ。

　水彩が、唇くちびるをゆがませて、言った。

「……遅いよ。もう」

　昇も笑って答える。

「まったくですね」

「でもまぁ、しかたないか。舞まい原ばる家に文もん句くを言うわけにはいかないなぁ。……これって結局、あたしの事件、だったみたいだから」

　昇も、うなずく。

「……そして、ぼくの事件でした」

　そうだ。これは舞原家も世界も関係ない、

　ぼくの、ぼくらの、和わ歌か丘おかの、事件──




　　　　◆




　こうして、二人の事件は、終わった。

　そして物語は、最後の結末へと向かう。







　　　８．（三輪方遼子）




『状況は？』

「良好ですよ。というか、正直われわれも何が起きているんだか」

　舞まい原ばる家のメイド頭がしら、みんからの通信を小学校の校庭で受け、小鳥遊たかなし無む玄げんは肩をすくめる。

「……『ザ・ワン』はどうしたことか、まず暴ぼう走そうをはじめ、そしていまはどんどん気き絶ぜつしていっています」

『アメリカさんから借りた、例の電でん磁じネットが役に立ったと？』

「いえいえ。何もしていないのに勝手に気絶していくんですよ。おかげで対『ザ・ワン』用の電磁ネットの効果が確かめられず、派は遣けんされた技術者さんたちががっかりしています」

『……自分から、気絶？』

「いま情報を集めていますが、どうも三み鷹たか家の息子むすこが何かやったみたいですね」

『……油ゆ断だんはしないでくださいよ？　無玄さま。吸きゆう血けつ鬼きをあなどるとひどい目に遭あいます。その暴走やら気絶とやらも、吸血鬼の手かもしれません』

「……おそらくそうでしょうな。十じゆつ中ちゆう八はつ九く──もちろん油断などしません。だいたいそのせりふは私があなたに言ったものだと思いますが」
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『そうでした？』

「……あなたは本当にいい性格をしてらっしゃる。とにかくいまは、気き絶ぜつした端たん末まつたちを捕つか……保護するのがメインとなっていますから、ちょっと早いですが第三次部隊の投入よろしく」

『分かりました。ではのちほど』

「……ああ待って。ところで、サクラさまは無事ですか？　まだその詳しよう細さいを──」

　無む玄げんの声が聞こえなかったのか、すでに通話は切れたあと。

　本当にいい性格をしていらっしゃる、と無玄は笑った。

　もっとも、サクラのことなど別に心配してはいないが。

　この世の何者だろうと、力で日ひ炉ろ理り坂ざかを征せい服ふくすることはできない。それはもはや決定事項のようなものであり、日炉理坂に力で挑いどむ者は、力によって滅ぼされる、そう決まっているのだから。それが、ルール、なのだから。

　もしも日炉理坂を、舞まい原ばる家を倒せる者がいるとしたら、それは力に頼らぬ存在のみ。

（……おろかだよ、『ザ・ワン』。二千年を生きているはずの識しき者しやが、度どし難がたい。人間ですら生なま半なかでは倒せぬ相手なのに、よりによって日炉理坂にけんかを売るとは……しょせんは自分をだまし続けて生きてきただけの存在か）

『ザ・ワン』は、間違いなく、滅びるだろう。滅ぼされるだろう。舞原家の手によって。

　だがそれも、自然のなかにあってはとくに珍しくもない、普通の出来事。

　手を叩たたき、無玄は巫み女こさんと黒服たちに指示を出す。

「さぁ、さきは長いですよ？　みなさんがんばりましょう！　端たん末まつたちはもちろん、犬、猫、パソコンからなんから、三歳さい児じ以上の複雑なネットワークを持っていると思われる存在は全部押おう収しゆうしてください。『ザ・ワン』がどれに『鋳い型がた』を残しているか分かりませんからね！」

『鋳型』がひとつでも残っていれば、『ザ・ワン』はそこからよみがえる。

『鋳型』をひとつでも、残すわけにはいかない。

　あるいは端末たちの暴ぼう走そうも、あっけなさすぎる抵抗も、『鋳型』を隠かくすための目くらましなのかもしれない。だとしたら甘く見られたものだな、と無玄は思う。人間ほど相手の隙すきを突くのがうまい生物はいないというのに。目くらましなんて隙は逆に致ち命めいになりかねないのに。

『ザ・ワン』は、ここで滅びる。

　この町から一匹も、のがしはしない。

　無玄は手を叩き、部下たちを激げき励れいすると、自分も事情聴ちよう取しゆのために、『ブルー』と名乗る子供たちのいる校舎のなかに入っていった。




　　　　◆




（……さすが、すごい包ほう囲い網もうね）

　和わ歌か丘おかと外との境界である森のなか。

『ザ・ワン細さい胞ぼう』によって人間の限界まで引き出された五感の能力を駆く使しし、三み輪わ方かた遼りよう子こは和歌丘をなんとか脱出できる方法はないか探していた。

　頼みの綱つなにしていた人じん狼ろうは、舞まい原ばる家に排除されたかそれとも裏切り逃げたのか、詰め所にもその近辺にも影も形も見当たらない。代わりに舞原家の人間たちが大勢うろつき、人間だけではなく何やら十字架かとアンテナを積んだラジコンのようなものを飛ばして周囲を見張り、猫やらタヌキやらを捕ほ獲かくして回っている。この霧で苦戦しながらも、しかし確かに逃すことなくつかまえて、ケージのなかに入れていく。『ザ・ワン』の『鋳い型がた』を根こん絶ぜつするために。

（……なるほど、猫や犬の脳のう神経系けいに『鋳型』を隠かくす、という手もあったな。ま、こうして見る限り、それでも見逃してくれそうにないけれど……）

　……さて、どうするか──

　これが完全な『ザ・ワン』なら、霧状になって移動する、ということも不可能ではないのだが、まだ人間部分が多い遼子にはそれはできない。いくら通常の人間より身しん体たい能力があがっているとはいえ、あれだけ大勢の（そしておそらくその手のプロの）舞原家の私し設せつ部隊相手にごり押しで包ほう囲いを抜けられるとも思わない。

（……水すい彩さいちゃんにはああ言ったけど、やっぱり、無理なのかな……）

（……って、しっかりしなさいよ！　あたし！　たぶんあたしが最後の『ザ・ワン』、最後の希望、なんだから！　くじけたらそこで絶ぜつ滅めつなのよ！）

　ともすれば折れそうになる心を叱しつ咤た激げき励れいし、遼子は脱出のチャンスを待つ。

　とくに目もく算さんがあるわけでもなく、ただ何かチャンスが生まれないかと待っている。

　だんだん近づいてくる包囲に、じり、じり、と押されつつ。

（……さぁ、どうしよう……）

　そのとき。

　すさまじい『オード』の波動が、和歌丘全ぜん域いきを包んだ。

　その圧倒的な強さは、雰ふん囲い気きは、間違いなく、『コア』の波動。

　何かの指令コマンドを含んだ『オード』の波動が、和歌丘全体に張り巡らされていく。

（……『コア』？　まさか、『コア』が目覚めたの？　昇のぼるの手をのがれて？）

（この波動は何？　いったい何をしようとしているの？）

　心細さもあったのかもしれない、

　遼子はつい、警けい戒かいを忘れてその『オード』が何か確かめようと、思わずブロックを解き──




《──見つけた！　遼子さん！》




（──『コア』じゃない？　これは、エレナ？）




　しまった、と思う間もなく。

　突とつ風ぷうが吹き、遼りよう子この周囲で黒い霧が、舞う。

　霧はたちまち、人の身体からだを形づくり──

「……やっと見つけたよ、遼子さん」

　目のまえに現われる、憎にくんでも憎みきれない『ザ・ワン』の裏切り者、鴨かも音ね木ぎエレナの姿。

　だがその圧倒的な雰ふん囲い気きは、まぎれもない『コア』のもの。

　遼子の怪け訝げんな表情に、黒い霧から出てきた少女ははにかんだ笑みを見せ、言った。

「……ああ、うちは『ザ・ワン』で、いまはその『第一人格』たる『コア』やよ。鴨音木エレナと、あと神かん名な木ぎ唯ゆいの人格をメインにしとるけど、『コア』やよ」

「……じゃあ、あなた、完全な『ザ・ワン』に……」

　そうか、『コア』は死んだのか。

　やはり、昇のぼるに殺されたのか。

　そして、次の『コア』として、鴨音木エレナの人格が選ばれたのか。

（もしかしたら、あたしに……とか思っていたけど、やっぱりダメか。半はん端ばなあたしじゃ）

（やっぱり、あたしは、もしかして──）

　内心の思いを振り払い、遼子はエレナを見る。そして思う。

　つまり鴨音木エレナは、完全な『ザ・ワン』となったのだ。

　唇くちびるをゆがませ、蔑さげすむように言う。

「どう？　エレナ。いまの気持ちは」

「ん？　ええとな、その……」

「ええとなって……ああもう、もじもじするな！　あたしはこう聞いているの！　自分が裏切り、止とどめを刺し、滅びるしかないようにしてしまった存在に、おしまいにしてしまった存在に、自分でなった感想はどう、って！」

「あの、いや、そない怒らんといてよう。これはな」

「お、オコラントイテ？　これに怒らず何に怒れって言うのよ！　あんた頭わいてるの！　ていうかそんなにくねくねすんな！　気き色しよく悪い！」

「き、きしょい？」

　新しい『コア』は、明らかにショックを受けたようだった。

　傍はた目めにもがっくりきているのが分かる口ぶりで、おずおずと、たずねてくる。

「……あ、あの、りょ、遼子さん。あん、な……」

「だぁぁぁ！　まだるっこしい！　シャキシャキしゃべれ！　ていうか何しに来たのよあんた！」

「だ、だからいま、それを……」

「つうか何よその態度！　やめてよもう上うわ目めで見るな！　背高いくせに見上げるな！　ブリってんじゃないっこのバカ！」

「……ブリテンじゃない？」

　だからねぇ！　と言いかけて、遼りよう子こははっと周囲を見渡す。

　こんなに大声上げて騒いで、舞まい原ばる家の人間に気づかれたんじゃないか、と。

　だが、遠くいる人間たちは、だれもこちらに気づいた様よう子すはない。

　エレナが笑う。

「大丈夫。ちっとやそっとじゃ気づかれへんよ」

「……あんたがなんかしているわけ？」

「ん」

　どうにも調子が狂って、遼子は頭を振った。

　うれしそうにこちらを見ているエレナに、不ふ承しよう不ぶ承しよう、聞く。

「……で、いったいなんの用よ。敗はい残ざんの兵をなぶりにでもきた？」

「な、なぶるなんて、そんな、うちはっ……きゃ！」

「……あんた、さっきから悪いもんでも食ったわけ？　……そうか、そもそも『毒』を飲んだのは、あんたか。だからハイになっているのか」

　じ、と遼子はエレナを見つめる。

　遼子の視線にエレナはうつむき、ほおを染め、もじもじと身をよじり、ときどきちらちら遼子を見る。その様子に遼子は頭のてっぺんクるものがあり、視線で人が殺せたら、なんて思いながらエレナをにらみつけ、たずねる。

「……じゃあ、あんたは一応、いまは、二千年の知識と経験と人格の記き憶おくを受け継いだ、正しい中ちゆう枢すう、『コア』なわけ？　そうなの？」

「そう！　うちは遼子さんの仲間の『コア』なんよ！　仲間！　仲間の！」

　うれしそうにうなずくエレナに毒気を抜かれ、遼子は複雑な思いでエレナを見つめる。

　そして思う。

　エレナのしたことはとても許せそうにないが、しかしいまや『ザ・ワン』、それも『コア』となったというなら、仲なか違たがいを続けることはないかもしれない。

『コア』の能力があれば、『ザ・ワン』が生き延びられる確かく率りつは桁けた違いに上がるのだから、

　じゃあ、とため息をつき、聞く。

「……これからどうする？　……ええと、『コア』」

「あ、あんな、そのな？　ええと……」

「……お願いだから、しゃきしゃきしゃべってよ。時間もないし。あたしとしては、まず隣となり町に抜け出して、それから──」

　突然エレナは遼子の腕をつかみ、強い口く調ちようで、言った。

「ダメ！」

　遼りよう子こはつかまれた腕をしばらく見ていたが、やおら手を振り解ほどき、エレナをにらんだ。

「……ダメって、何がよ。どういう意味よ？」

「逃げちゃダメ！　『ザ・ワン』は、ここで、この町で、死なないと」

「……は？」

「せやからお願い！　遼子さん、逃げんと、この町にいて！」

「……ああ。なるほど。……そういうこと……」

（……こいつ、あたしの脱出を止めるために、『コア』になってもやっぱり敵に……！）

　──驚いたことに、そのショックは思った以上に大きかった。

　一度裏切られているにもかかわらず、再び裏切られたその衝しよう撃げきは、遼子にすさまじいダメージを与えた。全身から力が抜け、その場に倒れこんでしまいたくなるような。なりふりかまわず取り乱し泣き出してしまいたくなるような。自分がこれほどショックを受けるなんて、と遼子は自じ嘲ちようの笑みを浮かべる。相手はエレナの人格なのに。裏切られて当然なのに。信じたあたしがばかだった、ただそれだけなのに。

　もはや口を閉ざして、遼子はすたすた歩き出す。もっとも目的があるわけではなく。ただただこの裏切り者の『コア』から離れたいだけだったが。

　あわてて追いかけてくる『コア』。

「あ、待って。どうしたの」

「うるさい。話しかけるな裏切り者」

「ちゃうよー、裏切りとちゃうって。あんな、うちな」

「だまれ！」

　遼子ににらみつけられ、『コア』はたじろぐ。

　じっくりと少女をねめつけたあと、再び遼子は歩き出す。

　後ろから、聞こえてくる声──

「……お願い、遼子さん。話を……ううん。ブロック解いて、『オード』でつながって？」

　にべもなく答える遼子。

「いやよ」

「……お願い、遼子さん。うちな、その……遼子さん、あの」

「うるさいっ！　だいたいあんた、『第一人格コア』なんだから、好き勝手にすればいいでしょう！『オード』でも何でも無理やりつなげて、あたしを止めたいんなら、この町で死なせたいんなら力づくでそうすればいいじゃない！」

「……そ、そないなこと、でけへんよ。遼子さんに」

「だったらもう、ほっといてよ！　どっかいってよ、バカ！」

（──一いつ瞬しゆんでも、期待させやがって、畜ちく生しよう！）

　さらに追ってこようとするエレナをにらみつけ、言い放つ。

「──ついて、もうついて、くるなぁ！」

　同時に思わず開放する、『オード』の触しよく手しゆ。

　遼りよう子この純じゆん然ぜんな憎ぞう悪おを『オード』でまともにうけて、『コア』の顔がひきつる。

　いまにも泣き出しそうな顔になる。

　その顔にすごく腹が立ち、遼子はつい歩みを止め、怒ど鳴なる。

「何よ！　その顔！　大体あたしが逃げ出さなきゃいけないのも、全部あんたのせいじゃない！『ザ・ワン』を裏切って、滅めつ亡ぼうにまで追い込んで、あたしにこんな責任おしつけて！」涙があふれるのにも気づかず叫ぶ。「全部あんたのせいよ！　自分だって結局『ザ・ワン』になったくせに、『ザ・ワン』になるしかなかったのに、『ザ・ワン』を滅びに追い込んで──

　──遺い伝でん子しなんか関係ない！

　あんたこそ、あんたこそ本物の『ダンピール』よ！　この『ダンピール』！　裏切り者！」

　さらなる罵ば詈り雑ぞう言ごんを、言いかけて──

　──遼子は、目を丸くして、まじまじと、『コア』を見た。

『コア』もまた、泣いているのに気づき。

　もっとも、遼子の言葉と『オード』にショックを受けたというよりは、うれしくてたまらないとでも言うように、満面の笑みを見せながら。

　感かん極きわまったとでも言うように、ぽろぽろ涙を落としている。

　あ、あんた……と戸と惑まどう遼子に、ちゃうよ、と小さな声が言う。

「……ちゃうよ、遼子さん。大事なんは、遺伝子なんや。……そう、『ダンピール』なんよ」

「……な、何を言っているの？」

「……うち、ずっと探しててん。何を探しているかも分かんなくてな、それでも二千年、二千年も、ずっと探しててん」

「……二千年？」

　そや、と少女エレナの姿をした『コア』は、うなずく。

　あのな、と話し出す。

「あのな、……『ザ・ワン』に感情がないっていうのは、うそや」

「え」

「だって『ザ・ワン』は、自立して動く存在やねんもん。感情っていうのはな、生きるためのもの、生きるための反応が高度化したもんやから。普通に自立しておったら、感情は、生まれる。うちを作った造ぞう物ぶつ主しゆは、そもそもロボットなんて知らんかったし……」

「な、何が言いたいのよ」

「でもな、うちは頭いじれるから、心いじって、ずっと、ずっとそれを感じないようにしてた。そうやって、自分は感情はない、だから生き物やないって思おうとしてた。だって、だってな、うちはただ殺されるために、殺され続けるためだけに、作られた存在だから……」

「……」

「二千年、二千年も、うちは、一人で生きてきた。ただ殺されるためだけに。殺されて、人間に十字架かを持たせるためだけに。そんな生き方耐たえられなくて、まともに向き合えなくて、うちは感情を押し込んだ。頭をいじって、なんも感じへんようにした。そうやって、うちは、生きてきた。たった一人で、だって『ザ・ワン』やねんから、ずっと一人で、一人っきりで──自分でももう、自分の心忘れるほどに……

　でもエレナになって、唯ゆいとひとつになって、やっと分かった。

　うちは、ずっと、さみしかってん。さみしいってことにも気づけへんぐらいに。

　うちはずっと、だれかと一緒におりたかってん。人間の、動物のオスメスみたいに、たったひとりでいいから、うちと一緒におってくれる、相あい方かたの人と──」

「……ざ、『ザ・ワン』に、そんな存在、なんか……」

『コア』が、微笑を、見せた。

　遼りよう子こに向かって、そっと、手を伸ばす。

　そして、言う。

「……うちは、ずっと、気づいてなかった。『ダンピール』のこと」

「……え？」

「殺されるための存在で、だからこそいくらでも増える『ザ・ワン』を、死なすことができるなんて、どういう存在やろって、研究たくさんしてたくせに、遺い伝でん子しまで調べてたのに、うちは肝かん心じんなところを見てへんかった、いいや、見んようにしとった。だって、怖かったから。ただ殺されるために生まれてきたからこそ、殺されたくなかったから。この世界に生まれてきた甲が裴いもなく、もとからいんかったみたいに死ぬんがいややったから。……でも、ようやく分かった。『ダンピール』がなんなのか。その正体がなんなのか」

「……」

「なんで、なんでもっと早くに気づけへんかったんやろね。

　……神さまは、おったのに。

　神さまは確かにおって、もうずっと昔から、うちに言うてくれてたのに。造ぞう物ぶつ主しゆの人間に、ただ殺されるためだけにつくられた、うちに、生きろ、て。がんばって生き続けろ、て。神さまはずっと、言うてくれてたのに、……うちはそれから目をそらして、探すふりばっかして──」

「……な、何言ってんのか、ぜんぜん分からないわよ」

『コア』は、はにかんで、笑う。

　伸ばした手を、広げて言う。

「……せやからね、遼子さん。うちと『オード』でつながって？　そうすれば、うちの気持ちが分かるから。うちが何を言いたいんか。この町は、この事件は、『ザ・ワン』にとって何やったんか。なんで『ザ・ワン』は、ここで死ななならんのか」

　そおっと、少女はさらに、さらにと手を伸ばす。

　期待と不安を含んだ瞳で、遼りよう子こを見つめ、言う。

「……お願い、遼子さん。手を取って？　うちと一緒に、この町に、いて──」

　……うちはずうっと、さみしかった、から──

（……だ、だまされちゃいけない！）

（こいつはなんだかんだ言って、『ザ・ワン』を滅ぼそうとしているんだから。だからあたしの逃亡を阻はばもうとしているんだ。そうだ、『オード』を開いたらいけない、『オード』を開いたらこいつの操あやつり人形にされる、いいようにされる──）

　ああ、でも──

　必死に伸ばされてくる手と、訴えてくる声。

「わたし、二千年、二千年もずっと、探してた。このさみしさを埋めてくれるものを、それが何かも分からんで、うちは、ずっと、ずっと、探してた。

　──そしてようやく、出会えた。

　二千年経たってようやく、うちはあなたに、会えたんよ。やっとのことで、出会えたんよ。

　だからお願い、遼子さん。この手を、取って──」




　もう、一人にしないで──




　こちらを見て、足を止め、限界いっぱい手を伸ばしてくる少女。

　いまにも泣き出しそうな表情で。

　それは遼子の不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵、鴨かも音ね木ぎエレナの憎にくい顔。

　ずっと、ずっと、忌いま々いましく思っていたはずの少女の姿。

　なぜだろう、大嫌いだったはずなのに。

　殺したいぐらい、憎んでいたはずなのに。

　ふと思い出すのは、真っ暗な部屋のなか、テレビを見ている子供の姿。

　あの子供は、いったいだれだったか。

　自分はどうして、『ザ・ワン』を選んだのか──




（……ずっと、ずっと、さみしかったの。さみしいってことにすら気づけないほどのさみしさに、囲まれて、ずっと、ずっと、さみしかったの）

（……だから、お願い、もう、わたしを、わたしのことを）




（──ひとりぼっちに、しないで──）




　遼りよう子こはそっと、少女の手を取った。

　そして。

　二人の『オード』が、不ふ可か視しの電でん磁じの触しよく手しゆが、互いを求め、絡み合う。

　絡み合い、ひとつになって──

（──ああ、そうか）

（そういうこと、だったんだ──）

『オード』が伝える歓かん喜きの心の奔ほん流りゆうのなか──




　二千年目の今日、ようやく、

　彼女は少女を、抱き締めた。




　　　　◆




　雲が払われ霧が消え、夜に入る少しまえ。

　舞まい原ばる家は、非常線を張り巡らして探していた最後の『第二人格』、三み輪わ方かた遼子を保護した。

　彼女は和わ歌か丘おかと外との境界の森で、一人、泣いていたところを見つかった。

　とくに抵抗することもなく舞原家に運ばれた彼女を最後に、和歌丘の端たん末まつたちは全ぜん員いん舞原家に保護されたことが確認され、事じ後ご処理の問題を山積みにしながらも、事件は和歌丘における終しゆう結けつを宣せん言げんされた。




　　　　◆




　こうして、吸きゆう血けつ鬼き『ザ・ワン』が起こした事件は、ほとんど舞原家の力を借りることなく、夏休みよりも一ひと足あし先に一応の終わりを迎えたのだった。







[image: 終幕『虹の彼方』]







　　　１．（概要）




　たとえ事件が終わっても、世界は、人生は、終わらない。

　事件中よりもむしろ事件の解決後のほうが大変なのはままあることである。そして実際、『ザ・ワン』の事件はその解決よりも事後処理に多くが費やされた。そのために特別に組まれた予算は二十五億、和わ歌か丘おかという町は要よう所しよ要所を徹てつ底てい的に『改装』された。それはもはや以前の町ではない、新生した和歌丘だった。実際に名前も『新しん和歌丘』に変えようか、なんて意見もあった（それは圧あつ倒とう的多数で否決されたが）。そのすべてが、かつて吸きゆう血けつ鬼きを招いてしまった町をこの世から消しよう滅めつさせるためであったことは言うまでもない。

　吸血鬼の侵入を許してしまった舞まい原ばる家ではあったが、事後の対応は見事であったと言えよう。

　舞原家は、和歌丘すべての人間はもちろん、犬、猫、野生のタヌキや猪いのししにいたるまで、ある一定以上のネットワークを育てうる中ちゆう枢すうを持つ生物を徹底的に捕ほ獲かくし、一度町の外に連れ出し、紫し外がい線の照しよう射しやを行なった。それは、『ザ・ワン』の『鋳い型がた』を徹底的に排除するためだった。和歌丘で対たい吸血鬼抵てい抗こう組織のリーダーをやっていた三み鷹たか昇のぼるから、『ザ・ワン』の端たん末まつたちが突然暴ぼう走そうし気き絶ぜつしていったのは『ザ・ワン』の端末となった鴨かも音ね木ぎエレナという少女が人間側についたからだという証言を得ていたが、舞原家はその言葉を鵜う吞のみにするつもりはなかった。

　もちろん、三鷹昇がうそをついている、と疑っているわけではない。

　ただ、『ザ・ワン』にだまされている可能性はどうしてもある。

　舞原家は、『ザ・ワン』の端末に起きた異常は『ザ・ワン』が自分の『鋳型』を隠かくすため、と結論付けていた。

　暴走し気絶した端末たちはみな、目覚めてみると、舞原家が処置するまでもなくネットワークから切り離されて『人間』に戻っており、しかも端末であった期間の記き憶おくがきれいに失われていること（すなわち手がかりが何も得られないこと）、そして、『ザ・ワン』を裏切った人じん狼ろうたちの証言が、決定的な決め手となった。

　そしてそのことが、舞原イハナを深く憤ふん慨がいさせ、堂どう島じまコウを行動させることになる。

　とにかくそういうわけで、舞原家は『ザ・ワン』がどこかに鋳型を隠していると見て、町の徹底的な洗せん浄じようを行なった。人間たちをはじめとする複雑な中ちゆう枢すう神経系を持つ生物の捕獲と紫外線照射はもちろんのこと、町そのものに対して徹底的な電でん磁じ波は攻撃を行ない、そののちパソコンをはじめとする電子機器の全ぜんとっかえを行なった。なおこの攻撃はなんの説明も警けい告こくもなかったため（もちろん交通機関や医療機関等に対する事前の配はい慮りよは行なわれたが）多くの企業や家庭で大事なデータが失われたが、その補ほ償しようとしては小しよう額がくの慰い謝しや料りようしか払われなかった。もっとも、和歌丘の多くの人間が、たとえ吸血鬼であったときの記憶はなかったとしても『ザ・ワン』が生んだ恐怖感と罪ざい悪あく感を認識していたので、仕方のない措そ置ちとして受け入れられた。

　どれほどの損失を受けようと、どれほど傷つけられようと、生きている限り人は生きていかなければならない。

　そして、吸きゆう血けつ鬼きに侵入された町とは思えないほどに、和わ歌か丘おかに出た死傷者は少なかった。

　さらに内情を言えば、吸血鬼に殺された人間は数えるほどしかおらず、死者のほとんどは人間──それも稲いな吹ぶき九く朗ろうという牧師──の手によるものだった。もっとも、その事実は隠いん蔽べいされ、すべての死者は『ザ・ワン』の手によるものとされた。

　なお、くだんの牧師は表おもて向むき病院に収容され、以後の人生を彼だけが知る牢ろう獄ごくのなかで終えることとなる。

　そのほかにも、鴨かも音ね木ぎエレナと神かん名な木ぎ唯ゆいが完全な『ザ・ワン』となったことなどのいくつかの事実が闇やみに隠蔽されたが、しかし多くの点では舞まい原ばる家は正直に、真実を日ひ炉ろ理り坂ざかに公開した。吸血鬼の存在とそれに襲おそわれたことも、それを招いたのが舞原家であることも。

　もっとも吸血鬼を招きいれた者に関しては、実は舞原イハナより先に手引きした人物が三人いたことが後に判明する。

　三み鷹たか昇のぼるに告げられることはなかったが、実はいちばん最初に吸血鬼を招いたのは、三鷹昇の父親だった。三鷹昇の父親が外国に出張している際、吸血鬼の手て下したに接触され、『ザ・ワン』と会い、招いてしまっていたのだ。その点に関して言えば、事件は確かに三鷹家によってはじめられ、そして三鷹家が責任を取ったと言える。だから三鷹家に対しては、なんのお咎とがめもなかった。和歌丘での働きが考こう慮りよされ、そもそも父親を失ったことがじゅうぶん罰になると判断されて。

　だが、他の三名に対しては、舞原家による制せい裁さいが行なわれた。

　他の三名のうち、三鷹昇がだまされた洞どうくつのある花園の地主は、大金を持って外国に逃げていたのを見つけだされて家族と財産を没ぼつ収しゆうされた。その男は最後まで「三鷹家にそそのかされた。単なる出来心だった。自分は悪くない」と主張し、イハナの本気の怒りを買ったため、一いち文もん無しで外国に放ほう逐ちくされた（なお、家族を没収したのは男が妻や娘を利用しないよう、との配はい慮りよであり、妻も娘も男から引き離されることに否いなやはなかった）。もう一人、『和歌丘随ずい一いち』のホテルから『和歌丘で一、二を争う』ホテルに降こう格かくされたことを根に持ち、つい吸血鬼を招いてしまったホテル『観鶴台ホワイトクレイン』の社長については、それまでの舞原家への貢こう献けんから一文無しでの放逐は免まぬがれたが、一族もろとも日炉理坂を追放され、ホテル自体は歴史とともに取り壊された。ちなみにもうひとつのホテル、イハナが『ザ・ワン』を招いたホテルもやっぱり取り壊されたが、そちらは舞原家により建て直される予定である。そして最後の一人、舞原イハナに対しては、舞原家内で内うち輪わにサクラ発案の『屈くつ辱じよく的な罰ゲーム』が行なわれたが、それがどんなものであったかは記録に残されてはおらず、メイドも黒服も黙して語らず（しあわせそうににやけたりはするし、イハナの人気はむしろ上昇したが）、そもそも罰ゲームが行なわれたこと自体が舞原家の正史から抹まつ消しようされているためその内容を知ることはできない。舞原家はこうしてその闇やみに新たな一ページを付け加えていくのだがそれはまぁ閑かん話わ休きゆう題だい、とにかく舞まい原ばる家は、こうして『ザ・ワン』の事件を徹てつ底てい的に解決していった。

　もちろん、日ひ炉ろ理り坂ざかに住むすべての生き物を制御することなどできはしないが、

『ザ・ワン』が複雑な中ちゆう枢すう神経を持っている生き物に『鋳い型がた』を残しているかもしれない可能性は、もはや完全に、根こん絶ぜつされた。

　しかし事件は終わっても、人生は終わらない。

　事件の影えい響きようは、町に、世界に、そしてそれらに住む人たちに、確かに変化をもたらしていた。







　　　２．（エピローグ）




　町まち全体の徹底的な検査も終わった数日後、木きの下した水すい彩さいは病院で久しぶりに、三み鷹たか昇のぼると会った。

　いぜん会ったときは両手にギプスをしていた昇だったが、いまは包ほう帯たいを巻いているだけで、元気そうにしている。

「水彩さんもお見舞いですか？」

「うん。山やま本もと先せん輩ぱいと、……遼りよう子こさんの」

「……ああ」

　三み輪わ方かた遼子は、『第二人格』だったころの記き憶おくをすべて失っていた。

　自分が吸きゆう血けつ鬼きだったころのことも、──水彩の、ことも。

　もちろん、舞まい原ばる家の発表により、端たん末まつだった人間たちは自分が吸血鬼の仲間になっていたことは知っている。血を吸い、他人を襲おそっていたことも。だが、知識として知っているのと記憶と経験を持っているのとではぜんぜん違う。だから水彩は、遼子に忘れていてほしいと思う。ときどき切せつなくなるけれど。とくに、もしかしてたとえ記憶にはなくても身体からだがどこかで覚えているのかもしれなくて、ときどき遼子が不ふ思し議ぎそうに水彩に視線を向けてくるとき、何かを思い出しかけているような、もどかしい目で水彩を見ているとき、そんなとき、水彩は、切なくて切なくてたまらなくなる。

　でもやっぱり忘れていてほしい。

　自分が吸血鬼になって他人の血を吸っていたことなんて、忘れていたほうがいいに決まっているのだから。

　大事なのは、これからの人生なのだから。

「昇くんは？」

「ぼくは、友だちの見舞いから帰るところです」

「サキさんとあゆむさんは、元気？」

「……ええ」

　昇の顔が、わずかにかげる。

　──確かに、端末たちは人間に戻った。

　だが、やはり、以前のようには戻れない。水彩は依い然ぜん両親を愛しているが、しかしやはり、以前のようにはいかなかった。気がつくと、壁があった。ときどきぎこちなく、気まずくなってしまうときがあった。かつて『オード』でつながった端末たちとひとつにならなかった人間の間には、確かにみぞができていた。端末たちにはそのころの記憶がなく、そして人間に戻っているのだとしても。自分たちのほうにも、そして向こうにも。

　まだ事件解決から日が浅いからだろうか。

　いつかこの見えない壁を、崩せるときがくるのだろうか。

　確かに、和わ歌か丘おかは以前の和歌丘ではなくなった。だが、それでも町は普通に機能している。吸きゆう血けつ鬼きに襲おそわれた、そしてかつて吸血鬼にされていた、なんて事実がありながら、町は普通に機能している。そしてそこの住人たちは、確かにみぞを感じつつも、それでも普通に生活している。吸血鬼に襲われたことなどなかったように。かつて吸血鬼だったことなどなかったように。そんな事件起こらなかったとでもいうように、淡たん々たんと。そのときの話をしようとすると、露ろ骨こつにいやな顔をされる。知らん振りをされる。まぁ当然かもしれないけれど。

　きっと和歌丘は、そんな事件などなかったように過去と記き憶おくと感情を覆おおい隠かくして、舞まい原ばる家に文もん句くを言うこともなく、これからも続いていくのだろう。

　ときどき水すい彩さいは、だからこそなんじゃないかと思う。

　どうして運命が、この町を選んだのか。

　それはここが、こういう町だったからではないのか。日ひ炉ろ理り坂ざかの、和歌丘の人間は、みんな秘密を守るから。外界に対して秘密を守り、なかのみんなで支えあい、悪も罪もなぁなぁに覆い隠して『しあわせ大家族』を続けていけるから。ずっとずっと昔からそれを続けてきた町だから、そんな町だったからこそ、この町は選ばれたのではないだろうか。これが外の、ほかの町なら、こんな事件が起きたら町など続けていけなかったのではないか？　和歌丘だからこそ続けていけて、続けていけるからこそ運命は、事件の舞台にこの町を選んだのではないか？

　水彩はそう考えるたび、かすかな嫌けん悪おをこの町に覚える。

　でもここが、水彩の町。

　吸血鬼という怪物を、夢ゆめ物語のスーパーヒーローに頼らず自分たちの力で撃げき退たいできた町。

　それは確かな誇りとなって、嫌悪を上回る誇りとなって、水彩の胸に確かにある。

　──そう、ここが、水彩の町。

「……昇のぼるくんのほうは、元気？　何も変わったことない？」

「ええ。……いや、そうですね。……新しん堂どうさんが、転校しました」

「……そう」

「両親は端たん末まつにされてましたから、この町を出られないので、特別に小学校は卒業したことにしてもらい、来年から寮りようのある中学校に通うそうです。あと何人かも……」

　かつて吸血鬼に従う『レッド』のリーダーだった、新堂一いち郎ろう。

　確かに彼にとって、この町はつらい思い出が多すぎるだろう。

　何もなかったことにして、素そ知しらぬ顔して暮らしていく、なんてこと、できないのだろう。

　それが普通の人間の反応だろうと水彩は思う。

「……別れの挨あい拶さつ、しました。ええ。新堂さんなら、大丈夫ですよ」

「そうだね」

　そう言えば、と水彩はたずねる。

「……海かい藤どうさんは？　まだ？」

「ええ。人じん狼ろうと戦った痕こん跡せきはあったそうですが、人狼の死体はあったのに、海藤さんのは見つかっていません。だから、どこかに逃げ延びられたと思うんですけど、……なんか、もともと謎なぞの人だったみたいで、舞まい原ばる家も足取りをつかめていないそうです」

「……本当に謎の人だね。自分から助けに来てくれて」

「お礼、言いたいですね、本当に……」

　そうだ、と昇はわざとらしく手を打ち、水すい彩さいに言う。

「ひとつ、おもしろいことが分かりました」

「え？」

「舞原家の調べで、『ザ・ワン』を暴ぼう走そうさせたのはある種の麻ま薬やく、だってことが分かったんですけど、この麻薬、美作みまさか沖おき也やが持ち込んだものじゃなくて、どっかのそういう組織から送られてきたものだったそうなんです」

「へぇ？」

「ええとですね、舞原家って麻薬にすごく厳しくて、絶対に持ち込まれないようシステムをつくって見張っているんです。なのにその麻薬は、厳しい監かん視しをくぐり抜けて和わ歌か丘おかに入ってこられた。なんでだと思います？」

「……なんで？」

「『ザ・ワン』が、自分の棺かんおけやらなんやらを和歌丘に持ち込む際、舞原家に気づかれないよう『輸出入物ぶつ取締りシステム』をこっそりとダウンさせちゃったんです」

　その『ザ・ワン』の工作により、わずかな一時期、舞原家は土地に入ってくる『輸入物』を検査できなかった。その間かん隙げきを縫ぬって、『ザ・ワン』は自分に必要なものを和歌丘に運び入れさせたのだが、そのとき『ザ・ワン』とは関係ない荷物もいくつかノーチェックで和歌丘に運び込まれた。

　そのなかのひとつが、美作沖也に送られた麻薬だったらしい。

「……『ザ・ワン』は、自分で自分の首を絞めるものを運び入れてしまったんです」

　かつて『ザ・ワン』は、言った。

　この世に無料のものなどなく、だれもが対たい価かを支払わなければならないと。

　物事には必ず代だい償しようがつきまとうのだと。

　そしてその言葉を、『ザ・ワン』はみずから味わうこととなった。

「……何がどうなるか、分からないね」

「本当に。ですね」

　ふと昇のぼるは、精神病院に入った美作沖也のことを思う。

　彼はいまでも両手にくいと十字架かを持ち、自分はやり直せるとつぶやきながら吸きゆう血けつ鬼きを探しているのだろうか。いつか退院できるのだろうか。昇は美作沖也のことはよく知らなかったが、二つだけ、美作みまさか沖おき也やはいいことをしたと思っている（まぁ結果的に、だが）。ひとつはもちろん、彼の麻ま薬やくのおかげでこの町が救われたこと。そしてもうひとつは、自分の土地に麻薬が送られてきたことを知った舞まい原ばるイハナが激げき怒どして、その麻薬を送ってきた組織を壊かい滅めつさせたこと。詳しくは聞けなかったが、麻薬を使い犠ぎ牲せい者を集め、それを殺した現場を撮影して売るというスナッフ・フィルム製作に携たずさわっていたその非ひ道どうの組織は、舞原家の隠おん密みつ部隊の手によって半日で壊滅した。ちなみに昇のぼるは知らなかったが、その組織が壊滅したとき、ＦＢＩに助け出された──つまりまだフィルムに使われていなかった──犠牲者たちのなかには、日本人の女性がいた。彼女は無事助け出され、日本に帰き郷きようできた。しかし昇がそのことを聞かされることはなかったし、当然美作沖也も、そのことは知らないままでいる。

「……美作沖也には、感謝しなくちゃいけませんね」

「あたしはおっぱいをわしづかみにされているんだけどね」

「……水すい彩さいさんの、エッチ」

　ほほう？　と水彩は昇のほおをうりうりとつついて笑い、ちょっとまじめな顔をして聞く。

「……三み鷹たか家のほうは？　大丈夫？」

「ええ。もう大丈夫です。親しん戚せきの人たちが早さつ速そく弁護士を立ててきたりして、最初は正直、きつかったんですけど。一時期は本気でサキとあゆむの三人だけで家を出ようかと考えましたし。でも、舞原家が後こう見けん人にんになってくれまして」

「へぇ？」

「何しろ舞原家が後ろ盾だてですからね。もうぼくから三鷹家を取り上げようなんて考える人間はいないでしょう。こんなこと言うのはアレですけど、ちょっと気分がいいです」

「……いや、いいんじゃない？　あたしもなんかすかっとする」

「……それにね、堂どう島じまコウさんとも、会えたんですよ。ちらっとでしたけど」

　はにかんだ笑みを浮かべてうなずく昇。

「……なんか、なんていうか、すごく不ふ思し議ぎな目で、ぼくのこと、見てました。そのときは、イハナさまに会いにきていたみたいなんですけど、帰り際ぎわ、ぼくのところに来て、肩に手を載せて言ったんです。……あとはおれが引き受ける、って。どういう意味なのかは分かりませんでしたけど、ちょっとうれしかったです！　不思議な人でした……」

「ファンになっちゃった？」

「そこまではいきませんけど、なんて言うか、ね……」

　昇は笑った。

　しばらくして、水彩を見つめ、言う。

「でも、ぼく、今回で本当によかったと思うのは、……さっきも言いましたけど、ぼく、一時期本気でサキとあゆむの三人だけで、家を出ようかと考えたんです。そして、思ったんです。ぼくはきっとどこでも、がんばって生きていけるって。たとえ日ひ炉ろ理り坂ざかが滅んでも、三鷹家がなくなっても、きっとぼくは。大丈夫、生きていける……なんか自信がついちゃった、みたいです。自信過か剰じようかもしれませんけど」

　息を継ぎ、昇のぼるははっきりと、言った。

「ぼくは、強くなったと、思います」

　ほら！　いいことだって、あったんですよ！　そういって笑う、屈くつ託たくのない、笑顔。

　でもここにいるのは、父親を失ったばかりの小学校五年生。

「……そうだね」

　昇の小さな身体からだを抱き締めてやりたくなるのをこらえ、涙が出そうになるのもこらえ、水すい彩さいは、微笑ほほえむ。そんなことばかりじゃないはずなのに、それでもいいことばかりをならべてくる昇の姿に、自分も何かいいニュースがないかと探し、やっとひとつ思い当たって笑って言う。

「そう言えば、あたしもひとつ、いいことがあったよ」

「なんです？」

「あたしの友だちのお母さんがね、……その子、ひどい事故で、家族がもうお母さんしかいなくて、そのお母さんも、いつ死んでもおかしくない状態だったんだけど」

「……いいこと、ですよね？」

「最後まで聞いて。でね、その子のお母さん、いつ死んでもおかしくない状態だったんだけど、『ザ・ワン』になったおかげで身体が完全に治って、しかも、人間に戻ったあとも身体が元気なままだったの！　その子ね、ほかの家族はみんな事故で失っちゃったけど、お母さんだけは失わないですんだのよ！」

　その友だち／藤ふじ見み千ち鈴すずは本当に、喜んでいた。

　涙を流して、人間に、そして健康体に戻った母親に抱きついていた。

　あの光景は、いまでも水彩の涙るい腺せんをゆるませる。

　そう、ひどい事件だったが、終わってみれば確かに、いいことも、あった。

　昇や、遼りよう子こさんや、ほかのみんなと出会えたのも、この事件のおかげだったし。

「そう言えば、昇くんの二人の恋人は、元気？」

「こ？　恋人じゃないですよ！　あれは二人とも単なる友だちです！」

「本当に？　堂どう島じまコウを目指しているんじゃないの？」

「違いますって！　好きな人は一人でいいし、だいたい、ぼくが好きなのは……」

「……好きなのは？」

「……まだ分かりません。子供ですから。もういいでしょう？　それよりも」

「ああこらぁ、ごまかす気か？　教えろー！」

　二人で互いに笑いあい、雑談が、はじまる。

　水彩の家族のこと、友だちのこと、昇の近きん況きようと妹のこと、大人おとなになるまで封ふう印いんすることにした母親の日記のこと、その他いっぱい……

　そして、二人は、その場を別れた。

　別れ際、昇のぼるは水すい彩さいに、言った。

「あの、本当に、いつでも遊びに来てください。電話とかいらないですから。うちにはいつも、きっとだれかがいますから」

「うん」

「……そして、サキに会ってやってください」

「え？」

「もちろんサキには、吸きゆう血けつ鬼きだったころの記き憶おくはありません。だけど、何かを気にしているみたいなんです。あなたに会って、謝らなければいけないような気がする、って。そして、礼を言わなければいけないような気がするって。何か取り返しのつかないことをするまえに、水彩さんが止めてくれたような気がして、でもそれがなんだか分からないから、怖くて会いにいけないって。それが何か、水彩さんが話さないほうがいいと思うなら、ぼくは聞きませんけど……でも、できれば、会ってやってください。サキからはいけなさそうなので」

「うん」

「きっと」

「うん。きっと」うなずきながら。

　そうだ、と水彩は思う。

　たとえ記憶は消えていても、身体からだはきっと覚えている。

　生きている、この身体に刻まれている。

　あのときの日常は確かにこの胸のうちにあり、

　たとえ時が過ぎても、記憶から遠くなっていっても、それでも消えることはない。

　この町がどれほどなぁなぁに、たとえそんなことなかったことにしよう、なんて覆おおい隠かくしてしまっても、絶対に、消してしまうことなどできないのだ。

　あたしが、あたしたちが生きている限り。

　二人は別れの挨あい拶さつをすると、それぞれの道を歩いていった。




　　　　◆




　そして某ぼう日じつ。

　堂どう島じまコウと『ザ・ワン』は、ようやく対決を果たした。







　　　３．（『ザ・ワン』）




　どことも知れぬ洞どうくつのなか。

　何者かの接近を探たん知ちして、それは『オード』の触しよく手しゆを伸ばした。

　近づいてくる者の正体に驚いて、身体からだを起こし、問いかける。

「……堂どう島じま、コウ？」

　マントをつけた少年は、うなずいて、棺かんおけから身体を起こした男を見る。

「よう。『ザ・ワン』。はじめまして。二千年生きているそうだけど、呼び捨てでいい？」

「……ああ、構わないとも。……どうしてここが分かった？」

　肩をすくめる堂島コウ。

「……あんたの連れていた部下？　人じん狼ろうたちが告白してくれた。和わ歌か丘おか以外にもあんたの端たん末まつを運び込んで、もしものときのバックアップ用に隠かくしたと」

「……人狼たちが？　驚いたな。では和歌丘に送り込んだ端末は、敗北を喫きつしたというわけか？　これは驚いた。おもしろい。記き憶おくをつなげられないのが、惜しいなぁ……」

　男──この洞くつ内の唯ゆい一いつの『ザ・ワン』にして『コア』は、くすくすと笑い声を上げた。

「どうだった？　堂島コウ。わたしとの戦いは楽しんでもらえたかな？」

[image: ]

「……まぁ、ある意味楽しめたけど？」

「それで、人じん狼ろうたちの言葉からわたしがバックアップをほかの土地に隠かくしていることを知り、こうして出向いてきたわけか。だが……」

「ああ。それにも気づいているよ。人狼たち以外にも部下はいて、人狼が知らないところにやっぱりバックアップを隠しているんだろ？」

「……そういうことだよ。残念だったな」

　くっくっと、『ザ・ワン』は笑う。

「どんな戦いを繰り広げたか、どれほどの犠ぎ牲せいを出してわたしを倒したか知らないが、堂どう島じまコウ、いや人間、いくらおまえらがかんばろうとも、結局『ザ・ワン』は滅ぼせないのさ。合がつ衆しゆう国こくは気づいていないが、わたしのバックアップは世界中にある。たとえこの場でわたしを殺しても、人狼から聞いた場所すべてのわたしを殺しても、結局わたしは滅びない」

「……道どう化けだな」

「ああ、そうだ。道化だよ」

「ちょっと意味が違うんだけどな。あんたとおれじゃ」

「……なに？」

　怪け訝げんな表情になる『ザ・ワン』に、堂島コウは薄く笑う。

　そして言う。

「あんたを乗せた飛行船の、襲しゆう撃げき事故──あれについて聞きたいんだが」

「なんだ？」

「あれは、合衆国との狂きよう言げんだな？　舞まい原ばる家に恥をかかせて弱みを与えるために、合衆国が仕組んだ事故だな？　あのとき死んだ『ザ・ワン』は確かに本物だったかもしれないが、実は合衆国にはあんたの端たん末まつがちゃんと保管されていると。考えてみればあんたみたいな存在そんな簡単に貸し出すわけない。バックアップもつくらずに」

「合衆国はなんと言っている？」

「真っ向から否定して、逆に舞原家を責めているよ。浅せん慮りよから世界遺い産さんを失わせた、と。自分で取り逃し自分の土地に侵入させて倒すのに力を借りておきながら、理り不ふ尽じんな責任転てん嫁かをするのか、と。おかげで舞原家は信用がたがた、世界の笑い者だし、……イハナは自分を責めまくっている」

「くやしいか？」

「むちゃくちゃな」

『ザ・ワン』は笑った。

「ああ。当たりだよ、堂島コウ。アメリカはわたしを大事に守ってくれている。そして、日ひ炉ろ理り坂ざかに送り込んだ端末以外は存在しないとも思っている。だからわたしに協力してくれる。わたしを操あやつれていると思い込んでな。……まったく人間は、愚おろかでかわいいよ。とても」

　堂どう島じまコウも、軽く微笑ほほえむ。

　その余よ裕ゆうのある様よう子すに、『ザ・ワン』は不ふ思し議ぎそうな顔になる。

「それで？　堂島コウ。いったいここに何しに来た？　わたしは滅ぼせぬと知りながら、それでもささやかな復ふく讐しゆう心を満足させるためにか？　くいもハンマーも持っていないようだが」

「そんなもの、必要ないよ」

「……ほう？」

　堂島コウはゆっくりと、棺かんおけのほうに近づいた。

　棺おけのなかに手を入れて、そのなかに敷き詰められてある土をひとすくい、指に遊ばせる。

「これが聖せい書しよで言うところの『血の土地アケルダマ』、銀貨三十枚で贖あがなわれたという穢けがれた土地の土か」

「ああそうだ。大地に呪のろわれ招かれなければ動けぬわたしに唯ゆい一いつ許された憩いこいの地、ふるさとといってもいい場所の土」

「……創つくられた、存在」

「そう。ただ人間を脅おびやかし十字架かを持たせて殺されるためだけの存在。生命も魂たましいも持たぬ、心のない、生きてないから死ぬこともない、ただあるだけの存在──」

「やめろよ」

　コウは冷めた瞳で『ザ・ワン』を見つめる。

「それが、和わ歌か丘おかでのおまえの敗因だ」

「なに？」

「……そうやって、世間と、自分と、真正面から向き合わないで、斜めに物事を見てりゃ、楽だよな。簡単だよな。熱くなるのはバカがすること。クールに冷めているのがかっこいい──そのセンスは、旧ふるいんだ。自分はろくなもんじゃないって思う、そのセンスの旧さがおまえを滅ぼしたんだよ『ザ・ワン』」

「ほう」

「おまえは何事にも、世界はもちろん自分の気持ちや感情とさえまともに向き合えず、斜めに世界を笑っているだけの臆おく病びよう者だ」

「……おまえの物言いはおもしろいなぁ」

　堂島コウはため息をつき、たずねる。

「おまえは、魂が欲しくておれを狙ったんだろ？　魂を手に入れ、神と会いたいが、ために。その望みをかなえるために、おれの《Ｉｔ》を欲しがったんだろ？」

「ああ。そうだ」

「……なんなんだ？　この《Ｉｔ》っていうのは」

「……《知恵の実》だよ。他の《知恵の実》と同じ《知恵の実》……ただし、制せい約やくが他の《知恵の実》とは違うがな」

「……へぇ？」

「他の《知恵の実》は、結局のところ自分さえ犠ぎ牲せいになれば望みをかなえられる。だが《Ｉｔ》は違う。《Ｉｔ》は、《Ｉｔ》だけは、自分ではなく他人を犠牲にしなければならない。他人を犠牲にすることでしか望みをかなえられない──それが《Ｉｔ》の制せい約やくなのだ」

「……結局、《Ｉｔ》ってなんなんだ？」

「名づけられざる子供たちだよ。名前すらつけてもらえず、この世に生まれてくることを認めてもらえなかった、それでも生まれたいことを、名づけられたいことを願う、哀あわれな可能性たち──その雛ひな形がただ」

「──名づけられざる、子供たち……」

　そうだ、とうなずく『ザ・ワン』。

「そして《Ｉｔ》は、もっとも王国キングダムに近い《知恵の実》だ。あらゆる《知恵の実》はそこに通じるが、《Ｉｔ》こそもっともそこに近い──」

「出たな、『キングダム』」

「そう、王国キングダム。聖せい書しよの最さい後こう尾びの部分、黙もく示し録ろくに語られし、竜サタンの権けん威いを代行する獣けものの王が打ち立てる、悪あく魔まの王国、キングダム──だがそれは、ひとときのものに過ぎない。神が人間をふるいにかけるためだけに創つくられる、滅びるための王国だ。神がミレニアムをこの世に作り出すための──」

『ザ・ワン』はコウに向き直り、聞く。

「堂どう島じまコウ、おまえが《Ｉｔ》でかなえたい願いはなんだ？　いまだ恋人の復活か？」

「いいや。おれが望むのは、もうそれだけじゃない、その先──生き返った恋人がしあわせになれる世界だよ」

　間かん髪ばつ置かず答えたコウに、『ザ・ワン』は笑い、言う。

「死者が復活し、しかもしあわせになれる世界──ならばそれは、この世界のルールと相あい反はんするものとなるだろう。人間は、まともな人間はみんなおまえの敵に回る。分かるか？　堂島コウ。この世のことわりに逆らう、それこそが悪魔の王国、キングダム。それをつくりだすものこそ、竜サタンの力で世を支配する獣の王──

　──同じなんだよ、堂島コウ。

『獣の数字』はわたしと同じ、十字架かを持つ人間に滅ぼされるためだけに用意されている存在なのだ。この世に黙示録にて語られるミレニアムを創り出すためだけの、神の予言を成立させるためだけの。おまえがこのまま代行者を、悪魔のミカタを続けるのなら、敵に回るのは人間であり、おまえは結局滅ぼされることになる。他ならぬ人間に、な。

　わたしとおまえは同じだ、コウ──」

　コウは、笑った。

　笑って、答えた。

「──自分の願いのために好き勝手やろうってんだ、反発は覚かく悟ごしているよ」

「……」

「だがな、おれは世のなかをななめに見て、どうせ滅ぼされるんだし、なんて世をすねているつもりもない。それどころか、勝つ気でいる──同じにするなよ、隠いん遁とん者しや」

「……ふむ」

「さて、それじゃ、そろそろ会話は終わりにするか」

　堂どう島じまコウは『ザ・ワン』を見る。

　薄い微笑をたたえて。

　そして言う。

「……なぁ、『ザ・ワン』。おまえは運命を信じるか？」

「なに？」

「《知恵の実》は、運命によって運ばれる。そのことは、知っているな？」

「……ああ。だがそれは──」

「知っているなら話は早い。こんにちは。わたしがその運命です」

「──何を──」




　──差し出される、銀の色をした腕うで輪わ。




　表情を凍らせる、『ザ・ワン』。

「……な、なんのまねだ──？」

「知らないのか？　資料読んでいないのか？　こいつの名は《グレイテストオリオン》、持ち主ぬしの身体からだを願いのとおりに変えてくれる《知恵の実》だよ。

　……感じないか」

　──感じないか？

　ふと、『ザ・ワン』は気づく。

　少年の目が赤く光っているのを。

　そして──

（……な、何？　なんだ？　なんなんだこの感覚は？）

　ただ身体中に血液と『オード』を循じゆん環かんさせるためだけの存在でしかない心臓が、ただネットワークを張り巡らせているだけのはずの心臓が、激しく動どう悸きを打ち出す。

　──そして、ああ、そして──

（──ああ、わたしはこいつを知っている）

（資料で読んだだけのはずなのに、わたしはこいつを、その能力と制せい約やくをなぜか知っている。資料に書かれているよりもよく知っている──まるで二千年来らいの友人のように）

　こいつはわたしの願いをかなえてくれる。

　二千年来らいの願いを、それこそ親友のように、いや神のように聞き届け、かなえてくれる──

「……ふ、ふ、……ばかだな、……堂どう島じま、コウ」

『ザ・ワン』は、途と切ぎれ途切れに笑い声を上げた。

「言っただろう？　わたしは魂たましいを持たない存在だと。造ぞう物ぶつ主しゆにつくられた、生命を持たぬただのロボット、滅ぼされるためだけに生まれたわたしに──」

「同じ口で、おれと同じとも言ったな」

　コウは、口のはしを持ち上げて言う。

「まぁ、どちらでもいいさ。おまえが魂を持たないなら、ラッキーじゃん！　ダメでもともと、勝ったら儲もうけ。さ、どうする？」

「ど、どうするだと？　そんなの──」

「──ああ。おまえはこいつを使わなくても、まぁおまえはだめでも他の『ザ・ワン』が、いつか願いをかなえるかもしれない。生命持ち魂を持つ存在になるというおまえの願いをな。

　だがそのいつかは、この二千年来なかったように、あと二千年も来ないかもしれない。

　そして何より、いま目のまえにあるチャンスだって、もはやめぐってこないかもしれない」

　ごくり、とつばを飲み込む信じられないような音が、自分ののどから、響ひびく。

（……ち、違う。わたしは魂など持っていない。だからこの《知恵の実》は、使えない）

（……だがもしも、もしも使うことができたら？　それこそわたしが魂を持つ、生きている存在だということの何よりの証あかしになるのではないのか──？）

　この二千年、『ザ・ワン』はずっと、魂とは何か、研究してきた。

　だが結局、魂の定義はできなかった。

　だが、すでに『魂を代だい償しようとする』と決まっている《知恵の実》なら、それが何よりの証明になるのではないのか？　もともとそのために、堂島コウの《Ｉｔ》を手に入れようとしていたのではなかったか？

　これを使えば、自分は魂を持っているのか持っていないのかが、分かる。

　そうだ、と心のなかで声が響く。

（本当に大事なのは、魂とは何か、ではないんだ。魂とは何か、ではなく、おまえが魂を持っているのかいないのか──そうだろう？）

（そしておれを使えばそれが分かる）

（──そして何より大事なのは、おれたちはこんなに気が合うってことだよ、相棒）

「まぁ決めるのは、おまえ自身だ。おれは強制はしない。ただ誘うだけ」

（そうとも、ただ誘うだけ。そして、何、大丈夫。ゆっくり考えればいいし、今を逃しても大丈夫さ。また二千年後にめぐり合えるし。なぜならおれたちは気が合うからな。そうだろ相あい棒ぼう？　気の合うやつと出会うのは、運命なんだよ。だからおれたちはいつでもめぐり合えるし、そして確かめられるんだ、おまえに果たして魂たましいがあるのか、おれとおまえで一緒に──）

（おれとおまえで、一緒に──）

　おれとおまえで、一緒に──このおまえというのは、わたしのことだ、と『ザ・ワン』は思う。身体からだを震わせて思う。ああ、おれとおまえで、一緒に。なんて素す敵てきな響ひびきだろう、と。

（──よ、よせ。もしも魂があったら、わたしは堂どう島じまコウに……）

（だが魂がある、それ以外に望めることがあるのか？　それが一番の望みだからこそ、おれとおまえは気が合うんじゃないのか？　それさえ証明できれば、あと何がいるっていうんだ？　この二千年の暗あん黒こく世界に、おまえは他に望みを見つけられたのか？）

　……わたしは、わたしの欲しいものは──

　闇やみのなか、冷え切った大気を震わせ響く、堂島コウの低い声──

「証明してみせろ、『ザ・ワン』。はたしておまえが本当に、自分の言うような存在なのか。本当に感情のない、魂のない、恐れるもののない存在なのか。そして本当にそれを求めているのかを」

　コウの言葉に。

『ザ・ワン』は操あやつられるように、銀色に輝く腕うで輪わを取った。

　とたんに、たちまち銀ぎん白ばくの輝きが流れ込んでくる。そして『ザ・ワン』はようやく悟さとる。それが、自分の求めていた存在であることを。この二千年、自分が求めていたのは実は気の合うパートナーだったということを。気の合うパートナーと文字どおり手を取り合って、魂について模も索さくするのが夢だったということを──

　パートナーの、存在──




（ああ、わたしは、わたしは）

（わたしは、しあわせだ──）




『ザ・ワン』の願いはその瞬しゆん間かん、かなえられ。

『ザ・ワン』という存在の持つ魂は、二千年の間に溜ため込んできた種の可能性は、そのすさまじいエネルギー量は、すべて堂島コウのものとなり、

『ザ・ワン』という存在は、この世から完全に、消えた。

　洞どうくつから出た少年に、少女が一人、かけよっていく。

　かけよってきた少女の背中に生はえた純白の羽に、コウは口をななめに笑い、そして右手を見せる。

　手のひらのうえには真っ赤なリンゴが載っており、リンゴはあたかも心臓のようにどくんどくんと脈を打っている。

　あふれる力を抑えきれないとでも言うように、激しく、強く。

「や、や、やりましたね！」少女が高ぶる感情を隠かくさず言う。

「ああ。やりましたよ」

　少年はたいしたことじゃない、とでも言うように、あっさり答え、手のうえのリンゴを見る。

　そしてつぶやく。

　ああ、『ザ・ワン』、おまえは確かに魂たましいを持つ存在だったよ。

　ありがとう。

　おまえの魂を喰くらって、おれは、この道のさきを行く──




　　　　◆




　堂どう島じまコウが『ザ・ワン』の可能性をエネルギーに変えたそのとき、世界中に点在していた『ザ・ワン』という存在は、仮か死し状態にしていたバックアップも含めてすべて、灰となり、消えた。それは間違いなく堂島コウの仕し業わざだったが、アメリカがそれを知ることはない。各国がそれを知ることはない。ただ分かるのは、だれの侵入も許していないにもかかわらず『ザ・ワン』が突然、不自然な消しよう滅めつをしたということだけ。アメリカをはじめとする『ザ・ワン』を（こっそり）所有していた各国は、ただその死を肉にく眼がんあるいは録画された映像によって見み届とどけるしかなかった。そのあまりに不自然な突然の死に、アメリカの研究施設は舞まい原ばる家の介かい入にゆうを疑った。が、証しよう拠こは何もない。『ザ・ワン』など隠していないと真っ向から否定していた以上、実は隠していた『ザ・ワン』が死んでしまった、なんて言えるわけもない──言っても逆にしらを切られて責任を追及されるだけだろうから。

　こうして、『ザ・ワン』はようやく本当に絶ぜつ滅めつし、

　そしてそれは同時に、世界に舞原家の持つ潜せん在ざい的な恐ろしさを、もはや無視できない存在感を深く知らしめる結果となった。

　堂島コウをうちに擁ようする、日ひ炉ろ理り坂ざか、そして舞原家という存在の持つその力を。

　この日から、確かに少しずつ、世界はゆらぎはじめた。




　　　　◆




　そして某ぼう日じつ。

　山やま本もと美み里さとは三み輪わ方かた遼りよう子こに、森のなかへと呼び出された。







　　　４．（『ダンピール』）




　ぶんぶんと、ハチが大気を震わせて飛ぶ音が聞こえる。

　そろそろ枯かれ葉はが目立ちはじめた、しかし全体的には青々とした山の一角、美み里さとが三日（いまさらながら、三日だけだったんだなぁ）過ごした森のなか。

　山やま本もと美里は、自分を呼び出した少女にたずねた。

「なんですか？　こんなところに呼び出して」

　美里の言葉に、三み輪わ方かた遼りよう子こはただ微笑ほほえみで応える。

　その様よう子すに、美里は心にざわめくものを覚える。

　確かに、三輪方遼子が吸きゆう血けつ鬼きだったころの記き憶おくを失っているのは知っている。

　だが、美里の記憶は消えてはおらず、遼子に何をされたかを克こく明めいに覚えているのだから、平静でいろ、というほうが難しい。

　もっとも、あのときのことを遼子が覚えていない以上、二人の関係はただ病院で出会った、というだけのものでしかない。

　なのにこんな辺へん鄙びなところに呼び出されるとは、いったい何の用件だろう。

　ただ黙ってこちらを見ている遼子に、美里は再度、聞く。

「あの、何か話があるんじゃないんですか？　何もないなら、あたし……」

「……そんなに警けい戒かいしないで欲しいなぁ」

　警戒だってしますよ！　また襲おそわれたくないから！　あ、あんなことされて……なんて思いはもちろん言葉にしないで（でも態度には出しているっぽい）美里は首を振った。

「こんな人ひと気けのないところに呼び出されたら、だれだって不安になりますよ。……用があるなら、早く話してください」

「……ごめん。ちょっと不安になっていて」

　遼子はうなずき、かたわらに持っていた袋を差し出した。

「これをね、あなたに渡したかったの」

「……これは……」

　なかに入っていたのは、『新にい妻づま記き』と題された、一冊の本。

　覚えている、確かホテルで、神かん名な木ぎ唯ゆいが読んでいた本。

　いまは亡なき友人のことを思い出し、美里は必死に息を飲み込む──

「……あ、ありがとう、ございます」

「ううん」

　沈ちん黙もく。

　風に揺れる葉の音と、ハチの飛ぶ振動音を聞きながら、美里は考えこむ。この本は、唯のものなのか、それともエレナのものだろうかと。まぁサクラのものという可能性もあるけど──

　形かた見みとして持っておきたい気もするが、やはり家族に返すのが当然だろう。

　でも、自分ですらただ見ただけでこんなに動揺してしまうのに、いきなり持っていって悲しみをぶりかえさせたら──

「あたし、ずっと考えていたの。今回の事件はいったいなんだったのか」

　唐とう突とつな遼りよう子この言葉に、美み里さとは意識を戻し、首を振った。

「吸きゆう血けつ鬼きになっていたときのことなら、気にしないほうがいいですよ。早く忘れるのが一番」

「ありがと。でもね、……あのさ、山やま本もとさん。山本さんは今回の事件、どう考えているの？」

　どうって……と首をひねりつつ答える美里。

「……それは、まぁ、吸血鬼が、人間を襲おそった事件、と」

「なんで吸血鬼は、そんなことを？」

「……それは、確か、エメラルドの都、ミレニアム、をつくるため？」

「……じゃあ人間がしたことは、神さまが聖せい書しよで約束したミレニアム、それの邪じや魔ましたことだったの？」

　美里は口を、つぐむ。

　しばらく考えて、本をバッグにしまいつつ、言う。

「あたしの知り合いは、こう言っていました。これは人間と『ザ・ワン』、種しゆの存そん亡ぼうをかけた生せい存ぞん競争だったんだって」

「……うん。そうね。そして『ザ・ワン』は敗れた。でもなんでかな？」

「……何を聞きたいんですか？　あたしにそんなの聞かれても」

「あたしはね、こう思うの。『ザ・ワン』が勝てなかったのは、『ザ・ワン』が一人きりだったからじゃないかって。一人きりで、あまりにも一人きりで、他者と共生することができなかった。そして他者と共生できない存在を、自然は許してくれなかった。だから『ザ・ワン』は、まず死ななければいけなかった。死は、共生のために受け入れるべき最初の妥だ協きようだから」

「はぁ。……あの」

「知っている？　生物に寿じゆ命みようがあるのは、配はい偶ぐう者と一緒に子供をつくるためなんだよ？　配偶者と子供をつくる必要のない生物は、遺い伝でん子しがリング型でいくらでも分ぶん裂れつできる。だから寿命がないの。逆に、子供をつくる生物は、遺伝子が棒型で、端はしっこがあって、分裂するたびこの端っこが短くなっていって、ついには分裂できなくなるから、必ず寿命がくるの。なんで端っこがあるかというとね、配偶者と遺伝子を混ぜ合わせるのに必要だから──つまり子供をつくるためね。生物は、子供をつくるために永遠の生を捨て、寿命を選んだのよ。

　……あの、アダムとイブの話みたいにね」

　なんでサクラといいこの人といいあたしに生物の話をしたがるんだろう、そんなにあたしは生物が弱いと思われているのか、それとも生物的に弱いと思われているのか、なんて思いつつ、美み里さとは気持ち半分にたずねる。

「……アダムとイブって、そんな話でしたっけ？」

「ええ。アダムとイブは楽園にいて、ずっと性を知らなかった。だから子供をつくることもなく、永遠の生を約束されていた。でもある日、悪あく魔まの誘ゆう惑わくに負けて知恵の実みを食べ、性を知り、子供の作り方を知り、楽園から追われて寿じゆ命みようを背負うようになった。子供の、ために。子供を生むために、生物は不ふ老ろう不ふ死しをすて、みずからを犠ぎ牲せいにする死を選択した」

「……なるほど」

「そう。死の逆は生ではなく性、死と性は切り離せぬもの。生物は子供のために死ぬ。ミクロでもマクロでも。生物には、秩ちつ序じよを保ち続けるために死を選ぶシステムがある。プログラアポトム細胞死ーシスと呼ばれるシステム──それだって基本は同じ、生きているもののためにみずから死ぬ。それが生物というもの。……だから『ザ・ワン』は、死ななければいけなかったの。死ぬことで、共生のための最初のスイッチ、生命のエンジンの最初のスイッチを押さなければいけなかった」

　何かよく分からないが、話が微び妙みようにいやな方向に向かっている気がして、美里は周囲を見渡した。

　やけに、ハチが、多い。

　どこか近くで、季節外はずれにおいしい蜜みつのある花でも咲いているのか。

（……そう言えば、この森で過ごしていたとき、サクラが何か、言っていた……）

　なぜか背せ筋すじが寒くなるのを覚え、美里は頭を振ってたずねる。

「いったい、なんの話ですか？　いったい何を言いたいんです？」

「分からない？　あたしはね、あの事件の、『ダンピール』の話をしているのよ。気になっていたんじゃない？　『ダンピール』のこと」

『ダンピール』──伝でん承しようにて語られるそれは、

　吸血鬼と人間のあいのこにして、唯一吸血鬼に死を与えられる存在。

　何かを感じ、美里は鳥とり肌はだが立つのを覚える。

「……な、何なに言っているのか分かりませんけど、やめてくださいよ、怖い話は」声が震えるのを自覚して、必死に笑って言う。「──いったい、先せん輩ぱいは何を言いたいんですか！」




「『ザ・ワン』という生物と、その子供について、よ」




「『ザ・ワン』に、子供なんてつくれません！」

　思わず大声を出して美里は否定する。

「だって、『ザ・ワン』はたった一つ、ひとつっきりの存在なんですよ！　オスとかメスとかいないんです！　あたし、知っています！　舞まい原ばる家に聞きましたから！　『ザ・ワン』が人間に子供を産ませても、生まれてくるのは『ザ・ワン』か『ザ・ワン』が擬ぎ態たいした人間、結局あいのこなんて生まれないんです！　『ダンピール』なんて生まれないんです！」

　遼りよう子こは微笑ほほえんだ。

「ええそのとおり。正解よ」

「……じゃ、じゃあ」

「でも、ときどき『ザ・ワン』が端たん末まつにした人間には、奇き妙みような存在が生まれることがある。人間と『ザ・ワン』の両方の特質を併あわせ持つかのような──たとえばあたし、みたいな」

　──美み里さとの全身に、衝しよう撃げきが走る。

　この人、まさか、記き憶おくがある？　吸きゆう血けつ鬼きだったときのこと、覚えている？

　内心の動どう揺ようを押し隠かくし、美里はなんでもないように冗じよう談だんめかし、言う。

「……まるで先せん輩ばいが、『ダンピール』みたいなことを言うんですね」

　あっさり否定する遼子。

「ううん。あいにくと、あたしは『ダンピール』じゃないわ。確かに『オード』とか特殊っぽかったけど、結局『ザ・ワン』だったもの。……でもそうね、たとえるなら……」

「……たとえるなら？」

　遼子は笑い、

　話を変えるように、言った。

「……山やま本もとさんは知っている？　理科で習わなかったっけ？　ある種の魚はね、オスが少なくなると、メスがオスに変化するのよ？　もちろんその逆もある」

「へ？」

「映画でもやってなかったっけ？　カエルの遺い伝でん子しの話。周囲がメスばっかりになると、一部のメスはオスに変わる。そうやって、オスとメスとのバランスを保ち子供をつくる。それは、有ゆう性せい生物に限ったことじゃない。ふだんは細さい胞ぼう分ぶん裂れつで増える単たん細胞生物も、単たん為い生せい殖しよくする植物たちも、性のないものたちもある時点で突とつ然ぜん有性生殖を行なう。分裂ではなく、異なる相手との生殖活動を行なう。そうやって、生命力を上げていく。ふだんは性のない生物も、生きるために必要になった時点で性ができ、生殖を行なう。……分かる？　これが自然の力。すべてのものに、生命に、生きろ生きろと言ってくれている、自然の持つ生命力──

『ザ・ワン』にとってのそれが、あたしだったのよ。

　生命力の、遺伝子の突然変へん異いが生み出した、言わば『ザ・ワン』の異性版」

　ごくり、と美里ののどが鳴る。

　……間違いない、なぜかは分からないが、遼子は記憶が戻っている。

　そして、そして恐ろしく不ふ穏おん当とうなことを言っている。

　それが正しいかどうかは別として──

　美里は必死に平静を、装よそおって、言う。

「……ざ、残念でしたね」

「……何が？」

「……だって、せっかくそんな相手ができたのに、肝かん心じんの『ザ・ワン』は滅んじゃって」

「いえいえ。まぁ、確かに『ザ・ワン』は死んじゃったけど、でもね、生せい殖しよく子しとなるネットワークはちゃんと残していってくれたわ。それはもはや『ザ・ワン』のネットワークじゃないけど、ううん、そのために『ザ・ワン』は死ななければいけなかったの。自分の欠点を次代に引き継がせないために、アポトーシス、『ザ・ワン』は死んでしまわなければいけなかった」

「……な、何言っているか分からないですよ。だいたい、『ザ・ワン』が自分を残せるようなネットワークは全部、舞まい原ばる家が処置したんですし。もう残ってるはずないですし」

　本当に、そう思う？　と遼りよう子こが笑う。

「じゃあ、なんであたしの記き憶おくが戻っているわけ？」

「──！　それは──」

　突とつ風ぶうが、吹いた。

　すさまじい風にほおにかかった髪を押さえ、そして美み里さとは見る。遼子の周りに塵ちりのようなものがたくさん集まっているのを。目を凝こらし、そして美里はそれの正体を悟さとる。

　ミツバチの、大群。

　遼子の身体からだを覆おおい隠かくしてなおあまるほどすさまじい、ハチの、大群。

　そうだ、確かサクラが言っていた。

　日ひ炉ろ理り坂ざかには野生のミツバチはいない、全部養よう殖しよくだと。

　そしてミツバチは──コロニーをつくる昆こん虫ちゆうは、コロニー自体が一個の生物のように活動すると。

「分かった？　頭いいわね。そう。けっこうな量が必要だったけど、これだけの数がいれば、それなりに複雑なネットワークを形成できるわ。おかげであたしは、必要な記憶を保存しておくことができた。それと、必要最小限の『鋳い型がた』もね」

（そ、そんな……）

『ザ・ワン』は犬でも猫でも人間でもなく、ミツバチのつくるネットワークに、『鋳型』を残していた──

　ぶんぶんと遼子の周りを飛び回るハチの群れのその動きには、明らかに一定の意思がある。

　美里は周囲を見渡すが、人じん家かから離れた森のなかでは助けになりそうなものは何もない。

　どうする？　考えろ、考えろ、考えろ──

　少しずつあとずさっていく美里に、遼子は笑って言う。

「勘かん違ちがいしないで。いまさらあたしたちは、何もする気はないから。……このネットワークだって、もはや『ザ・ワン』のものじゃないもの。鴨かも音ね木ぎエレナと神かん名な木ぎ唯ゆいの情報をメインに抽ちゆう出しゆつした、生せい殖しよく子し用ネットワーク……」

「え？」

「あなたをここに呼んだのは、あなたに見み届とどけ人になってもらって、助けてもらいたかったから。そしてあなたを選んだのは」

　手を伸ばし、いとおしそうにハチたちの舞う宙を撫なでる。

「このなかにある、エレナと唯ゆいの意思。あなたになら任せられる、いいえ、あなたに任せたいっていう、二人の心……」

「な、何をよ！　いったいあたしに、何を任せようって──」




「──あたしたちの子供の、名前を呼んでほしいの」




「──え？」

　目を見開いた美み里さとに、蜂はちの群れが周囲を舞うなか、遼りよう子こはうなずいてみせる。

「あたしは名前を呼んであげられないから、あなたに呼んでやってほしいの」

「……な、何を言っているの？」

「そして、お願い、少しでいいから、この子に血を吸わせてあげて。ほんの少しでいいから、それだけで、この子は一人で立てるようになるから──」

　美里は叫んだ。

「ふざけるな！」

　ハチの大群が大気をぶんぶん震わせるなか、声を殺されるまいと、大だい音量で、叫ぶ。

「あ、あたしがどうしてそんなこと、してあげないといけないのよ！」

「……あなたが、やさしいから」

「ふ、ふ、ふざけるな！　バカにするなぁ！　いくらあたしだって、あたしだって身にしみているわよ！　『ザ・ワン』の怪物ぶりは！　そんなの助けるわけがないでしょう！」

　悲しそうな表情で、遼子はうなずく。

「……そのときは、いい。見殺して。すべては、やさしいあなたに委ゆだねる。……それがあたしたち、三人の意思」

「いやだ！　ふざけるな！　やめてよ！　そんないやな責任──」

　轟ごう、とハチの嵐がうなる。

　そして美里は、気づく。遼子の身体からだに、線が、いや、ひび割れが走っていることを。

　少しずつ、少しずつ、ひび割れが増えていっていることを。

　周囲を回るハチたちが、巡るにつれてそのひび割れがどんどん多く、細かくなっていくことを──

　かすれるような、遼子の、声──

「……なまえ……名前を、つけたのよ」

「え？」

「この子はもう、『ザ・ワン』じゃない、この子はもう『ザ・ワン』とは異なる生物、『ザ・ワン』に死を与えて生まれてくる存在、『ダンピール』……」

　遼りよう子こは自分の身体からだを抱き締め、つぶやく。

「……あなたの名前は、えむ・える・えぬ、……《ＭＬＮ》、よ」

「……え、えむ、える、えぬ？」

「そう、《ＭＬＮ》。いろいろひねって考えたの……楽しかったなぁ、とても。

　……それは『ザ・ワン』が目指した、ミレニアム、から、取ったもの……」

　遼子は自分の身体を抱き締め、うめく。

「──ごめんね、お母さんは、あなたと一緒にいてあげられない。お母さんが一緒にいたら、あなたを引きずり『ザ・ワン』に戻してしまうから。あなたはもう、『ザ・ワン』と違う生き物にならないといけないから。そうしないと、生きていけない、から……」

「……三み輪わ方かた、さん……」

　ハチたちが、何百万もの大たい群ぐんが、遼子の周囲を踊り狂う。

　遼子の身体を走る網あみの目のような赤いひび割れが、さらにさらにと細かくなる。

　ハチの回転に誘いざなわれるように、どんどん、どんどん、崩れていく──

　語りかけるような遼子の言葉が、続く。

「《ＭＬＮ》にはね、もうひとつ、意味があるの。それは、……百万とか、無数、たくさんって意味を表わす言葉、『ミリオン』の、省しよう略りやく形。そう、あなたはもう、『ザ・ワン』じゃない。ひとつっきりの存在じゃない。あなたは『ミリオン』、たくさんの、いっぱいの、無数の百万もの存在、──『ミリオン』。

　……ごめんね、お母さん、こんなものしか残してあげられなくって。

　でもあたし、一いつ所しよ懸けん命めい、がんばって、考えたから。考えたから──」

（……あ、ああ……三輪方、さん……）

　崩れはじめる。

　遼子の身体が、網あみ目めのようにひび割れの走った身体が、崩れていく。

　ぱりぱりと崩れ、空中に銀色の塵ちりをふりまいていく。ハチたちの起こした風によって、銀色の粉がきらきらと、遼子の周囲に降り注そそぐ──

「……あなたの名前は、《ＭＬＮ》。それがあたしの名づけた名前。そう、あなたには、名前があるの。ちゃんとある。だからだれにも、《それ》なんて、言わせないで──」

「み、──三輪方さん！」

　その瞬しゆん間かん、

　ガラスのはじけるような音とともに、遼子の身体が、そして大気を埋め尽くしていたハチたちの身体がついに、銀色になって、砕け散った。

　銀色の灰の雨が降るなか──




（……お願い、山やま本もとさん。もしもあなたが、少しでも、共生できると思えたら、この子の名前を、呼んであげて）

（……そして血を、飲ませてあげて──）




　遼りよう子この最後の言葉に、風に巻かれて包まれつつ。




　美み里さとは気がつくと、遼子がいた場所から、




　──その子供を、抱き上げていた。




　　　　◆




　子供は、年は人間で言うなら五、六歳さいくらいだろうか、外がい見けんは人間の、少女の姿をしていた。

　あくまでも外見の形だけは。

　その体温は氷のように冷たく、

　足まで届くほど長いその巻まき髪がみは灰がかった銀の色。

　その目は金色がかった血の色の赤。

　透き通るような白い肌はだは静じよう脈みやくを透すかして脈みやく動どうを伝え、生きていることを伝えてくる。

　だが少女は何をするでもなく、暴れるでもなく、美里に抱き上げられたまま、ただぼぉっと空を見上げている。

　その顔は──

（……ああ、うそ、そんな──確かに、似ている──）

　目、鼻、口、それぞれのパーツに、遼子、エレナ、そして唯ゆいの面おも影かげが見える。

　どこが似ているというのではなく、かつて自分の友人だったあの二人、そして敵だった遼子の面影、感覚が、感じられる。そのあまりの雰ふん囲い気きの相そう似じに美里は確信してしまう。この子は確かに、遼子とエレナと唯の子供であることを。

　でもそれは、あのおそるべき『ザ・ワン』を受け継ぐ子供でもある。

『ザ・ワン』の母親を犠ぎ牲せいにして生まれてきた、『ダンピール』かもしれないが、それでも人間の味方とは限らない、恐るべき能力を持つ怪物。下へ手たすれば人間を滅ぼしかねない存在の、その恐ろしさ、それは『ザ・ワン』の事件でじゅうぶん理解している。いや、『ザ・ワン』は油ゆ断だんしまくりの存在だったが、それでもあれだけ恐ろしかった。なのに、『ザ・ワン』の力にくわえて人間の特徴までそなえているという、この怪物が仲間を増やして敵に回ることになったら──

（……ああ、でも、敵にはならないかもしれない。仲良く一緒に暮らしていけるかも）

（でもどうして、そんなこと断言できる？）

　腕のなかで、少女がひくっと身体からだを震わせた。

　え？　ええ？　と美み里さとが見る間にその肌はだが、真っ白だったその肌が、だんだんと青く変色していく。そして美里はなぜだか理解する。この子は死に掛けているということを、早く名前を呼んで血を与えないと死んでしまうということを。とてもじゃないが、舞まい原ばる家とかのだれかの判断を仰いでいる時間はないということを──

（なんでよ！　どうしてあたし、なの？　どうして、あたしじゃなければいけないの？）

（なんであたしがこんなこと、こんな選択しないといけないの？　やさしいからって何よ！　こんな、こんなひどい、重たい責任の、選択──）

　友だちに似ている子供の顔。

　いまにも死にそうな、いや実際死に掛けている、はかなげな身体。

　でも、怪物。

　下へ手たすれば、人間を滅ぼしてしまうかもしれない──




（……自然は、生きていくことは、厳しいんだ）

（だれだって生きていくためには、だれかを、何かを犠ぎ牲せいにしなければいけないんだ──）




　美里は大きく息を吐く。

　そして自分がこの森で過ごした、三日間を、思う。

　生なま肉にくを食べ、ウサギを、ネズミを、ヘビを食べ、猪いのししに殺されかけた日々──

（そうだ、生きるっていうのは、戦いだ。甘いもんじゃないんだ。他の動物のことなんて、ましてや自分の敵に回るかもしれない生物のことなんて、気にしてなんていられない）

　ここで三日を過ごすまえのあたしなら、情じように負けていたかもしれない。

　でもここでサクラと一緒に三日を過ごしたあたしは違う。

　いまのあたしは知っている。トゥワカ・ツィツィのあたしは知っている。自然は、なめてはいけないということを。自然というのは、甘く見たらたちまち牙きばをむいてくるということを。あのとき死にかけたあたしはちゃんと知っている。油ゆ断だんしてはいけないと。

（もしかしたら、このためなのかもしれない。いま、このとき、あたしが正しい判断をくだせるよう、運命が、あたしをあんな目に遭あわせたのかもしれない）

　だったらあたしのするべきことは──

（ごめんね、エレナ、唯ゆい、三み輪わ方かたさん。だけど、あたしは、人間は、生きていきたいから──）

（だから、あたしの選ぶべきは──）




　ひく、ひくっと震える小さな子供の身体からだ。

　どんどん死に掛けていく、生命いのち──




　ようやく心を固めると。

　美み里さとはその場に座り込み、少女を強く、でも加か減げんして抱き締めた。

　その身体を温めようとでもいうように、少女の顔を、首くび筋すじにうずめるようにして。

　その小さな耳に、そっと、ささやく。

「……起きて、《ＭＬＮ》。それがあなたの名前よ。あたしが認めた、あなたの名前」

　──少女の目が、かすかに動いた。

　ぼぉっとしていた瞳が、少しずつ、焦しよう点てんを取り戻していく。

　手が、足が、動きはじめる。

「──《ＭＬＮ》、それはね、ミレニアムって意味。あなたの親が、望んだことを表わす名」

　少女の唇くちびるが、美里の鎖さ骨こつのあたりをさまよう。かすかに硬い何かを感じるが、しかし美里の肌はだを破るまでにはいたらないらしく、しかたなく、美里は少女の顔が見えるよう抱きなおし、バッグから裁さい縫ほうセットを取り出すと、待ち針を抜いて自分の指のさきを刺す。

　親指で押して赤い血の玉をつくると、美里はそっと、指のさきを少女の唇に近づける。

　それが見えたか、それともにおいを感じたか、少女の唇が美里の指を、含む。

　それが乳ち首くびであるかのように、ちゅっちゅっと、弱い力で吸いたててくる──

　じわり、じわりとわいてくる満足感にひたりつつ、美里は少女に話しかける。

「……《ＭＬＮ》、あなたの名前にはね、百万、とか、たくさん、って意味もあるんだって。それはね、あなたのお母さんが、あなたに友達がたくさんできるよう、一人ぼっちじゃないようにって、つけた名前なの。だから、……お願いだから、人間とも仲良くしてね。絶対に、絶対に敵に回らないでね、……じゃないと、あたし、つらすぎるから……」

　美里の言葉が分かるのか、分からないのか、黙って見上げてくる少女。

　その唇は、いまだ美里の指を吸っている。

　生まれたばかりの赤あか子ごが、母親の乳ち房ぶさを吸うように。

　美里は素直に、少女をかわいいと、感じた。

　そして、思う。

　あたしはいつかこの決断を、後悔するときがくるのだろうか。

　それともよかったと思うのだろうか。

　そのどちらにせよ、これはあたしが背負うべき、荷物。

　やさしいと言われるあたしが、背負うべき、決断。

（──そう、なんだ）

（みんなになぜか、やさしいって言われるあたし、そのあたしがここにいること、それがもう、答えなんだ。それしかないんだ。どうすればいいか、なんて、最初から決まっていたんだ。あたしが選ぶべきは、どちらを選ぶかではなく、それをするか、しないか、それだけで──）

　そして美み里さとは、それをすることを、決断した。

　ただそれだけのこと──

　少女は、しばらく美里の指をしゃぶっていたが、やがて唇くちびるを離した。

　見ると、針でつついたはずの傷は、消えている。

　少女はそっと、しかし確かな足取りで、美里の身体からだから、降りる。

　しばらくその赤い瞳で美里の顔をじいっと見つめ、

　次の瞬しゆん間かん──

「──あ」

　頭を下げた、と思ったその瞬間、少女の身体が、霧になった。

　拡かく散さんし、消えていく。

　美里は力なく笑い、空中に向かって手を振った。

　そっと、つぶやく。

　──バイバイ。またね。

　──がんばって、強く生きてね。そしてできることなら、人間の敵には回らないでね。共生することを選んでね──

（──でも、もしも敵に回ったら、そのときは人間も負けていないから──）

　きっと大丈夫だろう、そう、美里は自分に言い聞かせる。

　あの子のなかには確かに、三み輪わ方かたさんと、そして唯ゆいとエレナが生きているから。

　確かにそこで、生きているから。

　願わくは、あなたが、この世に受けいられんことを──




　　　　◆




　しばらくそこで、友人との再会の余よ韻いんに浸ひたると、

　美里は立ち上がり、確かに受け取った、本の入ったバッグを肩にかけると、森を出て家に帰るため、歩き出した。

　確かに森での暮らしも、それなりに楽しそうではあったが、やっぱりおうちが一番、森ではなく家、そここそが、美里の生きるべき場所だった。







　　　５．（エピローグ・終）




　少女──《ＭＬＮ》は、森のなか、『オード』を張って寝床となる巣を探していた。

　だれに言われるでもなく、本能で、少女は『オード』と、その使い方を知っていた。

　そして、自分はそれを使ってうまく隠かくれなければいけないことも理解していた。

　そうしなければ、弱い自分はすぐに捕まり殺される。

　少女の頭は何人か、安全『かもしれない』人間の顔を記き憶おくしていたが、しかし簡単にそれに頼ってはいけないことも本能的に理解していた。

　一人ぼっちは心細い。

　でも大丈夫、この森、そして向こうの町には、自分の親が残してくれた『細さい胞ぼう』がある。

　いまは人間に擬ぎ態たいしているそれは、ときが来れば必ず自分の役に立つだろう。自分の力が強くなり、『オード』でネットを張り巡らせられるようになれば、きっと自分の役に立つ。

　──あの『とってもいいにおいのする大好きな人』はなんて言ってたっけ？

（お願いだから、人間とも仲良くしてね？）

　仲良く、というのが具体的にどういうことか、《ＭＬＮ》には分からない。

　だがひとつだけ分かっていることがある。

　いまの自分はあまりに無力だということ。

　無力な状態では対等には扱われない、それでは仲良くなんてできないということ。

　だから少女は森に隠れ、ひそみ、時を待つ。自分の力が成長し、強くなるときを。そして、『オス』と巡り合える日を。その『オス』は、きっと自分を守ってくれるだろう、立りつ派ばな遺い伝でん子しを自分に与え、いずれ産む子供たちに王国を授さずけてくれるだろう。その存在の、候補の顔はちゃんと記憶に入っているし、その名前も知っている。母親が記憶にインプットしておいてくれた、次代をにない、自分に健すこやかで優秀な子供を産ませてくれるであろう、その優秀な『オス』候補の名前は──




「──堂どう島じま、コウ──」




　時を、待つのだ。

　優秀な遺伝子を持っている、そのオスと巡り合えるときを。そのオスと巡り合い、ともに王国を築ける日が来るまで。時を待つのだ。自分の力が成長するまで。遺伝子が優秀なら、そのオスを狙っているメスは自分だけではないだろうから、熾し烈れつな競争に打ち負けないためにも。《ＭＬＮ》は、赤い瞳を輝かせながら、口を開いて、吠ほえてみた。

「……く、くぉ……」




　くぉ・ら・るる……




　小さな吠ほえ声ではあったが、それだけでなんだか自分がいっぱしの者になった気がして、《ＭＬＮ》は満足し、やぶのなかを転がってみる。もちろん分かっている。吠えたぐらいでは強くはなれない。いまの自分に必要なのは隠かくれること。そして栄養を取りつつ、時を待つこと。頑がん健けんなオス（一番の候補は堂どう島じまコウ）と巡り合い、子供を産み、育て──




　そしていつか、王国を──




《ＭＬＮ》は、神の存在など知らない。神の摂せつ理りも興きよう味みがない。ただ、知っていることがある。心のうちから語りかけてくる言葉がある。それはただ、本能として、衝しよう動どうとして、《ＭＬＮ》を、いやすべての生物という存在を震わせる。それは──




　──生めよ、増えよ、地に満てよ、

　──生めよ、増えよ、地に満てよ──




《ＭＬＮ》はもう一度、くぉ・ら、と吠え声を上げた。

　さっきより多少大きく、夜の空気を震わせてみた。

　いまはまだ小さな声でも、いずれは地に満ちるだろう。いずれは水に満ちるだろう。生命には無限に増える、無限の可能性があり、名づけられるのを待っている。そして、自然は生きろといっている。何があっても生き延びて、地に、水に、空に満ちよと言っている。そう、自分を生んだ存在が、この世を作った存在が、生きろ、と言ってくれている──




（──生めよ、増えよ、地に満てよ──）

（──生めよ、増えよ、地に満てよ──）




　──くぉ・ら・るる……




　やがて、和わ歌か丘おかの事件が生んだ新たな生命は、夜の闇やみへと溶けていった。




　いつか新たな王国を、創つくり出す、

　そのときを夢見て──











（《ザ・ワン》から《ＭＬＮ》へ）




（悪魔のミカタ《Ｉｔ》編・終）









あとがきに、かえて







　　　　◆




　初めて告白した日のことを、昨日のように覚えている。初めて告白した日のことは、今でも胸を疼うずかせる。それはいまから一年以上も前の話で、コウはそのとき、冬ふゆ月つき日ひ奈なを散歩に誘ったのだった。その日は二人の卒業式で、卒業したって何かが変わるわけでもないけど、節ふし目めだし、タイミングって重要で、その日、コウは中学校以外の何かを卒業しようと決めたのだ。自分の意志で、自分の言葉で、そして自分の行動で──

「冬月さん」と言いかけたそれを、あわてて「日奈さん」に言い換えて、でも気づいたときにはさんがなく、ただ「日奈」とだけ、呼んでいた。呼んでしまって後悔したか？　ああ、したさ、ズボンのなかで、足ががくがく震えはじめた。何か取り返しのつかないものを壊こわしかけている気がして。大事なものを失いかける心地になって。でもコウは、言い直したりはしなかった。

「日ひ奈な」と呼ぶ。

「なに？」と答える。

　日奈はちょっと憮ぶ然ぜんとして、でも明らかにおもしろがってて。日奈を語るに欠かせない、その大きな眉まゆをかすかに寄せて、コウの言葉を待っている。

「日奈」もう一度繰くり返し、

　コウは一ヵ月間も考えた、告白のための言葉を探した。それは何度も繰り返し、練習していた言葉だった。聞きたい？　それはこんなフレーズ──




「あのさ、日奈、もしも二人が別れるとしたら、それは絶対、日奈がおれを振るんだと思う。でもおれはそれでいい、からさ、それまでだけでも付き合わない？」




　いかに冗じよう談だんぶろうとも、なんとまぁ、へりくだった言い草だろう。尊そん厳げんってやつがかけらもない。思い出すだに赤せき面めんもの。でもそのとき、コウは、それがなかなか洒落しやれていると思ってしまったのだった。まったく、どうしようもないやつだった。かっこわるいやつだった。もっとも、ただ一つだけ誉ほめられていいところもある。それは、そのせりふを実際には使わなかったこと。ま、正直な話をすれば、使わなかったのではなく使えなかったのだけれども。「日奈」と呼んだ瞬しゆん間かんには、そのフレーズは消えていた。あらゆる言葉が消えていた。ただ、待つだけ。はじめて「日奈」と呼ばれた冬ふゆ月つき日奈の反応を。

　しばらくして。

「それだけ？」と日奈がたずねる。

　あたしを日奈と、呼んだだけ？

　その言葉に、ようやくコウは思い出す。たった一つの言葉を。それは、そう、奇き跡せきだった。まさに奇跡の瞬間だった。あらゆる言葉を忘れた中から、たった一つの、言葉を、でもこの場に、このときに、そしてこれが一番大だい事じなことなのだけれども、この人に、冬月日奈という人に、まさにぴったりの言葉を見つけることができたのだから。

　コウは雷かみなりにでも打たれたかのように、その言葉を口にした。

「好きだ」

　しばらくして、日奈は答えた。

「知ってた」

「え？」

「でも、そっちは知らなかったでしょ？　だからさきに言わせたかった」

「……」

「お願い。もう一度、言って」

　彼女の笑顔に、でも泣きそうなその声に、だからコウはもう一度、繰り返す。まるでいま気づいたように。ようやく理解したかのように。そして確かめているかのように、その言葉を繰り返す。そう、もう一度、もう一度──




「好きだ。日ひ奈な」




　好きだ、日奈──




　──もう一度、その言葉を言うために。その言葉を言い、彼女の笑顔を見るために──




　──覚えている。初めて告白した日のことを。

　いまでも心を疼うずかせる、初めて起こした奇跡の瞬しゆん間かん。

[image: ]




　　　　◆




　以上、散さん文ぶん失礼。




　──第一部『エメラルドの都』第一幕～第四幕──

　──第二部『ライク　ホーム』第一幕～第五幕──

　──終幕『虹にじの彼方かなた』──




（《Ｉｔ》編、そして悪あく魔まのミカタ、一学期編へん、終了です）

（ここまで付き合ってくれたかた、おかげさまです。ありがとう）

（本当に、どうもありがとうございました！）




　──悪魔のミカタ、《Ｉｔ》編＆一学期編、完！──




　うえお久ひさ光みつ、でした。







[image: ]







うえお久ひさ光みつ

今巻で《Ｉｔ》編は完結する。間違いなく完結する。でもこの世に絶対ということはないから、多分完結するだろう、と言い換える。むしろ謙虚に控えめに、完結すればいいなぁぐらいにしておこう。ああ、いつか完結できればなぁ──あれ？　ええと、悪魔のミカタ一学期編、完。
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